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抱　居館と遺物

し戸　居館の構造（第373、十日図）

位置　桜川支流の泉用の氾濫原中に張　出した段丘の縁辺部東端　調査区中央部H摘滝～監臓a　区に位置

しタ　濠と竪穴住居跡で構成される。濠の東端部はヲ　調査区北部南東端に一部が確認で凱　さらに調査区域外へ

と延びている。また　濠の南端部は第　A e B号溝　第別号土坑　第渕号住居にそれぞれ掘　込まれている

ため形状は明確でないがタ　張り出し部が認められタ　ここで屈曲して東へと方向を変えて調査区域外へと延びて

いる。また　濠が延びていると想定される東側は　現況で水田　なっている。

形状　構造　　上幅も～。m　深さ約　mの濠跡　第　号濠跡　によって区画されている。濠の検出された

部分の規模は長軸方向が純絹m　短軸方向が約5mの遵L字状を皇し　長軸方向はN…摘○…Wである。濠は

東端部　南端部でさらに調査区域外に延びてお酌平面形は方形または長方形に巡っていたものと想定される。

また，北西コーナー部普　南北濠の中央部撃　南端部では張り出し部が認められ，濠の形状も張り出し部の形状に

沿うように攣曲する。屠館内の面積駄　確認された範囲で約2100感である。

内部施設　内部には弥生時代後期の竪穴佳屠跡　軒撃　世紀から　餞寵の竪穴住居跡姐軒⑳井戸跡　数　世

紀以降の竪穴住居跡23軒e方形竪穴遺構且軒の掘立社建物跡9横車柵跡2列などが確認されている。これらの

中で濠が機能していた時期の遺構は，4世紀代が竪穴住居跡9軋　5世紀代が竪穴住居跡2軋　5世紀末から

世紀初頭までが竪穴佳屠跡　軋　健妃前葉の竪穴住居跡　軒と考えられる。その後の　世紀中葉から7世

紀複葉の竪穴住居跡はある程度濠を意識して建てられているが　主拗方向や配置等に規則性は認められない。

またタ　濠の覆土中層から上層にかけてこの時期の遺物が比較的多く出土していることからもタ　6世紀中葉以降

の竪穴住居跡は濠としての機能を失った後に建てられたものと考えられる。

4世紀代の竪穴住居跡は4世紀中葉と考えられるものが3軋　4世紀未が6軒である。4世紀中葉での配置

は資　中央部に2軒が約温2mの間隔を置いてほぼ東西に並び　南西部に　軒が配されている。また，4世紀未で

はタ　西部に3軒が濠から約のm内側にそれぞれ約はmの間隔をおいて南北に並びタ北部中央に3軒が北を頂

点とする三角形に配されている。またタ　世紀代から6世紀前葉にかけては，各時期ごとに1軒または2軒の

竪穴fm耶亦が北部中央に確認できただけである。

南北濠中央部の張り出し部ではタ　中央から2基の士坑が濠と平行に並び，芯々間で約2mの間隔で確認され

ている。しかし，それらに対応すると考えられる土坑や柱穴等は9　濠の内外ともに認められなかったが，橋脚

施設の一一部の可能性も想定されるし、

②　濠跡

第瀾考濠跡（第373～414図）

位置　調査区中央部の削4i5～K13a3区に位置した達し字状の濠で，東端部と南端部は調査区域外に延び

ている。

重複関係　第356号住居跡を掘り込み，第328鋒3370343の姐Oe421号住居　第は号方形竪穴遺構，第器号掘立

柱建物，第2158217。244号土坑ヲ　第4A e B号溝にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　確認できた範囲では，東西外辺約58mゆ内辺約38m，南北タも辺約75mの内辺約60mの逆L字状を

皇しタ主軸方向はN－100－Wである。上幅5。6～8・5m，下幅1。2～2．9m，深さ1。7～2．0mを測り，断面形状

は箱薬研状を皇しており，内縁より外縁の方が急な傾斜で立ち上がる。

張柑出』部　濠の内辺北西コーナー部は，外方に向かって半径約4mの半円形状に突出している。ここでは第
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22号ピット群が確認されているが，ピットの規模や形状は不揃いで柱穴と考えられるものはなく，遺物もほと

んど出土していないため，本跡との関わりはないものと考えられる。また，南西コーナー部も外方に向かって

突出しているが，重複で掘り込まれているため本来の形状を留めておらず，濠の底面が南東へと攣曲すること

が確認できただけである。さらに，南北濠中央部が外方に向かって突出しており，規模は幅約2m，長さは北

端が重複で掘り込まれているため約8mが確認でき，形状は長方形を皇していたものと想定される。張り出し

部の中央部からは，濠と平行に並ぶ2基の土坑が確認されているが，橋脚の一部とも想定できる。

覆土　濠の覆土（A～G）は14～20層に分層され，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。濠は鹿沼パ

ミス層を掘り抜き，不達水屑まで達していることから，常時水を湛えていたと考えられる。そして，腐植土を

多量に含む層は，明瞭に分層できた地点で3層を確認することができた。このことから，濠は少なくとも2回

の掘り返しが行われたと考えられる。また，テフラ分析の結果では，士層断面C国中の第6～17層から浅間C

軽石（As－C：新井，1979）が確認されている。最下層の18層では確認されていないことから，濠がある程

度埋まった段階で浅間C軽石が降灰して堆積した可能性が指摘されている。さらに，第5層からは榛名ニッ岳

伊香保テフラ（Hr－FP：新井，1979），または榛名ニッ岳渋川テフラ（Hr－FA：町田。新井，1992）

がわずかながら確認されている。

土層解説A

l　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

2　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

3　灰　褐　色　粘土ブロック・焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗　褐　色　ロームブロック0炭化物少量

8　黒　褐　色　炭化粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量

9　暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス少量，焼土粒子・炭化物微量

10　暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス中量，焼土粒子・炭化物微量

11極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子・鹿沼パミス中量

12　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

13　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量

14　黒　褐　色　砂粒多量，ローム粒子・焼士粒子・炭化物少量

15　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

16　黒　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量

17　黒　褐　色　砂粒多量，鹿沼パミス中量，炭化粒子少量，炭化物微量

18　黒　　　色　砂質粘土ブロック多量

19　暗　褐　色　ローム粒子中屋，焼土粒子微量

土層解説B

l　暗　褐　色　ローム粒子・白色粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，白色粒子少量，焼士粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　白色粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・炭化物少量

4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・炭化材少量，焼土粒子微量

6　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物・鹿沼パミス少量

7　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子・白色粒子微量

8　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化材中量，ロームブロック少量

9　黒　褐　色　ロームブロック・炭化材中量，焼土粒子少量

10　黒　　　色　焼土ブロック多量，炭化材中量，ローム粒子少量

11暗　褐　色　ロームブロック・白色粒子中量，炭化材少量，焼土粒子微量

12　極暗褐色　炭化材中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
13　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土ブロック・白色粒子微量

14　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化材少量

15　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

16　極暗褐色　ローム粒子中量，鹿沼パミス少量，焼土粒子・炭化粒子微量

17　黒　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス・砂礫少量，焼土ブロック・炭化物微量

18　黒　　　色　炭化物中量，ロームブロック・砂礫少量

19　暗　褐　色　ロームブロック・白色粒子中量，炭化粒子微量

20　黒　褐　色　ロームブロック・砂粒中量，鹿沼パミス少量
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第㍍図　第　号濠跡全体図
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土層解説C

l　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

Lll　黒　褐　色

5　黒　褐　色

（う　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ロLl一ムブロック・炭化物イl色粒J’・少；i一呈∴　焼日量√微量

ローム粒J’一中量．白色粒J’・少軋　焼廿日l・炭化粒自微量

ロームブロック・炭化杵柄呈∴　焼＝粒子・白色粒J’・少量

ロームプロ、ソク・炭化材少量．焼士粒子微量

ロームプロ・ソク多量．炭化物微量

ロームブロック中量，炭化廿少量．焼「粒つつ散量

ロームブロック多量，炭化物・鹿沼バミス少量，焼巨粒！一微：‡呈二

8　黒　褐　色　焼士ブロック・尉ヒ相中鼠　ロームプロ、ソク少量

！）黒　褐　色　ロームプロ、ソク申鼠　炭化物少量．焼土二粒J’一・白色粒召数量

10　黒　褐　色　ロームプロ、ソク申鼠　尉ヒ粒千少鼠　焼損打・イl色粒子微量

11黒　　　色　ローム粒千・焼巨粒子一・歳化柑少量

12　極暗褐色　ローム粒J’－申鼠　鹿沼パミス少量．焼吊打一・尉ヒ粒自微量

13　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・炭化物少軋　焼出自’・微量

lLl　暗　褐　色　ローム粒川一量．炭化物少軋　焼上粒日放量

15　黒　褐　色　ローム粒子・焼士粒J’一・砂粒少鼠　炭化粒自敬量

蟻　黒　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量

17　黒　　　色　炭化物中量．ローム粒千・砂礫少量

18　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・砂礫中量

摘　暗　褐　色　白色粒子中量　ロームブロック少量

20　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・砂粒中量，鹿沼パミス少量

土層解説D

l　暗　褐　色　ロームプロ、ソク申品　焼上プロ、ソク・炭化物少量

2　黒　褐　色　ローム粒川一礼　焼吊打一・歳化粒J’・少結　粘日も口・微量

3　極暗褐色　ロームプロ、ソク・炭化粒J’一少一鼠焼l二プロ、ソク微；Ii二

11－　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・鹿沼ノ〈ミス中量，炭化物少量

5　黒　　　色　炭化物中量．ロームプロ、ソク少量

（う　黒　　　色　ロームブロック・炭化材少量

7　黒　褐　色　粘い粒子・中量∴　焼上粒J’－・炭化粒自微量

8　黒　　　色　ローム粒mI量、焼悌白つ夫イヒ物・鹿沼バミス少量

と）黒　　　色　ローームプロ、ソク・鹿沼バミス少鼠　焼‖有子微量

10　暗　褐　色　ロームブロック多鼠　鹿沼パミス中量

11褐　　　色　ロームプロ、ソク多軋　砂粒少；一芸：

12　暗　褐　色　ローム粒J’・中量，焼上ブロック少量

13　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・炭化粒J’一少軋　焼上粒子微量

1・1暗　褐　色　粘自拉！可弓㌫　ロームブロック少量

15　黒　褐　色　ロームブロック・炭化柑・鹿沼パミス少量

土層解説E

l　黒　褐　色　ローム粒J’・・焼上プロ、ソク・炭化粒j’一・鹿沼パミス少量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒J’－・鹿沼パミス少量．一塊上プロ、ソク微［‾，呈：

3　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・射ヒ粒十鹿沼パミス少量

Il．黒　褐　色　ロームブロック・炭化物・鹿沼パミス少鼠　焼上プロ、ソク微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒J’－・鹿沼パミス少軋　焼細目∵微量

（i　黒　　　色　ロームプロ・ソク・炭化粒子鹿沼パミス少：i呈∴　焼吊打・微量

7　黒　　　色　ロームブロック‥廃土粒守一・炭化粒J’－少量

8　黒　　　色　ローム粒子・炭化材少量

ゝ）褐　　　色　ロームブロック・鹿沼パミス「巨鼠炭化粒子少量

10　極暗褐色　ローム粒子・炭化物・鹿沼パミス・酸化上少量

11暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス・砂粒少量

12　黒　　　色　酸化I二中＿重し　ロームプロ、ソク・尉ヒ柑・鹿沼パミス少量

13　にぷい褐色　鹿沼パミス・酸化土中量．ロームプロ、ソク・炭化粒J’・少量

1・1暗　褐　色　酸化1二中量．ロームプロ、ソク・炭化物・粘「プロ、ソク少量

土層解説F

l　黒　褐　色　ローム粒J当一量．焼出口・・炭化粒j∴・鹿沼パミス少量

2　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼‖甘千・炭化粒千・鹿沼バミス少量

3　暗　褐　色　ロームプロ・ソク・炭化粒J’一・鹿沼パミス少量

4　黒　褐　色　鹿沼パミス中量，ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒j’一・鹿沼パミス少鼠　焼巨粒子微量

（う　黒　　　色　ロームプロ、ソク中鼠炭化粒j’・少量，焼‖甘千微量

7　黒　　　色　ロームプロ、ソク・焼巨粒子・炭化粒召錆呈二

8　黒　　　色　ローム粒r・炭化杵少量

〔）褐　　　色　ローム粒子・鹿沼パミス中鼠　炭化粒子微量

10　極暗褐色　ロームプロ、ソク・炭化物・鹿沼パミス少量

11暗　褐　色　ローム粒子中量，鹿沼パミスの砂粒少量

12．黒　褐　色　ロームプロ、ソク・炭化材・鹿沼バミス少量

13　にぷい褐色　鹿沼パミス小結　ロームブロック・炭化粒J’一少量

摘　暗　褐　色　粘土粒子中量ク　ロームブロック・炭化物少量
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第375図　第1号濠跡（北西部）実測図（2）
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第376図　第1号濠跡（北西部）実測図（3）
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第377図　第1号濠跡（西部）実測図（4）
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第378区！第1号濠跡（南西部）実測図（5）
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土層解説G

l　黒　褐　色　ロームプロ、ソ㌢多甘．炭化物微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量．炭化材少結　焼日量「微量

：i　暗　褐　色　ロームプロ・ソク・炭化伸中量　焼巨粒子・・白色粒自微量

L－1黒　褐　色　ロームプロ、、′ク中量．炭化物少量，焼出自’・・白色粒自微量

5　黒　　　色　ローム粒J∵・焼1斗1っ’一・歳化け少量

（う　黒　褐　色　ロームブl」、ソク中量∴　炭化粒J’・少；正　規目白’・・白色粒「微量

7　恒暗視色　ローム粒川！量．鹿沼バミス少量．焼「粒つ’一・歳化粒自微量

バ　黒　　　色　ローームプロ・ソク・鹿沼バミス少甘∴暁上粒子微；‡i：

！）暗　褐　色　ロームプロ、ソク・炭化粒J∵・鹿沼′（‾ミス少量

川　黒　　　色　炭化物小品　ローム粒J’1・砂礫少量

Il　暗　褐　色　ロームプロ・ソク　つ砂礫中量

12　畔；褐　色　白色粒J’一中量、ロームブLJ・ノク少量

1：ミ　黒　褐　色　砂粒中量．ローームプロ、ソク・鹿沼バミス少量

「1暗　褐　色　ロームプロ・リク・f舶用1品　鹿沼バミス少量

・　　　　　　、ヶ・　・・　ノ′　‥　　ノ、∵′　′、　′　・、　，ノ、、′　　′　．、　　　　ノ

‘　　　　ノ　　　　′　　　　　　　　　　　ノ′　　ノ　′、、、　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　′　．　　二　、′．、、

一　　　　　　　一　　　　　一　・・　　　　　一　　　　一　　　ノノ．　　′　′　　′　′　　　　、′

・・　　　　　　　　　　　　　′：－　，　　　　　一　　　　‘・・′′　′ノ言　　，1．′，、　′一　　・′、．くノノ．

′　　′一　′　‾　　　　　　　　　′．－　　　　　′・′　　　　　′′　‾．、・′．′‥／ノ　　　　　′　÷・、　．、　′．、こ．．′、ユ　　ノ　　　　　　　　　　ー′

，　′　　　　　　　　　　　　、　∴　　一　　　　　　　　　′　ハ．・′　二　‾　　　　　　′、　ノ　′′　　．′　一　　　　　　・1了、

－′′∴‘、、I、′ノ′　′．　　　ノ′、ノ　・　′’′　　　　　　　　′　ノ∴、′一、　　‘∴∴∴′／‘㍉’ノ、：′　　′∴　′　′．′　ソ　′′　．′Fくノ．ン′

′　　　′　　　　　′て、　一　　　ノ　　　　・／　ノ　　　　ー　　　　　　　　ー　′．′．、　－　，　∴．∵∴　′　′

上しており言豪渡いや掘り返し等で遣物が混入してい．る可能性が考えられ′る、、主I T‾七日1

ノ＼　　　　　　　′　・′　　　′．．　！ノ　・　′　　　．′　′　　　　′、．1こ　．′　．　　　′　　　　′　′ノ′　′

．′．．　，ノ　．′′　　′　′　　　、′．、一・・一、　　、′．　′†・′．ン　′′．　　　　　　′、－∴？t一　リノ′ノ、り　′・ノノ

ニ　ノ　，′　′　一′′－ノJ　　　′　　　／、′ん′′－′＼′　′t　　′′　　ノ’ノ′言上・′　ノ　ノ′　′一　．一　1一ノ，へ・、一

′・、ハ，・！ノノ　ノ、，、／、　′．′ノ　′′行．′・／：．　ノ′　　ノ‘’ソ了，く∴′′　－　ノ′′ノ　　、′ハ　　　十　　六．ノ

．．／ノ．、．∴′′′　′　′　　・・ノー／一　　　　′、′　　ノ／ノ　′∴　　′1．　ノ′ノ　′　　ユ、　　い．．　　　　′′　　′　　　′　　′．′　′

きず，本捗は4世紀中葉から後柔にかけて首長階級の居宅として機能し撃　その後夕　濠の内部は特別視される区

ノ　′　　　　　′′　．　、′．’ノ　　　　′一　‥．・く一　．′　′：：、　～　　′　′　ノ′ノ．∴′∴、．・　ノ　　　　ノノ′

規則性は認められず，また，その時期以降の士坑などに濠が握り込まれていることからも特別視する区域とし

ての機能も失われたと考えられる、二、．

第　号濠出土遺物観察衷　第㍍～姐園）

番 号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 ！　 手 法 の 特 徴
出 士 位 置 備　　 考

40 0 1 士 師 器 林 ユ4 。4 6 。ア 逢。8
雲 母 ・長 石 ・

赤 色 粒 子
橙 普 通

こきE‖縁 部碩 ナ デ
北 西 部 覆 十

下 層

85％

P L 21 0

4腑 2 十 帥 器 林 ［1 2．7］ 4 ．4 － 雲 母 ・長有 黒 褐 普 通 休 部 外 面 へ ラ削 り 南西部覆土下層 50％

4粥 3 土 師器 林 ［1 2湖 4 。3 － 雲母6赤色粒子 橙 普 通 目線 部 碩 ナ デ 南西部覆土下層 70％

4 00 4 士 師 器 杯 13 ．寸 4。4 － 長 石 黒 褐 普 通 内 面 へ ラ磨 き， 外 面 へ ラ削 り
南 西 部 覆 土

下 層
70％

4腑 9 須 恵 器 林 ［13 ．8］ 「お お － 長 石 灰 普 通 内 外 面 ロ ク ロ ナ デ 将 士 申 5 ％

「キ 」の刻 苦

40 1 0 須 恵 器 林 12 。9 4 ．5 6 ．7 長 石 灰 普 通 内 外 面 ロ ク ロ ナ デ 南西部覆土中層 祁 ％

4飢 1 須 恵 器 林 ［16 。4］ 「娠 郎 － 長 石 灰 普 通 内 外 面 ロ ク ロ ナ デ 覆 十 申 2 0％

4飢 3 須 恵 器 高台相棒 〔17 ．十 4 諸 白0 。8］ 長 石 褐 灰 普 通 高 台貼 り付 け 後 ナ デ 覆 士 中 20％　 刻 苦

4飢 4 十 帖器 皿 11．1 2 ．3 7．2 雲 母 ・長 石 にぷい黄橙 普 通 内外 面 ロ ク ロナ デ
南 西 部 覆 土

中層

70％ P L 24 9

「圧 南 」の 墨
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第379図　第1号濠跡出土遺物実測図（1）
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第380図　第1号濠跡出土遺物実測図（2）
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第381図　第1号濠跡出土遺物実測図（3）
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第382図　第1号濠跡出土遺物実測図（4）
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第383図　第1号濠跡出土遺物実測図（5）
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第384図　第1号濠跡出土遺物実測図（6）
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第385図　第1号濠跡出土遺物実測図（7）
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第386図　第1号濠跡出土遺物実測図（8）
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第387図　第1号濠跡出土遺物実測図（9）
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第38図　第　号濠抄出士遺物実測図師



第389図　第1号濠跡出土遺物実測図仕1）

－500－



第390図　第1号濠跡出土遺物実測図的
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第391回　第1号濠跡出土遺物実測図的
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第392図　第1号濠跡出土遺物実測図㈹
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第393図　第1号濠跡出土遺物実測図仕5）
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第394図　第1号濠跡出土遺物実測図㈹
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第395回　第1号濠跡出土遺物実測図的
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第396図　第1号濠跡出土遺物実測図㈹
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第397図　第　号濠跡出土遺物実測図個
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第399図　第1号濠跡出土遺物実測図柄
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第400図　第1号濠跡出土遺物実測図幽
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第401図　第1号濠跡出土遺物実測図個
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第402図　第1号濠跡出土遺物実測図糾

0　　　　　　　　　　　　　10m

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

－513－



第403回　第1号濠跡出土遣物実測図師
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第404図　第1号濠跡出土遺物実測図個
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第405図　第1号濠跡出土遺物実測図研
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第408図　第1号濠跡出土遺物実測図画

－519－

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」



0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」　　」

‾‾‾－‾訝

第409図　第1号濠跡出土遺物実測図柄
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番号　種 別　器 橙極 径 器 高 底 径　胎　 土　色　 謂 焼成　 手 法の特 徴　　 出土位置　 備　 考

硯5 土瞞 綱 i 回　　　 i普通細 面へラげ 学外癖へ纏 β覆土斗 5％

親　 土師器　 綱 目 も中 線 車 可 雲母瀞 石英橙　 普通細部外商へラ磨き　 i北西醗土下頼 ％

親 恒 師器　 高塚 i　 鉦可　　 長石ゆ石英 姉 褐　 普通脚部滴へラ磨　　 極 摘土欄 極％

硯 土師器　 棒 i 触 離！ 雲母ゆ長石 ぷ噛 普纏 内面へラナデ瀾 へラ摩 土凝i50％

朝鍬 土師器 綱 i i鵬 i 雲母　 明赤褐 普通細 面へラげ 瀾 ヘラ摩 土最i諏％

硯 土師器 高塚　 柏の封　 V靡 石の橙　 普通　 的面横ナデ㈲ ラ磨i 部覆土上！罰％

尋空吏空士」至上「藷嘉唇「普纏 内面へラげ㈲ ラi雷部覆土中％

曳竺庚⊥上土∃寒空尋尋車重「吾蔽率
堀中 師器 綱 i i再もお　 匪 石幸 噛褐国 禁内面へラげ㈲ 璃 部覆土上i50％

購翫巨 師器　 綱 i i再の可　 恒 長石濁英舶褐　 普通脚部痛へラげ　　 極瞳土踊中綿
車 師器 高塚i　 O射i 長石0石英にぷ減 普纏 的商機げ㈲ ラ磨摩 土凝ト％

劇中 師器 高塚i i 抽 i・ 長石0雲母恒 褐普通細 面へラげ 外海へラ 部覆土中i諏％

購車 師　 高塀こ！ 柏を扇　 長石を石英瞞褐 国 禁内面へラげ㈲ ラ 部覆土申i舗％

4車 師器回 ト8潮i 票霊場石車 ぷ噛褐回 震晋痛へラナデタタ滴へラ健 土凝i30％

塞裂裏∃蟄∃霊霊∃霊霊三「霊謡購霊巨師器　綱　　 恒 可　 i雲母瀞石英恒 瀾 普通恒的面ナデ　　　 庫臓土欄極％
聖逗聖 上堅⊥二 山里」 」率蒲 郡㌃「 普通脚部内面げ 外商へラ磨　北部覆土摘極％
硯 巨師器日中　 i 抽 巨 中 雲母の長石恒 い橙普通恒的面げ　　　 庫瞳土欄巨5％

尋竺長上⊥互」車重＝声声謡忘司唐土下極彩
硯6 土師器 回　 回 20日 芸富者 車 ぷい橙回 霊警内海へラげ 湖 へ纏 雷覆土i50％

4037 土師器　 壷　　 鵬　 6ヰ0　長石8石英 赤　 普通体部夕滴へラ削り　　 芸部覆土下 豊 慧完

尋空止吏二邑止」車「恋錘重義 クロナデ ！南西醗土中車％
硯車 師器 小形賓 鵬 回　 雲母の長石 にぷい褐輌 ；票謡 警；商パケ自 体 覆土下層 ト ％

蘭イ2　十師器　　 悪　 事圭　 2＝　 （L8　 長石・有薬　味褐　　 普通　目線部楯ナデ　　　　　　 北部将士下層　70％
聖 逗 墾 十 冬 「 † 極 可 完 可 料 嘉 英匡 釦 可 普通庫 へラげ チタ滴へラ削り！西部覆土下廃車 0％

引力日　 工師器　　 楽　 17・4　 2…　　 7・　 雲り実在摘　 赤褐　　 普通　目線部碩ナデ　　　　　　 北部魔士下層　60％

聖上空堅⊥旦⊥二」空聖上卒丁料料京極議「普通恒縁部横げ　　　 極部覆土下層恒％
掴巨嫡 「髪「つ餌可絹 ぼ諾針 鯛　 普通臓摘げ　　　 学芸部覆土7脇

4車 摘 回 2吏 竺 巨 凍 窓 下 可 普通細 蒜ナデ瀾 内酎！票 覆土監4

硯 巨 師器　 甑　　 恒 の巨 中 石英　 恒 減橙i普通外面へラ削勘 軋 式　 覆土最下層極％

血」⊥尋空車読守窓下率ク吋デ　　 恒中
4050　須恵器　　 嚢　　　　 （905）　　　 長石凍色粒子　褐灰　　 普通　外面縦方向の叩き自　　　　 南西部覆土下層　 5％

4081 土師器　 埠 ［13eS］ 3・6　 408　 慧 濾石の橙　 普通 票吉 へラ磨き 底部痛 へ 票 覆土 柵％

摘 巨 師器　 舞　 い ・中 可　 i雲母繭 石英 橙　 ！普通 i内外面へラ磨き　　　 極 士下層　 恒
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番号 種　 別 器　 種 日　 経 ！器 高 極 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 ！備　 考

4083 土師器 杯 13．2

巨 3

－
雲母・長石・

石英
赤褐 普通

内外面へラ磨き，底部外面へ

ラ削 り

北部覆土下

層

！60％

4084
「土師器 捧 ［15．0］巨 8 i

雲訃長石・石英 明赤褐 普通 外面へラ削 り 覆土最下層 ！50％内嫡 赤彩

4085 士師器 林 12．3
巨 3

－
長石 ・赤色
粒子

明赤褐 普通
内外面へラ磨き，底部外商へ

ラ削り
覆土下層 50％

P L240

4086 士師器 林 白4．4］
巨 7

－
雲母・長石・
石英

明赤褐 普通
内外面へラ磨き，底部外面へ

ラ削 り
北西部覆土
中層

20％
内外面赤彩

4087
「土師器 杯 13．2

巨 9
－ 雲母・赤色粒子 橙 普通 外面へラ削り 北西部覆土下層 60％

4088 土師器 林 は2．0］
巨 5

－ 雲餅長石・石英 明赤褐 普通 外面へラ削 り 北部覆土下層 70％

4089 土師器
！ 杯

白4．4］ 7．4 －
！絡 長石朋 橙 普通 器面摩滅のため調整不明 北西部覆土下層 25％　赤彩ヵ

4090 土師器
巨

14．0 4．3 － 雲母 ・長石 明赤褐 普通
内外面へラ磨き，底部外商へ

ラ削り
北部覆土下
層

100％，PL240

内外面赤彩

4091 土師器
巨

14．1 4．5 － 長石 明赤褐 普通
内外面へラ磨き，底部外商へ

ラ削 り

西部覆土中

層
98％，PL240
内外面赤彩

4092 士師器 林 11．7 6．3 －
雲母・長石・

石英
赤褐 普通

内外面へラ磨き，底部外面へ

ラ削 り

北部覆土下

層
65％

4093 士師器 林 13．2 4．8 － 雲母 ・長石 赤褐 普通
内外面へラ磨き，底部外面へ

ラ削り
北西部覆土

下層

95％

PL 240

4094 士師器 林 ［13諸］ 4．4 －
雲 母・赤 色

粒子
赤褐 普通

内外面へラ磨き，底部外面へ

ラ削り

北部覆土下

層
35％

4095 士師器 林 は4．4］ 4．9 － 雲母 を石英 明赤褐 普通
内外面へラ磨き，底部外面へ

ラ削 り

北部覆土下

層
50％
内外面赤彩

4096 士師器 林 12．2 4．1 － 雲掛赤色粒子 明赤褐 普通 低部外面へラ削り 覆土下層 70％

4097 須恵器 蓋 〔12．0〕 （3。9） － 長有 ・有英 灰 良好 ロクロナデ
北西部覆土

下層

10％

自然紬

4098 須恵器
！

蓋
！
11．4

！
（4．6）

！ i　　　　 i
長石 ・石英

I
灰 普通

l　　　　　　　　　　　　　　 l
ロクロナデ

北西部覆土
下層

40％
自然軸

4099 須恵器 林 は5。6］ ［5月］ 8．8 長石 灰黄褐 普通 砥部回転へラ切 り 南西部覆土上層 70％

4100 土師器 椀 11．6 9．9 －
雲母・石英・
赤色粒子 橙 普通

内面へラ磨き，外面へラ削 り
後へラ磨 き

北部覆土下

層
98％

P L243

射01 士師器 椀 13．4 8．6 5．0
雲母・長石・
赤色粒子

明赤褐
二次

焼成

外面へラ削り後へラ磨き，内

面放射状のヘラ磨 き
北部将士中

層
95％

PL242

4摘2 I須恵器 林 D l．射 3。5 … 長石 灰 良好
ロクロナデ，底部回転へラ切

り
南西部覆土
下層

30％

姐03 須恵器 蓋 ［12．7］ 3．4 －
長石・黒色粒子！

長石・石英朝 ！

雲芸 当

長石・石英・

雲母

灰　 ！

明赤褐 i

明赤褐 ！

明赤褐 i

普通

普通

普通

普通 i

ロクロ成形 南西部覆土下層 60％

姐04 土師器 高塚 ［14．8］ （6．6） － 外面へラ削り，内面へラ磨 き 北西部覆土下層 50％

4105 土師器 高林 i

i

i

i

i

（9月） －
脚部外面へラ磨き，内面へラ

ナデ
北西部覆土
最下層

40％

4106 土師器 高杯 （9。9） －
脚部外面へラ磨き，内面へラ

ナデ

北西部覆土

下層
50％

姐07 士師器 高士不 （7．5） －
長石・石英・
雲母

にぷい褐 普通 内面ナデ 西部覆土中

層
35％
器面荒れ

4108 土師器 高圭不 －
（8可

（9可

［13可

ー ！

闘 欄 可 橙　 ！
普通 脚部外面へラ磨き，内面ナデ 北西部覆土下層 40％

4109 土師器 高塚 －
長石 増 可 にぷい可 普通 脚部外面へラ磨き，内面ナデ 西部覆土中層 50％

4110 土師器 高林

i

i

i

（10．2）
－

長石・石英・
雲母

赤 普通
脚部外面へラ磨 き後へラ削

り，内面ナデ
北部覆土下
層 50％

41は 土師器 高塚 （8．5） －

㌶ 到 明赤褐 i
普通

監禁 票へラ磨き瀾 ナデ，i
北部覆土下
層

40％

4112 土師器 高塚 （11．0） －

雲霞彗 橙 ！
普通

内面ナデ瀾 内面パケ中 北部覆土下

層
50％
器面荒れ

4日3 士師器 高士不 （9．5） －

芸雷。石英車 登 ！
普通

内面げ 瀾 内面パケ冒 ！
西部覆土上
層

60％

器面荒れ
4114 i

士師器 高杯 － （8．9） －
長石 ・雲可 橙　 ！

普通 脚部外面へラ磨き，内面ナデ！南醐 覆土中可
50％

4日5 土師器 高杯 － （8．6） － 長右 ・雲母　 ヰ放漫 普通 内面ナデ 覆土下層
50％
器面荒れ

50％
41可 土師器 高杯 ！触 十日

－
長石撒 雲母巨登　 ！普通 脚部外面へラ磨 き，内面ナデ！醐 覆土下層 ！

41可 土師器 高塚 ！（4・8月 i長石撒 雲中 好赤褐 ！普通 内外面パケ昌調整，輪魔み痕！北西部覆土酎瀾 ！
30％
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番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

4118 須恵 器 横瓶 12．6 （6 ．6） － 長石 ・石英 黄灰 良好 口縁接 合部へ ラナデ 北部覆土下層 20％

41 19 須恵器 施 － （3諸） － 砂粒 灰 良好
ロクロ成形，体部回転へ ラ削

り
覆土中 10％

41 20 土 師器 聾 15．8 （6．2） － 長右 ・雲母 にぷい橙 普通 外面へ ラ削 り 西部覆土中層 25％

412 1 土師器 嚢 13．7 （20．7） 砂粒 橙
二次

焼成

外面へ ラナデ後へ ラ磨 き， 内

面へ ラナデ

北部覆土 中

層

80％

PL 24 3

休部穿孔

412 2 土師器 嚢 ［18 ．5］ （15．0） － 長石・石英・赤色粒子 にぷ い橙 普通 外面へ ラ削 り，内面輪積み痕 北部覆土下層 50％

412 3 土師器 登 16 ．6 （13．5） － 長石・石英・赤色粒子 にぷ い橙 普通 外面へ ラ磨 き，内面輪積み痕 北西部覆土下層 30％

412 4 土師器 聾 19 ．5 （8 ．7） －
石英・雲母・赤色雛 明赤褐 普通 内面輪積 み痕 北西部覆土下層 10％

412 5 土師器 嚢 ［15 ．3］ （18 ．4） － 長石 ・小 礫 にぷ い褐 普 通 外面へ ラ削 り，内面ナデ 覆土下層 30％

412 6 土師器 婆 ［17 ．2］ （18 ．3） － 長石 ・雲母 にぷ い橙 普 通
外面へ ラ削 り後 ナデ，内面へ

ラナデ

北 西部覆土

上 層
50％

412 7 土師器 聾 ［20 ．1］ （15 ．0） － 長石・石卦雲母 橙 普通 頚部外面へ ラ削 り，内面ナデ 北西部覆土下層 15％

4128 土師器 小形嚢 13 ．2 （14 ．3） － 長石 明赤褐 普通 頚部外面へ ラ削 り 北西部覆土下層 80％

412 9 土師器 小形嚢 ［12 ．7］ （12 ．6） －
長石 e石英 ・

雲母
赤 普通 内外面へ ラ磨 き

北西 部覆土

下層

60％

煤付着

4130 土師器 小 形婆 「L 8 （10 ．2） … 長石。石英を雲母 明赤褐 普通 輪積み痕 北西部覆土下層 40％

413 1 土師器 小 形嚢 12．7 （9 ．9） －
長石 ・石英 ・

雲母
赤 普通 内面へ ラ磨 き，輪積 み痕

北 西 部覆土

下層

45％

煤 付着

4132 土師器 小形 嚢 12．5 （6 ．3） － 長石・石英・雲母 赤 普通 外 面へ ラ削 り 北西部覆土下層 25％

4133 士 師器 甑 16．6 11 ．4 3．8
長石 ・石英 ・

明赤褐
二次 外 面へ ラ削 り後 ナデ，内面 へ 西部覆土 下 95％

雲母 焼成 ラ磨 き 層 PL24 4

4 134 土 師器
、ヽ　　　　　　　＿．．＿
、ヽ　　　　　もー・－
チュア － （3 ．4） 1．6 長石 ・石英 明赤褐 普通 外 面へラ削 り

北部覆土下

層
60％

4135 須 恵器 杯 ［13．2］ （3．0） － 長石 黒 良好 ロクロナデ 覆土下層 5 ％

41 66 土 師器 杯 13．5 6．1 3．4
長石 ・石英 ・

雲母
明赤褐 普通

外面 へラ削 り後へ ラ磨 き， 内

面 へラ磨 き

北西部覆土

中層
60％

41 67 土 師器 杯 ［17．1］ （7．0） 3．3 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通 内外 面へラ磨 き 南西部覆土上層 55％

41 68 土 師器 杯 ［13．2］ 5．7 － 雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 内外 面へラ磨 き 北部覆土上層 45％

4．169 土 師器 杯 ［15．0］ 5．4
長石 ・雲母 ・

赤 色粒子
赤褐 普通 内外面 へラ磨 き

北 西部覆土

中層
25％

41 70 土師器 林 （12 ．6） 4．7
長石 ・石英 ・

赤色粒 子
にぷい橙 普通 外面へ ラ削 り 覆土中層 40％

41 71 土師器 杯 ［14 ．6］ 5．1 － 長石 明赤褐 普通 外面へ ラ削 り，内面へ ラ磨 き 北部覆土中層 30％

41 72 土師器 杯 16 ．2 5．8 長石 ・石英 にぷい赤褐 普通
器面荒 れ，目線 部外面へ ラ磨

き

北部覆土 中

層
40％

417 3 土師器 杯 13 ．8 6．0 長石 ・雲母 赤褐 普通 内外面へ ラ磨 き
北西部覆土

下層

60％， PL 241

内外面赤彩

417 4 土師器 土不 （11 ．2） 5．3 － 長石 ・雲母 橙 普通 内面へ ラ磨 き 北西部覆土中層 40％

417 5 土師器 林 ［12 ．0］ 4 ．9 長石 赤褐 普通
外面へ ラ削 り後へ ラ磨 き，内

面へ ラ磨 き

北西部覆土

中層
60％

417 6 土師器 杯 13 ．0 5 ．4
長石 ・石英 ・

雲母
明赤褐 普通 外面へ ラ削 り，内面へ ラ具痕

西 部覆土中

層

100％

PL 24 0

4 17 7 土師器 圭不 ［15 ．0］ 4 ．7
長石 ・雲母 ・

赤色粒 子
赤橙 普通 内面へ ラ磨 き

西 部覆土上

層
30％

417 8 土師器 杯 13 ．7 4 ．9
長石 ・赤 色

粒子
明赤褐 普通

目線部外面へ ラ磨 き，体部外

面へ ラ削 り， 内面 へ ラ磨 き

北 部覆土下

層

80％

PL 24 1

4 17 9 土 師器 林 14．0 5 ．7
長石 ・石英 ・

雲母
赤褐 普通 体部内面放射状 のヘ ラ磨 き

北 部覆土下

層
30％

4180 土 師器 杯 13．4 5 ．4
雲母 ・赤色

粒子
明赤褐 普通

目線部外面へ ラ磨 き，体部外

面へ ラ削 り， 内面 へラ磨 き

北 部覆土中

層

80％

PL 24 1

4 18 1 土 師器 杯 ［14．0］ 5 ．1 － 長石 ・雲母 明赤褐 普通 外 面へ ラ削 り， 内面 へ ラ磨 き 北部覆土下層 40％

4182 土 師器 林 14．1 4 ．4
長石 ・石英 ・

雲母
赤褐 普通

外 面へ ラ削 り後へ ラ磨 き，内

面へ ラ磨 き

北 部覆土下

層

90％， PL 241

内外面赤彩

4183
l

土 師器 杯 14．8 4．5
l

雲母 ・スコ

リア
赤褐 普通

目線 部外面へ ラ磨 き，体部外

面 へ ラ削 り，内面へ ラ磨 き

北西 部覆土

下層
50％　 黒斑
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番号 種　 別 器　 種 恒 径 極 萬 i底 径 ！胎　 土 i色　 調 i焼成 ！ 手 法 の 特 徴 恒 土位置 ！備　 考

4184 土師器 捧
恒 巨 4 i

ふ

i明赤褐 ！普通
目線部外面へラ磨き，体部外

面へラ削り，内面へラ磨き

唇 中層
45％

4185

巨 師器
杯 14．4 （4．7） －

雲母 ・赤色

粒子
明赤褐 普通

目線部外面へラ磨き，体部外
面へラ削り，内面へラ磨き

北西部覆土

中層
40％

4186 土師器 土不 ［13．1］ 4．1 －
長石・石英・
雲母

にぷい黄
橙

普通 内面へラ磨 き，底部へラ切 り 南西部覆土

上層
50％

4188 須恵器 蓋 ［10．4］ （4．3） － 長石 灰 普通 ロクロナデ 覆土中層 5％，自然粕

4189 須恵器 蓋 白1．6］ （4．0） － 長石・赤色粒子 黄灰 普通 天井部回転へラ削 り 覆土中層 20％

4190 須恵器 杯 白0．0」 （4．5） － 長石 にぷい魔 不良
ロクロナデ．底部回転へラ切

り
覆土中層 20％

4191 須恵器 杯 ［8．2］ （2．2） － 砂粒 灰 普通 ロクロナデ 北部覆土中層 5 ％

4192 土師器 椀 ［15．4］ 9．2 －
長石・雲母・
赤色粒子

赤褐 普通 内外面へラ磨き 北西部覆土
中層 50％

4193 士師器 椀 ［14．6］ 9．9 －
雲母 ・赤色

粒子
赤褐 普通 内外面へラ磨 き

北部覆土下

層
40％

4194 土師器 椀 ［6．7］ 6．8 －
長石・石英・雲
母・赤色粒子

明褐 普通 内外面へラ磨き 北西部覆土
中層 60％

4195 土師器 椀 7．8 4．7 －
長石 ・赤色

粒子
明赤褐 普通 外面ナデ，内面へラ磨き 北西部覆土

中層
70％

P L 243

4196 須恵器 椀 ［10．2］ （3諸） － 長石 灰自 不良 ロクロナデ 覆土中層 10％

4197 土師器
高台付
杯 14．5 4．9 8．2

潮汐・雲母・

赤色粒子
赤褐 普通 ログロ成形，高台貼 り付け

南西部覆土

上層
75％
外面墨書

4198 土師器
高台付

杯 － （2誹 － 長石 ・雲母 にぷい褐 普通 高台貼 り付け 覆土中 5％　 墨書

4199 須恵器 蓋 ［13．0］ （3．4） － 長石 ・石英 灰 普通 天井部回転へラ削り 覆土上層 30％

4200 須恵器 蓋 － （3．1） － 長石 e石英 灰 普通 ロクロ成形 北部覆土中層 20％

4201 土師器 高林 15．3 10．3 － 長石 ・石英 明赤褐 普通 内面へラ磨き，外面へラ削り 北部覆土中

層
60％　 PL242
砥石転用カ

4202 土師器 高杯 － （9．0） －
雲母・長石・
石英

明赤褐 普通 内面へラ磨き 北部覆土下
層 50％

4203 土師器 高杯 － （10言） ［15．8］
雲母・長石・

石英
橙 普通 摩滅のため調整不明 北西部覆土

中層
60％

4204 土師器 高圭不 － （10．3） ［12．0］ 砂粒 橙 普通 内面へラナデ，外面へラ磨き 北部覆土下層 30％

4205 土師器 高塚 － （5．6） －
雲母・長石 ・

石英
にぷい橙 普通

普通 ！

普通 】

普通 i

普通 ！

普通 i

普通 ！

普通 ！

普通 ！

内面ナデ
北部覆土上

層
20％

4206 土師器 高杯 － （6．0） － 雲母 ・石英 にぷい褐 内面へラナデ，外面へラ磨 き 北西部覆土中層 20％

4207 土師器 高杯
！

i

i

（9．2）
i

i

雲母・長石・

石英

明赤褐 ！

橙 i

！

にぷい黄橙 i

橙 ！

にぷい赤褐！

内面ナデ，外面へラ磨き 北部覆土中

層
20％

4208 土師器 高杯 （9．4）
雲母・長石・

石英
内面ナデ，外面摩滅 西部覆土最

下層 20％

4209 土師器 高林 （9．3）
雲母・長石・

石英
内面ナデ，外面摩滅

北部覆土中

層
20％

4210 土師器 高杯 － （9．3）
－ 雲母 ・長石 摩滅のため調整不明 北部覆土下層 20％

4211 土師器 高杯 － （8．6） －
雲母・長石・

石英
摩滅のため調整不明 北部覆土下

層
40％

4212 須恵器 高盤 － （6．6） （7湖 砂粒 ロクロナデ 覆土中層 20％

4213 須恵器 高林 － （4．5） － 砂粒 灰黄 l

褐 ！

にぷい橙 ！

ロクロナデ 覆土中層 30％

4214

4215

土師器

土師器

相

川

（4言）

（5．1） 4．5

雲母 ・石英

雲母・長石・
石英

普通

普通

内面パケ目・ナデ，外面パケ

＝

内面指頭痕，外面へラ削 り

北部覆土中
層

覆土中層

40％

90％

4216 土師器 堵 － （2．9） 2．4 雲母 ・長石 にぷい赤褐 ！

灰 ！

表灰 ！

普通 外面へラ削 り 覆土中層 40％

4217 須恵器 提瓶 － （3．7）
i

i

石英 ・白色

粒子
普通 外面櫛歯条痕 覆土中層 10％

4218 ！
須恵器

施 i［10・0］i （4・3）i 長石 ！ 普通 i
ロクロナデ 覆土中層

5％，内面

に自然粕

－529－



番号 種　 別 器　 種 日　 経 器 ′　高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　　 考

4219 須恵器 施 － （4．8） － 雲母 ・長石 赤灰 普通 ロクロナデ 覆土中層
5％， PL248

内面に自然粕

422 1 土師器 嚢 18 ．6 （32．9） －
雲 母・長石 ・

石 英
明赤褐 普通 目線部 横ナデ 覆土中層 30％

422 2 土師器 聾 15 ザ0 （14 ．8） － 砂粒 明赤褐 普通 目線部横 ナデ 北部覆土下層 40％

422 3 土師器 小 形聾 14 ．5 1 2．2 6 ．0
砂粒 ・長石 。

石英

にぷ い赤

褐
普 通 目線部横 ナデ

西 部覆土中

層
65％

4224 土師器 小形 襲 15 ．1 （13 滅 －

雲母 ・長有 ・

石英

にぷい赤

褐
普通 日縁部横 ナデ，外 面へ ラ削 り

北西 部覆土

中層
50％

42 25 士 師器 小形 襲 ［9 ．2］ （6 。4） － 砂粒 にぷい黄橙 普通 目線部横 ナデ 西部覆土上層 20％

42 26 土 師器 甑 ［20。2］ 15 。8 ［4。2］
雲母 ・長有 ・

石英
明赤褐 普通 目線部横 ナデ，外 面へ ラ削 り

西部覆土 中

層
60％

42 27 土 師器
手捏

士器
3。4 2 言 2．7

雲母 ・石英 ・

赤 色粒子
橙 普通 内外面ナデ

北西部覆土

中層

100％

P L 2 43

42 28 土 師器
ミニチュア

士器 － （3 ．0） 2．8
雲母 ・長石 ・

石英
明赤褐 普通 内外商ナデ 覆土 中層 45％

42 29 土 師器 高塚 － （7 ．3） － 長石積数 雲母 橙 普通 内外 面ナデ 北西部覆土中層 60％

42 31 土師器 手捏土器 9。5 3 ．5 7 ．0 雲訃長石・石英 橙 普通 内面へ ラ削 り，外面指頭圧 北西部覆土中層 80％

42 32 土師器 ′手捏土器 ［9．7］ 5．3 ［6 ．3］ 長石 にぷい赤褐 普通 内面へラ削 り 覆土中層 40％

423 3 土師器 手捏土器 － （4．6） ［3 〃5］ 雲掛長石壷英 明赤褐 普通 内外 面へ ラ磨 き 覆土中層 30％

423 7 須恵器 －ニ土で笠芝 － （4．0） － 雲掛 赤色粒子 灰褐 普通 体部外 面縦方向の平行叩 き 覆土中層 2 ％

427 1 土師器 圭不 15 ．5 5．9 － 長石 赤褐 普通 底部 へラ切 り後へ ラ磨 き 北部覆土下層
90％ラ　PL242

内外商赤彩

427 2 土師器 林 「15 ．2〕 6．8 － 石英さ赤色粒子 明赤褐 普通 日縁部横 ナデ 北西部覆土下層 70％

427 3 土師器 杯 ［11 。0］ 5．2

i 雲母 ・長有 ・

石英
にぷい黄褐 普通 目線部 横ナデ 覆土上層 70％

427 4 土師器 林 13 ．6 4 諸 － 石卦 赤色粒子 にぷい黄橙 普通 ロ縁部横 ナデ 北西部覆土下層 70％

427 5 工帥器 杯 は3 e3］ 4 。5 －
長石 ・有英 ・

赤色粒子
明赤褐 普通 休部 内面放射状 のヘ ラ磨 き

北 西部覆土

上層
50％

427 6 士 師器 杯 白2 ．01 5 。3 － 雲母 ・石 英 にぷい赤褐 普通 目線部櫨 ナデ 北西部覆土中層 60％

42 7 7 十 帥器 林 白1 ．0］ 5 ．6 － 長石凍色粒子 明赤褐 普通 休部内面放射状 のヘ ラ磨 き 西部覆土中層 40％

42 78 土 師器 林 ［134 ］ 5 ．2
長石 ・石英 ・

赤色粒子
褐灰 普通 体部内面放射状 のヘ ラ磨 き 覆土上 層 45％

42 79 土 師器 林 白2．0〕 （8 。1）
長石 e赤色

粒子
明赤褐 普通

目線部横 ナデ，体 部外面へ ラ

削 り後へ ラナデ
覆土上層 30％

42 80 土 師器 林 白3．0］ （5 ．5）
雲母 ・長石 ・

赤色粒子
明褐 普通

目線部横ナ デ，休部 内面へラ

磨 き

北西部覆土

最下層
30％

42 81 士師器 林 ［12．8］ 3 ．8 8 ．3 長石 ・石英 にぷい褐 普通 内面へ ラ磨 き 北部覆土上層 70％

428 2 士師器 林 11．6 3．6 7．8
雲母 ・長石・

石英
にぷい赤褐 普通 体 部下端手持 ちへ ラ削 り 覆土上層

80％

P L 2 42

4 28 3 士師器 杯 11．う 3．3 5 ．9 雲母 にぷい橙 普通 底 部回転へ ラ切 り 覆土上層 80％

428 4 工師器 杯 ［15 。8］ 5．2 ［6 サ5］ 石 英 ・雲母 にぷ い橙 普通 底部 回転 へ ラ切 り 覆土上層 30％

428 5 ！

428 6 i

4 290 ！

土師器

土師器

土 師器

林

杯

林

可

［12 。5］

［12・4］！

3・9 ！

4 。6

（2．9）

6 。2

仕 3］i

9．4

i

長有 ・赤色

粒子

雲 母

雲母 ・赤色

粒子

灰褐

橙

にぷ い橙

普通

普通

普通

莞晋 へラ磨 き瀾 纏 へ ラ ！

ロクロナデ

内面へ ラ磨 き

覆土上層

覆土上層

北西部覆土

中層

40％

30％　 PL 250
「菩 庄」の 墨

童
Eヨ

5 ％
外面墨書

429 1 士 帥器 林 （2 湖 雲母

忘ぷ い赤 ！

にぷい褐 ！

普 通 ロクロナデ 覆土上層
5 ％

外面墨書

4292 士 師器
高台付

林 15．4 5 ．6
雲母 ・長石 ・

赤色粒子
普通 体部内面へ ラ磨 き 覆土 上層

70％　 P L 251

墨書 「西」

4293 土 師器 林 8．3 4 ．5 長石 ・石英 にぷい橙 普通 外面パケ ＝調 整後ナデ
北西 部覆土

中層

60％

PL 24 3

－530－



番号 種　 別 器　 種 恒 径 器　 高 極 径 ！胎　 土 ！色　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 恒 士位置 i 備　 考

4294 土師器
手捏

土器
［5．8〕 3．1

巨 4

ふ

！にぷい橙
普通

i内外鮮 ！覆土上層 抵

4295 土師器 高杯 16．9 （12．3）
！ ！雲母 儲

赤褐 普通
総 覧孟霊 晋内面へラ

北西部覆土

上層
60％

4296 土師器 高林
－ （5．0） －

恒 長石朋 赤褐 普通 桓 面へラ削 り，外面へラ磨き
北西部覆土上層 30％

4297 土師器 高林 － （8．3） 12．8 赤色粒子 明赤褐 普通 外面へラ磨き 北西部覆土上層 35％

4298 土師器 高林 － （7．6） －
長石・石英・

赤色粒千
赤 普通 内外面ナデ

北西部覆土

中層
35％

4299 土師器 高林 － （lL l） － 雲訃長石・石英 明赤褐 普通 内面へラナデ，外面へラ磨き 北西部覆土中層 30％

4300 土師器 高林 － （7．4） － 雲母 ・長石 赤 普通 外面へラナデ 覆土上層 3晩 内桶 赤彩

4301 工師器 高林 － （10．2） － 雲母 ・石英 褐 普通 内面へラ削 り，外面へラ磨き 覆土上層 50％

4302 士師器 高林 － （7．4） －
長石・石英・

赤色粒子
にぷい黄橙 普通 内面へラ削 り，外面へラ磨き 北西部覆土

中層
30％

4303 土師器 高塚 － （8．3） －
長石・石英・
赤色粒子

橙 普通 内面へラナデ，外面へラ磨 き
北西部覆土

下層
30％

4304 土師器 高塚 － （8．7） － 石英 明赤褐 普通 内面へラナデ，外面摩滅 西部覆土上層 50％

4305 士師器 高林
－ （8．2） － 長右 橙 普通 内面へラナデ，外面へラ磨き 北部覆土上層 20％

4306 土師器 高林 － （8．6） － 長石 にぷい赤褐 普通 内面へヲナデ，外面へラ磨き 北部覆土下層 25％

4307 士師器 恵寛 － （8誹 3．6
雲母・長右・

石英
にぷい橙 普通 内面へラナデ，外面へラ磨き

西部覆土下

層
45％

4308 土師器 も二王ご雪ぎ ［21．6］ （8．6） － 長石 ・石英 明褐 普通 内面へラ磨き，外面ハケ自 覆土上層 5％

4309 土師器 聾 ［15．8］ （8．4） － 長石 ・石英 赤褐 普通
目線部横ナデ，体部内面ハケ
＝

覆土最下層 20％

4310 土師器 嚢 ［15．7］ （5．8） － 雲母 ・長石 橙 普通 内面へラナデ，外面へラ磨き 覆土上層 15％

4311 士師器 賓 12。8 15．4 ［6．0］
長石・石英・
赤色粒子

橙 普通 目線部横ナデ 覆土上層 60％

4312 士師器 壷 ［8．0］ （6．7） －
雲母・長石・
石英

にぷい橙 普通 内面指頭圧，外面へラ磨き 覆土上層 30％

4313 士師器 嚢 16．6 （23．6） －
雲母・長石 ・

石英
にぷい褐 普通

目線部横ナデ，内外面へラナ

デ

北西部覆土

中層
70％

4314 土師器 襲 19．0 （26．6） －
雲母・長石・
石英

明赤褐 普通 目線部横ナデ
北部覆土中
層 50％

4315 土師器 婆 ［18．2］ （26．9）
つ

［7可

雲母・長石・
石英

明赤褐 普通 目線部横ナデ 北西部覆土
中層

40％

4316 土師器
手捏
土器

巨 4］

主

上

4。6 長石 ・石英 赤橙 普通
目線部横ナデ，内面へラナデ，
外面指頭圧，底部木葉痕

覆土上層 50％

4317 ！
土師器

千捏

土器
（4．4） ［6．0］

雲母・長石 ・
石英

橙 普通
内面へラ当て痕，外面指頭圧，

底部木葉痕
覆土上層 45％

4318 須恵器 士不 0．6 － 長石 暗灰黄 普通 低部外面へラ削 り 覆土上層
5％
箆書 「［コ」

4319 i
I須恵器 杯 ［12．2］ （3．6） － 砂粒 灰 良好 ロクロナデ 覆土上層 5 ％

432可
須恵器 盤 16．0 4．0 8．2 長石 ・石英 灰黄 普通 ロクロナデ 覆土中層 60％

4321 ！
須恵器 瓶

つ

［24・0］！

（8．1）

！

長石 ・黒色

粒千
黄灰 普通

ロクロナデ，体部下端回転へ

ラ削り
覆土上層 20％

4322 ！
須恵器 聾 46．0 雲母 ・石英 灰 普通 目線部ナデ

北西部覆土

中層
60％
PL 244

4327 須恵器 嚢 － （16．4） 雲母e長石・
砂粒

黄灰 普通 頚部ロクロナデ 覆土中層
5％
自然粕

4328 i
須恵器 襲 － （11．5） － 長石 黄灰 i普通 頚部ロクロナデ 北部覆土中層 5％，自然粕

4329 ！
須恵器 斐 ［36．0］ （14．4） － 雲母 ・長石 灰　 ！

普通 口緑部ナデ 北部覆土中層 5 ％

4330 須恵器 聾 ［41．4］ （15．1） －
雲母・長石・
石英

暗灰黄 普通 目線部ナデ 北部覆土中
層

5 ％

4331 i 須恵器 ！
棄 ［67．4］ （9・3月 ！砂粒　 ！灰黄 i普通 口縁部ナデ 北部覆土中層 5 ％

用 2 ！須恵可 婆 －
（10・3月 i雲母 。石英 ！灰黄褐 ！

普通 頚部ナデ　　　　 i北部覆土摘 ！
5％

43可 須恵器 ！
聾 ［24．9］ （9可 i長石 ・石英 ！灰　 ！普通 i目線部げ　　　 i北部覆土中可

5％

4334 ！須恵可 聾 ［30．2］ （14言月 ！小磯「 長石 i黒　 i普通 ！目線部ナデ　　　 ！北醐 覆土下層 i
10％

－531－



番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　　 考

433 6 須恵器 平 瓶 － （6．3） － 長石 ・石英 黄灰 普通 把手 部貼 り付 け後ナ デ 北部覆土中層 5 ％

433 7 土師器 杯 ［12 ．6］ （4 ．0）
雲 母・長石 ・

石 英
にぷい黄褐 普通 体部下端 回転 へ ラ削 り 覆土上層

10％

PL 25 1箆書

「井刀」

433 8 灰軸 陶器 椀 － （3．8） ［6 ．8］ 砂粒
胎土：灰白，

粕：灰黄
良好 ロクロナデ，高台貼 り付 け 覆土上層

5 ％

二川 産

433 9 灰寒由陶器 椀 －
（1潮 7 ．0

砂粒 ・雲母 ・

黒色粒 子

胎土減白，鮮

明糾－プ灰
良好

底部 回転へ ラ切 り後，高台貼

り付 け
覆土上層

30％ PL 24 7

二川産

434 0 灰粕 陶器 椀 － （3 ．7） ［8 ．0］
砂粒 ・赤色

粒子

胎土：灰白，

雛 暗オリーブ
良好 ロクロナデ 覆土上層

25％ PL 24 6

猿投産

434 1 灰粕陶器 椀 － （2 ．3） － 砂粒
胎土：舶 ，酢

灰オリーブ
良好 ロクロナデ 覆土上層 5 ％

434 2 灰寒由陶器 椀 － （2 ．0） －
砂粒・雲母・黒色

粒子・赤色粒子
胎土 ：灰黄 良好 ロクロナ デ 覆土上層

5 ％

猿投産

4343 灰寒由陶器 瓶 － （1．4） －
砂粒 ・黒色

粒子

胎土：灰誹由：

暗オリーブ
良好 ロクロナ デ 覆土上層

5 ％

猿投産

4344 灰粕陶器 瓶 － （2 ．4） － 砂粒
胎土成黄㈲

オリーブ黄
良好 ロクロナデ 覆土上層

5 ％

猿投産

4345 灰粕陶器 瓶類 － （2 ．9） － 雲母
胎土成白，粕：

オリーブ黄
良好 ロクロナヂ 覆土上層

5 ％

猿投産

4346 灰粕陶器 瓶類 － （4 ．7） － 砂粒
胎土牒泊 鰍

灰オリーブ
良好 ロ クロナデ

北 部覆土上

層

5 ％

猿投産

4347 灰粕陶器 長頚瓶 ［11．0］ （2 ．の －

砂粒 ・黒色

粒子

胎工オリー

ブ黄瀾 虜黄
良好 ロ クロナデ 覆 土上層

5 ％ P L 2 48

猿投産

43 48 灰 粕陶器 長頸瓶 － （5．6） －
長石 ・黒色

粒子
胎土 ：灰自 良好 ロ クロナデ 覆 土上 層

5 ％

猿投産

434 9 緑 一柚陶器 椀 （2．0） 砂粒
胎 士 ：オ

リーブ灰
良好

底 部回転糸切 り後 ，高台貼 り

付 け
覆土上層

25％ P L 2 46

猿投産異笹

90号窯式

4350 緑寒由陶器 皿 ［13 ．0］ （1．の － 砂 粒
胎 土 ：オ

リーブ灰
良好 ロクロナデ 覆土上層

5 ％

尾北産

4352 須恵器 嚢 － （6．6） － 砂 粒 黄灰 普通 外 面横 e 斜位の平行 叩 き 覆土上層
5 ％

P L 2 56

4 3 53 須恵器 嚢 －
（6．0） － 砂 粒 黄灰 普通 外面横位 の平行叩 き

北部覆土 中

層

5 ％

P L 2 57

4 3 54 須恵器 聾 － （9．3） － 砂 粒 黄灰 普通 外 面斜位 の平行叩 き
北部覆土 中

層

5 ％

P L 2 56

4 35 5 須恵器 嚢 ［46 ．0］ （4．1） － 小礫 ・長石 黄灰 普通 目線 部ナデ 覆土上層 5 ％

435 6 須恵器 婆 － （4 ．7） － 長 石 灰 良好 内面輪積 み痕 覆土上層 5 ％

435 7 須恵器 嚢 － （8 ．5） － 砂粒 黄灰 普通 外面横位 の平行叩 き 覆土上層 5 ％

435 8 須恵器 嚢

l

（5．5） 砂粒 灰 普通
外面 13本 1 単位の櫛歯状工具

による波状 文
覆土上層 5 ％

435 9 須恵器 嚢 （5．1） 砂 粒 灰 普通
外面横位 の洗練文， 内面 同心

円の当て具痕
覆土上層 5 ％

436 0 須恵器 提瓶 － （13 ．4） － 長石 ・砂 粒 灰 普通 ロクロナデ 北部覆土中上層 5 ％

436 1 須 恵器 嚢 － （5 ．1） － 砂粒 にぷい赤褐 普通
外面格子 目叩 き，内面 同心 円

の 当て具痕
覆土上層 5 ％

43 6 2 須 恵器 聾 － （4 ．6） － 砂 粒 黄灰 普通 目線部 ロクロナヂ 覆土上層 5 ％

43 64 須 恵器 嚢 － （5 ．0） － 砂粒 灰 普通 目線部 ロクロナデ 覆土上層 5 ％

43 6 5 須 恵器 襲 （7 ．0） 砂粒 黄灰 普 通
外面横位平行 叩 き，内面同心

円の 当て具痕
覆土上層

5 ％

P L 2 56

43 67 須恵 器 婆 （6 ．3） 砂粒 黄灰 普通 外面斜位 の平行 叩 き
北部覆土 中

層

5 ％

PL 2 56

43 69 須恵 器 嚢 （5 ．5） 砂粒 灰 普通
外面格子 目叩 き，内面同心円

の当て具痕
覆土上層

5 ％

PL 2 56
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番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　　 さ 重　 量 i材‾蚕 「　 特　　　　　 徴
出士位置 備　　 考

4051 砥石 10 ．1 7．1 3．9
胤 中 蛇紋岩

砥面 2 面， その他 は剥 離面 ・ 覆土最下層

4052 砥 石 12 ．1 8 ．4 3．5 38 8．0 砂岩 砥 面 4 両，そ の他 は剥離 面 南西部覆土下層

405 3 砥石 lL 0 1 1．2 2 ．7 44 7．0 砂岩 砥 面 2 両，その他 は剥離面 北 部覆土下層

405 4 砥石 10．4 1 1．3 7 ．2
！ 7姓 0

砂岩 砥面 2 面，その他 は剥離面 北西部覆土下層

405 5 砥石 14 ．0 14 ．9 8 ．3 17 10 ．0 砂岩 砥面 4 商 ，その他は剥離面 北西部覆土最下層 P L 268

40 56 砥石 12 ．9 10 ．1 9．0 15 50 ．0 砂岩 紙面 1 面 北西部覆土下層

4057 砥石 21 ．5 8．3 6．6 13 30 ．0 玄武岩 砥面 3 両， その他 は剥離面 覆土下層

4058 砥 石 18 ．8 8 ．3 6．2
16 60・0 ！雲母柑

砥 面 2 両， その他 は剥 離面 西部覆土下層

4059 砥 石 14．9 13 ．3 5．4 1 47 0．0 変成岩 砥 面 1 面，その他 は剥離 面 南西部覆土中層

406 0 砥石 24．0 17 ．3 8 ．7 4 16 0．0 砂岩 砥 面 1 面，その他 は剥離面 南西部覆土中層

406 1 砥石 26．2 13 ．5 10．5 52 70 ．0 砂岩 砥面 1 面，その他 は剥離商 南西部覆土中層

406 2 砥石 27．2 2 L l 1 0．7 784 0 ．0 砂岩 砥面 2 面 ，その他は剥離商 南西部覆土中層

4063 砥石 30 ．9 3 3．1 7．2 1 120 0．0 変成岩 砥面 2 面 ，その他 は剥離面 南西部覆土下層

4064 砥石 27 ．9 1 5．9 1 5．0 7 20 0．0 砂 岩 砥面 2 面， その他 は剥離面 南西部覆土最下層

4065 姐石 20．2 1 2 e8 13 だ2
2綱 可 砂 岩

断面台形 北西部覆土下層

406 6 組石 22．8 13 ．7 12 ．4 45 60 ．0 砂岩 断面台形 北部覆土下層

407 0 磨石 10．J 6 ．0 5．1 4 86 ．0 礫岩 使用 面 3 両 南西部覆土中層

407 2 磨石 14 ．4 10 ．4 11．8 9 76 ．0 安 山岩 使用面 3 両 南西部覆土下層

4139 砥石 4 ．8 3．5 1．3 射 ．2 凝灰 岩 砥面 5 面 ，穿孔 北部覆土 下層 PL 26 9

41 40 砥石 4 ．9 6．4
5・55 i 30 7・0

礫 岩 紙面 1 面 北西部覆土中層

姐41 砥石 9 。8 6．2
6 ・2 ！ 37 7・0

砂 岩 砥 面 2 面 北部覆土下層

414 2 砥石 13．1 6 ．5
2 ・5 ！ 224 ・0

凝灰岩 砥 面 2 面 北部覆土下層

射43 砥石 15．0 7 ．1
5 07 i 5 94 ・0

砂岩 砥 面 1 面 北西部覆土下層

414 5 砥石 23．0 10 ．9 6．7 17 3。．0 凝灰 岩 砥面 2 面 北 部覆土上層

4147 砥石 21．3 14 ．2 6．0 2 1 80 ．0 粘板 岩 紙面 1 面 南西部覆土上層

4148 砥石 23 ．3 17言 6．4 2 7 50 ．0 雲母片岩 砥面 1 面 西部覆土 中層

射 49 砥 石 18 ．2 14 ．4 10 ．6 3 09 0．0 砂 岩 紙面 1 面 北西部覆土下層

射 50 砥石 13 ．7 20 ．1 †上0 3 63 0．0 砂 岩 砥面 1 両，被熱痕 西部覆土 中層

415 1 砥石 13．7 28 言 8 ．9 42 40 ．0 砂岩 砥 面 1 而 北部覆土下層

415 2 台石 15．7 12 。6 9 ．2 23 60 ．0 砂岩 2 面が平坦 北西部覆土下層

415 3 組石 20．1 14 ．3 17．8 43 50 。0 砂岩 1 両 が平坦 北西部覆土下層

4156 砥石 19 ．9 23。2 6．3 4 3 30 ．0 璃塙 砥面 2 両 ，その他は剥離面 北 部覆土下層

PL 2 68

42 39 砥 石 13 ．2 4．4 3．5 30 9 。0 石灰岩 砥面 3 両 ，その他 は剥離面 西部 覆土中層

424 0 砥 石 11 ．0 l L 4 6．1 73 5．0 砂 岩 砥面 2 面 ，その他 は剥離面 北部覆土 中層

42∠H 砥石 H ．1 1 2．6 10 ．0 1 26 0．0 砂 岩 砥 面 1 両， その他 は剥離面 北西部覆土上層

424 2 砥石 13．7 10 ．5 6 ．6
14 20 可 砂岩 砥 面 自転　 そ の他 は剥 離面，叩 き痕有 り 西部覆土下層

4244 砥石 10．3 16 ．1 8 ．0
18 00 可 砂岩 砥 面 1 両，そ の他 は剥離 面 北部覆土上層

424 5 砥石 12 ．8 15 ．0 8．3
20 7 可 砂岩 紙面 1 而 北西部覆土下層

4246 砥 石 18 ．4 11．4 2．7
6 95 可 粘板 岩

砥商 1 両，その他は剥離面 覆土中層

424 7

l

砥 石

l

18 ．7

［

10．4

1

1 0．6

［

19 30 ・O i石灰岩 －
砥面 自説　 その他は剥離商

】

北 部覆土中層

1424 8 砥石 18 ．3 1 1．6 5．6 190 0 ．0 砂 岩 砥面 目軋　 その他は剥離面 北部覆 土中層

424 9 砥石 17．2 9．7 7 ．6 182 0．0 玄武岩 砥面 1 面， その他 は剥離面 北部覆土 中層 PL 26 8

4 25 0 砥石 18．0 13 サ0 5 ．8 1 81 0．0 砂岩 砥 面 2 面，そ の他 は剥 離面，敲石兼用 北西部覆土中層

425 1 砥石 20 ．0 15 ．0 10 ．7 40 00 ．0 石灰 岩 砥 面 2 両，その他 は剥離 面 西部覆土上層

4252 砥石 19 ．1 15 ．6 7．7 30 90 ．0 砂岩 砥面 2 面，その他 は剥離面 北部覆土下層

4253 砥 石 13 ．9 4．3 3．8 2 33 ．0 砂岩 酪面 自転　 その他 は剥離面 覆土中層

4254 砥石 13 ．1 9．0 2．0 1 81 ．5 凝灰岩 砥面 2 面 ，その他は剥離面 覆土中層

437 2 右皿 （20．5） （19．3） （10 ．5） （404 0．0） 安 山岩 砥右 ・凹有転用 北部 覆土上層
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番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　　 さ 重　　 量 材　 質 特　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

4373 砥石 16 ．7 10．2 7．6 13 80 ．0 砂 岩 砥面 1 両， その他 は剥離面
北西部覆土 中

層

4374 砥石 14 ．7 7．3 1．2 2 15 ．0 凝灰岩 砥面 1 面，その他は剥離面，全体的 に被熱痕
北西部覆土中

層

4375 砥石 24 ．5 1 8．3 9．5 4 14 0 ．0 玄武岩 砥 面 2 両，そ の他 は剥 離面
北 西部覆土中

層

4376 砥 石 15．1 7．2 5．4 6 13．0 砂岩 砥 由 2 面，そ の他 は剥 離面 覆土上層

4377 砥 石 12．4 6 ．9 8 ．0 1 13 0．0 砂岩 砥 面 1 面，そ の他 は剥離 面 覆土上 層

437 8 砥石 12．6 6 ．0 5 ．0 57 0．0 砂岩 砥面 1 面，その他 は剥離面 覆土上 層

437 9 砥石 9．3 10 ．6 4 ．6 35 9．0 須 恵器 砥面 1 面，未製品焼台か らの転用 北部覆土上 層 PL2 69

4 38 0 砥石 12．6 6 ．5 7 ．5 1 170 ．0 砂岩 砥面 2 面，その他は剥離面 北部覆土上 層

番号 器　 種 径 厚　 さ 孔　　 径 重　　 量 胎　　　 土 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

413 7 土錘 5 ．6 3 ．6 1 ．0 6 3．9 砂粒 外面 ナデ
南西部覆土 中

層 P L2 60

4 162 紡錘 車 4 ．0 2 ．2 0 ．6 3十7 砂 粒 付加 条一種 の原体に よる施文 覆土下層

4238 紡錘車 ［5 ．0］ 「」 白．2］ 白 。3） 砂 粒 外面 ナデ 覆土中層

4370 紡錘車 （3 湖 1や34 0．4 13 ．5 長石 ・石英 外面 ナデ 覆土上層

4371 輔羽 目 14 ．8 7．9 1．9～2．6 7 08 ．0 砂 粒 ガラス質付着 覆土上層

番号 器　 種 長　　　 さ 幅 厚　　　 さ 重　　　 量 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

413 8 平瓦 （9 ．1） （4．2） 2．3 14 1．0 布 目痕 覆土上層

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　　 さ 重　　 量 材　 質 特　　　　　　　　　　 徴 出十位 置 備　　 考

407 3 板材 （14 ．6） （12 ．0） （4 ．0） － 木 板状 覆土 最下層 PL 278

4 07 4 木杭 カ （14 ．5） 3 ．7 4 ．5 － 木 加工痕 あ り
西部 覆土最 下

層
PL 278

4 07 5 曲げ物 ヵ 3 ．12 2 ．6 0 ．5 － 本 刻 み三 条
南西部 覆土 最

下層
PL2 78

4 07 6 曲げ物 カ 5 ．3 1．7 0．4 － 木 刻み五 条
南西部覆土 最

下層
P L2 78

40 7 7 曲げ物 カ 3 ．7 1．1 0．3 － 木 刻み三条
南西部覆土最

下層
P L2 78

40 78 曲げ物 カ 4 ．7 2．0 0．4 － 木 刻み一条
南西部覆土最

下層
P L2 78

（5）土坑

今回の調査では，1071基の土坑を確認した。そのうち，古墳時代に属すると考えられる士坑は33基である。

ここでは，これらの士坑の中で，遺構形態に特徴のある土坑や注目される遺物が出土した土坑5基について，

その概要を記述する。また，それ以外の土坑については実測図と土層解説を記載し，位置や規模等については

一覧表で紹介する。
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第割　考量坑　第射　図）

位置　調査区中央部のH3h4区に位置し，南東部への緩やかな斜面部に立地している。

重複関係　第1号濠跡を掘り込み，北東コーナー部は第4号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2・Om，短軸1・9m，深さ0．8mの方形状を皇し，主軸方向はN－790－Wである。底面は中央

部に向かって緩やかな斜面を示し，壁は直立気味に立ち上がっている。

覆丑13層からなり，ブロック状の人為的な堆積状況を示している。

土層解
1　里J l l　1

2　暗

こ1　里′　ヽl　ヽ

4　里
ハ　ヽ　ヽ

5　望′11ヽl

（i　里
J　ヽ　ヽヽ

7　里ノl　ヽ　ヽ

8　暗

さ）暗

1O　黒
‘11　黒

J　ヽ　ヽ　ヽ

12　暗
1：1黒

説

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

色

褐　色

褐　色

色

褐　色

褐　色

色

焼土ブロック・炭化物少量，鹿沼パミス・ロームブロック微量
ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量，砂質粘土ブロック少量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
炭化粒子少量，ロームブロック微量

鹿沼パミス少量，ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

鹿沼パミス中量，ローム粒子少量，焼土載子e炭化粒子微量
炭化粒子・鹿沼パミス少量，ローム粒子微量

鹿沼パミス少量，ローム粒子・炭化粒子微量
鹿沼パミス中量，炭化物少量，ローム粒子微量
鹿沼パミス少量

ローム粒子・鹿沼パミス微量

粘土ブロック・鹿沼パミス少量，ローム粒子微量
ローム粒子・鹿沼パミス・炭化粒子微量

遺物出立状況　土師器片206片（捧33，増4，棄146，小形嚢23），須恵器片13片（杯4，棄9），士製品上長（紡

錘車）タ　礫片13氏　炭化材が出土している。4623は中央部の床面から破片で出土し，4622は中央部覆土中層か

ら出土しているが，いずれも投棄されたものである。

所見　床面から出土した聾の形状から，時期は6世紀中葉と考えられる。

2m

l←　　　l　二二1

第射5回　第215号土坑出土遺物実測図

0　　　　　　10cm

匿三二二三二王≡≡≡≡≡≡』

二－　　　　：　　　　－‾　　　　　　：　　　　　　－‾－－－－　‾

10cm

上二三二二と二一二∃
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第2且5号士坑出土遺物観察表　第劇団）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出士 位 置 備　　 考

4 6 22 士 師器 小 形 嚢 12 ．9 1 2．9 6 ．2 長 石 ・石 英 赤 褐 色
二 次

焼 成
＝縁 部 内 ・外 面 櫨 ナ デ

中 央 部 覆 土

中 層

70％

P L 23 7

4 6 23 士 師器 聾 22 ．4 （1 1．3） －
雲 母 ・長石 ・

石 英
にぷい黄橙 普 通

口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ ， 体 部

内 面 へ ラ ナ デ
中 央 部 床 面 5 ％

第217号土坑（第416回）

位置　調査区中央部のH3C3区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第1号濠跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径2。8mヲ　短径1。9mほどの楕円形で，長径方向はN－900－Eである。深さは0。8m前後で，壁

は外方向に開き気味に立ち上がっている。底面より一段高い部分には，柱穴状のピットが3か所見られる。

覆土　8層からなi主　ブロック状の人為的な堆積状況を示している。

土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック中量，鹿沼パミス8焼土粒子・炭化粒子少量

2

3

4

5

6

7

8

褐

黒

黒

黒

暗

極

窯

色　鹿沼バミス・ロームブロック中量，炭化粒子少量

褐　色　ロームブロック。鹿沼パミス少量，炭化物・焼土粒子微量
褐　色　鹿沼パミス中量，ロームブロック少量，炭化物微量

褐　色　鹿沼パミス中量，ロームブロック少量，焼士粒子0炭化物微量
褐　色　ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

暗褐色　鹿沼パミス中量，炭化物少量，焼土ブロック，ロームブロック微量
褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス多量

遺物出土状況　覆士申よi上　目師器林片主点が出上している、、

所凰　検出されている土器が1点であるため時期の特定が困難であるが，6世紀までには廃絶されたと考えら

れる第1号濠跡を掘り込んでいることや，出土土器から，時期は7世紀前半に位置づけられる。

篇㈲帽図　第217号士坑出土遺物実測図

0　　　　　　2m

一二二二二二二±l二二二二二：

－536－

0　　　5cm

上一三」二二＿＿てこ：



第217号土坑出土遺物観察表（第416図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

4 51 9 土 師 器 杯 ［14 ．2］ 3 ，8 －
雲 母 ・赤 色

粒 子
にぷい黄橙 普 通

体 部 外 面 へ ラ ナ デ ， 内 面 へ ラ

磨 き
覆土 中 50 ％

第244号土坑（第417図）

位置　調査区中央部のI13C8区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第1号濠跡を掘り込んでいる。

規模と形状　一辺が1・9mほどの隅丸方形で，長径方向はN－200－Wである。深さは1．0mで円筒状を呈して

いる。底面は平坦で，壁はやや外傾して立ち上がっている。

第417図　第244号土坑出土遺物実測図

537－



覆土　第1号濠跡を調査中に確認されたため，覆土の調査は実施されていない。

遺物出土状況　土師器片16点（杯4，手捏土器カ1，襲10，甑1）が覆土中から出土している。4521は北寄り

の床面から出土し，4520・4625などは覆土下層から出土している。

所見　第1号濠の調査中に確認されたため，覆土の状況については不明であるが，土器の出土状況などから人

為的な堆積と想定され，時期については7世紀前葉と考えられる。

第244号土坑出土遺物観察表（第417図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

45 20 土 師 器 珂こ ［14 ．8 ］ 4 ．3 － 雲 母 ・長 石 赤 褐 色 普 通
体 部 外 面 へ ラ削 り， 内 面 放射

状 の 暗 文
北 部 下 層 20 ％

4 5 21 土 師 器 整 16 ．7 28 ．8 7 ．4
雲母 ・長石・石

英 ・赤色粒子
に ぷ い 橙 普 通

体 部 内 ・外 面 へ ラ磨 き， ロ縁

部横 ナ デ
北 部 床 面 90 ％

P L 2 38

4 6 25 土 師 器 甑 1 6 ．6 14 ．5 2 ，6 雲 母 ・長 石 にぷい黄橙 普 通
体 部 下 端 へ ラ削 り， 内 面 へ ラ

ナ デ ， 単 礼 式
北 部 下 層

100 ％

P L 2 39

4 6 26 土 師 器
手 捏

土 器 カ
8．4 7 ．5 － 雲 母 ・石 英 に ぷ い 褐 普 通

休 部外 面 へ ラ磨 き， 内 面 へ ラ

ナ デ
北 部 下 層

100 ％

P L 2 38

4 62 7 土 師器 婆 1 6 ．6 26 ．3 9 ．4
長 石 ・石 英 ・

赤 色 粒 子
に ぷ い橙

二 次

焼 成
体 部 内 ・外 面 へ ラナ デ 北 部 下 層

9 8％

P L 2 38

第531号土坑（第418図）

位置　調査区中央部のI12b8区に位置し，平坦部に立地している。

－くI．‾i

0　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿」

第418図　第531号土坑出土遺物実測図

－538－

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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0　　　　10c爪
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重複関係　肛j27号住居跡を握り込んでいる、

・工・′　ノ′　　′く、、、　一′ノ　′「・　　　t　ハ、　－＼1！′　∴一人・、∴　、　∴二′、、′・、弓　′l　ノ、′∴

がる、－

‥．∴　　　’ノ　　ン・・′∴′　ノ、ノノ　′、′′：－　′　′　　　　′ノ

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソケ少量．炭化粒J’－・規上粒√微量

2　極暗褐色　ロームブロックの炭化粒子少量資　焼土凝子微量

：；黒　褐　色　ロームプロ・ソク少量∴　封じ粒J’一・焼日章Jつ机；．：

、1黒　褐　色　ロームプロ・ソク少量．焼日章√微量

ノ　ニ・・　　′・　　－　′′．・　∴　・、　′　′’　、′・　－　　　　′′‘ノ　　　ー　、′：．　〉　′　∴・′′．ハ　　ノ　．

・・・ノ、′・＼ノ＼㌧‾　、J′J・′こノ＿ハ　ノ′　′′．い　′′′　′∴・．　′・′′、′．′ご　ハ一．・・′　′′ノ・・与．一、・′＼′

’　　　．　．∴．㌔　′　ユ∴′　　′：′．ノ′、′ノ

ノ　、、　′　′二　ノ．　・′　　′　′′、　　　　　　　　ノ・′′′、．・‥ハ′　∴、．・′

られる、、、

、　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　′　　　　　　　、ノ

番可 種別 器種　口　径　器高　底径　胎　 土　色　 謂焼成　　 手法の特徴　　 出土位置　 斎‾置

捌車瞞回 摘諸巨′i　　　 普通僻的㈲ ラ磨き　 中朗朗は篇蒜購

15日　工帥器
蜜巨を車 2　も鴻 願事 曇 建 滴へラ磨凱縁部輌下層鵬

、・・′

ノ　′　　！′　　′　　　　　　　　　　　．、′　′、．了　　　　　・　　　　・′′

′ノ　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　　′一　　　　　　ノ　、．、′　；ノ　ノ　　　言、

して立ち上がっている、＿、．

′　　　ノ　′ノノ、　′　　′　′、′　′　　／　一；′一′・－、ソ・・、；　′！′・／．′′　ノ　　　　ノ’．、

・　・、　　　　　ノ　　ノ′　　　′、　　　　　　　　／．・．・　′′．　　一　、′．　㍉′　　．′　　．ノ　　ノ．

ク下の覆上下屑から出十している．、、

′　　　　′　　　　　　．ノ　　　　　　　′　　ノ　　　′　　ノ　′　　　′・　　′′ノ　・′了　′　ノ　′．

′　・　・・　　　′′　′　　イ　　　　∴　　　　　　　　　　　　　　′．　　　・・　′　　　　　．　：、

な祭祀行為の痕跡とも想定できる、－、

′　　／　　ノ　　．、シ′ノ冥ノ　．′　、′ノ′

番可種別器種桓径器軒極径胎　　土色　　調焼成i 手法の特徴 出土位置！備　考
45車摘 可捌 16中の4霊母・長有・有

薬・赤色杵千明赤褐
普通廃部横ナデ体部痛へ嘲尋監

宥石　工師器
聾巨2や4

（う．丁十 石英・雲母にぷい橙
普通纏撃謡讐孟宗讐中央部尋40％

F－l一一一一一一53りルー．1－lrl・－



④　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　5cm
l　；　…

第419回　第1132号土坑出土遺物実測図

圏
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿　」

（6）井戸跡

第14号井戸（第420図）

位置　調査区北部のH13a3区に位置し，平坦部に立地している。

規模と形状　長径1・9m，短径1・7mのほぼ円形を呈し，主軸方向はN－640－Wである。確認面から底面まで

1．9mほど掘り込まれ，壁は底面から外傾して立ち上がる。

覆土　5層からなり，上部の1～4層は鹿沼パミスを含んだ人為堆積の状況を示しているが，5層以下は自然

堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　　色　鹿沼パミス中量
2　黒　褐　色　鹿沼パミス少量

3　褐　　　色　鹿沼パミス多量

4　黒　褐　色　鹿沼パミス少量

5　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物出土状況　土師器片99点（杯27，高台付杯1，棄71），須恵器片6点（杯3，嚢3），礫1点，粘土塊2点

が出土している。3977・3978は覆土中層から出土しているが，混入したものである。

所見　土器はいずれも覆土中層から出土した混入品で，時期を明確にすることはできないが，時期は古墳時代

後期と想定される。

－540－



④二1杏一挺一七
L＿＿二＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　　」

第420図　第14号井戸跡出土遺物実測図

第14号井戸跡出土遺物観察表（第420図）

0　　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

3977土師器杯［13．8］4．7 －
雲母・長石・

石英
褐色普通口緑部梯ナデ 覆土中層25％

3978土師器粟［24．5］（5．9）－雲母・長石・石英明赤禍普通口緑部横ナデ 覆土中層5％

（7）溝跡

第9号溝跡（第421図）

位置　調査区北部中央のG13h8－G13i8区に位置している。

重複関係　第118号住居，第11号井戸，第8号溝に掘り込まれている。

規模と形状　G13h8区から南方向（N－100－E）に直線的に延びる。確認された長さは8mほどである。

規模は上幅0．32－0．66m，下幅0．22～0．5m，深さ約5C皿で，底面は平坦である。

覆土　1層のみ確認されたが，堆積状況は判然としない。

土屑解説

1　極暗褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　出土していない。

所見　本跡は出土遺物がないため，時期の詳細は不明であるが，西へ5mに位置する古墳時代後期の住居跡と

主軸方向が一致することから，時期は古墳時代後期と考えられ，居住区域を区画する機能を果たしていたもの

と想定される。

第21号溝跡（第421図）

位置　調査区北部中央のH13d8区に位置している。

－541－



重複関係　第は号住居　第消音士坑に掘　込まれている。

親機と形状　第1飢号住居　第消音土坑に掘　込まれているため　確認された長さは。mほどである。規模

は上幅。m　下幅。m　深さ約諏cmを測勘　底面は血状で　壁面は外傾して立ち上がる。

穫蓋　3層に分層されタ　レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロックの炭化粒子少巌，焼土粒子微量

2　極暗褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出藍状況　土師器片5点（琢3言変幻　が出土している。

所凰　本跡は7世紀前葉から中葉に比定される第は号住居に掘　込まれていることから　時期は　世紀前葉

以前と考えられるが，詳細は不明である，、、

′　ノン、？′　二‘′、　j l′l，′．∴・．′

－542－

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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3　奈良啓平安時代の遺構と遺物

今回の調査で　竪穴住居跡器軒と竪穴遺構　軒　掘立柱建物跡2楓土坑翫基　井戸跡　基　溝跡　条を

確認した。以下夕　確認された遺構と遺物について記遷する。

屈　竪穴住居跡

′∴　二：‡∵′一一′　言∴　ノノ：当、く∴

位置　調査区北部北東害　のF摘舶区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第且号住居跡を掘　込み　第　0　号住居に掘　込まれている。

、・、三で二言J、ノ＼′・；ll工、1′言′＿、、＼、、了！∵二㌃離日！／こら汗、′ノ号（！）・‥∴・，古：上′．・′かご言了ノ、、、｝、

Eを主軸とする方形または長方形と推定される。東壁高は鋼cmで　道春部はほぼ直立して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で撃　中央部がよ　踏み固められてお酌第　8　号住居跡の床下から壁溝が確認されタ全属して

いたと推定される．、、

・鋸　て　‥　′・ノ∴‘ノ　ご・．′・、左，損、′　‥　′、　′、一ィ．′　ノ‥．′、．

’ノ　　　J・ノ　′：　ほ、、・‾、　言∴⊥．ノ、ふ、r、′ご・～ノ　了ノく　二／′、、ノl言；、／ノ′

覆蓋　層からな勘　ロームブロックや焼士ブロックを含むÅ為堆積である。

土層解説

1黒　掲　色　ロームブlJ、、′ク・焼上プロ、ソク少量．尉ヒ粒自微量

？暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量．焼上プロ、ソク・尉ヒ粒J′一少量

：1暗　褐　色　ローム粒J’一少量

4　褐　　　色　ローム粒子少量草　炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　焼士粒子微量

∴一二上　－・′′t　；イ・つ、ノ　・′、‥　　ノ′　㌦‥：＋′∴・∴－　ノ・、′、・！・・、・′′　　′ノ＼′∴∴′）、、一、二、ユ・′．、

5

第422図　第3号住居跡実測図
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2，短頸壷1）が出土している。床面からの出土は少なく，北西部と南東部の覆土中層を中心にほぼ全域に散

在した状態で出土し，本跡廃絶後に投棄されたものと考えられ，2001・2003・2004・2005が相当する。また，2002

は東壁際床面から出土しており，本跡に伴う遺物であると考えられる。

所見　本跡は北側部分が調査区外に延びているため，全体の形状を把握することはできなかったが，本跡の時

期は，出土土器の形状から10世紀前葉と考えられる。

戸
第423図　第3号住居跡出土遺物実測図

第3号住居跡出土遺物観察表（第423図）

も三一！‾‾…つ
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

2001土師器嚢［18．2］（9．3）－
雲母・石英・

長石
にぷい橙普通

口辺部横ナデ，体部外面ナデ，

内面へラナデ

中央部床面，

西壁際中層
10％

2002土師器賓［17．8］（10．4）
－石英・長石にぷい赤褐普通

口辺部横ナデ，体部外面ナデ，

内面へラナデ
南東部床面10％

2003土師器要［18．扇（9．7）－石英・長石橙普通
口辺部横ナデ，休部外面ナデ，

内面へラナデ

北西部覆土

中
10％

2004灰粕陶器長頚瓶ヵ［11．2］（1．4）－緻密
灰　自・オ

リーブ灰
普通
口辺部ロクロナデ，粕は刷毛

塗り

北西部覆土

中
5％

2005灰粕陶器短頚壷－（5．6）－緻密オリーブ黄良好ロクロナデ，粕は刷毛塗り北西部覆土中5％

第4号住居跡（第424図）

位置　調査区北部北東寄りのF14d9区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第3・6・9・13号住居跡を掘り込み，第5号住居，第6・7号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸約3・9m，短軸約3．6mの方形で，主軸方向はN－80－Eである。壁高は10～18cmと低い。

床　ほぼ平坦で，北東コーナー部を除いて，床面の全体が硬化している。壁溝は認められない。

竃　東壁南寄りに構築されているが，第5号住居に壊されてほとんど遺存しておらず，火床面と思われる長軸

－544－



36cm，短軸28cmほどの焼土面が確認されただけである。焼土面は床面と同じ高さであり，焼き締まっている。

ピット　1か所。深さ14cmで，性格は不明である。

覆土　4層からなり，ロームブロックや焼土ブロックを含み，不自然な堆積状況を呈することから，人為堆積

と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量

3　極暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

10cm

！　　；　　　F

第424図　第4号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出藍状況　土師器片測点　棒6銑高台付椀器　聾郡の　須恵器片　点　聾2　甑4）銑淫　点　礫摘点

が南東部の覆土中層を中心に出土してお酌本跡廃絶後に投棄された　のと廃絶後の埋め戻しの段階で混入し

たものとに太別できる。南東部覆土中層から出土した錮鵬は　破片がほぼまとまって出土したため，本跡廃絶

後に遺棄された　のと考えられる。北西部覆土中から出土した鋼鵬は，割れ狩が摩滅していることからタ混入

したものと考えられる。

所凰　竃は第5号住居跡に掘り込まれて淫滅したがタ　火床面を確認することはできた。また，床面がほぼ全域

にわたって硬化していることや竃の火床商が明確に確認できたことからタ存続期間は長かった可能性がある。

′　ば　　　　　て′ノノ言・ノ、／′　′．′　－’て＿　．l　一，ノ∴・′．′り：

第　号住居跡出土遺物観察表　第墟囲）

番号 種　 別 器　 楯 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴　 中 土位置 ！備　 考

2輔8 士師器 林 ［12。6］ 3 ．2 ［6潮
雲母・長石・
赤色粒子

橙 普通
雷雲冒ク甲 デ瀾 掛 匿 部覆土 i3脇

2輌9 須恵器 甑 － 約8 潮 ［15。ア］ 雲母・石英・
長有

にぷい褐色 不良
讐 聯 ラ削 湖 へラ 南東部中小 ％

第5号健腰跡（第425囲）

位置　調査区北部北東寄　のF摘e　区に位置し　平坦部に立地している。

ノ∴∴′　∴J　　　　′．・．′　∴′′　．′一‘・・∴ノつ声　∴′　　′′　ノ　　ー′　′．．′、　′、

、一‾：　、∴　ノ　：　ご）　ノ／′　十　．ノノ　つ＼・、）、：∴，；ノ∴　・㌦、・′　、：、′

床　ほぼ平坦で芦　中央部がよく踏み固められている。壁溝は認められない。

聴　東壁の中央部に付設されてお酌焚打部から煙道部まで的摘娠m　袖部幅的鋸cmである。壁外への掘　込

みは瞞cmほどで　士層断面図中の第　層が天井部の崩落土と考えられる。火床部は床面を血状に6cmはど掘り

ぼめられ　赤変硬化している。またタ　煙道部は火床部から急な傾斜で立ち上がっている。

電土層解説

1褐　　　　色　ロームブロック少量．地上プロ、ソク・炭化粒J『牧量

2　褐　　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

3　にぷい赤褐色．ロームブロック中量，焼土ブロックの炭化粒子少量

・－1　褐　　　　色　焼上ブロック・炭化粒子少量

5　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロックの炭化粒子少量

6　にぷい赤褐色　焼土ブロック中意，ローム粒子0秒質粘土粒子少量

丁　にぷい赤褐色　ローム粒J’・・焼目白’－少量．炭化物微量

8　にぷい褐色　ローム粒J’・・焼上プロ、ソク・炭化粒J’－・砂質粘川一量

！）にぷい赤褐色　ロームブロック少軋　焼上ブロック微量

川　褐　　　　色　ロームプロ、ソク・焼士プロ、ソク少量

11褐　　　　色　ロームブロック中量，焼上粒J’・少量

12　赤　褐　色　焼士ブロック中量，ロームブロックの炭化粒子少量

l：i　にぷい褐色　ロームプロ、ソク・焼上粒「・炭化粒J′一少量

ぽッ睦　2か所。PlのP2は深さ14cme20cmであり柱穴であると考えられるが，対応するピットが見つから

ないため性格は不明である。．

尊堂　4層からなり，ロームブロックや焼士ブロックの含有状況からダ　人為堆積であると考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロックや炭化物少量，焼土ブロック微量

？　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量

3　暗　褐　色　ロームブロックも焼士粒子0炭化粒子少量

・l　暗　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上ブロック・炭化粒川一量

1－－－5∠4＿（主一一一一



⑥
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第425図　第5号住居跡・出土遺物実測図
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′・　・　　　　　　、、′　・′　′　　　三　′・・，・　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　ノ

こ　　．、　　　＿　一！′′　　　　　　　　　．、‘′．ノ、；ノ　　　′・　　　′　　　，＿＿　　　．　、′一

、、′　　　　　　　　′　′　ノ　　　　　′　′′　　　　　．／　　′′　．　　　′　′．　　′　　　　ノ・・　　　′　　・　　、・、∴　′
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．　　　　　　　′「．′ニ・‥．　　′’。／　　　　　　　′

第　号佳屠跡出土遺物観察末　節服囲）

番号 種 別 極 橙恒 軋 輿 中 輿 可 胎　 豪幸 √ 可 嘉 手　法　の・特　徴　　　 出士位置　　欄　　考

ごり07
土師器　 琢 ト 車 中 8 靡 露 舶　 普通郎摘転へラ切 後 げ 西壁際床面i撒％

2桝臓
土師器巨 i相中 車 4　　　　 普通

底部回転へラ切り後ナデ

ゴ011
讐 ⊥ 己 空 車 斗 ヰ 橿 幸 平 読 唇 底部纏 へラ切 私 ナデ 竃火床部 i閥％

2飢2
土師器 巨 恒 日 中 2　　 i普通警雷；腎転糸切り瀾 下端車 巣輌 唇

2鋸3
土師器 i高志中 摘 巨 車 8　　 ！普通箆浮讐 芸ラ切り後瀾 貼極悪票 商i翻％

2酎4
警 吏 止 尋 空 士 璃 密 肇 「 唇 禁讐夕滴へラ削 湖 面へラ竃爛 部 序％

窮柑考健贋跡　第朋　⑳墟囲う

ノ　　′　′　　　′　′＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′：

∴　二　：　　　　　　　　　　　．　　　　　′　　　ノ　　　　′　′

′　－　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　′　・　　　　　　　　　　　　　　／　′　　．、

と低い、、、．

．　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′

．′　　．′道．二　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　′

煙道部の立ち上がりについては確認できなかった、－・

竃土層解説

l　工ぷい′八潮色　ロームブtJ・ノク少量．焼上プロ、ソク・炭化物微量

2　工ぷい赤陽色　ローH一ム粒J∴・地上プロ、ソケ・炭化粒J′一少量

二号　にぷい赤褐色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量．炭化粒自微量

－1吠　赤　色　ロームプロ、ソク・焼上位つ一一少量．炭化物微量

5　尿　赤　色　焼上プロ、ソク少星　炭化物微量

fi　暗　赤　褐　色　焼上プロ、ソク中量，ロームプロ・ソク少量，炭化粒自微量

7　暗　赤　褐　色　焼上プロ、ソク少量．rJ－ムブt二J㌧′ク・枯上ブロック微蔓

バ　工ぷい′桐易色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・砂粒・粘上プロ、ソク微：－；：

l　　　　　′，・　　　－：！ユ六．・　　ノ′　　　　　　　　　　ノ、　　　′・．ノ

′　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　．　　　　　ノ

一一一1－15∴ノ18ハム－Aムー…l一



土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック，焼土ブロック，炭化物少量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片348点（杯100，高台付椀62，嚢186），須恵器片9点（嚢），灰粕陶器片1点（長頚瓶）

が南側部分の覆土下層を中心に散在して出土している。床面からの出土は少なく，本跡廃絶後に投棄されたも

のと本跡廃絶後の埋め戻しの段階で混入したものに大別できる。2019は西壁際の覆土下層，2020は竃前床面か

ら出土しており，本跡廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　時期は，高台付椀の形状から10世紀後葉と考えられる。

第426回　第10号住居跡実測図
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第427図　第10号住居跡出土遺物実測図

第10号住居跡出土遺物観察表（第427図）
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

2019土師器杯［13．2］3．6［7．0］
石英・赤色

粒子
にぷい橙普通

体部ロクロナデ，底部回転へ

ラ切り
西壁際下層40％

2020土師器
高台付

椀
［14．7］5．7 6．5

雲母・赤色

粒子
にぷい橙普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，ナデ
竜前床面30％

第11号住居跡（第428・429図）

位置　調査区北部北東寄りのF15gl区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第24・25号土坑を掘り込み，第13号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸約2．7m，短軸約2．6mの方形で，主軸方向はN－30－Eである。壁高は22－30cmで，各壁

とも直立して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。東壁の一部を除いて壁溝が認められる。

竃　北壁中央部に付設され，焚口部から煙道部まで約108cm，袖部幅約96cmで，壁外への掘り込みは約80cmあ

る。土層断面国中第6・7層が粘土の含有状況から天井部の崩落土と考えられる。また，袖部の遺存状態は良

好である。火床面は北壁ラインの外側に位置し，皿状に2cmほど掘りくぼめられている。また，火床面と袖部

の内側は赤変硬化しており，使用頻度の高さがうかがえる。煙道は火床部から緩やかな傾斜で立ち上がってい

る。

寵土層解説
1　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量
2　灰　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量
3　暗赤褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
4　極暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土ブロック少量
6　灰　褐　色　粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
7　灰　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂粒少量
8　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量

ピット　2か所。Plは深さは20cmで，性格は不明である。P2は深さが10cmであり，竃の右袖部に位置して

いるが，性格は不明である。

覆土　4層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

－550－



遺物出土状況　土師器片467点（杯63，高台付椀42，鉢9，嚢342，甑11），須恵器片23点（嚢22点，甑1点）

が，竃の火床部及び竃周辺部を中心にほぼ全域に散在している。これらは，本跡廃絶時に遺棄されたものと本

跡廃絶後に投棄されたものに大別できる。竃の火床部からは火熱を受けた土師器の嚢や甑の破片が50点ほど出

土しており，竃で使用されていたと推定され，本跡廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，体部外面に

「田前カ」と墨書された2021が南東部床面から出土し，本跡廃絶時に遺棄されたものと考えられる。北東壁際

の覆土下層から出土した2022，北壁際中層から出土した2024，竃煙道部と竃前中層から出土した破片を接合し

た2023は投棄されたものである。

所見　本跡は，一辺が3m未満の小型の住居であるが，竃の火床部は焼き締められており，居住期間が長い住

居であることが推測される。時期は高台付椀などの形状から見て10世紀中葉と考えられる。

④　七591

第428図　第11号住居跡実測図

第11号住居跡出土遺物観察表（第429図）
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

2021土師器
高台付

椀ヵ
［16．4］3．6 石英・長石にぷい黄橙普通

体部外面ロクロ整形，内面へ

ラ磨き
南東部床面

20％

墨書「田前」

カ

2022土師器
高台付

椀
［15．6］（4．8）－石英・長石にぷい橙普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け
北壁際下層40％

2023土師器 鉢［21．4］（10．9）－石英・長石褐 普通
口緑部横ナデ，体部内面へラ

ナデ

竃中央部中

層
20％

2024土師器小形嚢10．8 （10．7） 長石 にぷい赤橙普通
口縁部横ナデ，休部外面上位

ナデ・下位ケズリ，内面ナデ
北壁際中層30％

－551－



l二、、蝿主

第429図　第11号住居跡出土遺物実測図

2023

10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第12号住居跡（第430・431図）

位置　調査区北部北東寄りのF15gl区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第24・39・41・47号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北東コーナー部は調査区域外であるが，一辺約2．9mの方形で，主軸方向はN－50－Eである。

壁高は40cm前後であり，各壁とも直立して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦な床で，中央部がよく硬化している。壁溝は認められない。

竜　北壁中央部のやや東寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで94cm，袖部幅は100cmである。壁外へ

の掘り込みは56cmほどである。火床面は，床面と同じ高さの地山面を使用し，赤変硬化している。煙道部は，

火床部から急な傾斜で立ち上がり，粘土の含有状況から土層断面図中の第1・2・5が天井部の崩落土に相当

する。

寵土層解説
1暗赤褐色　粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土ブロック少量，炭化物微量

2　暗赤褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量・焼土粒子微量
5　暗赤褐色　粘土ブロック中呈，ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
8　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土ブロック微量

9　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
10　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子，炭化粒子少量・粘土粒子微量

11黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
12　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量

13　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
14　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

ピット　3か所。Pl～P3は深さが11cm～16C皿であり，一部柱穴の可能性も考えられるが性格は不明である。

覆土　9層からなり，ロームブロックや焼土粒子を含み，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。
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土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　黒　褐　色

7　褐　　　色

8　褐　　　色

ロームブロック・焼土粒子少量

ロームブロック・焼土粒子少量

ロームブロック中呈，焼土粒子・炭化粒子・粘土ブロック少量

ロームブロック・焼土粒子多量，粘土ブロック少量

焼土粒子少量

焼土ブロック中呈，ロームブロック少量

焼土粒子多量，ロームブロック中量，炭化粒子少量

ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

9　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

遺物出土状況　土師器片267点（杯64，高台付杯8，藍195），須恵器片33点（杯10，高台付杯2，嚢21点），土

製品1点（管状土錘），礫35点が主に竃の火床部や竃前面の覆土下層から出土している。これらの遺物は，出

土状況から本跡廃絶時に遺棄されたものと考えらえる。火床部において，土師器賓の破片20点とともに2026・

2028・2029が，伏せられた状態で重ねられて出土した。いずれも火熱を受けているため，支脚としての使用が

想定される。2027・2030も火熟を受けており，支脚部分から外れたものと考えられる。2032は竃火床部，2031

－553－
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第431図　第12号住居跡出土遺物実測図
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は竃火床部と竃正面中層からほぼまとまって出土した破片を接合したものであり資竃で使用されたものと考え

られる。南部下層から出土している2025タ竃前面上層から出土している2鵬は　出土状況からみて本跡廃絶後

に投棄されたものと考えられる√

所凰　竃内から出土した須恵器塔の形状から9　時期は9倣妃後葉と考えられる。

第温号住居跡出土遺物観察表　第墟囲）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位置 備　　 考

202 5 十師器 林 12 キ7 4 ．2 6 。8
長石 ・石英 ・

赤色 粒子
明赤褐 普通

底 部回転へ ラ切 り，休 部内面

へ ラ磨 き
南部下層 粥％

P L2 24

2 02 6 須 恵器 林 13 。8 4 ．4 7．0 石英 灰黄 普通
体部下端手 持ちへ ラ削 娠　 底

部回転へ ラ切 り後，ナデ
竃 火床部 90％

PL 22 5

20 27 須恵 器 林 13。2 4．1 7．。 石英 の長石 灰 黄 普通 底部回転へ ラ切 り札　 ナデ 竃火床 部
90％

PL 22 4

2 02 8 須恵器 杯 14 識 4．8 7 ．8
雲母 ・右奥 ・

長石
にぷい赤橙 普通

底 部二方向のヘ ラ削 り軋　 ナ

デ
竃火床部 90％

P L2 2 5

2 02 9 須恵器 杯 13 ．3 3．5 7 ．寸
雲母 ・右奥 ・

長石
吠 白 普通

体部下端 手持ちへ ラ削 り，底

部二方 向のヘラ削 り
竃火床部

100％

P L2 25

20 30 須恵 器
高台付

林 － （3 。4） 7．0 石英 ・長有 灰 黄 普通
体部下端回転へラ削 り滝 部回転

へラ切り徽 高融 締 付け，ナデ
竃 火床 部

40％，

火禅有 り

2031 十帥器 嚢 〔20．需 32は 6 。2 霊・母 ・石 英 にぷい赤褐 普通
i
i

目線部横 ナデ，休 部内面へラ

ナデ，休部外面十位 ナデ∴下

位 へラ削 り軋　 ナ デ

竃火床 部，

電前 中層
60％

203 2 士帥器 嚢 ［19 ザ2］ （10 。3）
－

雲母・右奥・長

石凍 色粒子
にぷい黄橙 普通

目線部横 ナデ，休部外面へ ラ

ナデ，輪積 み痕
竃火床部 20％

番号 器　 種 長　 さ 幅 乳 径 極 量 廿　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出士位置 備　　 考

2033 皆状十錘 6．5 3．6
用 「捌

士 ナデチ　橙色を皇する 電前面十屑

第膵考健贋跡　第墟囲）

位置　調査区北部北東の寄　F摘g　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第　秒錮号住居跡を掘　込んでいる。

規模と形状　南北軸は約5源mで∴酪側部分が調査区域外に延びているため　東西劫は。mほどが確認できた。

／・年；1ノ男つ一′∴1ら、＼′′　手　中・一らノ・′上／’二・ハ＼′′ノ「㍉㍉－′、ノ　′／ノ　′・・、・・、l∴・一、、女一・一つ工、

して立ち上がっている、1．

、・′・＼！ノ・∴　ノ′、弓∴′、・′ゾニ′　′一二′ノ′′二・一′∴一！つ∴／、ノ・つ∴二∵′ノ＼′・、り∴言．丁∴／・：∴∴　了　′∴・・ニ・＼′

れる∴．

竃　調査区域外に付設されていると考えられる。

∴・、ノノ′′　ノ　・‥言、一′十トこ、′′・　′一石　　′l言一十ノ√・ノ∴く．！｝　二f斗・∴ノ　ー…ノ∴′てユ　ノ

は見つからなかった0㌘　は深さは摘cmであ娠東壁際中央部に位置してお娠出入　打施設に伴う　のと考

えられる∴．

尊堂　　層からな勘　ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

－1　暗　褐　色

5　暗　褐　色

（う　黒　褐　色

7　暗　褐　色

ロームプロ、ノク中量．焼廿日’・・炭化物少量

ロームプロ、ソク中量，焼‖位十・歳化物少量

ロームプロ、ソク中量、炭化物少量

ロームプロ、ソク・焼＝位千・歳化物少量

ロームブロック少量

ロームプロ・ソク・焼「プロ、ノク少量

ロームプロ、ソク申星　焼＝位「少量
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遣物出土状況　土師器片72点（杯15，要57），須恵器片38点（杯25，蓋4，盤1，嚢7，甑1），鉄製品1点（刀

子），礫7点が，北部下層を中心にほぼ全域に散在している。下層から出土している遺物が多いため，本跡廃

絶後早い段階で投棄されたものと考えられ，それらは北部の覆土下層から出土した2039・2182が相当する。2039

は内面に朱墨痕があり，硯に転用したものである。北部覆土中から出土した2038は，割れ口が摩滅しているた

め混入したものと考えられる。2040は東壁際床面から出土したため，本跡廃絶時に遺棄されたものと考えられ

る。

第432図　第17号住居跡・出土遺物実測図
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荷風　朱墨痕のある盤は硯に転用していたものと考えられタ本遺跡の当該期を考える上で良好な資料といえる。

時期は，出土土器から9世紀前葉と考えられる．

第膵号住居跡出土遺物観察表　第墟固）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

2038 須恵器 捧 － （2牒） 6．4 砂粒 灰 普通
底部回転へラ切 り後．一方向

のナデ
北部覆士中

30％，
火樺有り

2039 須恵器
高台付
杯

（3。2） 5．7 砂粒 灰 普通
底部回転へラ削り後，高台貼
り付け，ナデ 北部下層

30％凍樽有り

内面朱墨痕，
硯転用

2040 須恵器 蓋 ［15．0］ （2．5） － 砂粒 灰 普通 天井部回転へラ削 り 東壁際床面 40％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

2182 刀子 ［6湖 1．3 0．4 （6。55） 鉄 切先 ・茎尻欠損，両閃ヵ 北部下層

∴一．‘㍉′′h言．．号′言上・・畑

位置　調査区北部北東寄りのF摘摘区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第臓の2号住居跡を掘　込み　第封の約号土坑に掘　込まれている。

規模と形状　長軸約乱銚恥　短軸約269mの方形で声　量軸方向はN－粥○…Eである。壁高は挽m前後と低い。

床　ほぼ平坦で　壁際を除いて　床面全体が硬化している。壁溝は北壁際の西半分と酋壁際及び商壁際の一部

に認められる、、、

磯　東壁の商欝　に付設されてお娠焚日部から煙道部まで約摘紋m　磯部幅は約郁cm　壁外への掘　込みは

約60cmである。壁外に天井部の一部が確認で凱土層断面図中の第　0　0　の　層は粘土の含有状況から見

て天井部の崩落士と考えられる。火床部は床面を皿状にはcmほど掘り　ぼめられ　赤変硬化している。またタ

煙道部は火床部から急な傾斜で立ち上がっている。、

篭土層解説

．1　黒　褐　色

2　褐　灰　色

3　褐　灰　色

4　暗赤褐色
5　暗　褐　色

（う　暗赤褐色

7　暗赤褐色

ローム粒f一・焼十粒子微量

粘土ブロック多量，炭化粒子微量

粘土粒子中量，ローム粒子や焼土粒子微還

焼士凝子中鼠牒－ム粒子の炭化粒子8粘土粒子微量

粘土ブロック多数　焼土粒子少量，ローム粒子の
炭化粒子微量

焼土プロ、ソク・粘十粒子中量，ローム粒J’・・炭化

粒子微量

焼上プロ、ソク中量．炭化粒J’一少量．ローム粒J’・微量

8　黒　褐　色

9　暗赤褐色

l（）赤　褐　色

11暗赤褐色

12　極暗赤褐色

13　極暗赤褐色

‖　暗赤褐色

ぽッ睦　　か所。深さは柑cmで　ほぼ中央部に位置している。

穫豊　8層からなり，ブロック状の堆積状況を示すÅ為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　焼上粒子・炭化粒召鋸圭呈二

2　暗　褐　色　ローム粒子多量．炭化物微量

3　黒　褐　色　廃土粒子少量

11　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量

（i　褐　　　色　ロームプロ、ソク少量

7　黒　褐　色　ローム粒J’・・炭化粒子微量

8　黒　褐　色　ローム粒J’・・焼土粒J’一・炭化粒子微量

炭化粒子中量．ローム粒子・焼土粒子微量

焼巨粒了一多凱　ローム粒了‥炭化粒打微量

焼土ブロック多量

焼出目小結砂粒少軋ローム粒Jつ封ヒ粒自微量

焼十プロ・ソク中毒∴炭化粒子少量＼ローム粒J’－微量

焼上プロ、ソク中鼠　砂質粘土粒J’－少軋　ローム粒

fl・炭化粒子微量

ローム粒J’一・焼上ブロック・炭化粒J’一・粘吊打・少‡‡‾－；：

二五一、ノふく・＿～宮＼′．工上‥、（′年′t・‥．一　十∴坤′）＋芸∴∴一一　3ユ㌦一、晶　呈∴、・訂　ふ昔，ノ∴l、しノ了　　鉄血

日夕礫13点が竃周辺と中央部の覆土下層から出土している。酋壁際の覆土下層出土の20壷　北部中層出土の
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2047は，割れ口が摩滅していることから，混入したものと考えられる。竃前床面出土の2042，中央部床面出土

の2044，竃北側床面出土の2046は，床面からまとまって出土しており，住居廃絶時に遺棄されたものと考えら

れる。また，2043は竃火床部から伏せられた状態で出土し，火熱を受けていることから，支脚として使用され

たものと考えられる。

所見　本跡は，床面がほぼ全域にわたって硬化していることや竃の火床面の状態などから見て，存続期間が長

い可能性が考えられる。時期は，高台付椀などの形状から10世紀中葉と考えられる。

至を

胃∠

第433図　第18号住居跡・出土遺物実測図
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第温号住居跡出土遺物観察義　第舶固）

番 号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴　　　 出 士 位 置 備　　 考

20 42 士 師 器
高 台 付

椀
〔1 5．8〕 5 ．1 8 ．2 雲 母 ・長右 にぷい黄橙 普 通

底 部 回転 へ ラ切 り軋 高 地 竃 前 面 床 面

り付 け ， ナ デ 7 0％

204 3 士 帥器
高 台 付

椀
［B 潮 5 ．3 7．1 長 石 に ぷ い 褐 普 通

底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 高 台 貼

り付 け ， ナ デ ，体 部 下端 回 転 「竃火 床 部

へ ラ削 り

60％

2掴 4 士 師 器
高 台 付

椀 12 。5 6．9 7 ．2 雲 母 ・長 右 橙 普 通

底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 高 台貼

り付 け ， ナ デ ， 体 部 下 端 回転　 中 央 部 床 面

へ ラ 削 り

60％

20 45 須 恵 器 嚢 － 纏 ．2） － 長石 黄 灰 良 好
外 面 擬 格 子 状 叩 き， 内 面 同心 酋 壁 際 下 層

円 状 の 当 て 具痕 5 ％

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 士 位 置 備　　 考

2 04 6 鉱 （5．2） 0 ．9 0．5 （7 ．0） 鉄 箆 被 部 か ら茎 部 に か け て の 破 片 ． 頼 状 閲有 り 電 北 側 床 面

2 04 7 刀 子 （6滴 1 ．0 0 ．4 （6 潮 鉄 切 先 ・茎 尻 欠損 ， 雨 間 有 り 北 部 中層

窮瑠　考健屠妙　第墟　e購図）

位置　調査区北部北東寄　のF摘描区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第霊号住居跡を掘　込み　第摘号住居跡　第鍋号土坑に掘　込まれている。

・′、桑′一∴壬′　　∵勝目十∵上レ月ノ′′三∵　・牛′∫：言＼　｝　　∴つJら・、・　ノ二、＼，こ、：一㌦∵′　丸・！、．一一二）

外傾して立ちト二がっているJ

床　北西部壁際から中央部タ　そして竃手前にかけて踏み固められている。北壁中央部を除いて　壁溝が認めら

れる。

磯　東壁南欝　に付設されてお勘焚打部から煙道部まで約掴cm　磯部幅的鍼cmである。壁外への掘　込みは

墟cmほどで　土層断面国中第　0　層が粘土の含有状況から天井部の崩落士と考えられる。磯部は土師器聾を

部樹とし　床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築されてお酌士層断面図中の第蟻～摘層が磯部

に相当し　内側は火熟を受けて赤愛している。火床部は床面を血状に6cmほど掘り　ぼめられ　赤変硬化して

いる。火床部の煙道部側には　置　竃と棒が立脚として据えられてお酌煙道部は火床部から急な傾斜で立ち

上がっている、、、

電土層解説

1　暗赤褐色

2　暗赤褐色

3　極暗赤褐色

4　黒　褐　色

5　極暗′ホ褐色

（う　暗　褐　色

ア　暗赤褐色

8　極暗赤褐色

9　暗赤褐色

焼士粒子中量9ロームブロック少義，焼土粒子微意

焼巨粒！・中量．ロームプロ、ソク・炭化粒J’・・砂粒微量

焼上プロ・ソク・砂粒少私　ロームブロック・焼上プロ、ソク・尉ヒ物微量

ローム粒J’一・歳化粒自微量

焼上粒子トト量．ローム粒J’小結　炭化物微量

砂質粘上プロ、ソク中量．ロームブロック・焼吊打一・焼吊打・微：11：

焼廿日’・・砂質粘上プロ、ソク中量，炭化粒J’・少量，ローム粒召粧－I：

焼上プロ、ソク・砂粒少結ローム粒J′・・炭化粒自微量

焼上プロ、ソク中量．炭化粒J’・少量，ロームプロ、ソク微量

10　暗赤褐色　焼I二ブロック・ローム粒J’・・炭化粒千少；葺‡：

11褐　　　色　ロームプロ、ソク・焼土粒J’・・炭化粒自微量

12　暗赤褐色　焼士粒子多量，ローム粒子e炭化粒子少量

1二1極暗赤褐色　焼上プロ、ソク・ローム粒J’－・焼＝位「少：‡i：

「1暗赤褐色　焼上プロ、ソク中乱　射ヒ粒J′・少量，ローム粒j’・・砂粒微量

15　暗赤褐色　焼上粒J’小結　ローム粒j’・・炭化粒J’l少量

1（う　暗赤褐色　焼吊打・中鼠　粘士粒子少量・ロームブロック・炭化粒子微量

ユ7　褐　灰　色　砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼士粒子e炭化物微量

18　褐　灰　色　砂質粘廿日’一少結　ローム粒J’・・焼出口・・．尉ヒ粒日放量

川　褐　灰　色　砂質粘日も白’中量．ローム粒J’一少結　焼目白’・・炭化物微量

一一一55！）一一一一一



ピット　検出されていない。

覆土　9層からなり，ロームブロックを含み，不自然な堆積を呈することから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　極暗褐色
5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，焼土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック中量

7　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

8　黒　　　色　炭化粒子・ロームブロック・焼土粒子少量

9　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片670点（杯153，高台付椀118，嚢398，置き竃），銅製品1点（耳環），鉄製品2点（紡

錘車1，手鎌1），礫10点が東側の覆土下層と竃の火床部を中心に出土している。また，垂木材の一部と見ら

れる炭化材が，北東部下層の床面に近い位置から散在した状態で出土しており，炭化材の出土範囲が限定され

ることから，住居廃絶後に焼失したものと考えられる。2067は竃北側床面から出土しているが古墳期の遺物と

考えられ，住居廃絶後の埋め戻しの段階で混入したものと考えられる。2051は北壁際の覆土下層，2068は北部

の覆土下層からそれぞれ出土し，また2052は南部の床面と南部の覆土上層から出土した破片が接合されたもの

である。また，2055は中央部の覆土下層，2063は南東コーナー部の覆土下層と竃南側床面から出土し，2062は

第434図　第19号住居跡実測図
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中央部の覆土下層と北東コーナー部の覆土下層から出土した破片が接合したもので，いずれも体部外面に横位

で「新室」と墨書されている。その他の墨書土器としては，北西部の覆土中から出土した2059，2060が「新」，2056

～2058が「室」とそれぞれ体部外面に横位で墨書されているものがあり，「新室」に関わる文字と想定され，

出土状況からいずれも本跡廃絶後に投棄されたものと考えられる。また，2049は南壁際の床面，2050は南部の

床面，2069・2152は中央部の床面からそれぞれ出土し，住居廃絶時に遺棄されたものと考える。竃火床部から

は，2066が下部を埋め込まれて直立した状態で出土し，さらに2053・2054は2066の上に伏せられた状態で出土

している。これらは火熱を受けていることから，支脚として使用された可能性が高く，2064・2065は竃の袖内

から出土しているため，竃袖部材として使用されたものと想定される。

5蒜

『云〒
第435図　第19号住居跡出土遺物実測図（1）
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第436図　第19号住居跡出土遺物実測図（2）
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所見　本跡からは，墨書土器8点が出土しており，いずれも住居廃絶後に投棄されたものと考えられる。それ

らは，「新室」，「新」，「室」と判読でき，すべて「新室」に関わる文字である。なお，当遺跡出土の墨書土器

は96点出土しているが，「室」と書かれた墨書土器は，第427号住居跡から1点出土しているのみであり，1軒

の住居跡から同様の文字が8点も検出されたことは，本遺跡の性格などを考える上で重要な資料といえる。ま

た，本跡は，炭化材の出土状況から見て住居廃絶後に焼失したものと想定され，さらに覆土の土層観察からは，

焼失後に埋め戻されていることが理解できる。時期は，床面出土の杯の形状などから9世紀末葉～10世紀初頭

－562－



と考えられる、1、

第摘号住居跡出土遺物観察義　第購　◎墟図）

番号　 種 別 極 種桓 動 学 高極 径 恒√ 1 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴　 恒 土位置 備　　 考
2049 竺 上 序 十 車 再 ㌍

灰黄 普通
底部纏 へラ切り後ナデ i南壁際床面 90％

PL224
2車 摘 棒 13… … も6 雲母載

にぷい褐 普通 底部二方向のヘラ削娠 僻　 南部床面
下端手持ちへラ削り

90％
PL225

20車 摘 巨 巨 3　 3中 凋 ㌘ 掛
にぷい橙 普通

莞 転へラ切 湖 面車 壁際下層 90％
PL225

20止 空 士 弓 削 巨 寸 言 密 議
にぷい褐 普通

底部掛 ラ切？　 纏欝
55％

聖 上 空 堅 ⊥ 旦 ⊥ 彗 十 「 言 辛 気 「 嘉 嘉 嘉 にぷい赤褐 普通 底部纏 へラ切り　　 i竃火床部 70％
聖 上 塑 堅 ⊥ 旦 J や や 「 論 辛 気 「 嘉 言 転 にぷい黄橙 普通 底部纏 へラ切り乳 ナデ 恒醜 床部 60％

2055 土師可 篭 畑 融 中 細 「 つ 鍋
にぷい黄褐 普通 休部ロクロ整形　　　　　　 中央部下層 20％PL250

・墨書「新室」
邦車 摘 厚 付　 巨 射　 雲母や長石

にぷい橙 普通 休部ロタロ整形　　　 若西部覆土 5％　 墨書
「新室」ヵ

鋼車 師器 高 相巨 車 郎　 雲母
にぷい黄褐 普通 体部ロクロ整形　　　 若醐 覆土 5％

墨書「室」
205 土師器 摩 付 朗 巨 封　 長石

にぷい橙 普通
榔 クロ整形　　 麿 部覆土 5％

墨書「室」ヵ
尋 空 捷 也 聖 上 可 「 吾 雪

にぷい褐 普通 体部ロタロ整形　　　 若西部覆土 5％
墨書「新」ヵ

吏 竺 匪 」 上 声 下 「
にぷい橙 普通 榔 ロク噌 形　　　 若西部覆土 5％

墨書「室」ヵ

206年 湖 中 等 牛 服 「 摘 巨 可 鍋
橙 普通

底部纏 へラ切 後 高鍋 鐙 讐

郁圭 ナデ　　　　 ナ一部下層
98％PL225
墨書「新圭」

20可 欄 可 等 年 胴 巨 可 縮亘 賢 碓
にぷい橙 普通

底部纏 へラ切 後 高地 霊 競 ‾

郁お ナデ　　　　 竃南側床面
95％　PL226
墨書「新室」ヵ

目線部櫨ナデ，休部外面下位
20（日　 工師器 悪　 〔20．01 （軋中　　　　　 右奥・長石 にぷい赤褐 普通 ヘラ削り，内面へラナデ，内　電袖内 40％

外面指頭痕
2065 土竺 長 上 尋 空 十 つ 蜜 雪

明褐色 普通 日縁部横ナデ，体部外面上位ナ 竃袖内
デ・下位へラ削り，内面植ナデ 25％

鋼礪　 土師器　 置 竃恒 可 綾時 巨 中 長石0石英！橙 普通 体部内0夕摘 横ナデ　 i竃火床部 5％

番可 器 種 i長 さi 幅 i摩 可 重 量 材　 質 i　 特　　　　　　 徴　 ！出土位置 備　　考
聖 上 攣 「離 日 は 「品 市 議 砂岩　　 砥画　商　その他は朋 されていない0　　　　 中央瞳薗

番 号 器　 種 長　 さ 幅 卑　 さ 乳 径 ！ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

20 67 耳 環 1．7 1．6 0。5
i 5 03

銅 環 状 ， 銅 芯 に鍍 金 ， 聞 き部 有 り 竃 北 側 床 面

2捕 8 紡 錘 車 5 ．5 5 も5 0 ．1
0可　 32 の0

鉄 相 棒 欠損 ， 木 質 付 着 北 部 下 層

2 06 9 千 鎌 10 ．7 2 識 い．J
i 温5 09

鉄 一 部 欠損 ， 両 側 に鋲 状 の 突 出 部 有 り 中 央 部 床 面

て・∴　＿、、．′‘∴　ノ　　∴〉こら
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第438図　第21号住居跡出土遺物実測図
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の長方形で　床面からの高さは約飢cm　壁高は約はcmである。この施設部の覆土は　ローム粒子混じりの黒褐

色上である、、、

床　南壁から竃If狛二かけて踏み固められておi主　壁溝が周回している，、、

囁　北壁中央部に付設されてお娠　磯部幅は約摘欽mである。煙道部は第開音土坑に掘　込まれているが　火

床部から煙道部までは154cmタ壁外への掘り込みは102cmほどが確認できた。士層断面図中の第10。Hの蟻層は，

粘土の含有状況から天井部の崩落士と考えられる。また，袖部は道春状態が良好で，床面と同じ高さに粘土凝

子混じりの暗赤褐色土を用いて構築されてお酌　内側が赤変硬化している。なお学　士層断面図中の第20～24層

が磯部の土層である。また　火床部は床面を血状に摘cmほど掘り　ぼめて使用され　火床商は火熱を受けて赤

変硬化している。なお　煙道の立ち上が　については　土抗に掘　込まれているため　確認で　なかった。

篭土層解説

1　暗　赤　褐　色　ロームプロ、ソク・焼吊白’・少結　炭化粒自微量

2　暗　赤　褐　色　焼上プロ、ソク少量，ロームプロ、ソク・炭化粒自微量

：i　暗　赤　褐　色　焼＝位千少軋　ロームプロ、ソク・炭化粒J’一・粘上粒自微量

ムi　灰　褐　色　焼IJ立－f－・粘巨粒子少＿軋　ロームプロ、ソク・炭化粒召数量

5　暗　赤　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック少屋＼炭化粒自微量

（i　暗　赤　褐　色　焼上プロ、ソク少；占　ローム粒J’・・炭化粒J’一・粘‖甘子微量

γ　黒　　褐　色　焼上プロ・ソク少；IL　ロし一一一ム粒J’・・炭化粒J’・・砂粒微量

8　暗　赤　褐　色　焼上プロ、ソク少；主星∴炭化粒j’・・粘上プロ、ソク微量

！）暗　赤　褐　色　焼l二ブロック・粘日粒子少量∴　ロームブロック・炭化物微量

10　灰　褐　色　粘囲む「針鼠　ローム粒千・焼吊l「「・炭化粒千微量

1‾1灰　褐　色　粘吊位r多量，ローム粒J’・・焼巨位r・・炭化粒自微量

12　にぷい赤褐色　焼吊白’－多品　ローム粒J’・・炭化粒自微量

1：1暗　赤　褐　色　焼上プロ、ソク中量∴炭化粒J’－・枯上プロ、ソク少量

「1暗　赤　褐　色　焼十プロ・ソク・粘士プロ・ソク少量、ローム粒J’・・炭化粒j∴・砂粒微量

15　極暗赤褐色　粘土ブロック中農夕焼土粒子少量，炭化粒子微量

1（i　暗　赤　褐　色　焼巨粒丁・多量．炭化粒J’・・粘い拉！一少量

膵　暗　赤　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

18　暗　赤　褐　色　ローム粒J’一・焼上粒子少：11：

用　暗　赤　褐　色　焼上プロ、ソク中量．ローム粒J′一少量

20　暗　赤　褐　色　焼巨粒子少量，ローム粒J二・炭化粒J’一・精工粒自微量

21暗　赤　褐　色　ローム粒J’・・焼巨位！一少軋　炭化粒J’・・粘吊有子微量

22　暗　赤　褐　色　ローム粒J’・・焼＝位千・歳化粒J’・・粘上プロ、ソク少量

2：う　暗　赤　褐　色　ローム粒J’－・焼1湘守少軋　炭化粒子微量

2Ll　暗　褐　色　ローム粒J’－・焼上粒つ’・・粧し粒√少量∴　炭化粒自微量

ピット　こ′1か所。主柱穴はPl・、P∠′1が相当し，深さが1＿（ト20cmである。

覆土　7屑からな星　不自然な堆積状況を示した人糾甘積である．、＿、ニ

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

：i　黒　褐　色

－1　黒　　　色

5　黒　褐　色

（う　黒　褐　色

7　黒　　　色

ローム粒子・焼吊圭子微量

ロームプロ、ソク・焼日範子・炭化粒子微量

ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒召微量

ローム粒j’－・焼＝粒r・炭化粒！一微量

ローム粒J’l・焼吊：白′・微量

ローム粒J’一・粘巨障子・少軋　焼吊Jつ二・炭化粒J’一微量

ローム粒子微量

㍉守　　∴　・∴・、ノ′　5，、、∴′′、∴　了斗ソ、）予．′　′：；、1．・′　　上し言．1，弓、∴・．う、工　了′∴｛∴フ

蓋娠　高盤2　長頚瓶勘　嚢謂上　陶器片　点　婆上　土製品温点　紡錘車）鉄製品　点　鍍）礫墟鰯が　竃

及び竃周辺部と南西部の覆寸つ、一層及び床面を中心に散在した状態で出上している。遺物は本跡廃絶時に遺棄さ

れた遺物と，住居廃絶後に投棄された遺物とに大別でき，2（汀一卜207（う・2080・2154－は床面から出上して前者に

相当し，2071・2072・2077・2079は覆土上層から下層にかけてr廿上した後者に相当すると考えられる。2073・

2078は，竃の火床部から伏せられた状態で火熱を受けて「廿上しており，支脚としての使用が想定されるご　2081

の鉄鉱は，壁に押し込まれたように南西コーナー部の壁上層から横位で出上したが，本跡との関わりは不明で

ある、＿、．
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所農　本跡の酋壁際の床面からほタ　須恵器高台相棒がほぼ完彩のまま鉱産出土してお酌　本遺跡と産地の須恵

器窯の関連を考える上で良好な資料といえる。また　棚状施設を有してお酌　本遺跡の当該期を考える上でも

有効な資料と考える。時期は，床面出土の高台相棒などの形状から見て8世紀複葉と考えられる。

第別号住居跡出土遺物観察表　第舶図）

番可 種 別 器　 種 ロ 可 嶺 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　 考

2併2　 須恵器 林 13・7 巨 2 8．3 長右・石英 灰黄褐 普通 吠部回転へラ切り 西壁際下層 85％

2073　 須恵器 林
［13諸車 ・8

8．0 長有 ・石英 灰 普通 休部下端手持ちへラ削り，底
部回転へラ切り 竃火床部 60％

鋼告　 須恵器 高台付
杯

［融 序
リ．1 長右 ・骨針 黄灰 普通 底部回転へラ切　後涌 台粘り

付け，休部下端回転へラ削り 南壁際上層 80％

20車 恵器 高台付
林

胴 巨
10．J 長石 ・石英 灰 普通 底部回転へラ切り後，高台貼

り付け 西部床面 90％
PL 226

2075　 須恵器 高台付
杯

中 洞
6。2

雲母・石英・
長右・骨針 黄褐 普通 底部回転へラ切り後†高台貼

り付け 西部床面 100％PL225
へラ記号

2樟　　 須恵器 高台付
林

鉦 3 巨
7．0 黒色粒子 貴族 良好 底部回転へラ切り後夕高台粘り

付け，休部下端回転へラ削り 西壁際床面 80％
PL 225

2鮮　　 須恵器 高盤
恒

－
有英・骨針・
黒色粒子 黄灰 良好 休部内外面ナデ 南壁際下層 摘％

鍋閥　 須恵器 盤 拍5可 （3・3）
－ 長石 ・砂粒 吠すリーブ 普通 休部下端回転へラ削り 竃火床部 購％

掴関　 須恵器 蓋
恒

－ 白色粒子 褐灰 普通 天井部回転へラ削り後，つま
み接合 電前面上層 20％

番可 器 種 軽 さ 最大可 厚 さ 重　量 材　質 特　　　　　　　　　　 徴 出土位置　 再 考

m 日 経　 巨如 ） 如 中 鵬 （5540） 砂岩 砥石1面，∴次焼成，欠損部有り 南壁際床面　 ！

番可 器 穫 序 き 幅 卑　 さ 重 量 i 材 質 ！　 特　　　　　 徴 出土位置　 再 考

酬 」 功を　 「闘 0．リ5 0．4
独 自　 鉄　 巨 角形赦 茎部一部欠損夕台状関有り 南酎 －ナ一部上可

㍉′㍉・㍉′∴，二二　∴′芋言上

位置　調査区北部北東欝　のG舶　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第22号f封朋亦を掘り込んでいる√

∴ニノ言・二　言・・主1言ヽ、・；、′・半！‖′∴′ノノノノ・十二　、∴　ノ′；十二N　　　　∴予読　　∴：了誉一　二ト∴∴　矢′．

とも外傾して立ち上がっている．、、

床　ほぼ平坦でタ　中央部がよく踏み固められてお酌　断続的ながら各壁際において壁溝が認められた。

磯　北壁の中央部に付設されてお娠　焚口部から煙道部まで的摘むm　磯部幅的l摘cmで　壁外への堀　込みは

約鮒cmである。天井部は崩落している　のの　道春状態は良好で　磯部の内側から火床商にかけて火熱を受け

て赤変硬化している。火床部は床面を血状にはcmほど掘り　ぼめている。また　煙道は火床部から外傾して緩

やかに立ち上がっている。
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i　　；　　：

第439図　第23号住居跡・出土遺物実測図
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電土層解説

1　暗　褐　色

2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　暗赤褐色
6　暗赤褐色
7　賠赤褐色
8　暗赤褐色
9　暗赤褐色
10　暗赤褐色
11暗赤褐色

ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソケ少量

ロームプロ、ソク少軋　焼「粒了中量

ロームプロ、ソク・焼上ブロック少一景二

ローム粒J二・焼l二プロ・ソク少量

ロームプロ、ソク中量．焼上プロ、ソク少軋　炭化粒召糾‡＿呈二

ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’・少量

焼上プロ、ソク少軋　ローム粒打微量

廃土ブロック中義，ロームブロック少量

ロームプロ、ソク中量，焼上ブロック少量

焼上プロ、ソク・炭化物多量，砂粒中量

ロームブロック・焼上プロ、ソク少軋炭化粒召鋸吏呈：

ぽッ紅　臓か所。主柱穴は㌘　～P3が相当し　深さは渕～溺cmである。P　は南西側に位置し　主柱穴の可

能性があるが，P　～P3と比べ深さが5cmと浅ら断定で　ない。P　は出入　自施設に伴　ピットで，深

さ鍼cmである。また，P　～P臓は　深さ　～8cmでありタ壁際にあるため壁桂穴と考えられる。

穫豊　層からな軋　ロームブロックや焼士ブロックを含み9　ブロック状の堆積状況を示すÅ為堆積である。

土層解説

l　黒　褐　色　ロームブロック・焼l二プロ、ソク少量，毒口ヒ粒f一微量

2　褐　灰　色　ロームプロ、ソク中量，焼上プロ、ソク・炭化粒召微量

二1暗　褐　色　ロームプロ・ソク多量．焼‖甘千・歳化粒召微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・焼士粒子少量，炭化粒子微意

5　極暗褐色　炭化粒千少量．ロームプロ、ソク・焼吊‾打・微量

（う　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出藍状況　土師器片28温点（杯82撃賓鼠鱒）須恵器片野点　棒蟻　婆墟）灰粕陶器片　点　瓶上着製品

温点（紡錘車）撃礫2点が北東コーナー部と西部の覆土下層を中心に散在した状態で出土し撃2085は西部の覆

土下層から出土している。また，2082魯2083き2084は北東コーナー部の床面から出土してお勘本跡廃絶時に

遺棄されたものと考えられる。、

所農　本跡はタ　か所に壁桂穴が認められるが　当遺跡において壁桂穴を有する住居はご　わずかであ娠　当

該期に比定される住居は本跡だけである。時期は　床面出土の棒の形状などから　世紀前葉と考えられる。

第23号住居跡出土遺物観察表（第439回）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器I 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 ！ 備　 考

2082 須恵器 林 12 ．リ 寸．0 8 ．5
右英 ・赤 色
粒 子

にぷ い橙 普通 底 部回転へ ラ切 り
北東 コ如ナ 憲謡亥蒜 225

一部床 面　 「二」 ヵ

2083 須恵 器 杯 14．2 寸．3 0．0 長石 ・石英 灰 普通
底部回転へ ラ切 り後，多方 向

の削 り

空霊蒜轟 5％

2084 士師器 甑 ［28。0］ 27 ．5 白1．81
雲母 ・右英 ・

長石
にぷい褐 普通

目線部 横ナデ，休 部内外面へ

ラナデ

空霊蒜 ナ i90％

番号 器　 種 長 可　 幅 厚　 さ 孔　 径 重　 量 材　 質 ！ 特　　　　 徴 出 土 位 置 i備　 考

2085 紡錘 車 01 巨 や4
1．7 0 ．7 68。2

粘板岩　 庫 文，円錐台形 西部下層　　 巨5％ PL266

第毎号佳贋妙　第初回）

位置　調査区北部北東寄りのF摘摘区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第墟尊王坑や第　号掘立桂建物跡を掘　込み　第鵬号土坑に掘　込まれている。

∴言こ言う・ノ　バ一再工′潤　∴・．巨、、ノ＿ノ′′－、（／六、ノ∴1、1．＿・l；ノ′古人＼ゾノl‥、′・ノ了J　′・1．，∴こ′－。・・．－j学㍉＿、、′

應　中央部から竃前面に向けてよ　踏み固められている。南東コーナー部にだけ壁溝が認められた。

－569－



竃　東壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで約80cm，袖部幅約104cmである。壁外への掘り込

みは44cmほどで，火床部は床面が皿状に3C皿ほど掘りくぼめられ，赤変硬化している。また，煙道部は火床部

から外傾して緩やかに立ち上がっている。

寵土層解説
1　暗赤褐色
2　時赤褐色
3　暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　暗赤褐色
6　暗赤褐色
7　暗赤褐色

焼土粒子少量，ローム粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子少量

焼土粒子中量，炭化粒子微量

焼土ブロック多量

焼土ブロック少量

ピット　認められなかった。

覆土　2層からなり，ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　褐　　　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片145点（杯12，高台付椀17，小皿4，要112）が竃の周辺部の覆土下層を中心に散在し

た状態で出土し，ほとんどが細片であり，割れ口が摩滅している。2087は，中央部床面から出土している。

所見　本跡は覆土が薄く，土坑等に掘り込まれおり，土器も細片が多いが，時期は，土器の形状や住居跡の形

態などから10世紀中葉と考えられる。

＼二「
「「

二妄ク／08

第440回　第25号住居跡・出土遺物実測図
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第筋骨住居跡出土遺物観察表　第舶固）

番号 種　別 器 種恒 径 器 可極 径 胎　 土 i色　 調 焼成i 手法 の特徴 i 出土位置 i 備　 考

2087 十師器
高志付恒 （可 禁 藩色 橙 普通桓 榔 ク誓 r 「測 舶 唇

第詣考健腰跡　第舶囲）

位置　調査区北部北東欝　のG摘鵬区に位置し　平坦部に立地している。

貸う∴‘・′　∴′∴′－′‾∫　－．巨∴．・ノ、ムノ′、1．．′－′，・工　ふ　ノ、今＿こ′∴、、／こ

、、．ノ、ノミご言・．、・、信一’㍉言L．上声∴，ノ　ソ言ノ′膏、　工事ノ・上＼＼摘　・、′；了．′、㌦、）、ノ∴－レ工、、

床　はぼ平坦で　全体的によ　踏み固められてお酌　南壁際の一部を除いて　壁溝が認められる。

磯　東壁の中央部に付設されてお酌　焚持部から煙道部まで約摘紋m　磯部幅的相貌mである。壁外への掘　込

′′一人′′二　で　、　ハ、‥、1∵一・′　′／ノ　・・、　′、．l一一l・・一　言つ′！′二、／」′．′ノ．一・：．了ノ、∴、′∴　′＼′．、・′、　　　　、

の地山海の上に暗褐色土を基部としタ　粘土ブロックを混ぜた褐灰色土を粘　柳て構築し　内側が赤変硬催し

、　′：）　・∴　告　：∴二、、　t　′′・′、・、・′′′′二　十′、tJ言　、ミ′、．・－、：l．ハノ∴ノ、′．′ノ　つ言　一∴′′言・1　′．

がっている、－、

竃土層解説

1　褐　灰　色　ローム粒J’一・焼目白つ封じ粒J’－・砂質粘日章r微量

2　暗赤褐色　焼吊声つ「一少軋　ローム粒j’一・歳化粒自微量
3　暗赤褐色　焼上粒J’1少軋　ローム粒j’・・尉ヒ粒J’1・砂質粘‖量子微量

－1榊初潮色　ローム粒J’l・焼上プロ・ソク・粘上プロ、ソク少量，炭化粒自微量
5　極暗赤褐色　焼土ブロック中量夕　粘土粒子微量
6　暗赤褐色
7　暗赤褐色
8　褐　灰　色

9　暗赤褐色

川　暗赤褐色
11暗赤裾色

焼土ブロック少巌

焼‖位√・炭化粒J’・少－L　ローム粒子微量二

精工粒J’・中量．ローム粒J’一・焼抽白’‥炭化粒自微量

ローム粒「焼巨粒子‥炭化粒J’・・粘上ブロック中量

焼上プロ・ソク少量．ロームプロ・ソク・炭化粒自微量

焼‖粒r少量，ローム粒J’－・炭化物微量

ぽッ睦　後か所。主柱穴は明確ではない。P　は出入　打施設に伴　ピッ　で　深さは臓cmである。

啓豊　　層からな勘　プロッタ状の堆積状況を示すÅ為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒J’・・焼出自つ微量

2　黒　褐　色　ローム粒j’・・粘上プロ、ソク微きf二‡二

：1黒　褐　色　ローム粒J∴・炭化粒千微量

－1暗　褐　色　ローム粒J’・少軋　焼巨拉！一・歳化粒自微量

、二王′　　′′．　‾・・．当－　′・，十一、・五、．J十で　′：ケ上′′．1・7、ノ　ノ　　　ー　ー／′　′・？・一（．l．、が二・一′て′′∴　ノ∵、ソJウ：′

圭軒層を中心に散在した状腰誉出土している。竃周辺部からの出土土器は汐　いずれ　機片で割れロが摩滅して

いるため　住居廃絶後の埋め戻しの段階で混入した　のと考えられる。鋼鍋は　竃火床部から伏せられた状態

で出土し　火熟を受けた痕跡が認められた。また　砥石である飢猫　竃火床部から出土し　赤愛しているためタ

ともに支脚として再利用されたものと考えられる．、、

所農　本跡は　貼床や竃の火床部の状況などから　居住期間が長い住居と推測される。時期は　土師器棒の形

状などから1甘世紀後柴と考えられるこ．

－571－－－
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第441図　第26号住居跡・出土遺物実測図
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第26号住居跡出土遺物観察表（第441図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

208 8 土 師 器
高 台 付

椀 － （5 ．0） ［7．5］ 石 英 ・長石 に ぷ い橙 普 通
回 転 糸 切 り後 ，高 台 貼 り付 け ，

ナ デ
薗 火 床 部 3 0％

番 号 器　 種 長　 さ 最 大 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

2 15 5 砥 石 （8 ．0） （12 ．4） 8．8 （1 10 0） 砂 岩 砥 面 1 面 ， 二 次 焼 成 ， 欠 損 部有 り 竃 火 床 部 95 ％

第28号住居跡（第442・443図）

位置　調査区北部北東寄りのG14cO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第27号住居跡，第38号土坑を掘り込み，第18号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸約3・6m，短軸約3・5mの方形で，主軸方向はN－1020－Eである。壁高は3～6cmと低い。

床　ほぼ平坦で，東部がよく踏み固められており，北及び南壁際に部分的ながら壁溝が認められた。中央部及

び中央部北壁寄りにくぼみが確認されているが，性格は不明である。

竜　東壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで約54cm，袖部幅約83cmである。壁外への掘り込み

E

A

D

」L43．2m l

第442図　第28号住居跡実測図
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は28C皿ほどで，土層断面図中の第5層が粘土の含有状況から天井部の崩落土と考えられる。火床部は床面が皿

状に10cmほど掘りくぼめられ，赤変硬化している。また，袖の内側も赤変硬化し，煙道部は火床部から急な傾

斜で立ち上がっている。

0　　　　　　5cm

：　；　：

第443図　第28号住居跡出土遺物実測図

ピット　2か所。深さが37cm・40cmであるが，

覆土　6層からなり，ロームブロックを含み，

土層解説

1　暗

2　黒

3　暗

4　黒

5　暗

6　暗

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

ロ－ ム粒子微量

範士層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

2　黒　褐　色　ロープブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

5　極暗赤褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒
子微量

6

7

8

9

10

11

12

暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子少量

暗赤褐色
暗赤褐色
暗赤褐色
暗赤褐色
暗赤褐色
暗　褐　色

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量

焼土粒子・粘土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

主柱穴とは考えられない。

ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

ローム粒子少量，焼土粒子微量

焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量，ローム粒子微量
ローム粒子・粘土粒子微量

ロームブロック少量
ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片284点（杯66，高台付椀49，嚢169），礫2点が北部の覆土下層を中心に散在した状態

で出土したが，ほとんどが細片である。2089は，中央部床面から出土している。

所見　床面出土の土師器の形状などから，時期は10世紀後葉と考えられる。

第28号住居跡出土遺物観察表（第443図）

番 号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　　 考

2 08 9 土 師 器
高 台 付

椀
［14 ．8 ］ （5 ．2） －

石 英 ・長 石 ・

赤 色 粒 子
にぷい黄橙 普 通

底 部 回転 へ ラ切 り後 ， 高 台 貼

り付 け， ナ デ
中 央 部 床 面 4 0％

第29号住居跡（第444図）

位置　調査区北部北東寄りのG14C8区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第27・31号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸約3．6m，短軸3．2mの長方形で，主軸方向はN－920－Eである。壁高は8～16cmと低い。

床　西壁際から竃前面にかけて，よく踏み固められおり，北壁中央部から西壁中央部にかけて壁溝が認められ

る。

竜　東壁の南寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで約100cm，袖部幅約86cmである。壁外への掘り込

みは58cmほどで，火床部は床面が皿状に4cmほど掘りくぼめられ，赤変硬化している。また，袖の内側も赤変

硬化している。土層断面中，第4・7層は粘土の含有状況から天井部の崩落土と考えられ，煙道部は火床部か

－574－



ら急な傾斜で立ち上がっている。

篭土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼士粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量

4　灰黄褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子・砂粒少量，炭化粒
子・ローム粒子微量

5　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒千・秒粒微量

6　暗赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量
7　灰黄褐色　粘土ブロック・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少

量，ローム粒子微量

8　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

9　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子・粘土ブロック・砂
粒少量

10　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化物微量
11暗赤褐色　焼土ブロック中量，砂粒少量，炭化粒子微量

12　暗赤褐色　焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

13　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒微量
14　極暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量

15　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒微量
16　極暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子・砂粒少量

ピット1か所。深さは12cmであり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南西コーナーに付設されており，直径84C皿の円形で，深さは36cmであり，底面は皿状を呈している。

覆土は5層からなり，ロームブロックの含有状況は，人為な堆積状況を示している。

2

C　　　　　2090

5　　　4

）一一一千亮2。9。

第444図　第29号住居跡・出土遺物実測図
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貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒自微量

2　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼津白’一・炭化粒自微量

3　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量，焼日量千・炭化物微量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量．焼巨粒子・炭化物微量

覆土　3層からなる。、ロームブロックを含み，ブロック状の堆積状況を呈することから，人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームプロ、ソク微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

二1　黒　　　色　ローム粒J㌧・焼吊宣子微量

遣物出土状況　土師器片134点（杯78，高台付椀52，聾2，二足鍋2），須恵器片5点（碧上　線粕陶器昌つ点

（椀）が．束壁際の覆土下層及び貯蔵穴から廿日二しており∴土師器聾や須恵器碧の出土数が極端に少ないなど

出上土器の器種構成に偏りが認められ，本跡廃絶後に投棄されたものと考えられる．貯蔵穴の底部から出上し

ている2090と東壁側床面から出土した2091は，本跡廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見　本跡は貯蔵穴を有する住居であり，全体的に出土遺物は少ないため．住居廃絶時に持ち出されたものと

考えられる．J［「封切は出目二器の形状から＿10世紀中葉と考えらえる。

第納骨住居跡出土遺物観察表　第舶囲）

番可 種 別 器 種桓 径 器 可丞 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 ！備　 考

！
細 P 廉

高台付！
椀 ！

日可 石英・長石・
赤色粒子

信 減
普通 回転へラ切り後，高台貼り付

け後，ナデ
！

貯蔵穴底部！摘％

酬 中 細 礪 椀 ！ （2可 ［摘 緻密 吠すリーブ 普通 内外面施粕 東壁際床面巨％

第調号健腰掛　第舶図）

位置　調査区北部西寄りのG摘g　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第5（描・住居跡を掘り込んでいる、、「

規模と形状　長軸約2．6m．短軸約2．4mの方形で，主軸方向はN－900－Eである、1壁高は6cm前後と低い。

床　北西部から竃前にかけて踏み固められており，壁溝は認められない√

電　東壁中央部に付設されており，袖部幅は約9（icmである，、「火床部から煙道部までは74e肛　壁外への据i）込み

は34cmほど確認できた。「上層断面中，第5層が粘土の含有状況から天井部の崩落土であると考えられる。。また，

火床部は床面が皿状に4cmほど掘りくぼめられて赤変硬化し，袖の内側も赤変種化している．煙道部は外傾し

て緩やかに立ち上がっている。〕

寵土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク・炭化粒J「・少量

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼十プロ、ソク・炭化粒子・粘上粒子少量

3　暗赤褐色　ロームプロ、ソク・焼1二プロ・ソク・炭化粒f一少量

4　暗赤褐色　焼士ブロックの炭化粒子中量

5　暗赤褐色　ロームプロ、ソク・焼士プロ、ソク・粘I二プロ、ソク中

量，炭化粒子少量

6　褐　灰　色　炭化粒子中量，焼土ブロック少量

7　暗赤褐色　焼一一1二ブロック・炭化粒戸畑軋ロームプロ、ソク少量

8　暗赤褐色　焼I二プロ、ソク・炭化粒子多量

9　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子中量，粘土ブロック少量

1（1暗赤褐色　ロームプロ・ソク・焼l二ブロック・炭化粒J’・少量，

粘土粒子微量

11暗赤褐色　ローム粒f一・焼十プロ、ソク中量，炭化粒子少量

ピット　確認できなかった。「

尊堂　4層からなりタ　各層にロームブロックが含まれていることから　Å為堆積であると考えられる。
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土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

4　暗赤褐色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片19点（高台付椀11，小皿5，嚢3），石器1点（砥石），礫3点が竃及び南側下層を中

心に散在した状態で出土しており，土師器嚢の出土数が少ないなど器種構成に偏りがあり，住居廃絶後に投棄

されたものと考えられる。中央部の覆土下層出土の2093，東壁際の覆土中層出土の2094は投棄されたもので，

竃火床部出土の2092は，火熱を受けて伏せられた状態で出土し，支脚として使用されたものと考えられる。

所見　硬化面や火床部の状況から，住居の使用期間は長いと想定され，時期は，出土土器の形状から10世紀中

葉と考えられる。

ノつ

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

第445図　第33号住居跡・出土遣物実測図

第33号住居跡出土遺物観察表（第445図）

0　　　　　　　　　　　　　1m
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閻2。94
0　　　　　　　　　　　　　10甜I

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

2092土師器小皿9．42．45．0石英・長石にぷい赤褐普通
底部回転へラ切り，ロ縁部に

注口あり
寵火床部95％

PL226

2093土師器呵こ［13．2］2．9［6．5］
雲母・石英・

赤色粒子にぷい黄褐
普通
底部回転糸切り，休部ロクロ

ナデ
中央部下層45％
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番号 器 種　長 さ！幅 i摩 さ！重 量 材 質i　　 特　　　　 徴　　　 恒朗潤 い清　 壷
翌 日 墜 ⊥ 堅‖　 お目　 2消　極摘 凝灰岩i方柱状湖面鴫 端部欄 欠損，中央部が薄い東壁際欄 恒％

第測考健腰妙　第舶図）

位置　調査区北部北東寄りのF且独6区に位置し資　平坦部に立地している。

重複関係　第納骨住居跡を掘　込み　第鮒号士坑に掘　込まれている。

親機と形状　西側が調査区域外のため芦南北軸約2。6m，東西軸約温。9mが確認されただけであり撃　N当80－

Eを主軸とする方形または長方形と推定される。壁高は臓cm前後と低い。

床　ほぼ平坦でタ　壁際を除いてよく踏み固められている。南側の一部に壁溝が認められる。

磯　北東コーナー部に付設されているが　撹乱を受けているため右裾部が部分的に確認されただけである。磯

部は砂質粘土で構築されてお酌　火床部は確認で　なかった。

二ノ　Y　　二／1ノJlニー．ゝ一、は、t、∵′こ′言　ノ：、′■：′い二′′‥J、′i；、ら

‘＿．　ト・′∴、・・言、′　　　∴‾∴　弓′こ！・、ム　／・′′ン　′、∵バ昌∴、′、り一十′．、ノ′　′、ら言、1、、、′J）ノこ

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒J’・少軋　焼日量千・炭化粒子微；－ii：

2　暗　褐　色　ロームプロ・ソク少軋　焼上粒J’・・炭化粒自微量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

・1暗　褐　色　ロームプロ、ソク少甘，炭化粒自微量

う　黒　褐　色　ローム粒J’中：1－1∴　焼吊Jつ’・・炭化粒自微量

∴4　　′∴，i　∴′　ノ」　、ご　・′、′、′・′′．・∫　；′　．・：1、・二　ノ′ノ、l、∴・1．√ノノ亨・～　　∴・ノー一、′＿‥：y　′「′、、∴、

出土している。ほとんどが細片で摩滅してお勘住居廃絶後の埋め戻しの際に混入した　のと考えられる。錮鮎

は南壁際床面から出土してお酌　住居廃絶時に遺棄された　のと考えられる。

所農　本跡は　西側が調査区域外に延びているため全体の形状を把握することができなかったが学床面出土の

㌔；二
ll‥ニー＿二二＿：＿二

第姻図　第凱号住居跡の出土遺物実測図
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高台付杯の形状から，時期は9世紀後葉と考えられる。

第34号住居跡出土遺物観察表（第446図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

2 09 5 土 師 器
高 台 付

巧こ － （2．8） －
石 英 ・長 石 ・

赤 色 粒 子 にぷい黄橙 普 通
底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 高 台 貼

り付 け 南 壁 際床 面 10 ％

第39号住居跡（第447・448図）

位置　調査区北部東寄りのG14e4区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第36・43・76号住居跡，第326・340号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸約3・5m，短軸約2・6mの長方形で，主軸方向はN，960－Eである。壁高は4～18。mと低い。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められており，壁溝は認められない。

竃　東壁の南寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで約80C叫袖部幅約100cmである。壁外への掘り込

みは30C皿ほどで，火床部は床面が皿状に12cmほど掘りくぼめられて赤変硬化し，袖の内側も赤変硬化している。

また，煙道部は火床部から急な傾斜で立ち上がっている。

竜土層解説

1暗赤褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

3　灰　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量

5　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

第447図　第39号住居跡実測図
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6　暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

7　梅暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量

8　暗赤褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

9　暗赤褐色　粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　2か所。Plは深さ16cmで，東壁際の竃と対時する位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。P2は深さ49cmであり，性格は不明である。

覆土　4層からなり，ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロックを含み，ブロック状の堆積状況を示した

人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

4　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片137点（杯9，高台付椀30，小皿23，棄75），須恵器片2点（高台付杯），礫7点が東

側の覆土下層を中心に出土している。2102は南西部の覆土下層と北東部の床面から出土した破片が接合したも

のであり，2099は中央部の床面から出土している。また，2099の体部外面には墨書が見られるが，判読できな

い。北東コーナー部の床面から出土した2100，南東コーナー部の床面から出土した2070，東部の床面から出土

した2101は，出土状況から住居廃絶時に遺棄されたものと考えられ，竃覆土中から出土した2098は，二次焼成

を受けているため，支脚として使用された可能性が高い。

所見　椀類は東壁際床面から出土し，その付近が供膳具の保管場所として機能していた可能性が高い。また，

硬化面や火床部の状況から判断すると，使用期間の長い住居であると考えられる。時期は，高台付椀や杯の形

状から10世紀後葉と考えらえる。

ノ
ラ≡十王訂

第448図　第39号住居跡出土遺物実測図

第39号住居跡出土遺物観察表（第448図）

＼　1
2099

0　　　　　　　　　　　　10cm
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

2098土師器杯［11．0］3．0 6，0 石英・長石橙
二次

焼成
底部回転へラ切り 竜覆土中30％

2099土師器
高台付

椀
［13．8］（1．8）－雲母 にぷい黄橙普通体部内面へラ磨き 中央部床面

5％

墨書「口」

－580－



番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

2100 土 師器
高台付

14．9 6 ．1 7．7
雲母 ・長石 ・

にぷい黄橙 普通
底部回転へ ラ切 り後，高台貼 北 西 コーナ 98％

椀 赤色粒子 り付け，ナ デ 一部床 面 PL 22 6

2 10 1 土師器
高台付

椀
［13 ．4］ （4．9） －

雲母 ・赤色

粒 子
橙 普通

底 部回転へ ラ切 り後 ，高台貼

り付 け，ナデ
東部床 面 50％

210 2 土師器
高台付

椀
［14 ．4］ （3．5） 8 ．2

石 英 ・長石 ・

赤色粒 子
にぷい貴橙 普通

体部下端回転へラ削 り，底部回

転へラ切 り後，高台貼付，ナデ

南西部下層，

北東部床面
60％

20 7 0 土 師器
高台付

椀
［15．2］ （5．0） －

雲母・石英・長

石・赤色粒子
にぷい黄橙 普 通

体部下端回転へ ラ削 り，底部回

転へラ切 り後，高台貼付，ナデ

南東 コー ナ

ー部床面
40％

第40号住居跡（第449・450図）

位置　調査区北部東寄りのG14d3区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第32・41号住居跡，第302号土坑を掘り込み，第303号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　一辺約3・1mの方形で，主軸方向はN－1070－Eである。壁高は4～12cmと低い。

床　中央部から竃手前にかけてよく踏み固められている。壁溝は認められない。

竃　東壁の南寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで約104C皿，袖部幅約120cmである。壁外への掘り込

みは56cmほどで，火床部は床面が皿状に12cmほど掘りくぼめられ，赤変硬化している。土層断面中，第5・6

層が粘土の含有状況から天井部の崩落土と考えられる。また，煙道部は火床部から急な傾斜で立ち上がってい

る。

竜土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量

89

第449図　第40号住居跡実測図
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3　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック微量
4　暗赤褐色　炭化粒子・粘土粒子少量，焼土ブロック微量
5　極暗赤褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
6　極暗赤褐色　粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量
7　極暗赤褐色　焼土ブロック少量
8　極暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・砂粒微量
9　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
10　暗赤褐色　焼土粒子少量

ピット　1か所。深さは10C皿であり，性格は不明である。

覆土　3層からなり，第2層にはロームブロックを含み，人為堆積と考えられる。

土屑解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片329点（杯13，高台付椀48，小皿5，襲262，羽釜1），灰粕陶器片1点（瓶），緑粕陶

器片1点（椀），石器1点（砥石）が竃及び北東コーナー部の中・下層を中心に出土している。これらは細片

が多く接合できる遣物も多いため，住居廃絶後に投棄されたものと考える。南部の上層から出土した2108は，

住居廃絶後の埋め戻しの際に混入したものと考えられ，南部の下層から出土した2104，中央部の床面から出土

した2106・2160は投棄されたものと考えられる。また，2107は竃前床面と火床部から出土した破片が接合され

＼『立±】

第450図　第40号住居跡出土遣物実測図
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た　のであ娠　破片のほとんどが竃火床部から出土しているためタ　竃で健用されたものと考えられる。

所凰　本跡は他の住居跡等に掘　込まれていないに　かかわらずタ　床面出土の遺物が少なら　本跡廃絶時に食

膳異類は持ち去られた　のと考える。時期は　出土土器の形状から摘世妃複葉と考えらえる。

第職者住居跡出土遺物観察表　第壷囲）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出士位 置 備　　 考

2：臓4 士帥 器
高台 付

椀 － 「弘が 8 ．9
雲母・右英・長

右・赤色粒子
にぷい黄橙 普通

底 部回転へ ラ切 り軋　 高台貼

り付 け， ナデ
南 部下層 30％

2 10 6 士師 器 婆 ま3 ．2 （12 凍
－ 有 英 ・長石 にぷい赤褐 普通

休 部外 面へ ラ削 り，内面 へ ラ

ナデ
中央部床 面 20％

2 10 7 土師器 婆 － （15 。2） 8 ．2
石 英・長右 ・

赤色 粒子
明赤褐 普通

休部外 面下位へ ラ削 り後 ，へ

ラ磨 き，内面へ ラナデ
竃火床部 3 0％

2摘8 緑寒由陶器 椀 － 自 滅 浮誹 緻密
吠基 ・オ

リー ブ吠
普通

底部 回転 へラ切 り後，高台貼

り付 け．角高台
南部上層 3 0％

番号 器　 種 長　 さ 幅　 軽 さ 登 可 材 質 特　　　　　　　　 徴 出士位置 備　　 考

21腑 砥有 紅潮
4 00　 日 や9

駄 郎　 凝灰岩 紙面は3 面 中央部床面 95％

‥／　′　一　二，　こ‘′∴　　　′．く・

位置　調査区北部酋欝　の指摘C　区に位置し　平坦部に立地している。

一七：工ミ　∴こノ　∴ン了　′　Lト　′∴三‥1、；′ノ　ノ∴一イ・－）′＼み　た十：；′了　′　　∴；‥　′′　ノ′∴・′・′　′、∴′∴′　ら

．・六ご一　∴∫　一・、二′、．・　　　ニ′　′：1′∫j上、′ノJ′′′三、　l！・・ノ′・∵「＼＼…　．、。Jンら・・・l言十、，∴　　ン∴

も外傾して立ち［二がっている。、．

床　中央部から竃前にかけてよく踏み出められており，唯溝は認められなかった．、一、

二　シ，、J▲・′ノノ・、ノ　′　言　′∴　寸言　∴・㌦・－．′‥・．言か｝∴′′．′八、、′・一、・二一・∴′ノー上・、′ノ）′、J　　上′＼ノJ一一．∴、′、方

は鍼cmほどで　火床部は床面が血状に4cmはど掘り　ぼめられ，火熱を受けてわずかに赤変しているが芦　焼き

′　二　了：、㍉∴′．、　　　一一　　　㌦て　・な、　′ノノ′′、ノ′′・′、ゝノ言　‥、′、・．′′年∴′ソ　ー上′　′′′、′て．く　∵∵

床面と同じ高さの地出面の上に砂質粘土を用いて構築されている。また　煙道部は火床部から外傾して緩やか

に立ち1二がっている、〕

電土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼‖こ白’・・炭化粒J’・・粘上粒子i鋸－‡：

2　暗赤褐色　ローム粒J’－・焼上プロ、ソク・粘「粒つ’・少軋　炭化粒千微量

3　赤　褐　色　焼上プロ、ソク多結　粘l二プロ、ソク中量

・1灰　褐　色　焼十粒－J’一・粘上プロ、ソク中量．ローム粒J’一少軋　炭化粒召微量

う　灰　褐　色　粘上プロ・ソク小結　焼上プロ、ソク少結　ロームプロ、ソク・炭化粒自微量

（う　暗赤褐色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・粘上粒J’一少量言夫イヒ粒J’一微；－I：

7　暗赤褐色　焼‖位√少結　ロームブロック・炭化粒自微量

8　暗赤褐色　ローム粒J’・・焼l∵プロ、ソク・砂粒少量，炭化粒自微量

〔）暗　褐　色　ローム粒J’－・砂質粘‖位r少量，焼吊肯千・歳化粒fl微量

1（1暗　褐　色　ロームプロ、ソク小結　砂質粘月粒子少量．焼上粒子・炭化粒自微量

ピット　認められなかった、、、、

覆土　5層からなり．ロームプロ、ソクを含み，不自然な堆積状況を示した人為堆積である。

－583－



土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

3　黒　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

4　黒　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片750点（杯212，高台付椀30，嚢508），須恵器片66点（杯50，襲13，蓋3），石器1点

（砥石），礫69点が，竃周辺部下層を中心に出土しているが，床面出土の遺物は少なく，ほとんどが小破片で

ある。遺物の出土状況から見ると，これらは住居廃絶後の投棄によるものと考えられる。2109は中央部床面，2185

は西壁際出土の破片と南壁際出土の破片が接合されたものである。

所見　出土遺物は供膳具における土師器の割合が須恵器を上回っている様相を示し，出土土器の形状から見て，

時期は10世紀中葉と考えられる。

第451図　第41号住居跡実測図

第41号住居跡出土遺物観察表（第452図）

0　　　　　　　2m

L⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

2109土師器
高台付

椀
［13．0］4．1－

雲母・長石・

赤色粒子
明赤禍普通

高台貼付痕，底部回転へラ切

り後，ヘラ削り
中央部床面60％

2185土師器要22．0（18．8）－
雲母・長石・

赤色粒子
にぷい赤褐普通

口緑端部横ナデ，体部内外面

ナデ

南西壁際下

層
40％
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第452図　第41号住居跡出土遺物実測図

第42号住居跡（第453図）

位置　調査区北部東寄りのG14f4区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第38・45・46号住居跡を掘り込み，第322号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　床面が露出した状態で検出され，壁の立ち上がりが明確ではないが竃やピットの位置から判断し

て，N－860－Eを主軸とする一辺が2．7mはどの方形と推定される。

床　耕作等によって硬化面が削平されているため，硬化面は確認されず，また，壁溝も認められない。

寵　遺存状態が悪いが東壁中央部に火床部が確認された。火床部は床面が皿状に4cmほど掘りくぼめられ，火

熱を受けてわずかに赤変し，硬化していない。火床部の両側には袖状になった粘土の範囲が認められる。

ピット　1か所。深さは12cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

’去・　！一一一一一一

玉，4。4＼‾1

4＿＿43．4m

SK322

J

由、

第453図　第42号住居跡実測図
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尊皇　床面がほぼ露出した状態で検出されたため，堆積状況は確認できなかった。

遺物出土状況　出十していない、、

所農　本捗は遺物が出土していないため時期の判断が困難であるが汐東壁に竃を有する住居形態や重複関係な

どから見て，10世紀後葉と推測される＿、－、

。、′∴仁．リ・L‘′　－＿　言′畑

＿　一1J．了、′「∴一上、′：′′′ノこ、　言．′く　・′・＿　、・’い十、らし【L・∴　′：）

姜‡ミ笑　∴‘こ′　　・‘．′、二十　㌦∴　ノ．－′ノ′∴　ノ．、′、ふ　∴　′∴・　∴1j　▲ノノ．′．、了言′　′、ニノ言．こ．

∴三、ご′－、右ハ　ハ∵、、て二．・「：了吊」；、ソノ∴ノ′守、　－・h十一・二＼、．　＿二、立′：ノ　′‥言こ∴‥．く　レ′、、

床　ほぼ平坦で　東壁際から中央部にかけてよ　踏み固められてお娠東壁際北部から西壁際北部にかけて芦

壁藩が認められる。南西部から中央部にかけて撹乱を受けている。

∴ソ∴＼‘′　∴　′　′　′∴∴　′∴　ノ、・、′∴．，・、ヱ　′J一、、、一ノ、・十　年′′・・・’′＼ノ主、一し′：　＿′ノノ、・′：′　′．′

みは6鮎Ⅲほどで　火床部は床面が血状に射mほど掘り　ぼめられ　赤変硬化している。土層断面中の第　層は

粘土の含有状況から天井部の崩落士と考えられる。また夢　煙道部は外傾して緩やかに立ち上がっている。

覆土層解説

1　暗赤褐色
2　暗赤褐色

3　極暗赤褐色
4　暗赤褐色

5　赤　褐　色

6　暗赤褐色
7　暗赤褐色
8　暗赤褐色
9　暗赤褐色

旭日打一・歳化粒J’一・粘上ブロック少量、U－ム粒J’・微量

ローム粒J’小結　焼上プロ、ソク・炭化物少量

焼上プロ、ソク・炭化粒川一量．粘上プロ・ソク少量、ローム粒日放量

ロームプロ、ソク中量．焼士プロ、ソク・炭化粒j’・・粘上プロ、ソク少量

焼上プロ、ソク・炭化物・粘上プロ、ソク小結　ローム粒子微量：

tトームプロリク・焼吊Jつ’・・炭化粒J∴・粘上ブロック少量

U－ムプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量言封ヒ粒自微量

ロームブロック出し　焼上位つ′l・炭化粒J∴・粘吊、口・少量

炭化粒戸出呈∴ロームブロック・焼I二ブロック少量

10　褐　　　色　粘土ブロック中量，ローム粒子少量

11暗赤褐色　焼上プロ・ソク多軋ローム粒J’・中量∴炭化粒J’・少量

I2　暗赤褐色　焼上プロ・ソク・炭化粒J’・少量・ロームブロック微量

1：j　榊吊ミ褐色　焼上ブl‾了・ソク・炭化粒J’－少量、ロームプロ、ソク微量

lLi　暗赤褐色　ロームプロ・ソク・焼上粒J′一・歳化粒J’・少量

－し、二′・　．′′　′　こ‘：＼こて・∴・：・、∴重い′．ノ′　棺　ノ／＼ノ、‾‾ら′′．

ノ・ノ二、．′’．・l　′　′　　′・ンソ了′、′′′′ノ′′・．ノ、∴了ミ　‾、′・）了′　上′－．′　′′．

土層解説

l　褐　　　色　ロームブロック少量

2　褐　　　色　ロームブロック中量

シー　ト　　　　　′′　）′、′＼′　∴‥　　　　　ユ′、一一・‾′∴　　′‘‘′　∴　　、い．、′、、　　ノこ・∴；′

‥　　′′JJ．・、ノ　・仁・L′上ノ！′′′′‡∴・∴男子　　一7　・∴二　・　　一、、ら　l・了　′．上　り－＿つ′．

出土数が極端に少ないなど出土土器の器種構成の偏　は　住居廃絶後の投棄に去る　のと考えられる。凱蟻は，

′ノノ′ノ　′‥′ノ、　′ノ、′、．　∴′′　　　了′・′．．。．′一一t了∴．′　∴ソノ　′jJノ　㍉　∴：紺1八　ノ．′　　′・ノ

士しているがタ　ザれ　住居廃絶後の投棄に去る　のと考えられる。飢相の体部滴には墨書が見られるが芦

判読で　ない。北部床面出土の封建は　本跡廃絶時に遺棄された　のと考えられるが　体部夕滴に「益」ヵと

墨書されている。飢摘0mは　竃火床部から完形のまま伏せられた状態で火熟を受けて出土し芦支卿として

健用された可能性が高い。また夢凱摘　竃火床部からで火熱を受けた痕跡があ勘砥石として優用された後に，

支脾として転用された　のと考えられる。火床部出土の飢摘0別路は竃で優用された　のと考えらえる。
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所見　竃内から被熱痕のある土師器嚢の破片が60点以上出土し，竃で使用されていたものが，住居廃絶時に遺

棄されたものと考えられる。時期は，土師器の形状や土師器と須恵器の出土割合などから見て，10世紀前葉と

考えられる。

第454図　第43号住居跡・出土遺物実測図

－587－

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

0　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」



0　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　」

第455回　第43号住居跡出土遺物実測図
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第4号住居跡出土遺物観察表　第粛　啓祇園）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 i 備　 考

2H O 士師器 杯 は．0 4言 7 ．5 石英 ・長石 にぷい黄橙 普通 底部回転へラ切 り
竃畑 中 鑑

2H l 士帥器 林 13 ．4 3諸 7 ．2
雲母・石英・

長有
にぷい褐 普通

底部回転へラ切り目 刃面へラ
磨 き

凱 舶 極

2m 2 士師器 林 は3 ．7］ 4 ．7 6言
雲母・有薬・長

石・赤色粒子
にぷい褐 普通

底部回転へラ切り．内面へラ

磨き
北部輌　 簑笠憲 慧

2m 3 士師器 林 白2．6］ J ．8 ［6．8］
雲 母・赤色

粒子
にぷい橙 普通

休部下端回転へラ削り，内面

へラ磨き

脚 項 ‰ 」

2114 士師器 悪 1リ．7 29．9 8 ．5 右奥 ・長石 にぷい赤褐 普通
目線部櫨ナデ，体部外面下位

へラ削 り，内面へラナデ

竃火桶 匿

2m 5 士師器 嚢 14 ．2 18 ．2 9さ7 石英 ・長石 にぷい赤褐 普通
＝縁部横ナデ，休部外面下位

へラ削 り，内面へラナデ
竃火床部　　 50％

2H 6 士師器 甑 「30．0〕 31 」 は4 ．3］
雲母・有英・k

有・赤色粒子
にぷい赤褐 普通

目線端部横ナデ，休部外面十
位ナデ ・沈線，内面へラナデ

竃榔 車

2H 7 吠：柚陶器 椀 － 「乱射 ［6 。6］ 緻密
尿量 ・オ

リゎプ灰
良好

休部ロクロナデ，刷毛塗り，
角高台 北部中層　 10％

番可 器 橙 長　 さ 幅 摩 ㍉ 序 巌 材 質 ！　　 特　　　　 徴 出土位置 ！備　 考

飢摘　　 砥石 ヱ7．6 （7滴 （8潮　 （200の
砂岩 庫 瞞 二次焼成

竃火床部

∴′く一ノ　ー三二、′∴：一：　－′．、ン・

一二　．′・－′∴′く、・．′・．′′／∴＿　’、′く　′′・一　、′．・一・十　′′・し、・．′こ．

∴定∴？′・‥－i・・′：′′　　こり∴一・・：・・、、′、ふ、′．ノ．＿′　了：ニ　′｝′、′′ノ　∴　二・一言′、∴　一、′　′二．

、！ノ・ご了石上、言、言′ふ十∴：p・一十二言　：ソ言lノ・上　l’∴’㌦＼・′　一、、つ；ノ　1・・～∵′：．′　ノこ、

床　ほぼ平坦でヲ　中央部から竃手前にかけて踏み固められてお酌壁溝は認められない。

l　㌧∵．√ノノ′＼ノ上、ノ′l・∴ノ．言′言＼圭ノ　二ノ、・‥訂、∴ノ、・・∫∴上二、∴　∫′こ．、可∴・章、′ノ・、、・、－1言．　∫．ト′′、ソノ′：・

込みは6鮫nほどで　火床部は床面が血状に撒mほど掘り　ぼめられ　赤変しているがそれほど硬化はしてい

′．一　　言一・一　　　′∴′　、丁　、　∴「み工．．←写′・∴′の／∴言ノ、－ノンノ′′′、′　つのふ′友、一′／ノ：三′∫　声、

部は火床部から急な傾斜で立ち上がっている。、．

竃土層解説

i　灰　褐　色

2　黒　褐　色

3　灰　褐　色

・l　暗赤褐色

5　極暗赤褐色

6　極暗赤褐色

粘上プロ、ソク　昌IL　砂粒小結　焼日量r・炭化粒J’一微量

ローム粒J’・・砂粒少軋　焼出目一・歳化粒J’・・粘出口・微量

粘上プロ、ソク・砂粒少量，ローム粒J’一・焼吊打一・歳化粒自微量

焼上プロ、ソク・砂粒少量，炭化粒子微憲二

焼．士プロ、ソク・粘上プロ、ソク・砂粒r出違、尉ヒ粒Jつ鋸圭葺：

焼上プロ、ソク・粘上プロ・ソク多量．ローム粒r・炭化粒子微量

γ　暗赤褐色　焼上粒‾J’一・歳化粒J′・・砂粒少量

8　極暗赤褐色

ゝ）　褐　　　色

1（）椀暗赤褐色

「1暗赤褐色

は　極暗赤褐色

13　極暗赤褐色

焼上プロ、ソク少量．ロームプロ・ソク弓夫イヒ粒j’・・粘1斗圧微量

粘上ブロック多結　焼目白’中量

粘上ブロック中量、焼上粒子・砂粒少結　尉ヒ粒子微量

焼士粒子多量，砂粒少量

ローム粒j’一・焼上プロ、ソク・砂粒少量．炭化粒子微量

焼上プロ、ソク中；l「ロームプロ、ソク少量言封ヒ粒子微量

Jノ　　／∴ノー　∴－l‾：∴、′′、㍉′∵′　′　X∵／丁、・ノ。、＿わら

穫蓋　2層からな娠　ロームブロックの含有状況からÅ為堆積である。

土層解説

1褐　　　色　ロームプロ・ソク申結　焼上粒日放量

2　黒　褐　色　ロームブロック中；占　炭化粒召微量
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遺物出土状況　土師器片311点（杯21，高台付椀68，皿4，嚢218），石器3点（砥石）3点，礫21点が竃及び

中央部北西寄りの覆土下層を中心に出土している。北西部床面出土の2121・2156は本跡廃絶時に遺棄されたも

のと考えられる。竃火床部出土の2119・2120は，火熱を受けて伏せられた状態で重なって出土し，支脚として

∈
寸

°ウ

ニ

第456回　第44号住居跡・出土遺物実測図
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使用されたものと考えられる。また，袖部内から出土した2157・2158は，砥石として使用された後，袖部材と

して使用されたものと考えられる。

所見　本跡は，竃の火床部に使用した痕跡があまり見られないことから，存続期間が短かったと推測される。

時期は，出土土器の形状から見て10世紀中葉と考えられる。

⊂⊃

第457図　第44号住居跡出土遺物実測図

第44号住居跡出土遺物観察表（第456・457図）

0　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿」　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

2119土師器杯12．03．27．0
雲母・石英・

長石
明褐普通底部回転へラ切り 竃火床部100％

PL225

2120土師器
高台付

椀13．55，97．6雲母・石英にぷい貴橙普通

体部下端回転へラ削り，底部

回転へラ切り後，高台貼り付

け，ナデ

竃火床部
70％

刻書「田」ヵ

2121土師器皿12．61．67．6
雲母・石英・長

石・赤色粒子
橙普通底部回転へラ切り 北西部床面

65％

油煙付着
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番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　 考

2156 砥石 （15．3） （12 ．8） 7 ．1 （17 20） 砂 岩 紙面 は 2 面，欠損部有 り 北西 部床 面

2157 砥石 （21．4） 27 ．7 （17．0） （836 0） 砂 岩 砥面 は 1 面，欠損部有 り，二次焼成 奄右袖

2 158 砥石 18 ．4 （23 ．7） （5．7） （387 0） 砂 岩 砥面 は 3 両，欠損部有 り，二次焼成 竃左袖

第46号住居跡（第458図）

位置　調査区北部東寄りのG14f4区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第38・45・49・531号住居跡を掘り込み，第42号住居，第318・319・322・348号土抗，第17号井戸

に掘り込まれている。

規模と形状　長軸約5．0m，短軸約4．1mの長方形で，主軸方向はN－550－Eである。壁高は8cm前後と低い。

＼要式184
第458図　第46号住居跡・出土遺物実測図
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床　住居跡等に掘り込まれ漂床面全体の梯子はつかみにくいが芦　中央部床面から竃前面にかけてよく踏み固め

られており，壁溝は認められない．ご

確　北東壁中央部に付設され　第凱号土坑に掘　込まれているため　火床部と北磯部だけが確認で　たがタ

北袖部は粘土範囲が認められただけである。火床部はタ床面と同じ高さの地山南をそのまま使用してお酌火

熱を受けて赤変し，わずかにf酎ヒしている、、

ピット　検出されていない。

穫豊　　層からな娠　ロームプロッタの含有状況からÅ為堆積である。

士層解説

1黒　褐　色　ロームブロック中軋　焼上ブロック少量，炭化粒召錆‾呈二

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量，焼士粒十・歳化粒子微量

遺物出藍状況　土師器片掴点　捧お高台付椀蟻　小皿娠聾鮮　甑の　礫　点が芦南部の覆土下層を中心

に出土しているが　ほとんどが、破片である。飢鋸は　南部床面から出土している。

所農　本跡は覆土が薄く芦別の住居跡等に半分以上を掘り込まれているために遺存状態が悪く全体の状況がつ

かみに餉－が　時期は　土器の形状から見て摘健妃中葉と考えられる。

第46号住居跡出土遺物観察衷（第458囲）

番号！種 別 極 橙恒 径極 轟極 径i 胎　 土 ！色　 調i焼成！ 手 法 の 特 徴　 恒 吐 離 日 備
考

2184 士師器
高 相！ 綾潮 細 緻 赤色 にぷい橙 普通健 胃誓 切り後瀾 貼i南部床面 ト ％

工ご十号・∵㍉；言∴J′　∴：∵．く

位置　調査区北部北東寄　のF摘摘区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第摘号住居跡　第　の膵号土坑を掘　込んでいる。

ぶ∴、三日右ノ　上帝高′ノて鉦こ；、高′立ノ言の∴ノ．一上二l二骨パ吉㌦＼－、′′　．、一ノ読・・．．工、′．こ・了長ノ′五′

床　ほぼ平坦で中央部が踏み固められてお娠　壁港は認められない。

磯　東壁のやや商寄　に付設されてお娠焚m部から煙道部まで約は紋m　磯部幅約鮒cmである。壁外への掘

込みは糾cmほどで　火床部は床面が皿状に9cmほど掘りくぼめられ幾　火熟を受けて赤変しているが赤変範囲

は狭ら硬化していない。磯部は　床面と同じ高さの地山海の上にローム士を主体とする暗褐色土を基部とし撃

その上に粘土を主とする灰褐色圭を貼　郁て構築されている。土層断面図軌　第　～摘層が磯部の士層であ

る。また夢　煙道部は火床部から外傾して緩やかに立ち上がっている。

電土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒J′・・焼十ブロック少量

2　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

：う　極暗赤褐色　ローム粒J’－・焼土粒J二・炭化粒J’・少量

Ll　暗赤褐色　焼j＿二ブロック中量，ロームブロック少量

5　恒暗赤褐色　ロームブロック・炭化粒子中量，焼十プロ、ソク少量

（う　暗赤褐色　焼上粒子【甘鼠　ローム粒子・炭化粒J’一少量

7　明　褐　色　ローム粒子多量

8　灰　褐　色　粘土粒子多量資　ロームブロック0焼土ブロック中量

tJ　暗　褐　色　ロームブロック・焼悌白’一少量．粘上ブロック微量

10　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒J’1申鼠　焼十ブロック微量

ぽッ睦　3か所。Pl～P3は深さは温4～18cmであり，主柱穴とは考えられない。

援豊　ア層からな勘　ロームブロックを含みタ　不自然な堆積状況を皇するÅ為堆積である。

土層解説

l　黒　褐　色　ローム粒J’・少量

一一593－－－一・



2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
4　暗赤褐色　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量

6　暗　褐　色　ロームブロック多量

7　褐　　　色　ロームブロック多量

．三・・一　一一一‥　－

第459図　第55号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m
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第460図　第55号住居跡出土遺物実測図

10m

：　　；　　！

遺物出土状況　土師器片288点（杯25，高台付椀50，賓184，甑28，羽釜1），礫4点が竃及び中央部下層を中

心に出土している。竃左袖側床面と中央部床面出土の破片を接合した2134は，出土状況から住居廃絶直後に東

側から投棄されたものと考えられる。また，2131は北西部の床面から出土しているが，P3上であるため柱の

抜取り穴に混入したものと考えられる。2132は竃火床部から伏せられた状態で出土し，火熟を受けた痕跡から

支脚として使用された可能性が高く，火床部から出土した2133・2135は，竃で使用されたものがそのまま遺棄

されたものと考えられる。

所見　本跡は，竃の火床部に使用した痕跡があまり見られない。時期は，出土土器の形状から10世紀中葉と考

えられる。

第55号住居跡出土遺物観察表（第459・460図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　　 考

2 13 1 土 師 器 杯 ［12 ．3］ 5 ．3 7 ．2
雲 母 ・石 英 ・

赤 色 粒 子 にぷい黄褐 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り 北 西 部 床 面 5 0％

2 13 2 土 師 器
高 台 付

椀 － （6 ．2 ） ［10 ．1 ］
雲 母 ・石 英 ・

長 石
にぷ い 褐 普 通

底 部 回 転 へ ラ切 り後 ，高 台 貼

り付 け ，ナ デ
竃 火 床 部 3 5％

2 133 土 師 器 嚢 － （14 ．0 ） 8 ．0 雲 母 にぷい赤褐 普 通
体 部外 面 下 位 へ ラ削 り， 体 部

外 面 上 位 ・内 面 ナ デ 竃 火 床 部 20 ％

213 4 土 師 器 襲 － （30 ．4 ） 1 3 ．5
雲 母 ・赤色

粒 子
橙 普 通

休 部外 面 下 位 へ ラ削 り，休 部

内面 へ ラ ナ デ

東 部 床 面 ，

中 央 部 床 面
4 0 ％

－595－



番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

2135 土 師器 甑 － （18 ．7） ［14．0］ 石英 ・長石 にぷい褐 普通
休部外面下位へ ラ削 り，上位

ナデ，体部 内面 へラナデ
竃 火床 部 20％

第63号住居跡（第461・462図）

位置　調査区北部のG14il区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第69・72・77号住居跡を掘り込み，第73号住居に掘り込まれている。

規模と形状　遺存している竃や硬化面の広がりから東西軸2．42m，南北軸2．16mのN－40－Wを主軸とする

長方形と推定される。確認された壁高は14cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部のやや西寄りがよく踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

④

左．214

第461回　第63号住居跡・出土遺物実測図

－596－
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萄　北壁中央やや東寄りに付設され，規模は焚口部から煙道部まで75C皿，袖部幅80cmである。壁外の掘り込み

は40cm，火床面は18cmほど掘りくぼめられ，火熟を受けて赤変硬化している。

篭土眉解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土ブロック中量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子多量
4　暗赤褐色　ロームブロック中量，炭化物・粘土ブロック少量

ピット　検出されていない。

覆土　3層からなり，各層にローム粒子を含む人為堆積である。土層断面中の第2・3層に含まれる粘土ブロッ

クは，竃から流出したものと考えられる。

土層解説
1　黒　　　色　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子・粘土ブロック中量，炭化粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子・粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片152点（杯46，高台付椀6，嚢100），須恵器片4点（杯2，嚢2），礫1点（被熟痕あ

り）が中央部から北西部の覆土中層から下層を中心に出土している。「目下」ヵと墨書されている2139は竃内

下層，「日下」ヵと墨書された2137や2144は西部下層から出土している。2138・2141・2142は北部の覆土中層・

下層，2140・2143は中央部の覆土中層・下層から出土している。

所見　本跡は一辺が3m未満の小形の住居であり，須恵器がまだ若干見られることや出土土器の形状から，時

期は10世紀中葉と考えられる。

第462図　第63号住居跡出土遺物実測図

第63号住居跡出土遺物観察表（第461・462図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

2137 土師器 杯 10．9 3．5 6．9
雲母・赤色

粒子
にぷい褐普通底部回転へラ切り後ナデ 西部下層

98％　PL226

墨書「日下」

カ

2138 土師器 杯 ［12．0］3．1 － 長石・石英にぷい褐普通底部回転へラ切り 北部下層 70％

－597－



番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

213 9 土師器 杯 ［11．8］ 3 7 ．2
長石・石英 ・

赤色粒 子
にぷい黄橙 普通 底部 回転へラ切 り 竃内下層

40％　 墨書

「目下」カ

2140 土師器 杯 ［12 ．0］ 4 ．5 6 ．0 雲母 ・長石 にぷい黄橙 普通
底部 回転へラ切 り， ロ緑部 に

注 ロあ り
中央部 中層 40％

214 1 土師器
高台付

椀 14．1 6 ．0 8 ．6
雲母・長石 ・

赤色粒 子
にぷ い褐 普通

底部 回転 へラ切 り後， 高台貼

り付 け
北西部 中層

90％

P L 2 26

2 142 土師器
高台付

椀
［14．9］ 6 ．3 8 ．1

雲 母・長石 ・

赤 色粒 子
にぷい橙 普通

底部 回転 へラ切 り後，高台貼

り付 け
北部床面 60％

2143 土師器
高台付

椀
［13．6］ 6 ．0 8 ．0

雲母 ・長石 ・

石英
にぷい橙 普 通

休部下端回転へラ削 り，底部回

転へラ切 り後，高台貼 り付け
中央部下層 60％

2144 土師器 嚢 ［20．0］ （8 ．4） － 長石 ・石英 橙 普 通
口緑端部横 ナデ，休部内面へ

ラナデ
西部下層 10％

第66号住居跡（第463図）

位置　調査区北部東寄りのG14i3区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第64・67号住居跡，第347号土坑を掘り込んでいる。また，耕作による撹乱が激しい。

規模と形状　遺存している竃や硬化面の広がりから，一辺約2．3m前後のN－900－Eを主軸とする方形と推定

される。確認された壁高は10～15cmで，外傾して立ち上がると考えられる。

＿とし43．4m
ll　　　1　　3

‾－「尋Kト寺K中Kノ担二五㌢‾
2　　　　　2　　　　　　　2　　　　4

E

l

riN

第463図　第66号住居跡・出土遺物実測図
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囁　東壁中央部に付設され，規模は焚日部から煙道部まで65cm　袖部幅鋪cmである。壁外への掘　込みは相。n

で診火床商は床面と同じ高さの地山南をそのまま使用し　赤変硬化している。煙道は外傾して緩やかに立ち上

がっている、一、．

電土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼1∵プロ、ソク・炭化粒J’・・粘日日・′少量

2　窯　褐　色　焼土ブロック0炭化粒子。粘土ブロック少量

：j　暗赤褐色　炭化粒J’一・粘描可中量，焼上プロ、ソク少量

・l　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼日日・・炭化粒千少量

5　褐　　　色　ロームプロ、ソク中軋　焼津打・・尉ヒ粒自微量

（う　黒　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク・尉ヒ粒j’・少量

7　暗赤褐色　粘日詰守小結　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・尉ヒ粒J’一少量

8　暗赤褐色　焼上ブロック・尉ヒ物・粘巨粒子・中量

ピット　検出されていない。

尊堂　4層からなり各層にロームや焼士を含むÅ為堆積である。

土層解説

1黒　　　色　ロームプロ、ソク・焼吊打ム・尉ヒ粒J’－微量

2　黒　　　色　ロームブロック少量．焼日立了一・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子の焼土粒子0炭化粒子微量

・l　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼1斗白′一・尉ヒ粒自微量

ノ‾旬　＿′ふ一　一　一つ∴　上、闇、’∴了了硬　1㍉・上、、／一言　　・．′、・JLl’㌧ノJゝ・．∴／′、

大部分は欄片で図示できたものは少なら飢媚は中央部下層から出土している。

所凰　本跡は東竃を有する住居形態と出土土器の形状から　時期は釧匪妃後半と考えられる。

第軽骨住居跡出土遺物観察表　第購囲）

第凋考健腰跡　第購固）

位置　調査区北部東寄　のG摘g　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第mの7号住居軌第諮号士坑をそれぞれ掘　込み　第6根号士坑に掘　込まれている。

規模藍形状　床面が露出した状態で検出されたため芳壁の立ち上が　は不明である。硬化商の広が　から判断

′　＼‘　．、予∴．∵ニ′；′・′．主、二、∴号ソ言言は　∴　ノ　㍉∴

床　竃の手前から南北に硬化商が広が軋竃の北側まで続いている。また　壁溝は確認されなかった。

竃　東壁側に位置し　焚打部から煙道部まで約m　磯部幅摘輸ほどである。磯部は　床面と同じ高さの放出

．－’弓J・′‾′・予′　t、｝＼・・‖∴ノ声‾、‥′／′　ノノ六六∴′ふ。‥‥・・昌、’・こ′∴！7、ノ∵鵬、∴十㌦、′ノノ′、′ノつ．、′言

外傾して緩やかに立ち上がる様子が若干認められる程度である。

篭土層解説

1にぷい赤褐色　粘上プロ、ソク・焼＝障子中量，ローム粒J’・・砂粒少量言封じ粒子微量

2　赤　黒　色　帖上プロ、ソク・ローム粒J’・・焼抽三千・炭化粒j′一少量

3　暗赤灰色　ローム粒子あ焼土粒子・砂粒少乳　炭化粒子微量

1　本狛情赤視色　ローム粒j’一・焼上粒J’・・炭化粒J’・少量

ピット　確認きれなかった。、

覆土　検出されていない．、、．

遺物出藍状況　土師器榊点　椀膵　婆翫）礫　点が竃内部およびその周辺から出土している。鍔鋸は竃左
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袖部，2502・2503は竃火床部からそれぞれ出土している。2501には焼土が付着し，火熱を受けた痕跡が認めら

れ，袖部の補助材として使用されていたものと考えられる。

所見　本跡の時期は，須恵器片が見られないことや土師器杯が小振りになってきていることなど，出土土器の

形状から10世紀後葉と考えられる。

も　　　一二二㌧

「

l

A　1

1

1

1

1

1

1

．．．＿－－・・一・‾‾二フrこ‾＼

／

A

43．4m

0　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第464図　第70号住居跡・出土遺物実測図

第70号住居跡出土遺物観察表（第464図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別券　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

2501土師器杯［10．8］2．9 6．4
雲母・赤色

粒子
橙普通

体部ロタロナデ，底部回転へ

ラ切り
北袖部上層70％

2502土師器杯10．83．5 －雲母にぷい橙普通
体部ロクロナデ，底部へラナ

デ

火床部・寵

北側

60％

PL226

2503土師器杯－（1．3）7．4
雲母・赤色

粒子
にぷい橙普通底部回転糸切り 竃火床部5％

第72号住居跡（第465・466図）

位置　調査区北部東寄りのG13hO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　東側部分で第71号住居跡を掘り込み，第63号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4・4m，短軸4・3mの方形で，主軸方向はN－40－Eである。壁高は24cmであり，ほぼ直立

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で壁際を除いてよく踏み固められており，壁溝は北壁部を除いて，周回している。
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竃　北壁中央部に位置し．焚＝部から煙道部まで130cm，袖部幅120mlで．壁外への捕り込みは（う血mである、？袖

部は床面と同じ高さの地両面にローム十を主体とする暗褐色土を基部として，その上に砂質粘土を貼中根ナて

構築されている、、上層断面図中の10－、19層が袖部に相当し．補強材として両袖部に土師器隻を正位の状態で使

用している、、．火床部は浅い＿l岨夫に掘りくぼめられ、火熱を受けて赤変碩化しておi主　使用頻度の高さが窺われ

る。，煙道は外傾して緩やかに立ち上がる、∴

電土層解説
l　極暗褐色

2　暗赤褐色

3　黒　褐　色

後　棒暗赤褐色

5　暗赤褐色

（う　黒　褐　色

7　灰黄褐色
8　暗赤褐色
9　暗赤褐色

粘土粒子少量，焼土粒子微量

焼‖粒r少量，ローム粒J’・・炭化粒自微量

粘土粒子中量，焼土粒子0炭化粒子少量

焼土粒子0炭化載子少量夕　粘土粒子微量

焼1二プロ、ソク・粘目白’・中量、炭化粒J’・少量

焼土粒子0炭化粒子微量

ローム粒J’・・粘‖泣r・焼目白’一・砂粒少量，炭化粒日放量

焼上プロ、ソク中量．炭化粒自微量

焼上プロ、ソク中量

1（）暗赤褐色　焼上プロ・ソク・炭化粒j’中毒∴粘1斗白’一・砂粒少量

1′1暗　褐

112　黒　褐

lこう　暗　褐

「l　暗　視

15　暗　褐

1（う　黒　褐

17　褐

18　黒　褐

lt）黒　褐

色　ロームプロ、ソク・焼十ブロック・炭化粒J’一少量．砂粒微量

色　ロームブロック・焼津白’一・炭化粒j’一・粘吊‾白’一少量

色　ロームプロ、ソク中量．粘い粒子‥砂粒小結　焼‖有子微量

色　机上プロ、ソク申；壬呈∴　ローム粒J’・・焼上プロ、ソク・砂粒少量

色　粘＝位r小結　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・炭化粒J’一・砂粒少量

色　ロームプロ・ソク　‥暁上ブロック・粘＝粒子少軋　砂粒微量

色　砂粒I巨量，焼出自’一・精工プロ、ソク少量、ロームプロ、ソク微量

色　ロームプロ、ソク・焼巨拉！一・歳化粒J’・・粘上プロ・ソク少蔓

色　焼上プロ、ノク・粘目白’中量，炭化粒J’一少量、ロームプロ・ソク微；－II：

ピット　5か所、、I）1ノ　バ）2が主柱穴に相当し，深さは（う∠1cm・21cmである。、P3は深さが50enlほどあi），竃と

紬時する南壁際に位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる，．P4　eI）5は深さがそれぞれ85cm・60cm

で，柱穴の可能性があるが性格は判然としない、、，

覆土　6屑からなり，ロームブロックや焼士を含み，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。第‘一‥1、

（i層には，竃材の一・部流出が認められる、、

土

1

2

3

4

5

6

層解

窯

極

暗

黒

暗

黒

説

色　U－ムブU、ソク少量，焼上ゾU、ソク・炭化粒自微量

暗褐色　ロームプロ、ソク少量．焼吊l「「・炭化粒自微量

褐　色　ロームブロック少量、焼上粒J’・・炭化粒召散量

褐　色　ロームブロック・焼I二ブロック・粘い拉丁一少：こ‾‾L　炭化粒自微量

褐　色　粘I斗白′・中吉、‡呈∴　ロームブロック・焼上ブロック少量，炭化プロ、ソク微量

褐　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’一・粘目白つ粧Ii：

ハ了も　・′、J。　十ノーノ　号′∴　∴′、そト、・∴！、′∴、翌．♪∴′：、′・′・上∴、／′　＝、、・．′、∵）・　　∴言、

甑2，瓶5主　鉄製品1＿点（刀子力主　石器　用断行）1J工　礫1＿9点（3点に被熱痕あり）が出土している、）これ

らの遣物は，ほぼ全域に散在しており，その内8点を図示することができたご　2744・27∠15は先に述べた電袖部

の補強材として使用された土師器隻で，両袖部からほぼ正位で出土しているご　体部には焼土が付着し，火熱を

受けて赤変している。「lH」と墨書されている250∠4－は南壁際東寄りの床面から，判読不明の墨書土器2506は南

西部覆土中層からそれぞれ出上している，、、また，中央部から電前にかけての床面に，焼士が薄く広がって検出

され，火床部前からは，体部外面に墨痕のある2508が横位の状態でつぶれて出土している。竃の崩壊と共にそ

こに据えられていた禁が倒れたものと想定される。－、

所見　時期は，出土土器から9世紀後葉に位置づけられ，この時期としては大型のf批難亦である。また，1＿軒

の食膳を賄うには十分すぎる杯・襲類の出土や．重厚な構造をもつ竃の使用頻度の高さから，厨的な機能が示唆

される。本跡から北へ25Illほどの距離には，第4号掘立柱建物跡が位置している。，さらに，焼上の広がり状況

から見て火災にあったことが想定でき，覆土の上層観察から焼失後に理め扇されている様子を見て取れる。ま

た　焼士の広が　に併せて被熱している土器片が散在している。
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‘‘去

第465図　第72号住居跡・出土遺物実測図

第72号住居跡出土遺物観察表（第465・466図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

呈＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

転フ　9　．や
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

2506

番号 種　 別 器　 種 口　径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　 考

2504 土師器 土不 13．2 4．4 7．0
長石・石英・

雲母
にぷい橙 普通

体部ロクロナデ，底部回転へ

ラ切り後ナデ
南壁際下層

100％PL226

墨書「田」ヵ

油煙付着

2505 土師器 杯 13．3 4．3 8．2
長石・石英・

雲母
にぷい橙 普通

底部回転へラ切り後ナデ，内

面へラ磨き 南西部下層
90％

L226

－602－



番号 種　 別 器　 彿 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

2506 土 師器 杯 （0，8） 8 ．0 長石 ・石英 にぷ い褐 普通 底 部回転へ ラ切 り後 ナデ
南西 部覆土

中

5 ％

墨書「庄」ヵ

250 7 須恵器 鉢 ［23．0］ （12 ．6） － 石英 ・雲母 黄灰 普 通
内外 面ロタ ロナデ，外面へ ラ

削 り
南壁際 下層 15％

250 8 土師器 賓 ［19 ．8］ 33．0 ［7．6］ 長石 ・雲母 明赤褐 普通 体部外面へ ラ削 り，内面ナ デ 竃手前床面
80％　 PL 2 27

墨痕あ り

－603－



番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

250 9 土 師器 小形嚢 13 ．8 14．9 8．4 石英 にぷい赤褐 普通
休 部外 面へ ラ削 り， 内面へ ラ

ナデ
竃前床面

70％

P L 2 27

2 74 4 土 師器 粟 ［20 ．4］ （18．5） － 石英 ・長石 橙 普通
体 部外 面へ ラ削 り， 内面へ ラ

ナデ
竃西袖部 30％

274 5 土師器 嚢 ［21．6］ （19，5） － 石英 ・雲母 にぷ い橙 普通 体部外 面へ ラ削 り， 内面ナデ 竃東袖部 20％

279 3 須恵器
高台付

皿
［13 ．4］ （2．0） － 長石 灰黄褐 普通

体部 下端回転へ ラ削 り，底部

回転 へラ切 り

南東 コーナ

ー部床面
40％

第73号住居跡（第467図）

位置　調査区北部やや東寄りのG14il区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　北部で第63・69・72・77号住居跡をそれぞれ掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．6m，短軸2．3mの長方形で，主軸方向はN－830－Eである。壁高は6～13cmであり，外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，南壁際を除いてよく踏み固められている。壁溝は南壁際と西壁際の一部で認められる。

竃　東壁中央部に位置し，壁を40cmほど掘り込んで構築されており，袖部幅は60cmである。火床面は浅い皿状

を呈しており，焼き締まった感じはない。袖部はローム土を主体とする褐色土を基部にして，砂質粘土を貼り

付けて構築されている。

埴土層解説

1黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量
2　黒　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子・粘土ブロック微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量

S171

ー・ノー、＼、／／一‾

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第467図　第73号住居跡・出土遺物実測図
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ぽッ　　信も所。深さはほcmで　樵穴と考えられるが　対応する枝先は検出されていない。

穫量　　層からな娠　レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

l　黒　　　色　ローム粒J’・・焼出自’一少乱　射ヒ粒打微量

2　黒　　　色　ローム粒J’一少軋　焼吊l打・・尉ヒ粒自微量

：j　黒　褐　色　ローム粒j’・少結　焼‖粒子・尉ヒ粒自微量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子0炭化粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

へテ埠∴ニ読　・・・l・一年・言…日だ．上．㌦十′、．隼－　ナ．生一　子工l、．て言　㍉、∴′年　上　　∴′＼十イ、．ニrヱノ

礫l点が芦主に覆土下層から出土している。埠片に対して婆片が少なら比率的に不自然であることから芦住

居廃絶後に投棄されたものと推測される。また，覆土中から出土した須恵器は誹片で破断面が摩滅しており

混入したものと考えられる。なお，鋸の覆土中から被熱した礫が出土している。

所凰　時期は芦伴う遺物が少な　判断材射こ乏しいが　出土土器の形状や第消音住居跡ね世紀中葉）を掘り

込んでいることなどから摘世紀複葉の可能性が高い。

第開音住居跡出土遺物観察表　第購図）

番号 種　 別 器　 種 口 径 極 高 座 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 ！ 手 法 の 特 徴 出土位置 ！備　 考

25摘 士師器 林 ［蓬．5潮つ　 4描　 ［9．0］ 雲母 明赤褐 普通　内外面ロクロナデ
竃前欄 唇

第開考健贋静　第購阿）

ニ　！／、′く′、′、‘：：ノニーソ言、い、く　′く′一′′＿．、ノ　・′ノ、∵∵、′∴し＼＿∴、′二．

重複関係　第の〇m号住居跡を掘　込み　第椙の閥の関号住居や第6根号士坑にそれぞれ掘　込まれている。

規模と形状　壁の立ち上がりが確認されなかったため　経穴の配置や硬化癖の広が　などから判断して　長軸

複。3mタ　短軸3。8mのN…90…Eを主軸とする長方形と推定される。

床　ほぼ平坦で　竃から南壁手前までよ　踏み固められている。壁藩は確認されなかった。

篭　北壁中央部に付設されており，楽日部から煙道部まで135cm　袖部幅軌mである。磯部は床面と同じ高さ

の地山海に砂質粘土を用いて構築されてお酌土層断面図中の第膵～霊層が磯部に裾当する。火床部は血状に

一言、∴′′ノ′ノノ　バ．寸′弓：′′、′定上′・・∴一、∴∴′　∴、∴′JJJ！ノ、完や／′、　′　ノ・一＿い・：）

竃土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ、ソク・砂粒小品　焼上ブロック・粘

土ブロック少量

2　褐　灰　色　砂粒多結　ローム粒j’・・焼‖拉r少量

：う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼出目・・炭化粒j’・少量

・l　暗　褐　色　砂粒中量，ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量

5　黒　褐　色　砂粒小結　ロームプロ、ソク・焼lプロ、ソク・炭

化粒子・粘土粒子少量

（う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク中量．焼上プロ・ソク・炭化粒j’一・

砂粒少量

7　暗　赤　褐　色　ロームプロ、ソク申軋　焼＝∵亘・炭化粒J’一少量

8　黒　褐　色　砂粒中量．ロームブロック・焼上プロ、ソク・炭

化粒f・少量

9　暗　赤　褐　色

用　にぷい黄褐色

11暗　褐　色

12　褐　　　　色

ロームプロ、ソク‥焼日幸子・砂粒少量

粘上プロ、ソク・砂粒中量

焼上ブロック・炭化粒J’・・砂粒多量

ローム粒子多量，焼士粒子中農

13　暗　赤　褐　色　焼士ブロック・砂粒多量

1こ1暗　赤　褐　色　ローム粒J’－・焼上ブロック・砂粒中量．炭化粒

子の粘土粒子少量

15　暗　褐　色　ローム粒子多数砂粒中量，焼土粒子や粘土プ

ロ、ソク少量，炭化粒召鋸蓬

16　暗　褐　色　ローム粒J’・・砂粒互一鼠　焼土プロ、ソク・尉ヒ粒

子少量

17　黒　褐　色　ローム粒子・焼悌仁子少掛．粘上プロ、ソク微量

18　極　暗　褐　色　ローム粒J’・少結　焼悌白’－・尉ヒ粒J’一・粘仁粒

子微量

1～）尿　黄　褐　色　帖日日－1巨鼠　ローム粒r・少軋　焼士粒J’・・炭

化粒子微量

2（〕黒　褐　色　粘十粒子少軋　ローム粒－J’・・焼梱‡子・炭化粒

子微量

21暗　褐　色　精細王子少軋　ローム粒J’・・焼‖甘r微量

22　極　暗　褐　色　ローム粒子少義，廃土粒子微量

－605－



／‘‾‾

／

J

I′

レ′
ll

j＼
」！／ノあ1

．

／
／

売4、2
＼

＼

＿＿＿　＿＿ノ

囁

可

l

l

I

l

l

l

j

I

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

－606－

第468図　第77号住居跡出土遺物実測図
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ぽット　5か所。主柱穴は，Pl～P4で，深さは18～64cmである。P　は　第m号住居跡のP2と同じ位置

や形状であるため，掘り込んで再利用している可能性が考えられる。P5は深さ40cmで竃と対略しており，出

入り口施設に伴うピットと考えられる。

積立　3層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック中最，焼士粒子微量

遺物出立状況　土師器片292点（埠12，聾280），須恵器片18点（埠11，賓7），鉄製品2点（鉱1，釘カ1），

土製品1点（輔羽目），礫13点（6点に被熱痕あり）が覆土中層から下層を中心に，全域に渡って散在した状

態で出土している。2511は北東部床面から出土しており，「万冨集」ヵと達筆な文字で墨書されている。また，

小型の稀羽目（外径4・5C恥　内径L5cm）が中央部南寄りの覆土中層から出土し，埋士と共に混入したものであ

る。

所見　本跡からは輔羽目が出土しており，他の住居跡から出土している多くの鉄浮とともに鍛冶関連施設の存

在を窺わせるものである。時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。

第77号住居跡出土遣物観察表（第468図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 備　　 考

25 11 須恵器 杯 1 2．8 4 ．4 6 ．0
赤色粒子 ・

雲母
灰 黄 普通

体部 ロクロナデ，底 部回転へ

ラ切 り後 ナデ
北 東部床面

50％　 P L 24 9

外面墨書

「万冨集」 ヵ

251 2 須恵器 林 ［12 諸］ 3．9 7 ．0 長石 ・石 英 灰 普通
体部下端手持 ちへラ削 り，底

部回転へ ラ切 り

中央部西寄

り床 面
50％

25 13 須 恵器 杯 ［13 ．8］ 3．9 ［7 ．0］ 長石 灰 普通
体 部下端手持 ちへ ラ削 り，底

部 回転 へ ラ切 り

中央 部西寄

り床 面
25％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

2514 鉱 （6．3） （3．6） 0．3 （10．6） 鉄 鍍身部は雁股 竃火床部

第馴考住居跡（第469図）

位置　調査区北部東端のH14e7区に位置し，平班部に立地している。

重複関係　南西部を除く大部分が第85号住居に掘り込まれている。

規模と形状　東側部分は調査区域外に延びているが，N－180－Eを主軸とする4。3m前後の方形または長方形

と推定される。壁高は9cmで，外方向に開き気味に立ち上がっている。

床　ほぼ平粗であり，壁溝は認められない。

竃　検出されていない。

ぽッ匝　4か所。Plは深さが41cmで柱穴と考えられる。P2～P4は深さが13cm～40cmで壁柱穴の可能性が

考えられるが，いずれも配置が不自然なため性格は不明である。

覆土　重複のため残存部が少なく，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　出土していない。

所凰　本跡の大部分が掘り込まれているために本来の形状を明らかにすることはできなかったが，第85号住居

跡の北側には遺構は延びておらず，第85号住居跡と同規模かそれ以下と推測することができる。また，時期は
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重複関係から見て10世紀前葉よりも古い段階になると考えられるが，出土遺物がないため時期の特定はできな

い。

第469図　第81。85号住居跡実測図

第85号住居跡（第469。470図）

位置　調査区北部東端のH14C7区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第81号住居跡の北部を掘り込んでいる。第362号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

篭　検出されていない。

規模と形状　東側部分は調査区域外に延びているが，南北軸3．8m，東西軸3。1mだけが確認され，N－120－

Eを主軸とする方形または長方形と推定される。壁高は42cmであり，やや外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁溝は認められなかった。

ピット　4か所。Pl～P4の深さは22～40cmで，形状から見て柱穴の可能性も考えられるが，東側部分が未

調査のため性格は不明である。

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量

3　極暗褐色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片241点（椀35，高台付椀4，嚢199，小皿3），須恵器片13点（蓋1，嚢12），鉄淳3点，

礫9点（被熱痕あり）が，全域に散在した状態で出土している。破断面が摩滅している土器片が主体で，本跡
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廃絶後に埋土と共に混入したと考えられる。

所見　時期は，高台付椀や小皿，嚢の形状から10世紀後葉と考えられる。

第470回　第85号住居跡出土遺物実測図

第85号住居跡出土遺物観察表（第470図）

0　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

2516 土師器
高台付

椀
［17．2］（6．7） － 雲母 にぷい黄褐普通休部内外面へラ磨き 西部覆土中10％

2517 土師器 小皿 ［9．0］1．7 「6．0］雲母・石英・

赤色粒子
浅黄橙 普通

体部ロタロ整形，底部回転糸

切り 南部覆土中40％

第90号住居跡（第471図）

位置　調査区北部東寄りのH14d6区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　北部で第82号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3・4m，短軸2・9mの長方形で，主軸方向はN－980－Eである。壁高は38cmであり，外傾し

て立ち上がっている。

床　竃前に硬化面が認められ，その他の部分は後世の耕作によって削平されたと考えられる。また，壁溝は認

められない。

竃　東壁の南寄りに付設されており，壁外への掘り込みは35C皿ほどである。天井部・袖部は遺存しておらず，

付近の床面に竃材の一部が流出したものと考えられる粘土粒子が散在している。火床面は床面とほぼ同じ高さ

の平坦面で，火熱を受けて赤変硬化している。

寵土層解説

1　暗赤褐色

2　暗赤褐色

3　灰　褐　色

4　暗赤褐色
5　黒　褐　色

6　暗赤褐色
7　暗赤褐色
8　暗赤褐色

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子・焼土粒子少量，粘土ブロック微量

粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
焼土粒子中量，粘土粒子少量

ローム粒子少量，焼土粒子微量

焼土粒子・粘土粒子中量

焼土ブロック多量

焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

9　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

ピット　4か所。Pl～P4は形状や配置から見て主柱穴と考えられ，深さは20～36cmである。

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロック・粘土粒子少量

5　灰黄褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
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遺物出土状況　土師器片120点（椀21，高台付椀2，椀1，嚢96），須恵器片14点（杯5，高台付杯1，慧8），

礫9点（5点に被熟痕あり）が出土している。2523は，竃前の床面より8片がまとまって出土して接合した資

料であり，住居廃絶時に投棄された可能性がある。須恵器はいずれも細片で破断面が摩滅しており，混入した

ものである。

所見　時期は，出土土器の形状から10世紀中葉と考えられる。
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第471図　第90号住居跡・出土遺物実測図
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第90号住居跡出土遺物観察表（第471図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

2 52 2 土 師 器
高 台 付

椀 － （3 ．2） ［6 ．6］ 雲 母 橙 普 通
底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 高 台貼

り付 け 後 ， ナ デ 東 部 覆 土 中 10％

25 23 土 師 器 整 ［2 1 ．2］ （15 ．1） －
長 石 ・石 英 ・

雲 母
にぷ い橙 普 通

体 部 外 面 へ ラ削 り， 内 面 へ ラ

ナ デ ・指 頭 痕
竃 手 前 床 面 15％

第馴号住居跡（第472図）

位置　調査区北部南東寄りのH14h4区に位置し，平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3・Om，短軸2・5mの長方形で，主軸方向はN当40－Wである。壁高は19－25cmであり，各

壁とも外方向に開き気味に立ち上がっている。

床　ほぼ平坦な床面であり，壁溝は認められなかった。

囁　検出されていない。

ピット1か所。深さ15cmで，ほぼ中央部を垂直に掘り込んでいる。柱穴の可能性が高い。

積立　4層からなり，各層共にロームブロックを含んだ人為堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　ロー

2　黒　褐　色　ロー

3　黒　褐　色　ロー

4　黒　褐　色　ロー

ムブロック中義，焼土ブロック・炭化粒子少量
ム

ム

ム

ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

ブロック少量，炭化粒子微量

ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出立状況　土師器片31点（椀8，高台付椀1，嚢22），須恵器片4点（杯），鉄淫1点（破砕されており，

着磁性あり），小礫4点（被熱痕あり）が覆土中層から下層のほぼ全域から出土している。破断面が摩滅して

いる土器片が多いことや出土遺物が少ないことなどから，本跡廃絶後の埋め戻す段階で，埋土と共に混入した

ものと考えられる。

所見　時期は，出土土器が細片のため断定できないが，住居の主軸方向から見て，奈良。平安時代の可能性が

ある。

第472図　第91号住居跡実測図

－611－

0　　　　　　2m

k二二二二二±二二二二二』



第犯号住居跡（第473◎474回）

位置　調査区北部南寄りのH14i3区に位置し，平坦部に立地している。

規模と形状　長軸2．7m，短軸2．5mの方形で，主軸方向はN－170－Eである。壁高は22～27cmで，各壁とも

外方向に開き気味に立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化面や壁溝は認められない。

聴　検出されていない。

ピット　2か所。深さは20～22cmで，性格は不明である。

穫丑　2層からなり，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量

遺物出立状況　土師器片46点（杯9，高台付椀2，嚢35主須恵器片4点（蓋1，婆3），灰粕陶器片1点（椀）

が出土している。大部分は細片で図示できたものは少ない。2149は北西部の下層からで底部には糸切り痕が認

められる。また，2159は北西壁際床面から出土している。灰粕陶器片は小破片のため図示できなかったが，胎

土から猿投産で黒笹14号窯式と推測される。

所凰　本跡は竃や硬化面が確認されず，住居としての機能はされていなかったものと推測される。出土土器の

形状から奈良e平安時代と推定される。また，本跡は居住施設としての機能を有していないが言ヒ北西へ約7

mに鍛冶工房跡とされる第88号住居跡が位置しており，工房跡の補助的な役割を果たした施設の可能性も考え

られる。
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第474図　第92号住居跡・出土遺物実測図

第92号住居跡出土遺物観察表（第474図）

0　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

2149 土師器 杯 － （4．1）6，0
雲母・長石・

石英
にぷい黄橙普通

休部ロクロナデ，底部回転糸

切り
北西部下層40％

番号器　種長　さ 幅 厚　さ重　量材　質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

2159 砥石 （23，7）（17．1）（11．2）（4960）砂岩 砥面は2面，欠損部あり 北西壁際床面

第93号住居跡（第475図）

位置　調査区北部南東のH14h2区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第10・12号溝，第12号井戸にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸4・7m，短軸3・9mの長方形で，主軸方向はN－100－Eである。壁高は7～36cmであり，外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であり，壁際を除いてよく踏み固められている。壁溝は認められない。

竜　第10号溝に掘り込まれたために，遺存していないことが考えられる。

ピット　3か所。Plは深さが16cmで，配置と形状から柱穴と考えられるが，対応するピットは検出されてい

ない。西壁際のP2・P3は深さが45cmと10C皿で，いずれも配置が不自然なため性格は不明である。
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覆土　2層からなり，ロームブロックや炭化物などを含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化物微量

遺物出土状況　土師器片98点（杯33，高台付椀2，嚢63），須恵器片4点（賓），鉄製品1点（不明），鉄津1

点（着磁性があり，破砕されている），礫8点（3点に被熱痕）が出土している。2524は北東コーナー部と中

央部南寄りの覆土下層から出土した破片が接合されたものであり，2525は中央部南寄りの床面から出土してい

る。これらは，住居廃絶時に投棄されたものと考えられる。

所見　当初，竃が確認されていないことから方形竪穴遺構として調査を行った。供膳具類に須恵器が見られな

いことや土師器高台付椀の形状から，時期は作り付け竃を有しなくなりつつある11世紀前半と考えられる。

第475図　第93号住居跡・出土遺物実測図
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番号 種 別 極 種桓 径 器 可 底 径 胎　　士 色　 調i焼成 手法の特徴 ！出土位置 ！備　 考

2524
土瞞 橿 畑 融 5e5 恒 雲母・長石・

赤色粒子
橙 i普通讐豊冒孟芸芸芸濃 掛 i芸悪霊芸警瀞 脇

2525
士瞞 高志付恒 7中 7・8］雲母・赤色

粒子
讐雷撃芸霊議 警 漂 纏 霊 壁 捕％

第駈常住贋跡　第鮮回）

王．r了、′く∴ノ、！言、′言′ノ．工：こ；′く　上．．ノ、∴　∴＼　′JLJ・∴二　ノ：、

親機と形状　南部の床面が露出した状態で検出されているため　硬化商の広が　から判断して長軸。m　短

軸のmの長方形で　主軸方向はN…蟻○…Eと推定される。確認で　た壁高は5cmであ娠壁はほぼ直立して

＿立ち上がっている、－・．

床　はぼ平坦でタ　中央部がよ　踏み固められている。壁藩は　確認されなかった。

一‾　　　　‥　′・／二・′、′　′・、ノン′■一ノ′、！ノ／、‥．′二・一t∴、・′こ主を′、丁　′’一ノ㌧！了「∴、ノニ了′

土層解説

1　褐　　　色　ロームプロ・ソク中量

？　暗　褐　色　ロームブロック小量∴　炭化粒白根－；：

：1暗　視　色　ロームプロ・ソク中量．炭化粒J’・微量

Il　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒自微量

▼　ふ∴　＿、∴・：′：1、′　∴　′∴踊．∴′′、：∴．．′　　∴‾　」、モ　ー∴　′／′、∴、ノ、′．・く∴　ノ！了　ノ、．′、∴ミ

出土している。覆土中から出土している　のが主体で　床面から確認された土器縮　ほとんどない。また　破

断面が摩滅しているため　本捗廃絶時の埋め戻しの段階で埋まと共に混入したものと考えられる。

所凰　竃やピッ　が検出されていない。出土土器が細片のため断定で　ないが　時期は住居の規模や室戟方向

から見て，平安時代と推測できる．、、．
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第98号住居跡（第477図）

位置　調査区北吉田ヒ寄りのG14dl区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第97・99号住居跡を掘り込み，第9号井戸，第313・314号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・5m，短軸2・7mの長方形で，主軸方向はNq940－Eである。壁高は24cmであり，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められており，壁溝は北東コーナーを除いて周回している。

竜　東壁の北寄りに付設されており，袖部幅90cmである。壁外への掘り込みは，第314号土坑に掘り込まれて

いるため不明である。煙道部については，外傾して立ち上がる様子が若干確認されただけである。火床部は，

第477図　第98号住居跡・出土遺物実測図

－616－



床面よりわずかに低い平坦面をそのまま使用してお酌　火熱を受けて赤変硬化している。

篭土層解説

1黒　褐　色　ローム粒J’一少軋　焼上粒r・炭化粒J’・微［t呈：

2

3

4

5

6

7

極

窯

黒

窯

褐

黒

暗褐色　ローム粒子e焼土粒子少量，炭化粒子微量

褐　色　ローム粒子8焼土粒子少量資炭化粒子0粘土粒子微量
褐　色　粘土粒子中鼠　ローム粒子も焼土粒子少量テ　炭化粒子微量

褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子e粘土粒子少鼠　炭化物微量
色　ローム粒子中量，焼士粒子0炭化粒子微量

褐　色　粘＝拉√少軋ローム粒J’一・焼上粒J’一号封ヒ粒自微量
8　灰黄褐色　粘IJ打・多鼠ローム粒子・焼‖宣子－・炭化粒j’一少量

！）暗　褐　色　ロームプロ、ソクr一再圭，焼1二プロ、ソク・炭化粒j’・少量

l（＿1黒　褐　色　ロームプロ・ソク小品　焼‖粒子一・歳化粒Jつ鋸I呈二

11暗赤褐色　ロームブロック・焼上プロ・ソク・炭化粒J’・少量

12　暗赤褐色　焼上プロ・ソク中量，炭化粒J’一少量．ロームブロック微量

ぽッ睦　　か所。深さは2舘抱で　形状から桂穴の可能性がある。

穫蓋　　層からな娠　レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒J∴粘士ブロック少軋　焼吊打一・炭化粒自微量

2　極暗褐色　　ローム粒j’一・焼上ブロック・粘「プロ・ソク少量言封ヒ粒召微量

：j　黒　　　色　ロームプロ、ソク少量．焼＝粒子・炭化粒子微量

Il　黒　　　色　ロームプロ、ソク中量，炭化粒召鋸一三呈二

、、二二㍗「：‾・りこノノ　・上皇′、∴l工、l再再1′l－∴lT′了l（柄づ　′卜：－、！ハ・＼フ　∴。ljt：jつ一日．・ン・・．甑、｛ふ・ド・了、イ　ニ4、

2　嚢自　礫　点　被熟してお酌　点には砥薗あ鋸が出土している。太半の遺物は竃内部およびその付

近から集中して出土しており撃　火床部から2528が出土している。また　竃南側の東壁寄　からは　粘土塊　共

に2527が出土してお娠　竃の崩壊によ　流出した　のと推測される。茶器は中央部の床面から完形で出土して

おり，本跡廃絶時に遺棄されたものと考えられるご

′′．＼′′か－′ノ　　L′、！・臓リ、二：∴く　ノ．・一日六：′・′、了　′．．、．、、．言　有臓・′′左′＼の・．、′．・十　、．

る。時期は出土土器の形状から摘世紀中葉と考えられる。

第粥号住居跡出土遺物観察表　第媚図）

番号 種　 別 器 種 恒 径 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴　 恒 雄 置 備　　 考

2526 土師器
捧 巨 4

3 ．2 7．1 雲母 にぷい黄橙 普通
底部掛 ラ切 り後，げ ！中央部床面

100％

PL 226

2527 士帥器
埠 巨 9

2 ．6 6諸
雲母 ・赤色

粒子
にぷい黄橙 普通 底部臓 へラ切 後 げ　 禁 志 摩 70％

へラ記号

2528 土師器
塔 巨 2

3．0 7 ．8
雲母・赤 色

粒子 ・長石
にぷい橙 普通

底部掛 ラ切 断 中 臓
85％

P L 227

2529 士師器
高射

（2．7→ 8 。2 雲母 ・長石 にぷい黄褐 普通
謂 浮誓 切 後 高地 摩 臓 士

購％

一　‥，‘∴　‾、・：∴　′′、　′こ′．く

位置　調査区北部北欝　のG摘e　区に位置し　平坦部に立地している。

ニ号∴′ご′　∴、′‘・‘・言　′　中を言　こ′、十′！、ノ′、∴言フ′ノ　ー′　Jl　′．こら、、′こ

∴、：一　手′　、’．＿　ニ′　∴∴、男・、ノ，言一、‾　　‾　－ノ′　′二、、　′′　　く′′ノ／てJ　′．∴一、′∴－．、1′　′　1′

とも外方向に聞き気味に立ち上がっている。L

‾　－、：′三　′・昭　∴．際′ン：六　一、二ご上方．工ノJ′言‾、′：・十、二　′ノ　　′　∴左′・・．：ノ‘㍉、‾、、．∴．

り，本来は周回していたと考えられる。．

－　′′’ッ言　ノ、′　一′了了′・′Jノ　ー　ン　′＼ソらJ・－：ハ／′′、言、・／．・′J′　′、′′一、（吉、′　‥′′・・・・二㌧′：ノ　ノ、′

・－五17－



部は浅い皿状に掘りくぼめられ，火熱を受けて赤変硬化している。火床部の奥には，砂岩が下部を埋め込まれ

て直立した状態で支脚として据えられており，火熟を受けて脆くなっている。また，煙道は火床部から急な傾

斜で立ち上がっている。

寵土層解説
1　黒　褐　色　粘土粒子微量

2　黒　褐　色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量

3　極暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
4　暗赤褐色　焼土ブロック中呈，粘土ブロック少量

5　暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

6　暗赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子微量

ピット　2か所。深さはそれぞれPlが24cm，P2が6cmである。いずれも性格は不明である。

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　粘土粒子微量

4　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　極暗褐色　焼土粒子少量

遺物出土状況　土師器片553点（椀131，高台付椀12，賓410），須恵器片42点（杯39，要3），灰粕陶器片1点

（椀），鉄製品1点（不明），石製品1点（支脚），礫3点（被熟痕あり）が出土している。これらの遺物は主

」」43，4m

第478図　第100号住居跡実測図

－618－
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に覆土中層から下層に包含され，中央部から竃周辺にかけて出土している。2530・2532～2535は，床面および

竃内部から出土しており，本跡廃絶時に遺棄されたものと考えられる。2531は，竃内部よりまとまって出土し

た6点が接合した資料である。また，覆土中から出土した須恵器は，細片で破断面が摩滅しており，混入した

ものと考えられる。なお，2747の灰粕陶器椀は北東コーナー部の覆土中層より出土しており，黒笹14号窯式と

考えられ，底部には角高台を有している。

所見　時期は，出土土器の形状から10世紀中葉と考えられる。本跡も，竃が壁中央より右に寄って付設されて

おり，当遺跡における同時期の住居形態に規格性をうかがうことができる。

－

2531

．　 ノ

＼三三！三善式747

第479図　第100号住居跡出土遣物実測図

第100号住居跡出土遺物観察表（第479図）

0　　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　10cm

L＿；　　：

番号種　別券　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

2530土師器杯14．04．0［8．4］
長石・石英・

赤色粒子
橙普通体部下端回転へラ削り竃前床面

60％

PL227

2531土師器
高台付

椀
15．06．29．0
雲母・赤色

粒子・長石
にぷい黄橙普通
底部回転へラ切り後，高台貼

り付け
竃東袖部中
65％

PL227

2532土師器
高台付

椀16．2
（5．8）－
雲母・赤色

粒子
にぷい黄褐普通
底部回転へラ切り後，高台貼

り付け

竃前床面

・竃内部
50％

－619－



番号 種　 別 器　 種 日　 経 器 可 底 径 恒 舎　 士 色　　 調 焼成 手　 法　 の ・特　 徴 出士位置 備　　 考

2533 十師器 婆 18．3
26可 ［鵬 中 細 冊 にぷい赤褐 普通 休部外面へラ削り，内面ナデ 竃前覆土下層 50％

2534 土師器 襲 ［ヱ9．2］ 29可 ［融 恒 楓 雲母 黒褐 普通 体部外面へラ削り，内面ナデ 竃前覆土上層 30％

2535 士師器 小彬碧 1寸．7

15可 鍼 唇 儲
にぷい褐 普通

休部外面へラ削 り，内面ナデ・

指頭痕

中央部床面・

竃前覆土下層
85％
PL 228

2747 灰寒由陶器 椀 －

車 さ融 緻密
灰自 良好

高台貼 り付け後口クロナデ，

内面施柚

北東コーナ

ー部中層

10％

猿投産

第臓考健腰跡　第墟　蝕媚図）

位置　調査区北部北寄りのG13dO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第103りイ吊誹亦を掘り込み，第333号口元に据l）込まれている、－、

規模と形状　長軸4。5mタ　短軸4。2mのN－950－Eを主軸とする方形である。壁高は鋼～渕cmで　外傾して立

ちしこがっている．

床　ほぼ平坦で　壁際を除いてよ　踏み固められている。壁溝は南東の南西壁際を除いて巡っている。

魔　東壁中央部に付設されタ規模は焚打部から煙道部まで温00cm撃袖部幅鼠28cmである。壁外の掘り込みは30cmタ

火床部は摘cmほど掘り　ぼめられ　火熟を受けて赤変硬化している。煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がっ

ている、、

竃土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼十二プロ、ソク少量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼十粒ナ少iニf呈二

：1極暗褐色　ロームプロ・ソク・焼上プロ・ソク・炭化粒J’・・粘＝粒子少量

・1極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・炭化粒j’・少量

5　極暗褐色　焼上プロ、ソク中量，ロームプロ、ソク・炭化粒j′・少量

（う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・炭化粒J’・少量

7　黒　褐　色　ロームプロ、：ノク・焼土プロ、ソク・炭化粒J’一・粘土プロ、ソク少量

8　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量

！）　褐　　　色　ロームブロック・焼上ブロック・炭化粒J’・少量

1（‾）褐　　　色　ローム粒「多量

ピット　3か所，、二、I）1、I）2は主柱穴と考えられるが言朱さが10～18cmとやや浅い、．1、、P3は深さは1＿8cmで，南

・二′′、男、・ノ、∴′’　一三′′ノ＿　つノ　′ノ　　ノ＼’；一　高‥k′　′′・′‥／、′、′一／行　′ノ′さ、′：

・一　　＼∴／′．′′．′／く　　－　　′’ノ　　′ソノ∴ノ′′．．、′∴∴・、リン′J

土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・炭化粒J’・・粘上プロ・ソク少量

2　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼目白’－・炭化粒J′・少：違

：う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼廿日㌧・炭化粒J’・・粘＝粒子少量

．1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量

う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク小結．炭化粒J’－・粘上プロ、ソク少量

（う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼1二ブロック・炭化粒J’l少量

7　黒　褐　色　ロトー→ムプロ、ソク・焼士粒！・少＿景：

8　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’・・粘上ブロック少量

．i　　一、・′　　　　′・－′、く′－、・＿′′、J　　　′′r　′、　ノ、ノ旧　主、、ら‾′！1、」、′、．．－′・′ト′、　一．′・′

′　告　　　＿、　、、∴二1－・＿　′′　一ノ、　′1．・丁、ノ′　′　二ノ、工　∴、ノノ　　′、．、／、・．・′十・lい′′：ご　！か．

、・／言∴　　′　∴　六　川、　ノ、′　　ノ丁、～′∵∴／十∵男′、′　）－）㍉二∴1十1－互豆．i＿、‥了リ・′言′二ノつl「悠ノ、・。フ．′工

は竃左。右裾部内と北部覆土上層から出土した破片が接合された　のである。飢紺は酋壁際中央部の覆土下層

からで住甘廃絶後に厘士とともに混入したものである、二．

所見　出土土器の形状から，時期は9世紀中葉と考えられる。

・一一一一1－l－・（う20－－－
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第480図　第101号住居跡・出土遺物実測図
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第481図　第101号住居跡出土遺物実測図

第101号住居跡出土遺物観察表（第480・481図）

1　　　1

二∈≡≒＝≡≒二＝三善＝フ
II

ロ　　　　▽　　0　2169

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

2161 土師器 杯 ［13．7］4．5 7．8
長石・石英・

雲母
にぷい橙普通

底部回転へラ切り，内面へラ

磨き
南東部床面40％

2162 土師静 珂こ － （2．5）－ 雲母・長石にぷい褐普通休部外面ロクロナデ 覆土中
5％体部外

面墨書「□」

2163 須恵器 杯 13．3 4．4 7．8 長石 灰 普通底部回転へラ切り 竃右袖部内90％　PL227

2164 須恵器 杯 12．8 4，5 7．4
長石・赤色

粒子
灰黄 普通

体部下端回転へラ削り，底部

回転へラ切り後，ナデ
南東部床面70％

2165 須恵器
高台付

皿 12．7 2．5 7．7 長石 灰 普通
体部下端回転へラ削り，底部

回転へラ切り後高台貼り付け
竜前下層 70％

－622－



番号 種　別良 風 ヰ 可 嘉 軒 訂 軒 茹 竃 i色　 調！焼成i 手法の特堅 」 守 雄 置極 考

2蟻6 士帥器
婆 恒 恒 幸 璃 密 にぷい褐 普通票 警；警完 義β霊漂誓 竃右裾部内 媚％

色

番号 器　 種 長　 さ 幅 牟 可 重 畳 恒 √ 頂
特　　　　　　　　　　　 徴 出士位置 備　　 考

2ユ69 刀子 （9凍 1．4
O e3 極 細 ！ 鉄

切先部欠損 南壁際床面

2ユ70 刀子 （摘誹 3。3
0 04 日75滴　 銑

切先部 ・茎先部欠損 束壁際中層

第柑考健贋捗　第媚囲）

一一三　∴′、′く　′′’一‘′言√′∴　∴」′目　上　＿　　′　∴・．∴一、、′二．．

誓言こ豆　∵・∴、′′、・－・・∴ノ）、、′′1∴∴．′＼7＼′′ノ．　ブ、ノ・・′ノ，ノブ　′一　∴－′，一二　′、．∴、．：．

′．こ′一つ∴’　′′′′∵上　、′′　言　、‾・・．・∴′－、＼、　　　、∴′・、′ノ、′、∴、′こ′　　ノ　′言．ハ

況ほ不明である、、

床　ほぼ平坦で　中央部がよ　踏み固められている。壁溝は確認されなかった。。

竃　北壁中央部に付設され　規模は焚打部から煙道部まで約鋪cm　磯部幅摘緬である。壁外の掘　込みは張

′∴ノ‾’′∴、、一・二：つ′ノ、ノ六　l′穴誉∴受・∴‾ノ了片「′！一′′・、′十！′十㌦㌦∴

電土層解説

1　黒　褐　色

2　窯　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗赤褐色
6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

8　極暗褐色

！）暗　褐　色

川　赤　褐　色

ローム粒j’一・焼「ブ1ノ「ソク・粘上プロlソケ少量

H－ムプロ・ソク・焼上ブロック・炭化粒j∴粘目白’・少量

ロームブロック・焼工プロ、ソク・炭化粒J∴粘巨粒子・少量

ローム粒J’・・焼上粒j㌧・炭化粒J’一少ご‡呈：

焼上プロ・ソク小結　ローーム粒J’・・炭化粒J’一少量

机上プロ、ソク中量．ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’・少；，l：

ローム粒J’－・焼上プロ、ソクつち吊∵プロ、ソク少量

焼「ブロック中量．ローム粒j’一・歳化粒J’一少量

ロームブロック・焼上プロ、ソク・炭化粒J’一・粘上ブロック少；－＿1二

焼土粒子多量

ピット　検出されていない、

′－　　　　　′ノ′－、′′　ノ　　′∴　　　一　∴　ノ∴、′′ノ、′・　′・・

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク小結　焼上ブロック・炭化粒J′・少：壬l：

ユ　　　　　　　　′・‥　　′、、、・∴′　　ノ、′　′′一、　．　′　：．・・ノ　　て・ノ、ノ，′　　一′、　　′

！′　′‾　　′．　．1∵・’′　　　　　ノ′　／了∴，ハ三∵′：・′、・・・：′告；ノ∵㍉′ノ．ノ　′、　　・、－

．’ノ　ノ　′ノ　′　′・∴∴一′∴　ノ＼‾／′月、くノノミ．上許ノ　′ノ′l′二．′′ノ　ノ　ノ・－！・　′一　つ、．、′ノ・・ニ了ノノ、′：了J・′　′′バ

ー′′・／、・′、′　′　′、‾㌧、手．　′′．∴一、∴′・ミ・－ノ、し　ノ1

ノ、　ノ　　　　／′ノノー三六ノ′′．・　′．．′　′　イ′′一．ニー　′てノ

ー11－－1－（う23－－－一
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第482図　第102号住居跡・出土遺物実測図

第102号住居跡出土遺物観察表（第482図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

II

二ら＝＝芸三言⊃＝
II

∇　　㌔175

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別券　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

2172土師器杯［14．2］3．2［8．6］
雲母・石英・

長石
にぷい橙普通底部回転へラ切り 竃内中層30％

－624－



番号 霹 種 極 太径 卑　 さ 孔　 律 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 ！備　 考

2173
球状土錘 巨 1

2識 0．4 H ．5 土 ナデ 馴 朋 ‖

番号 針 中　 径 厚　 さ 孔　 経 重　 畳 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

2174
紡錘車 巨 0

2．0 0．8 50．寸 蛇紋岩 無文，側面がわずかに膨らむ円錐台形 西部床面

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 ！　 特　　　　　　 徴 出土位置 ！備　 考

2175
「 好

（5．5） 1．0 0．8 （4．04） 鉄 i切先 き茎尻欠損誹 関 覆土中 i

第臓考健腰跡　第墟囲）

位置　調査区北部北寄りのGl地　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第蟻　の腑　の摘号住居跡をそれぞれ掘　込み　第購尊王坑に掘　込まれている。

、工ミぐ．つ弓l’l気リノ一言ッ、′十㌧′丁．再′こ㍉J∴／〕′声：∴′－1言．＼、′，‥′予　t：・一・一〆つら」。；十日∴、、）、・′1正′）、ソ工、ノノ言

と推定される。遺存している南西部の壁高は鋼cmほどで　やや外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で資　中央部から南西コーナー部にかけて硬化商の広が　が見られる。壁溝は認められない。

電　耕作などによ　義春していないがタ竃と推定される部分の痕跡から判断して，東壁中央部に付設されたも

のと考えられる。覆土の第3層には粘土ブロックや粒子が含まれ資　竃構築材の一部が流出したものと考えられ

る．．、、

∴　　　t－・ノ「′．′j、′　　ノ・′ノ′ハリノふ1、二二′lノ、り∴・／′・、、／／、八五一、日、′ノ高

士層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・触上ブロック・炭化粒J’－少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼「プロ、ソク・炭化粒J’・・粘t粒子・少賀吏呈：

こう　極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・粘上プロ、ソク・炭化粒f・少量

11黒　褐　色　ロームプロ、ソク・炭化プロ、ソク・焼上ブロック少量

5　極暗褐色　ロームブロック中量学　焼土ブロック。炭化粒子少量

（う　極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼「ブロック・炭化粒J’一少量

遺物出藍状況　土師器射81点（棒36　高台相棒2　嚢摘お　須恵器片　点　塚お聾娠蓋1盤旺鉄製

品　点　紡錘車上　瓦片温点　平瓦　が出土している。これらの遺物は　全域に散在した状態で出土している。

2536は竃北側の東壁際覆土下層9　2537は南東コーナー部の覆土下層タ　2539と25抑孟覆土中からそれぞれ出土し

ている。須恵器の供膳異類はタ　ザれ　細片で破断面が摩滅してお酌　混入したものである。

所農　本跡は黒色土中に構築され　東壁に竃を有した住居跡である。また　出土土器の形状から　時期は釧匪

紀後葉と考えられるし：、

第摘号住居跡出土遺物観察衷　第鵬図）

番可 種 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

2536　 土師器
高台付

椀
白5 ．0］ 信3 8 ．2

雲母 ・赤色
粒千

にぷい黄橙 普通
体部ロクロナデ，底部回転へ

ラ切 り後，高台貼 り付け

竃左裾部北

側下層
80％

2539　 須恵器 襲 － （4．8→ － 長石 柾目 普通
体部外面斜位の平行叩き，内

面同心円状の当て具痕
北西部覆土

中
5 ％

一一625－
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第483図　第106号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　5cm

L＿＿＿＿＿＿＿」　　」

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量 特　　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

2540平瓦（5．0）（5．4）1，0（29．0）凹面布目痕，凸面平行叩き 北東部覆土中5％

番号器　種最大径厚　さ長　さ重　量材　質特　　　　　　　　徴 出土位置備　　考

2537紡錘車3．10．5（15．3）（12．0）鉄円盤状の紡輪部，断面方形の棒茎南東コーナー部覆土下層

－626－



第107号住居跡（第484図）

位置　調査区北部北寄りのG13C8区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第103・108・109号住居跡をそれぞれ掘り込み，第106号住居と第467号土坑にそれぞれ掘り込まれ

K K　12

噛堵・　　　2546

第484図　第107号住居跡・出土遺物実測図

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

－627－

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

0　　　2cl〔
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ているし、、

ハ′＿・、大子．＿壬・．　長一i了こ、・、こ；、▲朝日　～、、の一ごノJ再∴　早舟ノノ向′よ＼．　▲∵、：声読　J‖∴工‘j′日子こ音言上　ふは巨Il

宣して立ち上がっている予

床　はぼ平坦で　壁際を除いてよ　踏み固められている。壁溝は東壁際を除いて巡ってお酌　本来は層回して

いたと推定されるし、l

篭　北壁のほぼ中央部に砂質粘土で構築されている。西側部分を第摘号住居　手前を第購号士坑に掘　込ま

れているため　火床部と右裾の一部のみが確認されただけである。磯部幅的温00cm資　壁外への掘り込みは50cm

ほどであると推定される。火床面は床面と同じ高さの地山南をそのまま使用し，火熟を受けて赤愛している。

穫蓋13層からな勘ロームプロッタや焼士プロッタを含みタプロッタ状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

l　極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・炭化物少量

2　極暗褐色　ロームプロ、ソクl巨量，焼上プロいノク・炭化物少量

：ミ　黒　褐　色　ロームプロ、ソク中量，焼上プロ・ソク・炭化物少量

4

5

6

7

8

9

10

は

12

13

黒

窯

業

黒

灰

極

暗

暗

黒

黒

褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒子少量

褐　色　ロームブロック中軋　焼上プロ、ソク・粘土プロ、ソク少量：

褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・粘上プロ、ソク中量∴　炭化粒j’一少量

褐　色　粘上ブロック中私　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’一少量

裾　色　粘上プロ、ソク中量，ロームプロ・ソク・焼士プロ、ソク・炭化粒J’・少量

暗褐色　ロームブロック・焼上粒J′・少量

褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック少量：

褐　色　ロームプロ・ソク・焼巨粒子少量

褐　色　ロームプロ、ソク中量．焼上プロ、ソク少量

褐　色　ロームプロ、ソク・焼‖拉r少量

言う、．ふ∴　　－：ンく了　…l′ノ、1′　：′＼巨ノ、　ゴ告こ臣j－　上し、・′．つ‾・Jl∴：、′十′　JfL言　′、！、′阜′　′，．．

・、、　∴．日、J一一こ：′、つ∴　∴r′∴、・ノ∴こ1′′らし†廿、、′、1！二㌦‥・・／′　　　∴、、′て）、′、しリ′ノノ・＿・現工　悠

層一層から卜層にかけてほぼ全域に散在した状態で出上している，、、25‘‥‥11は中央部西壁雷を）の覆日、‘層から出士

しタ　25頼羞東壁際寄りの床面から出土している。25頼羞提瓶と思われる須恵器片で覆土中から出土し撃　2542の

底部には「＝」と焼成前の箆書が見られる、、．

新風　健勝具における土師器と須恵器の出土割合や出土土器の形状からタ　時期は9世紀複葉と考えられる。

第摘号住居跡出土遺物観察麦　第媚囲）

番可 種 別 器　種 目 刺庫 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　 考

25射　 須恵器 杯

12車

6．7 長石 黄灰 普通 休部ロクロナデ，底部へラ切
り後多方向のヘラ削り

中央部西壁
寄り覆土下
層

80％　PL227
へラ記号
「」

尋 舶
林

12の車 の9
6．8 長石 灰 普通 休部下端手持ちへラ削り，底

部回転へラ切り 中央部下層 60％　へラ
記号 「＝」

25車 瞞 晶台付
林

掴 序
7．リ 雲母 赤褐色 普通 底部回転へラ切り後，高台貼

り付け
中央部南壁
寄り下層 ㈹％

254車 恵器
提瓶

恒
－

長石・赤色粒
子・黒色斑点 暗灰 良好 休部外面カキ＝調整，内面ロ

クロナデ
将士申 5％

尋 舶
婆

恒
－ 石英 灰白 普通 体部外面斜位の平行叩き，内

面指頭痕
東壁寄り床
面 20％

番可 器 種 長 可　 径 孔　 律 重 量 i 材　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 i 備　 考

2狙5　球状土錘 1・8 年 6 0．2 40祁　　　　 士 ナデ，明赤褐色を呈する∵ 覆土中 i

－628－



第115号住居跡（第485図）

位置　調査区北部北寄りのG14f2区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　南西コーナー部を除く大部分で第68号住居跡を掘り込み，第339号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．4m，短軸2．7mの長方形で，主軸方向はN－1020－Eである。壁高は8cmであり，外傾し

て立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃前から中央部がよく踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

篭　東壁中央部に付設されており，焚口から煙道部まで100C血，袖部幅88C皿で，壁外への掘り込みは50cmほど

である。袖部は砂質粘土を貼り付けて構築され，火床部は浅い皿状にくぼみ，赤変硬化している。煙道は，火

床部から急な傾斜で立ち上がっている。

竜土眉解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　焼土粒子少量

4　極暗赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック中量

5　黒　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック・砂粒中量，炭化物・ローム粒子少量

第485図　第115号住居跡・出土遺物実測図

＼＼一、、三二

－629－

＿≠‡：：
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（i　黒　褐　色　ロームブロック・焼上プロいノク・尉ヒ粒j’一少量

7　極目出潮色　焼上プロ・ソ川一量言封じ物少量、ローム粒自微量

8　黒　褐　色　U－ム粒J’・・焼日日・少量．損じ粒自微量

尊皇　層からな勘　レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色l‾－ブーム粒自微量

2　黒　褐　色　ローム粒戸車量

3　窯　褐　色　焼土粒子少量，粘土粒子微量

遺物出藍状況　土師器射鐙点　椀膵　高台付椀告婆摘郎　須恵器机は　棒杭聾鋸が覆土下層から全

域に散在した状態で出土している。錆封は西壁際欝　の床面諸閥は竃火床部からそれぞれ出土している。2閥2

ほ火熱を受けて赤愛してお酌竃での使用が想定される。また　須恵器片はザれ　破断面が摩滅しており，

理工と共に混入したものである．こ、

所農　本跡の住居形態はやや歪み　主柱穴　検出されていない。時期は　出土土器の形状から判断してタ　纏

紀後葉と考えられる。．

別、，′ノ′　∫　∴、　：二、一小言√∴　　言、．）く

番可 種 別 極 種桓 径 器 高極 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の ・特　徴 出土位置 ！備　 考

2551 土師器 摩 恒 6諸 巨 6
雲母

！
にぷい黄褐 普通 休部内面へラ磨き、底部回転

へラ切り後，高台貼り付け

雷部覆土下！50％

2閥 土瞞 高 相 i
線潔日日競虻 雲母 明赤褐 普通 高台貼り付け後，ナデ 竃火床部　　 購％

第臓常住腰跡　第媚囲）

位置　調査区北部ほぼ中央のG臓摘区に位置し　平坦部に立地している。

・言∴て　こ‘∴！言　ノ′∴j．；′ノち＼㌧′‥′′　■′　∴ノ＿′′′・．　㍉∵－′、．中′　ノ、ノ′丁、一／′、ノ

、．こ／言∴・）′、、！招シ∴㌧バ工、：・；′∴：∴＼　ノ　∴、′・J言　′し．．工：；、ノ十・、．ら　　吊∴・・′∴一1く、．′、

に立ち上がっている＿、

床　ほぼ平坦でタ　中央部がよく踏み固められている。断面U字状の壁溝が層回している。

二　′・．∴’ノ、∴こ　′ジ工′・・、’′一、日′、・つ㌧．．∴　′・弓′・′、＼ソ主‥　′　′言外′パパ・・一㌦二・、′・フン′ノ！∴　㌦、、′′′　　ノ・一　　′・ノ

ノー　ー：・’1‾、′　　　ハ′ノ：′　・・′　　′・・：「言否．／∴　．′　　∴、ろ二′一一ノ′　　′．．ノ′

電土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・粘上プロ、ソク・砂粒少甘．炭化粒自微量

2　黒　褐　色　ロームブロック中軋　焼l二ブロック・砂粒少量言封じ粒自微量

二弓　黒　褐　色　焼上プロ、ソク申軋　ロームブロック・粘上ブロック・尉ヒ粒j∴砂粒少量

11黒　褐　色　ロームプロ・ソク少量，焼巨拉r・・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

（i　赤　褐　色　焼上プロ、ソク中＿量∴　炭化粒自微量

7　暗　褐　色　焼▼1二プロ、ソク・粘い拉子中鼠　ロームプロ、ソク・炭化物・砂粒少量

8　にぷい黄褐色　粘上プロ、ソク・砂粒中軋　ローム粒子少量，焼上プロ、ソク・炭化粒自散量

！）暗　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上ブロック・尉ヒ粒J’一つ砂粒少量

′・、　み・j・、′・つ定　、ノ／ノ、′一、十′∫、！lこ上二∴、二十′｝主了∴′．′て）　㍉二次・手か鮎、Il一言ノ′　二一′ノ

する南壁際に位置しタ　出入り口施設に伴うピットと考えられる。

二　、了　′1．′二∴　ノ’ノソ　∴ソ∴　′、ご‥′、′ノノ、∴・ノ！ノ∴‾∴、‾′し読

－6301－



土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

5　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

6　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

7　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量

8　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片71点（杯3，要68），須恵器片7点（杯2，高台付杯1，賓3，蓋1），輔羽口片1点，

礫3点が出土している。これらの遺物は，覆土中層から下層に包含され，主に竃内部および竃周辺から出土し

ている。2552は，南東部壁際の床面から正位の状態で出土しており，体部に横位で「西宅」と墨書，底部外面

第486図　第120号住居跡・出土遺物実測図
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に「升」と焼成前の箆書きが見られる。さらにタ底部内面には朱墨痕，外商には墨痕が残されていることから，

硯に転用されたものと考えられる、「

所濫　伐膳具の主体がまだ須恵器であることや出土土器の形状からタ　時期は9世紀前葉と考えられる。また，

「酋宅」と墨書された須恵器高台相棒の出土は芳　有力者層の存在を窺わせる　のであ娠　硯に転用されている

ことと併せて，当該期における有効な資料である、、、

第は号住居跡出土遺物観察表　第媚因）

番号 種 別 極 種
日　 経 器 可 極 径 胎　　 士 色　 調 i焼成 ！ 手 法 の 特 徴 出士位置 備　　 考

2552
須恵器　 高台付

杯
鉦 0）　 8 。8 長右 ・石英

灰　　 普通 謂 転へラ切 り軋 高台貼 南東部壁際
床面

6脇　　 PL251
外面墨書「西宅」

栄墨痕底部夕痛

へラ記号「骨」

2553 須恵器　　 量 「15．宥 3 ．4　　　 2．4
長石 ・赤色
粒子

貴族　 普通 票箸票昌孟霊 蒜策り天井部右 竃左袖部手

前覆土下層

60％　 PL251

内面にヘラ
記号 「井」

第臓　風号健腰掛　第媚　な媚囲）

一一㌧h j一了＼′く　二J半　ノ了ノ：．了ノノ　‘言、′　′く′＿イ′：．．ノ　　′ノl・十、′．臣了、、′て）　一つノノ　　りリノ．．．－′′　、一∵　′∴∴′ニ

開始したが　建て替えが行われていることが確認されたためラ　外側の東竃を有する住居跡を第温22A号佳矧凱

内側の北竃を有するf排卵亦を122B住居跡として調査を実施した。

重複関係　北東部で第は号住居跡　第はB号住居跡の全域をそれぞれ掘　込み　第氾号土坑に掘　込まれ

ている、・、

J三′．告：小．J言L、ト　告車中、′月jら′言∵、’・－　ノー∴′「＼1－、軌　∴一、F了；′・．‥⊥　　ノ′：（、、㍉′）′　恒

傾して立ち上がっている、、

床　ほぼ、印tである、、なお，壁溝は確認されなかった。、

磯　東壁中央のやや南寄りに位置しタ焚日部から煙道部までは6駄m　袖部幅糾cmで　壁外へ器cmほど掘　込み，

砂質粘土を用いて構築されている。火床部は　恩状に　ぼみ赤変硬化している。火床面は　床面と同じ高さの

地山南をそのまま使用し　火熟を受けて赤変硬化している。また　煙道の立ち上がり部には須恵器杯が支肺と

して据えられており，煙道は外傾して緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

l　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上ブロック少量、炭化粒Jつ故量

2　暗赤褐色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・砂粒・粘上プロ、ソク少量，炭化物微量

こう　褐　　　色　ロームプロ、ソク中鼠　焼土プロ、ソク・炭化粒j’一少量

・1暗　褐　色　ロームブロック・焼1二プロ・ソク少量，炭化粒子微妄妄呈：

5　黒　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク・炭化粒J’－・砂粒少量

fi　赤　褐　色　焼‖粒子・砂粒多量，炭化物・ローム粒J’・少量

7　暗　褐　色　ロームプロ、ソク中一＿L　焼上プロ、ソク・炭化粒J’一少量，砂粒微量

ぽッ睦　1か所。深さが器cmで　竃と対暗する酋壁際にあることから　出入　ロ施設に伴　ピットと考えられ

る。士層断面の観察からローム土混じりの黒褐色土を充填して床面を構築した後資　ピットを掘　込んでいるこ

とが確認できた。

－632－



覆土　7層からなり，ロームブロックや焼土を含む人為堆積である。土層断面図中の第1・2層には，竃から

流出した焼土や炭化粒子が含まれている。4～7層は貼床の土層である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

ロームブロック中呈，焼土ブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック中畳，焼土ブロック・炭化粒子微量

ロームブロック中量，焼土粒子微量
ローム粒子・炭化粒子少量

ロームブロック中量，炭化粒子微量

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
7　褐　　　色　ローム粒子多量

遺物出土状況　土師器片257点（杯35，高台付杯1，賓220，蓋1），須恵器片33点（杯18，高台付杯1，嚢11，

甑3），鉄製品1点（曲刃鎌）が出土している。これらの遺物は，覆土上層から下層に包含され，竃周辺およ

び竃内部から出土している。竃の煙道の立ち上がりには2558が逆位で据えられ，その下部に嚢の底部片や体部

片が重ねられた状態で出土している。これらの土器は，隙間を焼土化した粘土などで埋められており，体部外

面には被熟痕も認められることから，支脚として使用されていたものと考えられる。支脚として使用された土

器の個体数は少なくとも3点以上あり，上部の杯だけでは不足する高さを補い，さらに適正な高さにするため

の微調整を行っていた結果と推測される。竃内から出土した支脚転用の土器以外には，火熟を受けた痕跡はな

く，投げ捨てられたように火床部内に散乱していた。2556は竃火床面より完形で出土しており，火熱を受けて

いないことから，本跡廃絶時に遺棄されたと考えられる。2560は中央部の床面から破砕された状態で一括して

検出され，出土位置から竃で使用されていたものと考えられる。2749の須恵器杯に墨書されている文字と同一

筆跡と思われる墨書土器が，北西方向に40mほどのG13d3区で表面採集され，法量も近似する須恵器杯の体

部外面に横位で墨書されている。

所見　出土土器の形状から，時期は9世紀後乗と考えられる。なお，本跡は第122B号住居跡を一周り拡張し

⑥　　　l

第487図　第122A号住居跡実測図
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て建て替えられている。その拡張幅は10～20C皿で，建て替えに伴って122B号住居跡の床面に黒褐色土を充填

して15cmほどの厚さの床を再構築しており，同時に竃や出入り口施設，主柱穴の位置を合わせて移動している。

第488図　第122A号住居跡出土遺物実測図
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第はA号住居跡出土遺物観察表　第媚図）

番号　 種　 別 器 種 桓 径 器 可 底 径 胎　 土 i色　 調 i焼成 手　法　の　特　徴　　　 出士位置 備　　 考

255　　 土師器 捧　　 14．6
30車 1 慧 蘭 0 褐　　 普通 休部下端へラ削り，底部回転　中央部・西

へラ切り　　　　　　　　　 壁際下層
85％

2555 土師器　 中 600］ 4e車 2 霊母・長有・
石英

僻 下端回転へラ削娠 底部 南壁際下層
回転へラ切り 50％

2556 須恵苦　 杯 12車 ・3　 6・0 雲母 儲 唇　 普通 体部下端手持ちへラ削軋 底 竃火床南
部回転へラ切り

摘 ％
PL227

25冨　 須恵器　　 林　　 13．0　　 十5　　 7．2 長石　　　　 吠　　　　 普通
悪霊票 禁 蒜譜 芦り右も霊雷 霊壁寄り床

然I紬

樟％PL251
底部外面へラ記
号「×」諸射由

2558　 須恵器　　 棒　　 13．2 十0　　　7．1
霊 孟 当 橙＋ 上議 休部下端回転へラ削り，底部

回転へラ切り後一方向のヘラ　竃煙道部
削り

80％
PL227

25止 空 上 中 狛 車 可 欝 当 褐 i普通 体部下半部へラ磨き，体部内 中央部床面
面へラナデ 50％

27亜　 須恵器　　 杯 （1湖　 ［5ゆ6］ 悪霊霊㌢ 極　 普通 体部下端回転へラ削娠 底部 穫土中
回転へラ切り

5％ 底部外
面へラ記号
「［コ」

？7骨　 須恵器　　 林　 「†十十
5 ％　 体部

3諸　　 甘潮 長有 ・霊母　 吠黄　　　 普通 休部下端子持ちへラ削り　　　 覆士中 外面墨雷
「福」ヵ

那 車 欝 郵 長 さ 幅 酎 極 量 材　 質 特　　　　　　　 徴　　　 目 地 餞 子彿

錆飢　 砥石　　 触 封 6月 ［鍼‖ 紹頼 凝灰岩 方柱腕 砥離 面のうち摘彊筋状の研ぎ舶 娠端部朋 欠損　 酒 糟 土下層i

番号 器 種 序 き 幅 厚 さi重 量 ！材 質 ！　　 特　　　　　 徴　　 i 出土位置 極 考

2562 鎌　 恒 舶 コ．0 聖 子 年 率 「 鉄 「彿 部欠損夕刃糟 凱 基部は全体を祈り断　 i竃前床面 i

‘．一　号、、　－“二．′　1′　し、こ∴′・

位置　調査区北部東寄　のH臓納区に位置し　平坦部に立地している。

′′言1、‘ノヘ　言′　′　′　′　－′ノー′　′　′　－＼ノ′′　‥　ノ′l′言言Iがノ＼′＿．く′、・∴＼′∴　　′も

∴・′言．′・＼工・；　∴．一言、1′′′膏‾、、∴′了・・ふ＼lつ1．∴ここ了．　‾∴・昌j畑′〃目上′＿ノ′、、

渕cmを測娠　外方向に開　気味に立ち上がっている。

床　はぼ平坦でタ中央部がよく踏み固められている。壁藩は確認されなかった。また　竃の左裾手前に長径柵

cm　短径触mのほぼ楕閏形で　深さ6cmほどの掘　込みが検出された○覆土下層から焼士や炭化粒子　灰が確

日、て′：、‾＼‾、′ノ．’一′‘∴ソご′′．ノミ、一　・∴′　否、．、了り、－、′、一イ／．ノノーノノ

灰溜土層解説

1　暗赤褐色　焼上位！・・炭化粒J′・少量

2　暗赤褐色　炭化粒J’・・灰少量．焼十粒自微量

、・、了の・ノ・′「′一′．、・丁言　く・二ノ・一・′′ノ∴′　＿・ノ′ノ′　ノ　∴′′ノ　′・！′　言・′Jソ′＼！．・：′）′′‥ノ．′言

がわずかに確認されたことから　北竃を建て替え以前の本跡の竃　判断した○焚招部から煙道部までは約m撃

燃焼部幅軌mで　壁外へ約mほど掘　込んで構築されている。火床面は　浅い血状に　ぼんで赤変硬化してお

酌　煙道は火床部から急な傾斜で立ち上がる。

電土層解説

1＿　黒　褐　色　ロームブロック中鼠　焼l二プロ、ソク・炭化物・砂粒少量

2　黒　褐　色　ロームブロック中量．砂粒少軋　粘上プロ、ソク・炭化粒子微量

ニj　暗　赤　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク日射－ケ：少量，尉ヒ粒自微量

－i　暗　赤　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上ブロック・炭化粒J’一少量

5　暗　赤　褐　色　ローム粒J’・多軋　焼上ブロック中量，炭化粒J’・少量

一一635一・一l
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暗　赤　褐　色　廃土プロ、ブタをローム粒子中農　炭化粒子微量

疇　勘　色　目－∴ゾt」、ソケ中㍉L　焼上ブUツケ・炭化粒J∴砂粒少量

バ　暗　赤　褐　色　tトー∴ブしい！ケ・焼上プロ、ソケ・尉ヒ粒J’・・砂粒少蔓

9　にぷい赤褐色　ローム粒子多量夕焼土ブロック0灰中量ラ　粘土粒子少豊

川　暗　赤　褐　色　焼「プロ、ソク・尉ヒ粒川瑞、ロームプロ、∵ク・砂粒少量

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　′

ニ　　　　、　　．　　　、　′・・ノ　　　、′、

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　、′　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　′

・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　ノ　　、　　　　・・′ノ　　　　　ノ　　　　′

が含まれる、＿

貯蔵穴土層解説

暗　褐　色　炭化物きローム粒子の廃土粒子微量

2　褐　　　色　ロームプロッタの粘土粒子少量受　炭粒子擬最

∴；魁　　　色＋Lト∴∴粒！一・尉ヒ粒J’・・枯ロイイ少量．焼ロイ亘微；1i：

・i　掲　　　色　U－H－ノ、ゾH㌧′ン′吊i∴　炭化粒自哉量

啓豊　確認された覆土は　すべて第はA骨佳屠跡に帰属する　のである。

造機出藍状況　土師器片錆お産聯渕　高海相棒杭登別軌転結蓋招　須恵器片誠意聯摘　高畠相棒翫

′　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′

′　　　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ており言妾合面はないが同・個体と考えられる＿、．

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　ノ

る、、

第臓　選者佳屠跡出土遺物観察豪　第鯛固ラ

番号i 種 別 極 橙恒 援極 高極 径i 胎　 土 i色　　　　 手 法 の 特 徴 i 出溺 償 い跨　 考

2666 須恵器　 琢 ［鵬　 4。。 紺 雲母　 痍黄褐　 普通 霊漂芸讐書芸雷蒜三豊孟㌫警 響讐 篭 ぼ禁 莞

ラ削り　　　　　　　　　　 土上層　　　 号「ニ」

告鮮 須恵器 高 畑 鵬　 の8　 0 雲母の最石 灰　 普通 漂 誓 削 後 高地 磁火床部 警竿窯莞

錆車 師器　 愛 国 鵬　 票 の長石き相 磯 普通 漂 ナデ 内商機ナデタ 竃爛 部 摘％

邦楢 土師器 、形聾 はゆ… 繍　 靡 石車 ぷい橙国 憲票 ナデ痛 鵜ラナデ予竃火床部 i ％

刑 土師器 序形聾　　 恒 裏巨 項 雲母蘭 石英恒 い橙 普通 傭 滴へラ削勘 輪積み痕 竃火床南 極％

翫猶　 恵器　 鉢　 鵬 i 蟻6 回 豊 の長石車 痍　 普通 語豊 海へラ削娠内海ナ聖 警 部 諏％

第臓考健贋跡　第舶囲う

位置　調査区北部北側の鎧臓鼠　区に位置し　平坦部に立地して折る。

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　．　′　　　　　　　′　　　　　　、′て．

ノ　　　　　　　・・　′　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　′　ノノ

′　　　　　　　　　′　　　　　′

．・　　　　　　′　　　　　　　　　′　　　　　　′　　、　　、　′

ー1－′つi37－1－－11－F－



竃　北壁中央部から北東コーナー部が調査区城外に延びているために，規模や形状は不明であるが，覆土の土

層断面図中の第1～3層に焼土ブロックや炭化物，粘土ブロック，砂粒が多量に含まれ，竃から流出したもの

と考えられる。また，北壁際には竃構築材の一部と考えられる粘土ブロックや砂粒が散在し，北壁の東寄りに

砂質粘土で構築されたものと推定される。。

覆土　7層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1極黒褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物・粘土ブロック・砂粒少量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量

3　黒　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

ト、

思・・－・・・・q
N

寸

；ゝ
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第490回　第127号住居跡・出土遺物実測図
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う　黒　褐　色　LJ－ムプロ・リク中量

（i　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブしい、ノン少量

γ　黒　褐　色　しブームプロ・ソク・焼目白’・少量

遺物出藍状況　土師器片姐点　棒は軋　高台付棒杭　嚢錆の　須恵器片2点　捧1お　襲用　瓶の　鉄製品温

点（鍍）タ　瓦片温点（平瓦）学　士製品温点　は二王）芦　石器l点　く砥石上　磯6点が覆土中層から下層にかけて，全

域に散在した状態で出土している。2563は南壁際から斜位で出土してお勘　住居廃絶時に投棄された　のと考

えられる。須恵器琢類はいずれも細片でタ　破断面が摩滅しており資　混入したものである。

所農　本跡の住居形態はやや歪み　主柱穴　検出されていない。時期は　出土土器の形状から9　摘複葉と考

えられる、、

第は号住居跡出土遺物観察表　第舶因）

彿弓 種 別‖ 器 華中］ 径極バ可 底 径 胎　　 土 色　　調 焼成！ 手 法 の 特 徴 ！出土位置 備　　 考
25車 瀾 巨 巨 可 摘 序

雲母・長石 黒褐色
普通纏 譜 瀾 掛 ラ南壁際床面

85％

25中 脳 暦 年 可 … 序 霊母・石英・
赤色粒子 明赤褐色

普通靡 譜 霊 認 掌幣 纏 北寄 100％
PL228

番号 器穫序 さ 径　序 径l重量 材 質i　　 特　　　　 徴 出土位置！備　 考

2565
球霊土巨 0 巨 ト ト 士 ！側面げ瀾 痕　　　 i蔑土中

番可 器　 種 長　　 さ 幅 厚　 さ i重　 義 特　　　　 徴　　 i 出土位置 備　　 考

2溝6　　 平瓦 紅潮 （9湖 2・5　 「 ㈱ 凹面布目痕，凸面平行叩き　　　　　 桓 餅 50％

番号 器　種 長 可　 申扁　 極月 重　量 材 質 i　　 特　　　　 徴　　　 恒 朗 潤 い 清　 孝

2763 砥石
姐 車 中 2

（79）
凝灰岩麿 監 誌 濃 漂 欝 ぎ痕あ 洩接 種土中 i

番可 器 種i長 さ！ 幅 i厚 さi重 畳 I材　質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 i 備　 考
尋 鉄 恒 半 可 … 恒

鉄 三角形式，腸挟あり
票雷部壁際i

．′一　′：　　　∴　　∴′，（

位置　調査区北部南東の廿13110区に位置し．平ナ嘱l；に立地している、、ノ、

′；二、ノノ′　∴）、′　、′′′　　，′′　ノ′・1；、．′．．r′、ノ′、1．′′・‥．ノ′　ノ　′　′　．ノ．一、°∴・．′′．　ノ　′、．．

る。、．

へ′　一′・　、．、、　∴．、ソ．フ・′‥′．′上　　・ノ∴．∴＼　∴・・l　、‾止・）／：．・・言′＼　′、‾、　ン＼ぐ．′

して立ち上がっている。

床　ほぼ、上田で，中央部がよく踏み回められている．、、壁溝は北壁際で検出されている、、、

磯　東壁中央部の南寄りを壁外に購cmほど掘　込んで構築されてお娠　楽日部から煙道部まで鮒cm　磯部幅踊

cmである。火床部は床面と同じ高さの地山海をそのまま健用し　火熟を受けて赤変硬化している。煙道は火床

部から緩やかに外傾した後‥急な傾斜で立ち上がっている、1

一一（う39－－－



埴土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

ピット　5か所。Pl～P4は深さが16～22cmで，配置と形状から主柱穴と考えられる。P5は深さが36cm

で，竃と対時する位置にあり，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　7層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

5　極暗褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
7　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片150点（杯31，高台付椀11，嚢108），須恵器片10点（杯4，嚢5，蓋1），縁粕陶器片

1点（皿），灰粕陶器片1点（椀），礫11点（9点に被熟痕あり），土製品1点（羽口），鉄津37点（着磁性があ

るもの20点）が出土している。これらの遺物は覆土下層に包含され，全域に散在した状態で出土している。2568・

2569は竃前の床面から出土し，鉄澤のほとんどは小割りされたものである。それらの中には，鉄分の付着した

炉壁片1点も含まれる。

第491図　第128号住居跡・出土遺物実測図
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所農　本跡からは鍛治工房の形跡は確認で　な齢が撃　㌔割りされた銑浮や炉壁片　羽田片の出土から集落内で

′

関わる工房跡である第錮骨住屠跡が位置し若齢る。時期は　出土土器の形状から温餞寵前半　考えられる。

第は号俸屠跡出土遺物観察蒙　第鯛囲う

鮒 i 種 別 音 橙恒 径 霹　高　底　径　 胎　　 土　 色　　 調 焼成i 手 法 の 特 徴 i 出土位置 i 備　 考

翫礪　土師器 塚i 細滑車 の2　　 にぷ瀾普蛭 警 ㍉ 「 孟 覇 恋

25車 踊 高離 竺 巨 辛 母　 序 普通豊芸欝霊完霊夢諸錮 部覆土錮％

′

位置　調査区北部商欝　のH臓摘区に位置し　平坦部に立地L等折る。

重複関係　第臓　0臓が替佐屠跡をそれぞれ掘　込んで折る。

規模藍形状　義朝のm　短如8mの方形で　主軸方向は野…摘0…藍である。壁高は　～8監m誉あ娠外機

しながら緩やかに立ち上がっている、．

′　　　′　　　　　　　　　　　　・・

′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′

た程度である、

電土層解説

1黒　裾　位IIJ－ムゾし上′ク・尉ヒ粒J’一少量誹自∵ブl二「′ク微量

ご　暗赤掲色　焼上ブUいノケ中量∴　炭化粒「・粘‖七日’・少量

：i　黒　褐　色＋粘土粒「中量＼ロームプロ、ソク・焼lプロ、ソク少量言封じ粒自微量

4　黒　褐　色

5　窯　褐　色

6　暗赤褐色
7　黒　裾　色

8　暗赤褐色
9　黒　褐　色

伸　暗　褐　色

Ⅲ　暗赤褐色

粘上ブし「′ク中量．ロームプロ、ソク・焼日日－・尉ヒ粒j’A少量

焼上プロ・ソク・ローム粒j’l少量

焼上プロ、ソク・炭化粒J’・・粘巨位！一少；－；：

ロ一・一ムブ［「ノク・焼上ブし「ソク・炭化物少；－i・

焼上ブ亡「ノク中量．ロームプロ、ソク・炭化粒J’・少量

ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’・少量

ローームプロ、ソク・焼上プロ・ソク少量‥炭化粒自微量

tノト一一∴ブl」・リク・焼上ブlJ、′ケ・炭化粒J’一少量

・・　　　　　′　　　　　－．′　　　　　　　　　　　　　　　：一　　ノ　・′　　　　　′′　　　　　　ノ　！、　　　　　　′

おi主　出入用l施設に伴うピットと考えられる，。

ノ．　′　ノ　　　　　　ノ　　　　　　　　‥　　　　、　　　　　　　　　　　′

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク少軋　焼‖宣子・炭化粒自微量

？　暗　褐　色　ロームプロ、ソク中；‾i一呈：

ノ′　　　　　　　ノ　　′．　′、　　　　；、・／　　　　　　　　′、　一　　　　′　．′　′　　　、

′′　　ノ．′ノー・〃′＿．、′　　′　　′　ノ′、‾′・　　′　　　、∴．′　　′ノ．　　　　　　　　ノ　　　㍉．．．′　　一．

’′′ノ十・八　㌧／、′′　　′′、′　　、　　′．∴ノ．．′、／ノ　バ・・　　′　　　　　′′．　．′′　　ノ　・

、　　　　　ノ　′　．、1　　　　　　　　　　．（　′．　　　　　　　．、・、．

一一一l一（う！il1－1ノー1－
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第492図　第130号住居跡・出土遺物実測図
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所見　供膳具の主体が須恵器であることと出土土器の形状から，時期は9世紀中葉と考えられる。また，本跡

は黒色土中に構築された東壁に竃を有する住居跡であり，当遺跡においては，この時期の東竃の住居形態は特

異な存在である。

第130号住居跡出土遺物観察表（第492図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

25 71 須 恵 器
高 台 付

坤こ
［12 ．8］ 5 ．8 7 ．5 長 石 ・石 英 灰 普 通

体 部 下 端 回転 へ ラ 削 り，底 部

回 転 へ ラ切 り後 ， 高 台貼 り付

け

竃 火 床 部 ・

東 壁 際 下層

65％

墨 書 「大 」

へラ記号「＝」

2 57 2 須 恵 器
高 台付

杯 （4 ．7） 7 ．9 雲 母 黄 灰 普 通

体 部 下 端 回 転 へ ラ削 り，底 部

回転 へ ラ 切 り後 ， 高 台 貼 り付

け

南東コーナー

部壁際床面

6 0％ P L 2 5 1

へ ラ 記 号
「＝」

－642－



第131号住居跡（第493図）

位置　調査区中央部北端のH12j8区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第345号住居と第466号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北側部分が農道のため，南北軸1・3m，東西軸3．7mだけが確認され，その形状からN－10。－E

を主軸とする方形または長方形と推定される。壁高は南壁で16cmを測り，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められている。また，壁溝は認められない。

ピット　3か所。Pl・P2の深さはそれぞれ28cm・36cmであり，配置と形状から柱穴と考えられる。P3は

出入り口施設に伴うピットと考えられ，深さは23C皿である。

覆土　2層からなり，ロームブロックを含んだ不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片123点（杯12，高台付椀3，棄108），須恵器片1点（杯），鉄製品1点（不明），鉄津

14点（9点に着磁性あり），礫3点（被熟痕あり）が主に覆土下層から全域に散在した状態で出土している。

2574は，南壁際床面や西壁寄りの覆土下層より出土した21片が接合したものであり，広範囲に散在しているこ

第493図　第131号住居跡・出土遺物実測図
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鵬i種別畢郵招健棒高極援幸治　土極　中繍i手法の特徴＋恒朗潤い清　孝
翫車師器中司郎「唇凋

にぷい褐　普通休部内外面へラナデ

？γ吊　十舶器
牽「半可論壇議

＝
禁深霊誓警凱離掴転畿部覆斗％

墾極郵姦可　幅i摩き　桓凋樹質i　　特　　　　　徴 出城置　極考
響車欄「肛可凱㍉序拗m巨細銑　　両端部欠損のため　全体の形状は欄　釘カ南壁際撹乱部i

第臓考健贋妙　策鯛固）

健置　調登匪北部南端のH臓摘区に位置し　平坦部に立地』等折る。

重複関係　第跳骨怪屠捗を掘　込み　第は骨緩屠　第鵬　の糾尊王坑にそれぞれ掘　込まれて折る。

規模藍形状　商儲部分は農道であ娠　南北軸。m　東西軸　ゆ　mだけが確認され撃

指し　形状は方形または廃方形と推定される。壁高は確認された北壁で摘¢mを測勘

がっている、、

床　ほぼ、印tで。壁際を除いた昧全体が硬化している　貼附ま認められなかった．．

ピット　lか所．深さは32cn了工　ノ性格は不明である、

覆土　3層からなり。ブロック状の堆積状況を′」こした人糾‾仕精である．、－、

土層解説

1　暗　視　邑　tllr－∴ブU∴ソク中；！；∴　焼上ゾU tソク4炭化物少；ll：
ご　暗　掲　色　U一一ム‾ハブ、ソツ中㌦L　′l：射たブt‾Jいノク・炭化粒J′・微量
こう　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒j’・少量　焼上粒自微量

義儀拍狛鞠は頂上…㌃㌧㍉藍を

外傾して緩やかに立ち上

′

が出土しただ緒である。翫関の鹿瀬陶器椀は　中盤部の床面から出漉してお酌　猿股産窯笹摘骨窯式と考えら

れる、－

′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　一　　　　　　・．　　　　　　　　　　　　′

相性紀後葉と推測される、、
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第494図　第133号住居跡・出土遣物実測図

第133号住居跡出土遺物観察表（第494図）
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

2764 土師器
高台付

椀 － （3．7）［6．4］
雲母・赤色

粒子
にぷい橙普通

休部内面へラ磨き，高台貼り

付け後ナデ
中央部床面15％

2575灰粕陶器 椀 ［15．扇（3．1）
－ 緻密

灰自・オ

リーブ灰
良好

高台貼り付け後口クロナデ，

寒由刷毛塗り 中央部床面
20％

猿投産

第134号住居跡（第495図）

位置　調査区北部南寄りのH13e5区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　ほぼ全域で第189号住居跡を掘り込み，南西コーナー部で第135号住居に掘り込まれている。

規模と形状　床面が露出した状態で検出されたため，硬化面の広がりと竃の位置から判断してN－970－Eを

主軸とする長軸3・5m，短軸3・4mの方形であると推定される。壁の立ち上がりは確認できない。

床　ほぼ平坦で，竃の手前から中央部にかけてよく踏み固められている。また，壁溝は認められない。

竃　遺存状態が悪く，東壁中央部の壁際から火床部が確認されただけである。火床面は，床面から若干掘りく

ぼめられており，火熱を受けて赤変硬化している。

覆土　検出されていない。

遺物出土状況　土師器片33点（杯5，嚢28），須恵器片2点（杯1，嚢1），礫5点（被熟痕あり）が出土して

いる。いずれも細片である。

所見　本跡からは，遺物が細片しか出土していないため時期の判断が困難であるが，東壁に竃を有する住居形

態と重複関係などから見て，時期は10世紀中葉と考えられる。
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第495図　第134号住居跡実測図

可　　皿l

O　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第135号住居跡（第496図）

位置　調査区北部南寄りのH13f4区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第134・189号住居跡をそれぞれ掘り込んでいる。

規模と形状　床面がほぼ露出した状態で検出されたため，壁の立ち上がりは外傾して立ち上がる様子が若干確

認されただけである。平面形は長軸3．5m，短軸3．4mの方形で，主軸方向はN－140－Eである。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝が周回している。

竃　北壁の東寄りに付設されているが，遺存状態が悪く，袖部の基部のみが残存しているだけである。両袖部

とも砂質粘土で構築され，神都幅は80cm，焚口から煙道部まで80cmほどで，壁外への掘り込みは30cmである。

火床部は皿状に掘りくぼめられ，赤変硬化した部分は認められない。煙道は，外傾しながら立ち上がる。

寵土層解説
1黒　　　色　粘土ブロック・焼土ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量

2　黒　　　色　炭化物中量，焼土粒子微量

3　黒　褐　色　焼土ブロック中量，炭化物・粘土ブロック少量

4　赤　褐　色　焼土ブロック多量

5　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量

ピット　2か所。Pl・P2は深さが16cm・12cmで，配置と形状から柱穴と考えられるが，南部に対応する柱

穴が検出されていない。

覆土　検出されていない。

遺物出土状況　土師器片34点（杯8，襲24，三足鍋2），須恵器片6点（要），灰粕陶器片2点（不明）が出土

している。これらの遺物は，全域に散在する状態で出土している。2765は竃右袖脇の床面より出土し，2766は

東壁際床面から出土している。2765は三足鍋と考えられ，出土状況から使用方法は不明であるが，興味深い資

料といえる。なお，竃覆土中から灰粕陶器の細片が出土しており，猿投産黒笹90号窯式と考えられる。
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所見　時期は，出土土器の形状と10世紀中葉の住居を掘り込んでいることから，10世紀後葉と考えられる。

・い・さ・・

D

第496図　第135号住居跡・出土遺物実測図

第135号住居跡出土遺物観察表（第496図）
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

2765 土師器三足鍋 － （5．8）－ 長石・石英にぷい赤褐普通
体部内面ナデ，体部下端へラ削

り後足部貼り付け，ヘラナデ

北東コーナー

部壁際床面
5％

2766 土師器
高台付

椀
［13．8］（4．1） －雲母・長石にぷい褐普通体部内面へラ磨き 東壁際床面10％

第148号住居跡（第497・498図）

位置　調査区北部中央のH13a6区に位置し，平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3・6m，短軸3・3mの方形で，主軸方向はN－120－Eである。壁高は23cmであり，やや外傾

しながら立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。南壁際と北東コーナー部を除いて壁溝が巡っている。
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竜　北壁のほぼ中央に付設されており，焚口部から煙道部まで108cm，袖部幅110cmで，壁外への掘り込みは70

cmほどである。袖部は床面と同じ高さの地山面上にローム土を主体とする褐色土を基部とし，その上に砂質粘

土を貼り付けて構築されている。火床部は浅い皿状にくぼみ，赤変硬化している。煙道は，火床部から外傾し

て緩やかに立ち上がる。

埴土層解説
1　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子少量

黒

黒

黒

黒

暗

暗

暗

褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量

褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量

褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロック少量
褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量

赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子少量

褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量

＿二ここ・．‘－
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第497図　第148号住居跡・出土遺物実測図
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第498図　第148号住居跡出土遺物実測図

ピット　8か所。主柱穴は3か所確認され，Pl～P3が相当し，深さは21～25cmである。南東コーナー寄り

に想定される柱穴は，床面を精査したが検出されていない。また，P5～P8は深さが16～36cmで補助的な柱

穴と考えられるが，配置が不自然なため断定できない。P4は竃と対時しており，出入り口施設に伴うピット

と考えられる。西壁際寄りに深さ10－25cmほどの6か所の小ピットは，壁を支える壁柱穴の可能性がある。

覆土12層からなり，ブロック状の不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少墓
2　黒　　　色　ロームブロック・焼土粒子少量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量
4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子少量
6　黒　　　色　ロームブロック少量

7　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
8　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

9　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
10　褐　　　色　ローム粒子多量

11暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量

12　灰　褐　色　粘土ブロック中畳，ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少呈

遺物出土状況　土師器片438点（杯61，整371，蓋3，鉢3），須恵器片48点（杯28，高台付杯1，要17，蓋1，

盤1），鉄淫1点（着磁性あり），礫2点が出土している。これらの遺物は，主に竃内やその周辺に散在してい

る。2580の土師器蓋は竃右袖部上層から出土しており，内面黒色処理を施され，天井部には墨書されているが

判読できない。さらに，2576の底部外面にも判読不明の墨書があり，2577の底部外面には「×」，2579の底部

外面には「＝」と考えられる箆書きが残されている。また，中央部床面からは粘土塊が検出されており，その

上に覆い被さるような状態で土師器嚢片が数点出土している。出土した遺物の多くは，本跡が埋め戻される段

階で投棄されたものと考えられる。

－649－



所凰　出土土器の形状から　時期は紺摘後発に位置づけちれる。また　墨書や箆書きが施された土器が多く

出土してお娠他の住居跡と重複していないことと併せてタ　当該期の集落の様相をうかがう上での好資料とい

える。

第摘号佳屠跡出土遺物観察衷　第舶　啓鯛図）

番可 種 聖 極 種桓 径極 料 底 径 ！胎　 士　 色　 調 焼成　 手 法 の 特 徴 出土位置　　 備　　 考
－ 題■－ － ■■■■鵬表■■表

東壁際下層 箭 部署2576　士師器　　 林　 〔13．41　 十1 7・0 羞冨壷欝 にぷい橙 普通 禁警宗晋∵孟霊孟転讐 芸晋

2577　須恵器　　 杯　　　　　　　 0 ．両 ［800溌 掌0赤色 にぷい橙 普通 豊 豊 雷冒宗 デ 底部 20％
東壁際下層　底部に箆書

「×」
2578 須恵器　 塚 巨 7　 3・7 ・2　長石　 貴族　 普通 霊 認 諾 雷へラ削り，底 霊 前覆土 監 8

257　　須恵器　　 捧　　　　　　 持凍 日 の8］ 雲母や長石 灰黄褐　 普通 悪霊志警 漂音 譜 娠 底

l

竃手前覆土　 5％底部外
中層　　　　 面良書 「＝」

2580　 土師器　　 蓋　　 15．0　　 3．5 石英　 にぷい構 普通 雷票豊 豊 転へラ削 95％PL228
竃右袖部　　 天井部墨書

「□」

27樟　 土師器　　 鉢　　　　　　 は．中 ［鵬 芸慧 釦 こぶ 瀾 普通 悪霊孟票警震雷へラ削りタ体 南壁寄り覆　 5％
士中層

飾梱l 須恵器　　 年　　 目3．両　　 十手 仕 2］ 長石　 貴族　 普通 笠票志警書芸雷蒜‡撃りぎ底 竃手前覆土 完 に讐

下層　　 記号カ

2開9 須恵器 厚 相恒 巨 8 繍 長石　 黄灰　 纏 禁 へラ切り後… り 竃火床部 ！40％

第臓常住贋静　第朋園）

位置　調査区北部中央のH柑a　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　ほぼ全域で第且姐号住居跡を掘り込んでいる。

．．・′‾言ニ　　ノご・　ノ、∴・こ　の日．子・　l′∴′；、＼　′　－　∴。さ言　′　ソノ　′∴　′′、1′言′J一、，、′′′

一‾つこ　．．つ′，、一二　一、‾、　′、ノJ、弓l・′l∴ノ左／：、・．′J∴　ノ「．‾∴．／ノ

床　ほぼ平坦でタ　中央部がよく踏み固められている。壁溝は認められない。

′、′′′　ノ、∴　′　　＿　ノ′∴′．、′　∴ノ！．、′二　㌧∴：了∴′∴（：ノ　ノノ＼′一′．∴こ、∵．、、′・わ／．

、．∴　∴Jr　’′、　‥バク′　′　≠∴、′‘　一　′′′　∴　：′′／ノ・1　勇、－ノ′′・．．ノリ、フ′′‥．′′．一、ノ．

煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている、、

電土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・粘日も年中結　焼上プロ、ソク・炭化粒j’・少量

2　暗赤褐色　焼「∵プロ、ソク小結　ロームプロ、ソク・粘十プロ、ソク・尉ヒ粒J’一少：‥Ii：

3　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼I二ブロック・粘土プロ、ソク・尉ヒ粒J’一少＿憲二

・l　黒　褐　色　焼上ブロック・炭化物少軋　ロームプロ、ソク微量

う　暗赤褐色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・尉ヒ粒J’一少量

穫蓋　　層からな娠　プロッタ状の堆積状況を示したÅ為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒J’一少量

2　暗　褐　色　ローム粒J’一少量，焼「粒つ’・微量

：i　黒　褐　色　ロームプロ、ソク中量．炭化粒日放量

一一6501一．－



遺物出土状況　土師器片152点（杯36，高台付椀2，棄114），須恵器片12点（杯6，嚢4，盤2），土製品2点

（支脚），礫6点（5点に被熱痕あり）が覆土下層から，全域に散在して出土している。2581は南壁際の床面

よりやや浮いた状態で出土し，体部外面に正位で「井」と焼成後に箆書きされている。2770は西壁際の床面か

ら逆位で出土し，2771の判読不明の墨書土器片は南壁際床面からそれぞれ出土している。須恵器の供膳具類は

破断面が摩滅しており，混入したものである。

所見　出土土器の形状から，時期は10世紀中葉と考えられる。

第499図　第149号住居跡・出土遺物実測図
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第149号住居跡出土遺物観察表（第499図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

25 81 土 師器 杯 ［1 0 ．0］ 3 ．3 雲 母 にぷ い 橙 普 通
休 部 内 面 へ ラ磨 き， 底 部 回転

へ ラ 切 り後 ， ナ デ

南 壁 際 覆土

下 層

4 0 ％　 休 部

外 面 に 刻 書

「井 」

2 7 70 土 師 器
高 台 付

椀 － （3 ．5） －

雲 母 ・赤 色

粒 子
にぷい赤褐 普 通

休部下端 回転へラ削 り，底部回転へ

ラ切 り後，高台貼 り付け，ナデ
西 壁 際 床 面 6 0％

2 7 71 土 師 器
高 台 付

椀
［1 2 ．0］ （3 ．6） 雲 母 にぷい黄褐 普 通 体 部 内 面 へ ラ磨 き

南 壁 際 覆 土

下 層

5 ％　 休 部

外 面 に 墨 書

「［コ」

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

2 75 3 支 脚 （1 1 ．8） 7 ．0 － （5 29 ） 土 円柱 状 ， ナ デ ， 端 部 片 側 欠 損 ， 被 熱 痕 あ り 意 火 床 部

第150号住居跡（第500・501図）

位置　調査区北部中央のG13j7区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第116・141・151・152・153号住居跡をそれぞれ掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4．4m，短軸3．0mの南北に長い長方形で，主軸方向はN－900－Eである。壁高は10～20cm

3

第500図　第150号住居跡実測図
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であり，やや外傾しながら立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は認められない。

竃　東壁中央部に位置し，壁外に24cmほど掘り込んで構築されている。袖部幅は100cm，焚口から煙道部まで

約90cmである。袖部はローム土を主体とする褐色土を基部として，その上に砂質粘土を貼り付けて構築されて

いる。火床部は皿状にくぼんで赤変硬化しており，砥石から転用したと考えられる支脚が直立した状態で据え

られていた。また，煙道は火床部から外傾しながら立ち上がっている。

竃土屑解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
窯

暗

渠

暗

黒

褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子中量，砂粒少量，炭化粒子微量

褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

褐　色　ロームブロック・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　4か所。Plは深さ30cmで，竃と対峠する西壁際に配され，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

P2～P4は深さが21～58cmで形状から柱穴と考えられるが，配置が不自然なことから性格は不明である。

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
4　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

5　黒　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片152点（杯18，高台付椀15，嚢111，甑1，皿6，小皿1），須恵器片9点（杯2，高

台付杯1，嚢5，瓶1），石製品1点（支脚），礫5点（被熱痕あり），鉄棒1点（炉壁に付着し，着磁性あり）

［「

賞

橡滅
ム　1寺

r n

鈍も　敏

，t

2585

0　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿」　　」

0　　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第501回　第150号住居跡出土遺物実測図
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が出土している。これらの遺物は覆土下層から全域に散在した状態で出土している。図示した　のはタ　ザれ

も竃内部やその周辺の床面より出土し，2585は台石として使用された痕跡も留めタ　炉壁片に付着したと思われ

る鉄洋と共に竃火床部より出上している√

所農　本跡は　義朝が短朝の0倍弱　ある特異な形状をしているが　拡張した痕跡は認められずタ　当初から

横長を想定して構築されたものと考えられる。この横長の住居形態から何らかの工房跡と想定できるが訝　それ

を裏付ける施設や遺物は検出されていない。時期は　竃前の床面から土師器小皿が出土したことや出土土器の

形状から：10世紀後葉と考えられるご

第蟻号住居跡出土遺物観察衷　第渕図）

番可 種 別 器 ′橙 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 ！出土位置 備　　 考

258車 師器
林 ［15 ．8］ 4 ．3 6 。7

雲母 ・赤色

粒子
にぷい黄橙 普通

票 痛 横げ 瀾 純 系 鉱 袖部
60％

258車 師器
高台付
椀

〔15 ．圭 （4凍 7 ．3
雲母 ・赤色
粒千

にぷい橙 普通
需 浮誓 切 後瀾 占 竃火床部

40％

258車 師器
小皿 9。5 1．7 6 識

雲母・長右・有
薬・赤色粒子

橙 普通
欝 ク嘲 底部纏 糸唇 部床面

鮒％
PL 228

番号 器　 種 長　 さ 幅　 軽 さ 重　 量 材　 質 特　　　　 徴　　 i 出土位置 備　　 考

2585 砥石 豆0．7） 鮎 隻 巨 鋸 （35幽） 砂告 方柱状瀾 離 乳 端部翻 り欠損瀾 熱痕あ中 竃火床部

第臓　鹿骨健腰妙　第開園）

‥べノ＼′′・∴∴　ノ、当こ：′　ノく　′′．∴　　′ノ　∴り．トノ、、ノ：）　ノ′′ィ　・・男；一　ふ　′、．㌧／′二ノ：年、’、

したがタ　建て替えが確認されたため　北東竃を有する住居跡を第蟻A号住居跡　東竃を有する住居跡を蟻B

号仕居跡として調査を実施した。、

重複関係　第156つ＝号住居跡を据i）込み，第′は0号工坑に振り込まれている、、L

規模と形状　義朝8　m　短軸o mの長方形で　主軸方向はN…90…Eである。壁高は16～23cmであ娠　外

傾して立ち上がっている、－、

床　ほぼ平坦でタ　竃前から中央部にかけてよく踏み固められている。また撃　壁藩はほぼ周回している。

篭　北壁の北東コーナー欝　に付設されてお酌　焚打部から煙道部までほ級m　壁外への掘　込みは鋪cmほど

である。磯部はほとんど遺存していないが　その痕跡から磯部幅は約1摘cmで砂質粘土を用いて構築されてい

る。火床部は床面の高さから蟻cmほど血状に掘り　ぼめられてお酌火熟を受けて赤変硬化している。煙道は資

火床部から外傾して緩やかに立ち上がっている。i

電土層解説

1　黒　褐　色　粘上プロ、ソク中量．ロームプロ、ソク・焼目白’・少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク・粘上ブロック少量

3　黒　　　色　ロームブロック・焼上ブロック・粘土プロ、ノク少量

・1　黒　褐　色　粘上ブロックI‾巨鼠　焼土プロ、ソク・炭化粒子少量

5　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・粘上ブロック少：‾i‾を

（う　暗赤褐色　焼上プロ、ソク多軋　ロームプロ、ソク少量

7　黒　褐　色　粘十プロ、ソク中吉1こ1∴　ロームブロック・焼十プロ・ソク少量

8　黒　褐　色　ロームブロック・焼上ブロック・炭化粒J’一・粘‖粒子少量

し）黒　　　色　焼1二ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロック少量

10　黒　褐　色　粘上プロ、ソク中量，ロームブロック・焼上プロ、ソク少量

Gノ　　ブ′1！　．’、！′ノ∴、告ノー二・て∴∴㍉五守′こ言・′㍑、ほ＿　二　・；／1′上し　∵∴予言′言：・‖跡ん′ノ・、．′ノブ　　ノ・l

り床）から確認されている．
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覆土　確認された覆土は，全て第158B号住居跡に帰属するものである。

遺物出土状況　土師器片10点（杯5，高台付椀1，嚢4）が竃火床部やピット覆土下層から出土している。2598

は竃焚口部，2601は竃火床部からそれぞれ出土している。2601は竃火床部より完形に近い状態で出土しており，

火熱を受けていないことから，本跡廃絶時に遺棄されたと考えられる。

所見　本跡は建て替え前の住居跡であり，建て替えに伴って竃を北壁から東壁へと移動している。時期は出土

土器が少ないため明確でないが，第158B号住居跡の年代から見て，ほぼ同時期の10世紀中葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第502図　第158A・B号住居跡，第158A号住居跡出土遺物実測図
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七　・、′　　　　、′′　′

番号種別極穫桓径i器高i底径i胎　土！色　調i焼成i 手法の特徴　恒朗潤い清　孝

25猶
土師器回 は車中2雲母0長石にぷ減普通細転へラ切湖へラ竃爛部ト％

錆鋸
舶十唇　巨尋報露索率志下

′　　　・′　　　′　′

・・　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′

′　　　　　　　　　　　－　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥

込んでいる

′　′　′　　　　　′　　　　　　　　　、　′、　　　　　　′、

傾して立ち上が／）ている

′　　　　　　　　　′　　′　　ノ　　　　　　　．一・

′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′　　′′

れている、．

′　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　′　′ノ

′　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′

締ま／〕た感じはない、また，柚道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる＿

竃土層解説

1黒　褐　色　しトームブt」∵′ク・焼上ブl－コ、ソケ・枯上ブLJツケ・炭化粒J’一少量

ご　黒　褐　色　U－∴ブU、ソケ・焼上ブt二J㌧′ケ・帖上プロ、ソケ少量

3　暗赤褐色　焼士プロッタ中量9　粘土粒子少量
l　吠姑出色　帖日章「客量．規I∵了、J・ノケ・・U－！、粒J一・′少量

1　黒　　　rl’L H－∴ブl「′ケ・焼lヅし「ノン・帖上ブし「′ケ・炭化粒「少量

（；黒　掲　邑　tトlムゾrJlリン・焼上ゾUソク・粘上ブし「ノケ′出－1：

7　黒　褐　色　しトームプロ、ソク・焼上ブl」、、！ク・枯上プロ、ソク・炭化粒J′・少量

8　黒　褐　色　ロームプロ、ソケ・焼上ブU、ソク少量

ピット　検出されていない

・・′　　　　　　　　　　　′　　′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

部流出が認められ，第吊、l摘判床である、

土層解説

1　黒　勘　色　しトl∴ブ主上ノク中量∴　焼上プロlノウ少量．炭化粒j’・少昌を

ご　黒　　　色lJ一一∴ブLJいノク′吊；∴　炭化粒J’・少量

：う　黒　褐　色　ロームプロ・ソク少量

－1黒　褐　色　粘上ブし「′ク中量，ロームブし「′ク・焼上プロ、ソクe甘化粒「少量

1　黒　掲　色　tlトー∴ブl二「′ク中量　焼上ブロック・帖上ブLJい・′クつ砂粒少量　炭化物微lll：

、　　　′　　　　　　　　　′　・′　　′＼ノ　　ー′　ノ　　′　　＿　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　‥　　　　　　　　ノ　′、

′、　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　′・′′　　′‘　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　′

．・．　　　　　　　　　　　　　　　二1′　　　　　　．　　　　　　　　　′′・イ′′　′ノ

′　　　　　　　　　　　　　　　　′，′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′：．

竃を北壁から東壁に移設し　商壁側を鋼だmほど拡張している芸と　確認された。時期は　出土土器の形状から

l（川二紀後葉と考えられる、

一一一ムつ持（一一一一1－lV一一



l

、、±∴三

第503図　第158B号住居跡出土遺物実測図

第158B号住居跡出土遺物観察表（第503図）

0　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿」

番号種　別器　種口　径券　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

2597 土師器 杯 ［12．2］4．1 6．0 石英 にぷい橙普通
体部回転へラ切り，体部内外

面ロクロナデ 中央部下層70％

2599 土師器 杯 ［12．2］3．3 6．4 雲母・長石にぷい橙普通
底部回転へラ切り，休部内外

南口クロナデ
中央部床面30％

2600 土師器
高台付

椀 15．2 （5．4）－
雲母・長石・

赤色粒子
にぷい橙普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け後，ナデ

薗火床面，

竃南側壁際70％

2602 土師器
高台付

椀 － （3．9）8．8
雲母・赤色

粒子 にぷい橙普通
底部回転へラ切り後，高台貼

り付け後，ナデ 竃北側下層20％

第160号住居跡（第504・505図）

位置　調査区北部のほぼ中央のG13il区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第156・220・223・225号住居跡，第420号土坑をそれぞれ掘り込み，第403・410号土坑にそれぞれ

掘り込まれている。

規模と形状　NT970rEを主軸とする長軸3・9m，短軸3．5mの長方形である。壁高は最も残りの良い南壁で

16cmほどであり，外傾しながら立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められており，壁溝は北壁から西壁の一部にかけて確認されている。

竃　2か所0竃1は東壁中央部の南寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで92cmほどである。袖部幅は

88cmで，壁外への掘り込みは64cmほどであり，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築され

ている。火床部は浅い皿状に掘りくぼめられ，火熱を受けて赤変硬化している。煙道の立ち上がる手前には，

砂岩が下部を埋め込まれて支脚として据えられており，火熱を受けて脆くなっている。また，煙道は火床面か

ら媛やかに外傾しながら立ち上がる。竃2は，竃1の北側である東壁中央部やや北寄りから検出されている。

壁外への掘り込みは56cmほどで，天井部や火床部は遺存していない。袖部は壁面にその痕跡が確認され，砂質

粘土で構築されている。また，煙道は外傾して緩やかに立ち上がっている。さらに，袖部が遣存していない竃

2は破棄された後，埋め戻されたことが想定され，竃2から竃1へ作り替えられたものである。
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寵1土層解説
1　暗　褐　色

2　暗赤褐色
3　暗赤褐色

4　暗赤褐色
5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量

ロームブロック・焼土ブロック中量

焼土ブロック中量，炭化物・粘土ブロック・ロー

ム粒子少量
焼土ブロック・粘土粒子中量，ロームブロック少量

灰多量，ロームブロック・焼土ブロック少量
ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土粒子少量

寵2土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土

粒子少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子少量

7　暗　褐　色　粘土ブロック多量，焼土ブロック中量

8　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土プ
ロツツク少量

9　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子・炭化

粒子少量

10　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ロームブロック少量

4　暗赤褐色　炭化粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子少量

5　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

6　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量

ピット1か所。Plの深さは8C皿ほどで，配置と形状から柱穴と考えられるが，対応するピットは検出され

ず，不明である。

覆土　4層からなり，ロームブロックや焼土を多く含み，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

ロ ームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量，粘土粒子微量

ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
ロームブロック・炭化物・焼土ブロック・粘土ブロック少量

焼土ブロック中量，炭化物・粘土ブロック少量

第504図　第160号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片396点（椀158，高台付椀14，小皿2，嚢222），須恵器片29点（杯13，嚢16），土製品

1点（支脚），鉄津5点（2点に着磁性があり），礫27点（22点に被熱痕あり）がほぼ全域から散在した状態で

出土している。2603は竃2北側の壁際下層，2604は中央部西壁寄りの床面から出土したものである。2605の嚢

は竃火床部およびその周辺より出土している破片11点が接合したものである。これらの遺物は，本跡廃絶時に

埋土と共に投棄されたものと考えられる。なお，須恵器片は破断面が摩滅しており，混入したものである。

所見　本跡は竃の作り替えを行っている住居跡であり，出土した小皿はいずれも口径が9cm未満で小形化して

いることから，時期は11世紀前半と考えられる。

ミニ＝ヒ＝ここ：ク
2604

0　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第505回　第160号住居跡出土遺物実測図

第160号住居跡出土遺物観察表（第505図）

0　　　　　　　　　10cm

L＿　；　　F

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

2603土師器
高台付

椀
［15．0］6．7［7．4］

雲母・長石・

赤色粒子
にぷい橙普通

体部内・外面へラ磨き，体部

下端回転へラ削り

竜北側壁際

下層
20％

2604土師器小皿8．61．55．5長石浅黄橙普通
底部回転糸切り，休部ロクロ

ナデ
中央部床面50％

2605土師器嚢29．0（24．3）－
雲母・長石・

石英
にぷい褐普通体部内・外面へラナデ

竃火床部，竃

前床面・下層
30％

2796土師器小皿［8．8］2．05．2
雲母・長石・石

英・赤色粒子
橙普通

底部回転糸切り，体部ロタロ

ナデ
北壁際下層25％

2797土師器
手捏土

器－（3．5）4．8長石・石英にぷい赤褐普通
休部は内攣気味に立ち上が

る，内面へラナデ
竃火床部30％

第164号住居跡（第506図）

位置　調査区北部のほぼ中央であるG13f4区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第166号住居跡を掘り込み，第253号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・2m，短軸2・6mで，N－1070－Eを主軸とする長方形である。壁高は20～24cmほどであり，

壁は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は南壁際と西壁際で確認されている。

竜　東壁の中央部から南寄りに付設され，規模は焚口部から煙道部まで92cm，袖部幅104cmである。壁外への
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掘り込みは60cmほどで，袖部は床面と同じ高さの地山面上にローム土混じりの砂質粘土を用いて構築されてい

る。火床部は皿状に掘りくぼめられて，火熟を受けて赤変硬化している。煙道は，火床部から外傾しながら立

ち上がっている。

竜土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　炭化粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量
3　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子中量，ロームブロック・粘土ブロック少量

4　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック少量
5　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

6　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量

ピット　7か所。主柱穴はPl～P37科目当し，深さは4～12cmを測り，北東部に想定される主柱穴は精査し

たが検出されていない。出入り口施設に伴うピットはP4が相当し，西壁際の竃と対時する位置にあり，深さ

は15cmである。壁構内から検出されたP5－P7は深さが5～17cmで，壁柱穴と考えられる。

覆土　3層からなり，ロームブロックや焼土を含み，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

2　黒　　　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

遣物出土状況　土師器片155点（杯42，高台付椀3，小皿2，嚢108），須恵器片18点（杯10，斐8），灰粕陶器

片1点（椀）が覆土下層を中心に出土しているが，いずれも細片である。灰粕陶器片は覆土中から出土してお

㊨I。1166、、フ

第506図　第164号住居跡実測図
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り，猿投産と考えられる。

所見　本跡からは，遺物が細片しか出土していないため時期の判断が困難であるが，出土土器の形状や重複関

係から，時期は10世紀後葉と考えられる。

第165号住居跡（第507図）

位置　調査区北部の中央であるG13h4区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第251・283号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　N－140－Eを主軸とする長軸2・3m，短軸2・2mの方形である。壁高は15cmほどであり，外傾し

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いた中央部がよく踏み固められている。壁溝は西壁際と南壁の一部で認められる。

竃　北壁のほぼ中央部やや東寄りに付設され，焚口部から煙道部まで68cm，袖部幅88C皿である。壁外への掘り

込みは50cmほどで，袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面と同

じ地山面をそのまま使用し，火熟を受けて赤変硬化している。煙道は，火床部から横やかに外傾しながら立ち

⑥　　押

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第507図　第165号住居跡・出土遺物実測図
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上がっている．、、

電土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　褐　　　色

・1　黒　褐　色

う　黒　褐　色

（i　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソケ・炭化粒J’・・粘上プロ、ソク少量

焼上プロ、ソク中量．粘上プロ、ソク・ローム粒√・炭化粒J’・少量

ロームプロ・ソク中量．焼上プロ、ソク少：‡葺：

ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・炭化粒j’・少：tl：

ロームブlJいノク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’・・粘＝位√少量

U一一ムブロック・焼上プロ、ソク・炭化粒j’－・粘上プロ、ソケ少量

ロームプロ、ソケ・焼上ブロック少量

ロームブローソク・焼上プロ、ソク・粘上プロ、ソク少量

ぽッ睦　且か所。P且は深さが翻cmで　配置と形状から主柱穴と考えられるがタ　対応するピットは検出されて

いない．、、

覆土　こ4層からなi主　ロームブロックや焼士を多量に含んだ人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック中量．焼＝粒子・炭化粒J’・少；II：

2　暗　褐　色　ロームプロ、ソク中量一　炭化粒J’一少量

こう　暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量

・－1暗赤褐色　焼上プロ、ソク多鼠　炭化粒J’一少量、ローム粒召数量

．4．、′ノ‾　　－　．／′　ノ、；ノ∴　′′、し1′　　∴′　′　′1′、j　　′！リ、∴＿　′、　上′、＼ノ∴　ノ∴、′′ノ、ノ　　∴　′」ノ　∴

鋸　銑淫　点　流動淫　着磁性なし）石器信夜　砥石　砥海　商　被熱痕あ鋸　礫凱蕪　被熟痕あ鋸　が

′　　・′　　、・　　、　：　′‥　－ノ　　ノご′、　′・．　　　　　ノ‘，′　　ノ、∴′．　　　′ノ　‾　　　　　　　∴

′・こく　∴　・′、∴．　　∴．・つ　′　　′、′＼′∵′．、吉ノ　言′＼ノj　　′J′ノ　、ノ′、′　　．．・′・、、・年’′　ノ∴‥　∴

る、、つ貞恵器の1別封紺ま破断Irlfが摩滅しておl主　混入したものである、、

．　－．∴　　　　ノソ∴三′′、／′、ノ　′・二、二．、r　う′′・ノ′　′二．、′　　　－：．．、′工　ゝ㍉㌧ら・′」ノ′∴ノ・、一　‥

∴′‘）、「′ノ・′待、ミハ′J　りノ／、′：．　′∴ニ　　ノこ′　1＼′　－　′、二．′′‥　′′．㌧－川一　一∴・り　∴、　′　　、て・′・＿′ノ・，

関わるl二人の増員を図った可能性が考えられる、、．

第蟻号住居跡出土遺物観察衷　第開園）

番号 種　 別 器 種 桓 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 井　 徴 出士位置 備　　 考

2606 土師器
高志付 恒

6．1 7 ．2 雲母 ・長石 にぷい褐 普通
底部回転糸切 り橡†高台貼 り

付け，ナデ
竃火床面 購％

2607 十師器
高姉

紅潮 8 識
霊母 ・赤色

粒子
にぷい橙 普通

底部回転へラ切 り後，高台貼
り付け，ナデ

中央部 上層 10％

2783 士師器

高 中 朝

し3．2†
雲母 ・赤色

粒子
にふい橙 普通 休部内外面ロクロナデ 電前床面

20％

P 2607と同

一個体ヵ

第帽考健贋静　第開園）

位置　調査区北部のほぼ中央であるG13f4区に位置し∴、円服部に立地している。、

重複関係　第16車月封乱　第185・256㌢士坊にそれぞれ掘り込まれている、＿一、．

規模と形状　北壁際の床面が露出した状態で検出されたため，北壁の立ち上がl）は確認できなかった、ご　第1＿6∠豊

星住居跡や第185号上坑に握り込まれて南壁の立ち上がりも確認できなかったが，黒褐色士の床面の広がりか

ら判断して．N－96〇－Eを主軸とする2．5111前後の方形または長方形と推定されるつ注の立ち上がりは西壁で

確認され，壁高は5cmほどであり，壁は外傾して緩やかに立ち上がる様子が甘辛認められた。

床　はぼ平川で，中央部がよく踏みI【lflめられているが，壁溝は認められない二・

竃　東壁のほぼ中央部に付設され，焚＝部から煙道部まで90cmで、壁外への掘り込みは70cmほどである。竃の
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上部がほとんど削平されているため，両袖部とも遺存していない。火床部は浅い皿上に掘りくぼめられて，火

熱を受けて赤変している様子が認められる。煙道は，火床部から外傾して緩やかに立ち上がっている。

竜土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
灰

黒

黒

灰

黒

暗

褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量

褐　色　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

褐　色　ローム粒子多量，焼土ブロック少量

ピット　検出されていない。

】

1

1／

A　／

＝　l
C l

一一一一一一一一

一‘一‾　＼

■一・一・．一一一－－．・．・－．

＿生43伽

2784　　2609　2610　2608

2609　　　　　　　　　／

第508回　第166号住居跡・出土遺物実測図
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′一　　　・一　ノ1．′．、、　一　′、ノい、ノン十一、ノ、′一今′′、‥　八つ・・、・、・J高

士層解説

l　黒　褐　色　U－ムブtJ、ソン・焼上プロ、リケ少蔓

、　　　′　、、　　、′　　、′　′・　（‥′＼こ　　∵∵′　　主。∵∵′、＼　∴　・二、　4

ノ、、　ノ　′　　　、　′′ノ・′　二、ノ　′’二、二　言了　∵天・′・二・、．　′　∴∴∴‘、　　　　、′：J　　ら　ノ　′

′　　　　　ノ′　′一　∴　′・′　′．′′′）′　ノ　ノ　　　　′′、′．、・／ニ　・∴、ノ　‾　′こ　‾てノ・ミー‾　て．、！．．′　ノ、、－ノ

′　　∴・　∴　′‥ノご　′・、、ハ　　′ニ′、・・′‾′。　′∴。　′一、－4了、∴、J「ノ、．′・く、・′言．、、′．、′∴。′．　ノ

ー　′＼′、　′　　　　ノ‘ノ′・　′　　′′　了　　　　′′、′　ノ　1　′ノー　′、了、、，‾・′了　、　′・。・′‘，

滅しており，混入したものである、、

ノ′、　′′　．　　　　・′　′ノ′・∴て　‥　・′二　1、‘′　．ノ、　　　1　ノー、　∴　‾・．・．　　′　　ノ、　′′．

、、－′l‘、′　、′、．′・′‘、、′′′′‾・一一一J一　㍉ノ′　′ト　∴　　　ニ　′　・‥，ノ‘！′　′′′　　　、　′　、・．∴一

味深い、、、

．・　　一　　．1　　　一ン∴三・、、′、　′．．′　′、、‥

番号 種別極 種 日　経 器　高底　径 胎　 可 色　 言年賦 手法の特徴 i出土位置i備　 考

2礪8
土師器巨

摘－．8 4．2 6。3
票 の長石0 にぷ噛褐普通豊 豊譜へラ削娠底部凱床面　 ㌶ 8

2腑9
土師器巨

13 3識 8
i普通底部竺 空 ㌧ …　 極豊 中 濫

2784
土略 巨

［14。5］ 逢せ3 5。7 長石
悪霊讐雷慧㌍ 晰 纏 欝 唇

2鋸臓 土師器極き竃 ［30。0］［34潮 ［45潮 長石0石英巨ぷい褐普通体部浦へラ削娠内面ナデ射線戦中巨％

′・圭∴t、二l∴　∴．′∴　‘′

・了・・・ノ＿′∴・待′ノ　′、ノ、、′レ言、．．、．′く　′・・　′∴　‥　′、．∴　　′′

重複関係　第　号方形竪穴遺構　第摘号住居跡をそれぞれ掘　込んでいる。

′：ノ　三、、＼、：品　　ノ′　　　′‾′′、1．、、、、上恒は1．、くノノ　′ノ・上立／　∫J工・′1こ、言と∴ワ）′　′・’－

して立ち上がっている∴

∴　　一　　　　　ノ　′‘・′　　．ノ′　．′．．′　　　′．　　　㌦、′・‘、′：′　一・’　′1ノ、∴．、　′′

ノ、・‥く′′ノ∴1－　．、　′∴、1′　　′ノ′、　？　ノ，・′’．・、、、：、・、　′、′．・、、（　：ン′　　ノ　ノ　‥－　′　′．′　　′、

、　ノ　　′ハ．′′　ノ、一、　・　′・く　ノ∴′．′　∴　ノ　′　′ノ．．′　′′　　′・、′　一、　・ノーち二ノノ′

／‘／．一′、　　‘・′．ノ！∴・　　　‥ノ∴・　′　′　′　　∴‘′′　一　　∴　ノ∴′、∴・・．′、　一　　＿　　′ノ∴－、

′一′′′ノ．∴＼　′　　ノ∴・予′∴、′ノ、亘、ノ　　′′．、パ　′．′トノ′・∴　∫・、＿∴、了ノ、′：′′′．′′′’一　′　一　一．－

がっている、＿、

竃土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’－少量

2　黒　裾　色　ロームプロ・ソク中量∴　焼上プロ、ソク・炭化粒J’－少量

3　暗赤褐色　粘土ブロック中量，ロームブロックき焼士ブロックの炭化粒子少量

・－1暗赤褐色　焼上プロ、ソク中量∴　ロームプロ・ソク少量

5　暗赤こ褐色　焼上プロ、ソク中量．ロームプロ、ソク少量

（う　暗赤褐色　ロームブU tソク・焼上ブU、ソク少量

：、　′！′　‘ノ　　　ノ．ノ・、一二／ノ、′・′ご∴、一、　‥　一言ノ′ノリ′〕′、二・・号．′′・．ノ・ら71．差．・；／′、・′、‾′1言

l一一一V－（う6こ′′′1－－



覆土　9層からなり，ロームブロックや焼土を多量に含んだ人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　ロームブロック中墓，焼土ブロック・炭化粒子少量

4　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

5　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量

7　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量

8　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物・粘土ブロック少量

9　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片453点（杯63，高台付椀6，嚢377，置き竃7），須恵器片25点（杯4，高台付杯1，

蓋2，襲18），灰粕陶器片1点（椀），鉄製品1点（紡錘車の軸部カ），礫5点（被熱痕あり）が覆土中層から

下層にかけて出土している。2612・2615・2616・2617は，竃火床部から出土し，2614は竃火床面と竃前の床面

から出土した破片6点が接合したものである。2617の砥石は火熱を受けて赤変しており，破砕した後，竃で支

脚として使用された可能性がある。また，2785の置き竃は，竃前の床面と竃火床部から出土した10点が接合し

たものである。なお，中央部床面から猿投産90号窯式と考えられる灰粕陶器細片が出土している。須恵器の供

膳具類は破断面が摩滅しており，混入したものである。

所見　時期は，出土土器の形状から10世紀中葉と考えられる。また，本跡の南15mほどの距離に位置する第166

号住居跡からも置き竃片が出土しており，同一の集落を構成していたことが想定される。

第509図　第169号住居跡実測図
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第510図　第169号住居跡出土遺物実測図

第169号住居跡出土遺物観察表（第510図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土位 置 備　　 考

26 11 土 師 器 杯 12．8 4 ．4 6 ．0
赤 色 粒 子 ・

雲 母
灰 黄 普 通

休 部 ロ ク ロ ナ デ ， 底 部 回転 へ

ラ切 り後 ナ デ

西 壁 際 ・中

央 部 床 面

9 0％

P L 22 8

26 12 土 師 器 杯 ［12．8］ 3 ．7 ［ 5．8］
黒 色 粒 子 ・

白 色 粒 子
に ぷ い 橙 普 通

体 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り， 底

部 回 転 糸 切 り
竃煙 道 部 20％

2 61 3 土 師 器 小 形 要 ［14 ．3］ 13 ．9 8 ．2
雲 母 ・赤 色

粒 子
に ぷ い 橙 普 通

体 部 外 面 へ ラ削 り， 口 縁 部 横

ナ デ

中央 部 下 層

・床 面
40％

－666－



番号　 種　別 器 種恒 径i器 高 底 径！胎　 土 i色　 調！焼成i 手 法 の 特 徴 出土位置 ！備　 考

26車 膵 婆恒 恒 i雲母・石英！にぷい橙i普通！体部痛へラナデ 霊志漂針 20％

2机5　士師器 婆恒 恒 齢 長石の船褐 普通榔 外輌げ 竃火床小 脇

2机6　二土師器
聾恒 巨 郎 唇 い橙！普通i体錮夕摘横げ 塩焼部ト％

278車 師器… 十 つ 鵬 剛 齢 長石p橙　 普通体部内外面横ナデ 豊富欝針 5％

－111－111

∴　：∴l　㍉、二∴　＿ノ

ー　，－／、ノく一‥　ソ；　′、、′、′リ．ら、：　ノく　：′　　　　ノ．部．′l′　　‾　∴

左÷‾‾　一、′．‘ト′　ご　・・・・′一・・′、′，　′・’ト′　　　∴　　J∵ノブ　　ノブ　′　・・′　　二・・二　、‥、一　・、．

、へ′’、　・．－′　′′∴　′∵・′　′∴、ノ∴　一、′′、．一．、′＼一　ノ　′、ご、・∴．j　′　′l′′．∴　　ノ、．－′∴∴．一′く／ノ、！．く㌧′

′‘　　′′、′－　′＿　ン′　′′・′・・ノー、′ノユ・′　r　′ノ‥　ノ‥∴、、　′’　　　　　　　　　　　′　－、ノ　′、、　′∴

′　　∴　　　　　　′・．′　　′・′、′′1／－ノ・、、′、′　′　言㌦・、・、、、・言′　　一　　　∴　　　工　′、∵、′

の良い部分で10enlほどであり，外傾しながら緩やかに立ち上がっている。．

！．　　　、一、・、′・∴　′　　ノ、′′、．、′・‘∴、′J．．ノ　、ノ：J　′．′　ふ′・十、′．言、∴、、、′1

＿　　∴　ソ〕　一、．・、－1－　′．く　一′　‘′′、　；1′‥　　∴、′′、（　、、、ノ了．　　ン　′ノノ・、　′、∴・・

∴　‾、　′、　′　一、．。，′′、、一二，　　：一　り　′ノ′）．　，　ろ　ノ、　′・∴′．′‥′・・ノ　　　　．、・、　ノノ、、‥・勺：．

＼：′′／い‾′　ら　二一、一工　′、・　ノ　ノソノ．一　　・写′∴∴　′－，す　、－∴′一ノー　「．′　′・一′、′一・一・′′十．∴　′′．

′∴　′ノノノ1′　　了∵　ノ　　′　　・／、′　十　′　り男′こ∴十一　㌧′．∴　　′′ノ　ノ∴ノ．、、∫∴．ハ′・、・′ノ・、一六一　・＼′′ノ′・

山繭をそのまま使用し汐　火熱を受けて赤愛している様子が認められる。煙道はタ　火床部から外傾しながら緩や

かに立ち上がっている．、．・，

竃土層解説

1＿　恒暗褐色　焼上ブロック・粘上ブロック・砂粒中量．炭化物・ローム粒J∴少量

2　極暗赤褐色　焼上プロ、ソク申星　粘上プロ、ソク・砂粒・炭化粒子少－iL　ローム粒自微量

：う　極暗赤褐色　焼上プロ、ソク多量．粘上プロ、ソク・砂粒・炭化粒j’一少量

・l　暗赤褐色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・炭化粒j’・少量

う　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上ブロック・炭化粒j’一少：‾11：

（i　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上フ’’ロ、ソク・炭化粒J’一・粘出自’一少量

7　暗　褐　色　ロームプロ・ソク申鼠　焼＝餃子・炭化粒j’一少量

8　暗赤褐色　焼上プロ、ソク小結　ロームブロック・炭化粒J’一少量

り　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量

1（）黒　褐　色　ローームプロ、ソク・焼上ブロック・炭化物少量

ピット　検出されていない。、

淫羞　　層からな勘　ロームブロックや焼士を含み声　不規則な堆積状況を嘉したÅ為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・炭化粒J‘一少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク・粘上プロ、ソク少量

二i　褐　　　色　ロームプロ、ソク中量．焼土粒J’・・炭化粒子少量

、ご＿ハを　一＿＿ノ1、㌧　・li！一ィ．　さ工．、‥一、一′．∴、′・バ、｝　ブ∴！J L売、ノ　′・上、、′㌧′二　言十日‾J4、く　プこ　く三　りこ

粕陶器片　虚　血）銑浮　点　者磁性あの　礫　点　目盛は砂岩で　砥面あ鋸　が覆土下層を中心に出土し

一一一一一一一6671－－1－



ている02620は，竃袖部の補強材として使用された土師器寛で，体部には粘土粒子や砂粒が付着し，火熱を受

けている0左袖部と火床面から出土した破片と接合していることから，右袖部以外にも竃の補強材として使用

されていた可能性がある。2618の杯は焼土塊や粘土，その他の土器片と共に出土しており，廃絶時に投棄され

たものと思われる。なお，猿投産黒笹90号窯式と考えられる灰粕陶器片が覆土中より出土している。須恵器の

供膳具類は破断面が摩滅しており，混入したものである。

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿」

第511図　第170号住居跡・出土遺物実測図
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所見　時期は，北壁の中央部に竃を有する住居形態と出土土器の形状から，9世紀後葉と考えられる。

第170号住居跡出土遺物観察表（第511図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

26 18 土 師 器 杯 12 ．6 3 ．4 8 雲 母 ・石 英 にぷ い 褐 普 通 底 部 回転 へ ラ切 り後 ， ナ デ 北 西 部 下 層
100 ％

P L 2 28

2 6 19 土 師 器 土不 ［13 ．6 ］ 3．8 7 ．8 雲 母 ・石 英 に ぷ い褐 普 通 底 部 回転 へ ラ切 り 覆 土 中 4 5％

2 62 0 土 師 器 整 ［2 1 ．6 ］ 29 ．0 ［8．2］
長 石 ・石 英 ・

赤 色 粒 子
にぷい赤禍 普 通 休 部 外 面 下 位 の ヘ ラ削 り

竃 火 床 面 ・

左 袖 部
3 0％

第171号住居跡（第512・513図）

位置　調査区北部の北端であるG13a6区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第192号住居跡を掘り込み，第173・191号住居と第173・179・219・261号土坑にそれぞれ掘り込ま

れている。

規模と形状　N－80－Eを主軸とする長軸3．5m，短軸3．2mの方形である。壁高は最も残りの良い部分で44

cmほどであり，ほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は東壁と北壁から西壁にかけて確認されている。

第512図　第171号住居跡実測図
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竜　北壁の中央部に付設され，焚口部から煙道部まで96C皿，袖部幅80cmである。壁外への掘り込みは64cmほど

で，天井部は第173号住居跡に掘り込まれているため遺存していない。土層断面図中の第2層が天井部の崩落

土に相当し，粘土粒子や砂粒を多く含んでいる。袖部は，床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築

され，右神都には補強材として土師器嚢が使用されていたと考えられる。火床部は床面の高さから15cmほど皿

状に掘りくぼめられ，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は，火床部から緩やかに外傾して立ち上がる。

奄土層解説

1　暗　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量

ピット　検出されていない。

貯蔵穴　　平面形は径70cm前後の不整円形を呈し，北東コーナー部の東壁際に位置している。深さは約25cmを

測り，底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土眉解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物・焼土粒子少量

覆土10層からなり，ロームブロックや焼土を含むブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
5　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量

6　暗赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量
7　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量

8　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量
9　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量

10　黒　　　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量

遺物出土状況　土師器片110点（杯7，高台付椀1，高杯2，嚢100），須恵器片25点（杯7，嚢18），灰粕陶器

片1点（椀）が竃およびその周辺から出土している。2621・2623は，ともに貯蔵穴覆土上層から出土したもの

で，2621の墨書は判読できない。2624は竃右袖部より出土している破片8点が接合したもので，被熟痕が認め

られる。2622は竃左袖部西側の床面からやや浮いた状態で出土しており，廃絶後に埋土と共に混入したものと

第513図　第171号住居跡出土遺物実測図
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考えられる．、、

所農　本跡は竃の右側に貯蔵穴を有した住屠跡で芦出土土器の形状から見て　時期は釧匪妃前葉と考えられる。

第膵号住居跡出土遺物観察表　第狙囲）

番号 種　 別 器　 種 口 径 極目 可 底 径 胎　 土 i色　 調 ！焼成 ！ 手 法 の 特 徴 出土位置 i 備　 考

262ま 士師器 林 「おお 砂粒　　　　 ∴ぷい黄橙　普通　内面へラ磨き 貯蔵穴上層 詔 面墨

2622 須恵器 林
削 車 可 … 普璃 砦芸悪霊禁吾㌫冒削りタ底

竃西側床面　 40％

2623 士師器 高台付
椀 「上6　　　信0　　　7．0 雲母 の赤色 にぶ減 橙 普通 雷豊浮警完孟讐謂 高地

粒子
貯蔵究上層 監 9

2624 士師器 聾
［2痛 （私 3）！ ！普通 体部内面へラげ 霊志豊富， 30％

－　ノ　ー　∴　∴　′∴く

l‾　　／、！‘－‘′ノ、′′ヘー′・′ノ′・ノ’．一　′く　・　一　’′・′．、　ノ　、、ら　　′′′．　　′′ノ　　　′、　　．

′、′一．′子・一′ノ　ノ　ー‾て′　′、、′ノノ　ーフ′、：イ　′′一、′　′‘′．：　′　′‘1・　′／∴．鋸　∴　′1′　′．ノ

跡　東壁に竃を有する住居跡を第膵号住居跡として調査を実施した。

、一；・、　／・′1′　′ハ・′′、・・、・モ　ノ、＼ソ、ノ　′一′．＿：．・‥　一′∴　′÷・′　ノ、∴、、、ノ1

・′、′ノト　＼、　　　′　　－　　′／、ノJ、l　′　一、、′∴　′　、ソノ‘ノノ．ニ、t′ノ／′′　・二．潮′：ノ　′　′′　′　′ノ　′′、

－′　∴‥、一、、′′一′・・ノ／′・、　′　′・・・ノ言言ン1ノン′一、∴J＋．∴㍉＼1、　ノ　′、∴」′′ノつ′・ノ′．′ノ

床　ほぼ平坦で　壁際を除いた中央部がよ　踏み固められている。

－　ノ∴1－ソノ　ー／∴　′　、′　′　ノつミ　衷J工か：・．′∫、∵∴、ミ　　′　十、？ミ（′、・∵′最上　∴ン、・′　ノ∴、′　‥、ノ′

・・、′∵・J′言J　く・一　㌦・′　　一　、′　ノ1′／号‥‥　　　㌧！、′・、　て′　、・′二′′　　／：j　＿・ノ′　　′　′．　　′

土師器琢　左裾部には土師器高畜相棒をそれぞれ補強材として砂質粘土を粘　柳ている。火床部は皿状に掘

りくぼめられ　炎熱を受けて赤愛している様子が認められる。煙道は　火床部から媛やかに外傾した後　急を

傾斜で立ちl二がっている＿、－、

竃土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク・粘上プロ、ソク・炭化粒J’・少量

ご　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’・・粘巨拉！・少量

：1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’一少量

・i　暗　赤　褐　色　焼上プロ、ソク射；∴　ロームブU・ソク・炭化粒J’1少量

5　にぷい黄褐色　ロームプロ、ソク中量、焼士プロ、ソク・炭化粒J’・少量

（i　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼十プロ、ソク・粘上ブロック少量

丁　にぷい黄出色　ロームブロック多量、焼l∵ブロック・炭化粒j’・少量

ピット　検出されていない。、

～1　　　亮′ノ／′、′　・ムノ」・ノン一㌔．リ　∴′一ノー、㌻／、・ノ．、・な∴「一い′、｝了一′　一′　ノ、ノ了　∴．j高

士層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・炭化粒J′一少量

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼「ブロック・粘I∵ブロック少：‡I：

：う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼1二プロ、ソク小結　粘土プロ、ソク・尉ヒ粒J′・少量二

′t　　、　　　′　′‘‥、一、．倒′′、′　　　　ノ　ノ，　上・′・．．、、　．　一′、　ニ

ノ′′、′－′く′′－′　′；ノノ　ア′′′　　　′‾一　　　　　ノ、、ら　ノ、′′・′　′∵・′・・く－・′／′∴　′：′′一・∴ハ∴さ　一　一

一・一1－－1671－－l－



り，体部には粘土粒子や砂粒が付着し，火熱を受けている。2627は竃火床部から出土しており，本跡廃絶時に

投棄されたものと考えられる。須恵器の供膳具類は破断面が摩滅しており，混入したものである。

所見　時期は，東壁に竃を有する住居跡であることや出土土器の形状から，10世紀中葉と考えられる。

また，東壁の中央部から南寄りに竃を付設する住居形態は，当該期集落の特徴のひとつである。

第514図　第172号住居跡・出土遺物実測図

第172号住居跡出土遺物観察表（第514図）

2m

呈＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

2625 土師器 杯 ［10．3］2．5 7．0 雲母 にぷい橙普通底部回転へラ切り後，ナデ寵右袖部 40％

2626 土師器
高台付

椀 13．0 5．8 6．8
雲母・赤色

粒子
にぷい橙普通

体部下端回転へラ削り，底部

回転へラ切り，高台貼り付け
竃左袖部80％

2627 土師器
高台付

椀
［14．0］6．3 7．6

雲母・赤色

粒子
にぷい橙普通

休部下端回転へラ削り，底部

回転へラ切り，高台貼り付け
奄火床部 45％
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！　二　　一　　一　∴∴－　、′′、ぐ

・＿－　．・－∴・・く・、′・ノ′・つ∴二：′、′・：．、∴　′ト′1′‥・・ノ　つl．、－ノ・′′LJ、、′こ

もふ′　∴　∴∴－；ソ∴㍉－　′　′＼六　　　一．、、∴　ノ・ンノ　′、‥　′　′　ノー‥、、：

・、∴、′一．三　　、－、、′　．　、＼　′　・、′二一　　・一、′、日、∴三　．．、ふ　　　　ハ′く′　′、′．．

1　′‥‾ご　｝　′一一∴　′　．⊥′、＿．、一、一　一　一．　7．、．、一　／、ユ

床　ほぼ平坦な貼床であ娠壁際を除　中央部がよ　踏み固められている。壁藩は　南壁際から酋壁際の一部

′∴′こ＼、、′－：、一1′、ご　ユノ　ノ＼：′、∴・－　L、　′、’．ソノ　‖∴一′。：ノ

ー∴・・　∴！：∴′ノ、ンノ′′：∴′、′l　二′十一∴ノー！＼・′く、∴再－、了′ノ＼一、‾、′：ノ∴甘　い十ノ、＼ノ言∴、∵、ノ：・ノ工．′′∵㍉・3－こ　′・ノ

層断面図中の第5層には焼士プロッタや粘土プロッタを多　含んでお娠竃樹が流出した　のと考えられる。

またタ北壁際に竃構築樹の…一部と考えられる粘土プロッタや焼土が散在していることから　北壁の東寄附こ砂

質粘上で構築されたものと推定される、、、

∴‾　　　ノ　！・．′1、′　　ノ・・ノ　′、ソ∴－′′、′、り　′、′′　′′′　ハ1′∴　一い′′言．

土層解説

1褐　　　色　LJ－ムブUツケ中量，焼出目∴尉ヒ粒J’一少量

2　暗　褐　色　U－ムブしトソケ・焼上プロい′ケ少量

3　黒　褐　色　ロームブロック中義，焼土ブロック少量

・l　黒　褐　色　ロームプロ、ソク中軋　焼上プロ・ソク・炭化粒J’・少量

う　極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・粘上プロ・ソク少量

‥　　．、．　．′′・‘・ノ　　∴ノ、・ン　　′、′　′l・・　；丁．・＼、・上′　ノ　′工　．′　　　‘′　′　　一．・：　′、

′－、′　　　　一一‘′∴－　’、．’、．C　・・′′′、′、悪、・＿一　　∴　ノ、バ　ノ、て一∵∴、つノ．一掬　　7．．生　、

ある。須恵器塚類は齢ずれ儲片で　破断面が摩滅しているため　混入した　のと考えられる。

、♪　　　・・！ノ　′ノ／′　：‥　与′、ィ．こ′了、．　＿子　　ノ′′．　′．ノ′’：。、′∵：‥ま∴　′：

世紀と摘世紀の一時期に取り入れられる当跡における住居形態の一類型である。

第那　図　第膵号住居跡実測図
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第516図　第173号住居跡出土遺物実測図

第173号住居跡出土遺物観察表（第516図）

＼＝＝＝＝」』

番号 種　 別 器　種 口　径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　 考

2628 須恵器 小瓶 － （2．2） ［6．2］ 砂粒 黄灰 普通
底部回転へラ切り，休部ロク

ロナデ
覆土中 5％

外面自然粕

2629 土師器 杯 （4．8） 長石 にぷい褐 普通 内面へラ磨き 覆土中 5％

漆付着

2798 土師器 椀 （4．8） 長石 にぷい褐 普通 内・外面へラ磨き 覆土中 10％

第174号住居跡（第517図）

位置　調査区北部の北側であるG13C4区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第187号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　N－1180－Eを主軸とする長軸3・4m，短軸3・2mのほぼ方形である。壁高は10cm前後であり，外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は確認されていない。

竜　東壁の南東コーナー部寄りに付設され，焚口部から煙道部まで65cm，神都幅76cm，壁外への掘り込みは20

cmほどである。天井部は崩落しており，土層断面図中の第4層が相当し，粘土粒子や砂粒を多く含んでいる。

袖部は床面と同じ高さの地山面上に，砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面の高さから10C皿ほど皿

状に掘りくぼめられ，火熟を受けて赤変硬化している。煙道は火床部から外傾した後，急な傾斜で立ち上がる。

埴土層解説

1暗　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

3　褐　　　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量

4　黒　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

5　黒　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

6　黒　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子少量

7　黒　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
8　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

9　暗赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量

ピット1か所。Plはほぼ中央部に位置し，深さが24cmほどであり，性格は判然としない。

覆土　4層からなり，ロームブロックや焼土を含んだブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子少量
4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量

遺物出土状況　土師器片138点（杯17，高台付椀5，賓116），須恵器片17点（杯11，聾6），礫3点（被熱痕あ

り），土製品1点（紡錘車），鉄製品1点（石突）が全域から散在した状態で出土している。2630は覆土中から
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の出土で，須恵器嚢片の底部を紡錘車に転用している。2631は，北壁寄りの床面から出土したものである。須

恵器杯片は破断面が摩滅しており，埋土と共に混入したものと考えられる。

所見　本跡はコーナー竃に近い形態を有した住居跡であり，時期は出土土器の形状から10世紀中葉と考えられ

る。

0　2矧

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第517図　第174号住居跡・出土遺物実測図

第174号住居跡出土遺物観察表（第517図）
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2630 0　　　　　　　　　10cm

ト　　；　　　己

番号 種　 別 器　 種 口　径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　 考

2799 土師器
高台付

椀 － （2．1） 7．2
雲母・赤色

粒子 橙 普通
底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，内面へラ磨き 中央部下層 20％
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番号 器　 種 最大径 厚　 さ 孔　 径 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

263 0 紡錘車 ［13 ．0］ 1．1 ［「両 （58 ．1） 須恵器 須恵器碧の底部 を転 用，ナデ調整痕あ り 覆土 中 25％

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

263 1 石 突 9 ．6 2．4 1．7 60 ．4 鉄 先端部は中実 で， 円錐 形状に尖る 中央 部北寄 り床面 80％

第175号住居跡（第518・519図）

位置　調査区北部のほぼ中央であるG13f3区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　西壁際が第249号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　N－110－Eを主軸とする長軸2．3m，短軸2．1mの方形である。壁高は最も残りの良い部分で14

cmほどであり，外傾しながら立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は確認されていない。

竜　北壁の中央部に付設され，規模は焚口部から煙道部まで88cm，袖部幅80cIn，壁外への掘り込みは52cmほど

である。土層断面図中の第2層が天井部の崩落土に相当し，粘土粒子や砂粒を多く含んでいる。袖部は床面と

同じ高さの地山面上に，砂質粘土を用いて構築されている。火床部は床面の高さから10cmほど皿状に掘りくぼ

められ，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は火床部から緩やかに外傾して立ち上がり，その煙道の立ち上

がりには支脚に転用した砥石が据えられている。

竜土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

2　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中呈，炭化粒子少量

3　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量

5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭下粒子少量

土43．4m

第518図　第175号住居跡実測図

6　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

7　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

8　赤　褐　色　焼土ブロック多量，炭化粒子少量
9　暗　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

10　黒　　　色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量

＿L436m

SK249　2　　　　　　　　　1　　　　　　　2

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」
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ピット　2か所o plは深さが21cmで柱穴と思われるが，規模や断面の形状から貯蔵穴の可能性も考えられる。

P2は深さが8C皿ほどで，竃と対時する南壁際に位置することから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　2層からなり，焼土や炭化物を含んだ堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子少量，炭化物・焼土粒子微量

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片241点（杯32，高台付椀1，嚢208），須恵器片14点（杯5，高台付杯1，嚢8），灰粕

陶器片1点（輪花皿），石製品1点（砥石）がほぼ全域に散在した状態で出土している。2634は中央部の覆土

下層から，2750は覆土中から出土しており，いずれも混入したものと考えられる。2634は東濃産光が丘1号窯

式の輪花皿と考えられ，2750は底部にへラ記号が施されている。2635は竃煙道部より出土しており，火熱を受

けていることから支脚に転用された可能性が考えられる。2632は竃火床面や南壁際などから出土した破片10点

が接合したものである。写633は廃絶時に投棄されたもので，東壁際床面から斜位の状態で出土しており，頚部
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第519図　第175号住居跡出土遺物実測図

－677－

0　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿」



外面には「r廿」と焼成前の箆書きが施されている、＿、

新風　出土土器の形状から　時期ほほ世紀中葉　考えられる。本跡からは　焼成前に箆書きされた須恵器聾片

がI廿l二しておi主　興味深い資料である、、．

‥　′リノ′一一　言　　　上一二年′．ノミ言　．．′、・∴く

番号 種　別 器　種 日　経 器　高 底 径！胎　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 ！備　 考

2632 士柚器 賓 「20．8」 紹　凍
橿 瀞

にぷい褐 普通 休部外面へラ削り，内面へラ
ナデ

慧志轟 10％

2633 須恵器 聾 「引．0〕し10．0→ にぷい黄橙 普通 目線部ロクロナデ
東壁際床面i品霊PL251

2634 吠・柚陶器 輪花皿 拍逢。4〕 （1．8）
！緻密

吠白 良好 休部ロクロナデ，紬は刷毛塗
り

軸 部下層纏

2750 須恵器 林 － 摘湖
納 車 石

貴族 普通 底部回転へラ切り後，高台貼
り付けナデ 楷十中

2800 士帥器 高台付
椀 － （3凍

8サ5 ！雲母
にぷい橙 普通 底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，内面へラ磨き

警雷側壁際i25％

番号 器 種 序 さ 幅　 目撃 可 重 量 材　質 廿　　　　　　　　 徴 出上位置 備　考

2635
支脚 巨 e6 酢窒 巨服‖ 3割 花崗岩 砥石を転用被熱痕あ娠砥画面膏ち面に研ぎ痕あり 竃煙道部 100％

第膵考健贋妙　第犯園）

位置　調査区北部の北笥つ）である（＿；1：jd3区に位置し，、円井部に立地している、－．

重複関係　第1＿70㌢肛居跡をj紺）込み，第231・223・2341235号口先にそれぞれ掘り込まれている。ナ

規模と形状　N－l－／140－Eを主軸とする長軸2．（う111，短軸2．2111の長方形と推定される，、、壁高は最も残りの良い

部分で‘ノ4eIuで，外傾して緩やかに立ち上がる様子が若1二確認できる程度であるし、、

床　ほぼ、上田で，壁際を除いた中央部がよく踏み囲められている、．声勘勘ま認められないし、．

電　北壁中央部が第223昌一土坑に据l）込まれているため，ほとんど遺存していない、フ　火床部の…・部だけが残存

し　その痕跡から北壁のほぼ中央に付設されていた　のと推定される。火床部は床面と同じ高さで　火熟を受

けて赤変しているこ、日矧断面の観察から，第3層のロームl二を主とする黒褐色士をノ畠紬こして，袖部を構築し

ていたと考えられる。「．

寵土層解説
1　暗赤褐色　焼上プロ、ソク中量．ロームプロ、ソク・炭化粒J’一少［11：
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼＿上プロ、ソク少量
3　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少吉．．i．1二

ピット　検出されていない、＿、．

覆土　3層からなり，ロームブロックや焼土を含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である、二、．

土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・炭化粒J’・少量

2　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼巨粒子‥粘上プロ、ソク少量

3　窯　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　出土していない。

所見　本跡は遣物が出土していないため時期の特定が困薙であるが，北東方向を主軸方向とする特捏な例であ

ることや重複関係などから見て，時朝日ま10世紀前半以降の、巨友時代と考えられる．、、
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第520図　第177号住居跡実測図
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第178号住居跡（第521・522図）

位置　調査区北部の北寄りのG13d6区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第245号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　N－40－Eを主軸とする長軸4・2m，短軸3・8mの長方形である。各壁とも壁高は40C皿ほどであ

り，やや外傾しながら立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は酉壁際と北壁際の一部，南壁際から東壁際にかけ

て確認されている。

竜　北壁のほぼ中央部に付設され，焚口部から煙道部まで95cm，袖部幅96cm，壁外への掘り込みは52cmほどで

ある0天井部は崩落しており，土層断面図中の第3～5層が相当し，粘土粒子や砂粒を多く含んでいる。袖部

は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築されており，火床部も床面と同じ高さの地山面をそのま

ま使用し，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。

電土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

2　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量

暗

黒

極

黒

褐　色　粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量

8　黒　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
9　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子中量

10　暗　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック少量

11暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
12　極暗褐色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

ピット　3か所o Pl・P2が主柱穴に相当し，いずれも深さは23cmである。P3は深さが26cmで，竃に対時

する南壁際に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，各層ともロームブロックや焼土を含んだブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。
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土層解説
窯

窯

極

極

極

黒

褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量

褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量

暗褐色　ロームブロック・焼土粒子少量

暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片1525点（杯405，高台付杯46，高台付皿7，整1067），須恵器291点（杯232，高台付杯

8，蓋4，高台付皿4，長頚瓶10，斐24，甑6，鉢3），鉄製品2点（鉄，鐙）が全域から散在した状態で出

土している。2637・2638は，竃火床部からの出土である。2642の高台付皿は中央部床面，同器種として2641が

第521図　第178号住居跡・出土遺物実測図
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第522図　第178号住居跡・出土遺物実測図

竃前中層から下層にかけて出土しており，体部外面に「万木」と墨書されている。2751には，「庄南」と墨書

されており，2640には「井刀」と箆書きされている。その他に墨書土器2点が出土している。2644の長頚瓶は，

中央部から東壁際にかけての覆土下層より出土した破片18点が接合したものである。2645と2646の鉄製品は，

西壁際の覆土下層と中央部西寄りの覆土中層よりそれぞれ出土している。これらの遺物の多くは，本跡廃絶時

に埋土と共に投棄されたものと考えられる。

所見　本跡からは，墨書土器や箆書きされた土器が計5点出土している。さらに，鉄や鐙金具と考えられる鉄

製品も出土していることから，有力者の存在をうかがうことができる。土師器高台付椀の出土量や供膳具に占

める須恵器の割合など，出土土器の形状から，時期は10世紀前葉と考えられる。また，本跡は他の住居跡と重

複しておらず，10世紀前葉の住居形態や土器の様相をうかがい知ることのできる良好な資料といえる。

第178号住居跡出土遺物観察表（第521・522図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

26 36 土 師 器 杯 13 ．2 4 ．4 7 ．2
雲 母 ・長 石 ・

石 英
にぷい黄橙 普 通

底 部 回転 へ ラ切 り， 体 部 ロ ク

ロ ナ デ

中 央 部 竃 寄

り下 層

8 0 ％ P L 2 28

内 面 煤 付 着
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番号　樽 叫 極 種恒 径極 高極読 胎　 士 i色　 調 焼成　 手法の特徴　　 出土位置　 備　 考
2絹 土師器　 中 痛 巨 車 3 誤 謡釦 ぶ減橙普通豊 転へラ切娠体部ロク臥 床部　 60％

那車 瞞　 中 車 中 5 雲母湖 にぷい黄車道細 覧言霊譜離 爛部購％
2絹 土師器　 舞　 鵬 巨 恒 i 頼 摘転へラ切 後 げ 南壁際中層 舶％

275 土師器 高釦 痛 は4おi 雲母の石英 にぶ♭、褐 普通恒 箸離 タロナデ瀾 へ竃覆土中 慈 善

封 讐車中司 言序 靡 石車黄褐回 豊禁㌫切瀾下端竃東側中層3㌢刀警
2752　須恵器　　 捧　　持3．0］　3。9　［688］長石　 灰　 普通鸞 詔 禁 完 撃娠体部覆土中　 豊 記 薗

甑 巨瀾 年 譜 当 脱‖ 烈日 紺 長右　　　　 橙

2642　土師器　高畠付 ［鵬　 304　 6・4 孟掌の赤色 橙　 普通窯誓≡‡漂 孟悪霊 摘 部床面 45％

2錮3
響 上 中 加 斗 可 誤 縮 ぶ噛褐普通漂 禦 げ 体部内8滴 霊 完 ナ ％

26逢4 須恵器　長頭瓶　亘．針　目上中　 1．0
霊雷の黒色 褐灰　 普通窯 霊 獣盈賢 鵠 里 曇警蓋羞 監 9

番可 器橙i長 さ 幅 i厚 さi重 畳i材 質i　 特　　　　 徴　　 恒朗潤 い清　 孝
邦舶　 み　 い摘 璧 ⊥ 空」 曇聖 」 旦⊥ 車重 を 車重 亡二 三 「「 「遠 蔽 司

5㌶
e車 中 eS　 鉄 腐 禁 漂 方乳 脚部糊 で 釘が2 匿 酋寄i

∴　ニ、　　　ノ

′－　　′　　　ノノ、′　　′′　′　、　ノ、‘・・　　　′一　′　い　一　　　　′、．

一．丁・　　ノ′　′ノ　　　ノノ　　　′、ノ′　、′′・′　一　　　　　　′　　、′／：

′　一　　　　　　　．‥　　　　′ノ　　　　　　　　′・　′　　′′．　　′　三一　　　　　　　′　・・　　、′　ノ

外傾しながら立ち上がっている＿、・、．

．：‘　　　　　　　′　　　ノ　　　∴　′、一：、′′′、J′ノ　ノノ、　ノJ　　′．′　　　．の　　　一　　間ィ、′．、・

て巡っているこ．

ソ′　　　　　　　‘、　　　　′　　　ノ　　　′′　ノ・、　　　ハ　、′′、　′・・・・・・　′′　ノ　′′ノ　　　′　′′′．′′

一　　　　　′　　　　　’　　　　　　　′　　　　　　　　′′．・　　　　　．’′　　　′　　　　　　ノ′′　ノ′　　　′∴　　′

ノ　　′・く　　　　　　　こ　　ノ　′　　　′　　　′、ノ　　ノ　′ノ∴　　　、′′、．、′　・　′′ノ　ー．′．ノ、　ノ

／′、つ′　・・一ノ′′・′　　　　　．′　一　　．　ノ、′ノ　′′∴　　′：・　　！′　‥　ノ　′．、∴

に立ち上がった後，急な傾斜で、‾とち上がっている。・．

電土層解説

1黒　褐　色　ローームプロ、ソク・焼上ブロック・炭化粒J’・少量

2　黒　褐　色　焼上プロ・ソク中量．ロームプロ、ソク・帖上プ

ロ、ソク少量

：う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク㍉情上プロ、ソ

ク・炭化粒J’・少量

Ll　極　暗　褐　色　焼上プロ、ソク・粘上プロ、ソク小結　ロームプ

ロ、ソク・炭化粒J’・少量

う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク少量

（ミ　黒　褐　色　ローームプロ・ソク小結焼上プロtソク・炭化粒J’・少lIi：

7　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク中量．炭化物・

帖上プロ・ソク少量

8　黒　褐　色　焼上プロ・ソク　出し　ロームプロ、ソク・枯上ブ

ロック・炭化粒子少量

と）暗　赤　褐　色　焼土プロ、ソク申鼠炭化粒jナー少量．ロームプロ、ソ

ク微量

10　にぷい赤褐色　粘上プロ、ソク多結　焼上プロ、ソク少量

11黒　褐　色　ロームプロ・ソク・炭化物少結　焼損打一微量

…当別建十一



ピット　5か所o Pl～P3・P5が主柱穴に相当し，深さは8cm～16cmである。P4は深さが12cmで，竃に対

時する南壁際に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。北西コーナー寄りに推測できる主柱

穴は，第172号土坑によって掘り込まれているため検出できなかった。

覆土　7層からなり，各層ともロームブロックや焼土を含みブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量

ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
焼土ブロック中量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

ロームブロック・焼土ブロック中呈，粘土ブロック・炭化粒子少量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

一　　　　二　　　　一

第523図　第179号住居跡・出土遺物実測図
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第524図　第179号住居跡出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片301点（杯149，高台付杯3，高台付皿2，嚢147），須恵器片116点（杯73，高台付杯

1，盤1，賓40，甑1），鉄製品3点（刀子2，紺1）が全域に散在した状態で出土している。2647は体部外

面に「八万八万家」，2649の底部には「万富」と墨書されており，判読不明のものも含めると5点となる。煙

道の立ち上がり部には，2648と2653が逆位で重ねられた状態で出土している。これらの土器は隙間を焼土化し

た粘土で埋められて固定され，休部外面には被熟痕が認められることから，支脚として使用されていたものと

考えられる。2657は東壁際床面，2658は中央部の覆土下層からそれぞれ出土しており，2659は東壁際の覆土下

層から出土している。これらの遺物の多くは，本跡が埋め戻される段階で投棄されたものと考えられる。な

お，2655の短頚壷は覆土中から，広口壷と思われる2772は竃前の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器の形状から9世紀中葉と考えられる。また，多くの墨書や箆書きされた土器とともに，

鉄紺などの鉄製品から鍛治関連施設の存在が想定できるなど，集落の様相を窺う上での好資料といえる。
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ノ　・′′ノ　　．　　　　　ノ′言′∴ノ、．，ニノ　、′　！

番号種別i器種恒径i器高i底径i胎　士！色　調i焼成i 手法の特徴 i出土位置i備　考

裾巨瞞「棒回狛‖mほ㌘㌣恒凋普通窯警冨警識語詔酋壁際下層窯曇惹

猟　土師器　均こ　独習　初　 の　雲母　 橙　 普通怨讐㌫軌体部下端塩焼薗　㌶9

邦魂土師器　捧　呈サ複　のS　 を雲母　 赤褐　 普通豊禁㌫切瀾下端竃嫡部　欒 錮

邦舗土師器　棒 は細 目や離　 農の赤色にぷ魔普通部ロタロナデ㈲ ラ磨覆土中 i 墨書

邦…師器　棒　 は凍繍芸露にぷ噛褐普通警晋詣漂漂完覆土中　蓋欝

邦車師器　塚i 巨お　純　 にぷ減車適打線部横げ　　 覆土単　品詔豊

棒tl吏豊上達聖中腋　序璃㌢料一一方向のへ竃崩司恵

2654須恵器　盤13の… 00　744長石な石英灰　 普通畿篭霧霊霊認諾謂酋寄5％

へラ削。
裾車隠器桓蟻巨拍車時！　 砂粒　 貴族　普通体部ロタロ整形瀾臓然粕極土中　恒％

265 須恵器　甑　 恒 恒 ．長石、へま石英貴族　普通纏梵語羞欝デも畿蒜這％

277 須恵器禁　 摘…摘長石　 灰　 普通貰窯蓋違憲給竃前下層　％

番可器種長さ！幅！厚さi重義i材質i　　 特　　　　　　 徴！出土位置i備　考

脚十滑 。日中　 や　巨花　 銑　刃先0茎屁欠損誹開力　　　　 東壁際床面i

馴十瀞 触扇巨2 恒．3 日も5　 鉄　 刃先を茎尻欠損南関あり　　　　 巨摘糾痢

！断面方形で瀾部の先端は蕨手洗に屈曲する学
2659　銑紺 釦・1　2つ　　†・J　肛5　　　鉄　　挟み部手前で吉め金具を介し，交叉させてい　束壁際卜層　PL283

る

．　ノ　　　　　　　　′ノ　　ノ　′

・ノ　′、′　　′　　　　　′・ノ・′：言’　∴　　′こ、　　　　　　　　　　　　　　　　　．

．、、．．・　　　　　　　′　　シ∴　てノー　　′　ノ、　′　　　　∴

、　　　、　　　　　一一　一十一・′てノ　　　、．：　′．！、　　り∴∴　　　．・、　　　′　・

向に開き気味に立ち上がっている、1

．　　、　　　　′′　　ノ∴左　目リ・　　　′　．：　一　′∴．′　′，

／　′、・′　　　′　　　∴　′′　二ぐ　一′　　ノ′　　′一．′′　　　ノ　：　・′　′　♪、　・′′・ノ　　′　／ノ　，′．

・．′　　′　　　′　　　　　k　ノ・‾丁∴　　　　　　く　′′．・．－　／∵ノ、ノー　′′．′ニー　ノ′′・　‥，’・′　′　ろく　ノ

′　　　′′　　　　ノ　′　　　．　ノノ′・　　　‘′′一‘　′一・　．1言十ノ∴　　∴　′　′　∴　′、．．、

′　′　′′、ノ′　　　′　ノ′　ノーノ　、′　ノ′．　ら・　　　′∴言言からふな′言、　ノ　子′∴　∴

電土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ノン・焼上プロ・ソク・粘上プロ・ソク・炭化粒J’・少量

2　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ・、・′ク・炭化粒J’一少量

．llllつう85ll一一一1



3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量

5　極暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

6　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

7　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

8　暗赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

ピット　2か所。Pl・P2は補助的な柱穴の可能性があるが，性格は不明である。

覆土　8層からなり，ロームブロックや焼土を含むブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

第525図　第180号住居潮；・出土遺物実測図
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土層解説
1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

・1　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　褐　　　色

ア　暗　褐　色

8　黒　褐　色

ロームブロック中量．焼上ブロック・炭化粒J’・少量

ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・粘上プロ、ソク・炭化粒J’・少量

ロームプロ・ソク・粘上プロ・ソク・焼日も打一・歳化粒J’・少量

焼上プロ、ソク中昌妻呈∴　ロームブロック・炭化粒J’・少量

焼上プロ、ソクl恒星∴　ロームプロ・ソク・炭化粒J’・少；圭l二

ロームプロ、ソク中村∴　焼上プロ、ソケ・炭化粒J’一少量

ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソケ・炭化物少量

ロームプロ、ソク‥地上プロ・ソク・粘上プロ、ソク・炭化粒J’・少量

二；’互　Iノら　・：ノ二′1ト、∴言、年　　′子ノ●小′　′、－・ノ　ノ　上‥！′　、ふ′′　芸子　　′：）∴　′′ノ

岩　蔵敷痕あ鋸　灰粕陶器片　点　椀　が覆土下層を中心に出土している。器寝は　南西部の床面や覆土下

層から出土した破片9点が接合したものである。なおタ2猶の灰粕陶器の椀は猿投産窯笹摘号窯式と考えられ

るが汐　埋まと薬に混入したものである。須恵器捧尉ま破断感が摩滅してお娠　混入した　のである。

一′　・／′　　一十／ノー、！7ノ、′、′：三∴ノー＼ミ、：－∴′　ノ．、．LJ‖十言∵・∴有、・ン）ら、！一方′）・，′了」、ま′・・ミ了工、

考えられる、

第摘号佳屠捗出土遺物観察豪　第霊園）

番号 種 別 極 種 日　経 器 高座 径 胎　 可 色　 調 焼成 手　法　の ・特　徴 出土位置 ！備　 考

26樟 白信0〕
可 m 志望の赤色！にぷい黄橙

普通
底部回転へラ切り後，高台貼
り付け P l覆士中　20％

266ユ
土師小 皿

［8．6］
中 602〕 赤色粒子 iにぷい橙

普通 底部回転糸切り，休部内外面
ロクロナデ

電手前下層　宥％

2662
土摘 巨

〔23．8二
可 つ 長石0石英i灰黄褐

普通 休部外面へラ磨き，内面へラ
ナデ

南西部床面　卸％体部外

・将士下層　面に煤付着

2663 尿柚陶器　　 椀 ぐ1．声　　 7．6 緻密　 等鵠 這 良好
休部下端回転へラ削り．底部
回転へラ切り後，高台貼り付
け，柚は刷t塗り

竃前下層　 憲霊産

′　六十∵　　＿　言∴う、王．く；

位置　調査区北部のG臓朗区に位置し　平坦部に立地している。

・ノ∴、‾空1・．、ノ㌧ノ、二　年∴．′∴　り八　第リ′′昌′　ノ∴′言、ノ＼∫‾∴∴　′二′

規模藍形状　掘　込みが浅いため壁の立ち上が　は明確ではないがラ長軸は約4．2mタ短軸は約2。8mが確認さ

ノー∴∴‾、多言．・′・・う工、＼！∴l　一ノーノ古事．－／ノ′：J上ノ．言レ一．昌　一J．JLら

∴・ノ′、　ノニー完、・∴ノ′′、ノノ′J小　ノ、／、声．、ノノ、、′ノ言．′＼∵ノ二‥　一言．・．、・‥ノー　′J一、　7日1ノ了

れただけである。、

－　ノ．－・ソノ　′㍉二　′、、ノつ、∴　′ゾ∴二′ニ′∴、－　′1′ノ，、、∴－’∴‾、工、′、、手　∴l言′′・∴∴・、一・シ、′、／ノ、．′　′、

パ′∴：胸、′′ノら　ノ∴′、∴バーノ、つ′、・′．‖∵二・∴．昌・二ノ．．く！＝・′言、リ：？く、′了′一、、′：、．

電土層解説

1黒　褐　色　粘土プロ、ソク少量．ローム粒f一・焼工プロ、ソク微量

2　黒　　　色　焼士プロ、ソク・砂質粘上ブロック少量

3　灰　褐　色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量

∴l　黒　　　色　焼上プロ・ソク・粘上プロ・ソク少量

5　暗赤褐色　ローム粒川一量．焼「プロ、ソク・粘上プロ、ソク少量

6　にぷい褐色　灰多量夕　焼土ブロック少量

7

8

9

10

は

12

窯

褐

黒

檀

黒

暗

褐　色　ローム粒子・焼上粒子少量

色　ローム粒子一多量

褐　色　ロームプロ、ソク・焼巨障子ー・粘上プロ、ソク少量

暗褐色　焼上プロ、ソクl帖‡∴ロームプロ・ソク・炭化粒J’一少量

褐　色　ロームプロ・ソク・焼上ブロック・炭化粒J′・少：王i：

褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック少量言封ヒ粒自微量
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第526図　第183号住居跡・出土遺物実測図
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ン　　　　‥′　　　一ノ・、、二ノ　∴‾　　　ノ、ノ′、′′、ノ　′、　　　一、一　　；′′′．ノ　／、；．．ノ′∴∴）′　，：．．

は不明である、1・

‘．‾　ニ　　ノ　ー、㌻、．－′し、′！′、：ノ′・∴、、∴、／‘、ノ、J十ら

土層解説

l　黒　　　色　U－ムブU・ソケ・炭化粒J’一少量

ご　黒　褐　色　ロームプロ・ソク少量，地上プロ、リク・尉ヒ物微量（貼困

∴〃一・・、′　l　　－・与′ノ、　′　胴　ノ′．・′　・、′　∴　　＿′：ノ　二，、．．、′　・　′・′　ニ　　′、

へ∴立．十′　〉’、、・′モ′Lj　告、∴・＿′、ニ　　′．十ノー、‥言′・工J．・ノ了∴／、ノ．．（．、ノ1．ノ・：声　、・ノ、一し二、．＿ノ、

いる0詔は北西部の覆土軌絹は竃内の覆土中層浮詔は竃前の覆土下層学閥は覆土中学閥は竃手前の覆

土上層学　閥は北部の床面からそれぞれ出土している。

新風　遺物の太半が穫土中から検出された　のであるが遺構の形態と出土した土師器の形状から　時期は言臓

世紀l巨葉と推定される、、．

′、－；′．　1．　　　ら∴′！、、　二．／、′

鵬十陸別極 種口　径器可底径恒合　意 色　　調焼成i 手法の特徴 i出土位置i備　考

年 瀾 檀
［13諸十

可 舶廃磨
橙

普通i内面へラ磨き　　 磨料序

75車師可 可
！†1．1∴

407巨 唇読
にぷい黄橙

普通匪悔糸切働 タロ竃輌層摘％

ァ5車師器高志付
［11も8］

4中 42唇
黒 普通畿転へラ切後高油竃前床面i50％

番号券種極 可　幅 摩㍉怪 還 材　質i　 特　　　　　　 徴
出十位置 備　　考

7飢 縮 「厘可舶 2er 恒周 凝灰岩i砥離乳その他は破断蘭
将士申

762 縮 「加可輌 4せ8 日8胴） 砂岩　　砥海　面　その他は破断面 電前十層

番号 器　楯 長 さ巨編 ！厚 さ極 量！材　 質 ！　 特　　　　　 徴　 ！出土位置i備　 考

763 釘 待e郎いせ中　 も　恒 あ扇　 鉄　 頭部欠損 断面方形　　　　　 極部床面 i

．了　　．　　　′言′′　く

一　　一／、ハ　　　′！ノ　　　∴ニ′、　∴・・く′　′　　　　　′．　′　　　　ノ、′　′、、

ノハ‘　　′‥　　・′一・　　　　　　′　、，′　　　　．′　、′　　　∴

・ニ′．・　＼－　∴　　′－′・：’、‾　＼、∴　．、　　－　　′．ヾ・∴　′′′　′　∵′　∵′　言．、し一　′：

されたため，壁の立ち上がりは確認できなかった。

∴　′－　　；′′、′・！′　′′　ノ・’－′′′　′、・こ　′ノ　）′、．・／．・′‾　ら　’l　ノ・′　∴、∴′　ノ　′′ノ′、一　‥．、．′

全周していたものと推定される、＿－，

ノ‥ノノ／、、　′　・′　　’ノ了7、　‥ニ　！．∴、ノノ、／　′　ノ　‥′′一　ノ　′　ノ∴、′十′′　ノ′一′　′　′．

、t；j′：′、．二′、！ノノ、・′・　′　′　ノ′′∴．′了　ノ　∴　ノ　ノソ．・　′言　　′．一　′∴　′．′　′J　ノ′′・工．′・

・一　∴　ノ′∴lノ　′・・一　ノノーニ　ー‘ご′　　＿一　一、′　ノ、′！しノ・′′一∵∵‾　′ノ、′乞．∴　′　、　∴

電土層解説

1暗　褐　色　ローム粒j’・申結　焼上プロ・ソク少量言封じ粒J’1・砂粒微量

2　暗　陽　色　焼「プロ・ソケ・枯‖1．イ・砂粒中量∴　炭化粒j’一少量

：う　暗赤褐色　焼上プロ・ソク・炭化粒J’－・砂粒中量．ローム粒J’・・粘日日・少：ll：

－1暗赤褐色　紗粒多品　焼上ブロック・尉ヒ粒J’一・粘悌t千小結　ローム粒J’－少量

－689－



ピット　検出されていない。

覆土　検出されていない。

遺物出土状況　土師器片135点（杯14，高台付杯5，嚢116），須恵器片17点（杯11，嚢6），礫3点（被熟痕あ

り）が主に竃内部および東壁際から出土している。2790は竃火床面から出土しており，火熟を受けて焼土が付

着し，器壁が剥落している部分が多いことから支脚として使用されたと考えられる。2795は東壁際床面より出

土している。

所見　遺物が細片しか出土していないため時期の判断が困難であるが，出土土器の形状から8世紀前葉前後と

考えられる。また，本跡は竪穴部に主柱穴をもたず，長軸が短軸の1．5倍もある特異な形状を里しているが，

拡張した痕跡は認められず，当初から横長を想定して構築されたと考えられる。この横長の住居形態から何ら

かの工房跡と想定されるが，それを裏づける施設や遺物は検出されていない。

第527図　第184号住居跡・出土遺物実測図

第184号住居跡出土遺物観察表（第527図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

27 90 土 師 器 小 形 要 ［14 ．2］ （6．5） －
雲 母 ・長石 ・

石 英
に ぷ い 褐 普 通 体 部 内 外 面 へ ラ磨 き 竃 火 床 面 5 ％

2 7 95 須 恵 器 杯 － （1．8） 6 ．8 砂 粒 灰 普 通
底 部 多 方 向 の ヘ ラ削 り， 休 部

下端 手 持 ち へ ラ削 り
東 壁 際 床 面 5 ％

第185号住居跡（第528図）

位置　調査区北部北寄りのG13b2区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第184・187号住居跡をそれぞれ掘り込んでいる。
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規模と形状　N－110－Wを主軸とする長軸約3・2m，短軸約2・8mの長方形である。壁高は10cm～19cmほどで，

やや外傾しながら立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，竃前から中央部にかけて硬化面が認められる。壁溝は認められない。

竜　北壁のほぼ中央に付設され，焚口部から煙道部まで76C叫袖部幅80cm，壁外への掘り込みは44cmほどであ

る。天井部は崩落しており，土層断面図中の第1・2・9層が相当し，粘土粒子や砂粒を多量に含んでいる。

付近の床面には竃構築材の流出が見られる。袖部は床面と同じ高さの地山面上に砂質粘土を用いて構築されて

おり，火床部は浅い皿状に掘りくぼめられ，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は，火床部から媛やかに傾

斜した後，急な傾斜で立ち上がっている。

範士層解説

1黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土ブロック微量

2　褐　　　色　粘土粒子多量，焼土ブロック微量
3　暗赤褐色　焼土ブロック多量

4　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
5　極暗褐色　壌土ブロック少量

6　黒　褐　色　焼土ブロック少量

7　黒　褐　色　壌土ブロック中量，炭化物少量
8　赤　褐　色　焼土ブロック中量

9　灰　褐　色　粘土ブロック多量，焼土ブロック・砂粒少量
10　黒　褐　色　焼土ブロック少量

11黒　褐　色　焼土ブロック少量
12　暗赤褐色　焼土粒子多量

ピット　検出されていない。

覆土　4層からなり，ロームブロックや焼土を含んだ不規則な堆積状況を示した人為堆積である。
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第528図　第185号住居跡・出土遺物実測図
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土層解説

暗　褐　色　焼土プロッタの炭化物少還　ロームプロッタ微巌

ご　黒　田　色　し1－－！、r‾7’、l‾「ノン・尉ヒ粒J’・少量．旭日！イ微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

・1暗　褐　色　枯「ブU、ソク・炭化粒J’一少結　焼上プロ、ソク・ローム粒自微量
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／：、ユノ∴　（′、、）、　∴・‥！ニ′　′一二、‥．ふ′了　－　′′、∴ら　　ヶノ′、＼′・∴　　、・、、・、ノ′、、′　一台．こ・′′ノ′
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′ノ　ー．　′、　′　－・′　　　　　　．、’　　　　′　　′　　・′　　′了　‘ノ＼′、、′′ノ　′　′　　　′　．

′　　‘．・　　　　　　　　　　　　　′　　ノ．　　　　　　　　　　・1ノ　　　′′　　‥′′　′　′　　′　　　　　　　　′′・二

′　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　ノ、　　　　　　　　　′′、′　　　　　　　　∴　　　・・

′　　　　′　、　　、・　　　′′　′　′ノ　　・　　　ノノ・′　ノ　′　　　′・′　、／・・’　t　　ハ　．′　　ノ　　、′

かに傾斜した後，外傾しながら立ち上がっている．、．

竃土層解説

1　窯　褐

2

3

4

5

6

7

窯

暗

黒

窯

褐

暗

褐

褐

褐

褐

赤褐
8　暗　褐

9　窯　場

摘　褐

色

色

色

色

色

色

色

色

色

邑

ローム粒J′l・焼巨位！・・炭化粒J’一・粘目白′・少量

ロームブロック・焼上プロ、ソク少量

ローム粒子多義
ローームプロ、ソク

焼上プロ∵ノク・

ローームゾtJ　∴／ク

触上プロ、ソク・

ロームプロ、ソク

ローl－ムプロ、ソ　ケ

・焼上プロ、ソク・炭化粒子少量

ローム粒j′一・歳化粒J’・・粘‖位「少量

・焼上プロ、、ノク・炭化粒J’・少量

砧上プロ、ソク多量．ローーム粒J’・少量

・焼上プロ、、′ク・炭化粒r・甘「巨粒！・少量

の焼士ブロック少靂

焼上ブU、ソク申：古　ローム粒j’一少量

ピット　検出されていない、

覆土　覆十が」描自二浅く，部分的に検出にされた二

′　′．　　′　　　　　　　′　ヽ　　　′　　‥　′　　　　　　ノノ　′一

覆回Iから川上したものである、

ノ　　　　、　　　　　　ノ　　　　　　ノ　′′　三　．・・・′　′　′′．′　．ニ　　′ノ．∴　　′．　　．

期は1（用事妃後葉と考えられる
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第529回　第186号住居跡・出土遺物実測図

第186号住居跡出土遺物観察表（第529図）

7

－∠感二ゝ一一
6　　5
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番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

2755 不明 （6．1） 3．3 0．3 （14．4） 鉄 鎌の刃部破片カ，刃部は若干轡曲する 覆土中

第191号住居跡（第530・531図）

位置　調査区北部の北寄りであるG13a6区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第171・192号住居跡と第173・261号土坑をそれぞれ掘り込み，第219・468・469号土坑にそれぞれ

掘り込まれている。

規模と形状　N－10－Wを主軸とする長軸3・2m，短軸2・8mの長方形である。壁高は最も残りの良い部分で

36cmほどであり，ほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められている。壁溝は東壁から西壁にかけて周回しているのが確認

された。

竃　北壁の中央部からやや東寄りに付設され，焚口部から煙道部まで88cm，袖部幅96cmである。壁外への掘り

込みは48cmほどで，天井部は崩落しているため遺存していない。土層断面図中の第2層が天井部の崩落土に相

当し，粘土粒子や砂粒を多く含んでいる。袖部は床面と同じ高さの地山面上に，砂質粘土を用いて構築されて

いる。火床部は浅い皿状に掘りくぼめられ，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は，火床部から緩やかに外

傾して立ち上がっている。

寵土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック少量

4　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック少量

5　黒　　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物・粘土ブロック少量

6　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
7　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量

8　極暗褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土粒子少量

9　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック中量，焼土ブロック少量

10　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

11黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

12　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量
13　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

ピット　検出されていない。

覆土　6層からなり，ロームブロックや焼土を含んだブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。
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土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

ロームブロック中量，焼土ブロック少量

ロームブロック・焼土ブロック少量

ロームブロック中量，焼土ブロック少量

ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片851点（杯237，高台付椀12，小皿2，三足鍋カ1，棄599），須恵器片64点（杯27，盤

1，鉢1，嚢29，甑6）がほぼ全域から散在した状態で出土している。2672は竃火床面からまとまって出土し

た破片11点が接合したもので，特に火熱を受けて内面の剥落が著しいことから，竃内で支脚として使用されて

いたものと考えられる。中央部下層から出土している2673の底部には，菊花状の工具痕が認められる。2674も

竃火床面からまとまって出土しているが，火熱は受けていないため本跡廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

2794は竃手前の床面と竃火床部，覆土中から出土の破片6点が接合したものである。2675は中央部覆土上層か

ら出土しており，廃絶後に投棄されたものである。

所見　出土した小皿は，口径・器高ともに大きく初現的な小皿の様相を呈しており，時期は10世紀中葉と考え

られる。また，2794は被熱痕が認められることから竃で使用されていた須恵器の把手付甑と考えられ，当遺跡

において出土量の少ない券種の一つである。

第530図　第191号住居跡実測図
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第531図第191号住居跡出土遺物実測図

第191号住居跡出土遺物観察表（第531図）

諏
2794

一（あ汐
2671

10Crn

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

2671土師器杯 （1．8）
雲母・赤色

粒子
明赤褐普通体部外南口クロナデ覆土中

5％

外面墨書

「ロ」

2672土師器
高台付
15．2（6．4）－雲母窯褐

二次底部回転へラ切り後，高台貼り南西コーナ80％
椀 焼成付け，体部下端回転へラ削り一部下層PL230

2673土師器
高台付

椀
13．65．66．4

雲母・長石・

石英
にぷい黄褐普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，底部菊花状の工具痕竃東側下層
65％

PL230

2674土師器小皿11．06，42．5赤色粒子にぷい橙普通
底部回転糸切り，休部ロタロ

ナデ
中央部床面

65％

PL230

2675土師器
三足

鍋カ－
（7諸）－長石・石英にぷい褐

二次

焼成

足部へラ削り後へラナデ，外

面に剥落面あり

北西コーナ

ー部床面
5％

2794須恵器甑－（11．3）－
雲母・長石・

石英
明赤褐普通

体部内・外面ロクロナデ，把

手部へラナデ
竃左袖部5％

第199号住居跡（第532図）

位置　調査区北部の北寄りであるF13j2区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　ほぼ全域が後世の撹乱を受けており，第5号溝跡との重複関係は不明である。

規模と形状　N－120－Eを主軸とする長軸3．3m，短軸3．0mのほぼ方形である。壁は南壁から南西コーナー

部にかけてその立ち上がりが認められ，最も残りの良い部分で36cmほどであり，ほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。壁溝は南東コーナー部を除いて周回しているのが確認さ

れた。

竃　撹乱のため遺存しておらず，わずかに竃火床面が確認できるだけである。火床部の痕跡から，北壁のほぼ

中央部に付設されていたものと推定できる。規模や壁外への掘り込みは不明である。火床部は浅い皿状に掘り

くぼめられており，火熱を受けて赤変硬化している。
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ピット　3か所。Pl～P3の深さは10～24cmである。また，検出された位置や形状からいずれも主柱穴とは

考えられない。なお，竃と対時する南壁際には，半円形状のくぼみがあり，出入り口に伴う施設の存在が想定

されるが，詳細は不明である。

覆土　検出されていない。

遺物出土状況　土師器片123点（杯4，嚢119），須恵器片22点（杯17，盤1，蓋1，要3）がほぼ全域から散

在した状態で出土している。2676は南壁際下層から出土している。

所見　本跡はほぼ全域が撹乱を受けており時期の特定が難しいが，出土した土器の形状から，9世紀前葉と考

えられる。

第532回　第199号住居跡・出土遺物実測図

第199号住居跡出土遺物観察表（第532図）
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

2676 須恵器 盤 ［13．2］3．8 雲母・長石にぷい橙普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，休部下端回転へラ削

り

南壁際下層20％
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火熟を受けて赤変しているが　焼け締まった感じはない。煙道は火床部から緩やかに外傾した後　急な傾斜で

立ち上がっている、一

電土層解説

1　黒　褐　色　焼「プロ、ソク・炭化物中量．ロームブロック少量

2　暗　褐　色　焼上プロ、ソク・炭化物・粘目白’一中量

二l　極暗褐色　炭化物小結焼上プロ、ソク少量．ロームプロ、ソク微量

・l　黒　褐　色

5　窯　褐　色

（う　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

川　暗赤褐色

炭化物中量資　焼土ブロックぁローム粒子少量，粘土粒子微量

ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量，炭化物微量

炭化物・焼「粒つ’・少量．ローム粒自微量

焼士プロ、ソク・ローム粒J’一少量

焼上ブロック少量

ロームブLJ㌧′ク・焼上ブU・ソク少量．粘上ブLJ、ソク微量

焼上プロ、ソク中量

11黒　　　色　ロームプロ、ソク微［li：

12　黒　褐　色　焼上ブロック・粘‖粒子少量．ローム粒j’・・炭化粒自微量

は　暗赤褐色　焼上プロ、ソク中量．炭化物・ローム粒r∴精工粒J’一・砂粒少量

ピット　検出されていない。、

尊堂　　層からな娠　ロームブロックや焼士を含んだ不規則な堆積状況を嘉したÅ為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ノク中量，焼上プロ、ソク・炭化物少量

？　黒　　　色　ロームプロ、ソク小結　焼上プロ、ソク少量．炭化物微量

：j　黒　褐　色　ロームプロ、ソク小結　粘上プロ、ソク少量，焼上ブロック微量

・l　黒　褐　色　ロームブロック・粘上プロ、ソク少量．焼上プロ・ソク微量

う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量∴　炭化物・焼日量r微量

（i　黒　褐　色　ローム粒J’一中量

へ　ヰ　　・・　　－　′′　ノ｝′′　一・ノ　．′′′　一′　　工、、　三ノ　ノ．・一．一1、，　′。　．八′　∴ノ′　．　ン

㍉．・′了＼一．∴　ノ’－、　′　‥　－し、‾　　　、‾　ノ′．）′　し購、ノ、′′′、∴、′ノ∵′男読点二王「よ　∴．／′′二完ノ　ー

意を接合した　のである。邦帯は火熟を受けて特に内面の剥落が著しいことから，竃で支郷として使用されて

いたことが考えられる。邦関は商壁際床面から破片　鰯がまとまって出土したものである。竃前から正位の状

態で出土した邦7は　火熟を受けた痕跡がありタ　竃での使用が想定される。北西コーナー部の覆土中層から出

土している錆鋤は　体部外商に　庄」と考えられる墨書が施され，本跡廃絶時に埋まと共に投棄されたものと

考えられる。なお　覆土中から出土の灰粕陶器尉綿片のため固示し得なかったが　猿投産窯笹鮒号窯式と考

えられる、、

新風　出土した土器の形状から　時期は摘健紀中葉と考えられる。また言産　の文字が施されている墨書土

器は言庄南」　含めると当遺跡の出土点数は摘数点にのぼ勘　当遺跡の様相や性格を明らかにしてい　ため

の貴重な資料といえる。

一一一一ムー一一一一一一一6亡）7－－Y－1一一一
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第201号住居跡出土遣物観察表（第533図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

2 67 7 土 師 器 杯 1 5．0 4．6 10 ．6 雲 母 ・長 石 橙 普 通
底 部 回 転 へ ラ切 り，体 部 下 端

回 転 へ ラ削 り
竃 前 下 層 60％

2 67 8 土 師 器
高 台 付

椀 14 ．4 6．8 9 ．0
雲 母 ・長 右 ・

石 英
にぷ い橙 普 通

底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 高 台貼

り付 け ， ナ デ 中 央 部 床 面 70％

26 79 土 師 器
高 台付

椀
1 8．3 （7．2）

雲 母 ・長 右 ・

石 英
に ぷ い 褐 普 通

底 部 回転 へ ラ切 り後 ， 高 台 貼

り付 け ， ナ デ 酋 壁 際 床 面
6 0％

P L 2 29

2 68 0 士 師 器
高 台 付

15 ．2 6 ．7 7 ．9
雲 母 ・長右 ・

明褐 普 通
底 部 回 転 へ ラ切 り後　 高 台 貼 北 西 コー ナ

5 0％

椀 石 英 ！り付 け ， ナ デ 一 部 中 層 外 面 墨 書

「庄 」

第調号住居跡（第534図）

位置　調査区北部の北寄りであるF12jO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第262号住居跡を掘り込み言ヒ側から北東部で撹乱を受けている。

規模と形状　北側から北東部で撹乱を受けているため，南北軸2・4m，東西軸2．9mの長方形または方形と考え

られる。主軸方向は，南壁の指す方向から判断してNつ00－E，あるいはN－1000－Eと推定される。壁高

は最も残りの良い部分で25cmほどであり，外方向に開き気味に立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められている。壁溝は確認されていない。

篭　北側部分が撹乱を受けているため遺存していないが，北部の床面には粘土粒子や砂粒が散在していること

から，北壁に付設されていたことが想定される。

ピット　検出されていない。

尊皇　3層からなり，ロームブロックや焼士を含むブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

3　極暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量

遺物出立状況　土師器片89点（杯24，高台付杯45，耳皿1，嚢19），須恵器片19点（杯14，蓋1，嚢4），鉄製

品1点（不明）がほぼ全域から散在した状態で出土している。2681は西壁際中層から出土しており，本跡廃絶

後に埋土と共に投棄されたものである。

第534図　第202号住居跡e出土遺物実測図
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所凰　住居に伴う遺物が少ないが，出土土器の形状から，時親は8世紀から9世紀にかけての奈良e平安時代

と考えられる。

第202号住居跡出土遺物観察表（第534図）

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出士 位 置 備　　 考

2 68 1 不 明 （8．7） 1 ．7 0 ．6 （15諸 ） 鉄 刃 部 一 部 欠 損 ， 茎 尻 欠 損 ， 両 関 カ 西 壁 際 下 層 6 0％

第調号住居跡（第535e536図）

位置　調査区北部の北寄りのG12C9区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第205・207号住居跡を掘り込み，第204号住居に掘り込まれている。

規模と形状　N－80－Eを主軸とする長軸5。2m，短軸4。8mのほぼ方形である。壁高は16cmを測り，壁は外

傾して立ち上がっている、、

床　ほぼ平坦であるが，それほど硬化した部分は認められない。壁溝は西壁際で確認されている。

竃　北壁の中央部からやや東寄りに付設され，規模は焚口から煙道部まで100C恥袖部幅は160cmほどでタ壁外

への掘り込みはない。天井部は崩落しており，土層断面図中の第7の9弓0層が崩落土に相当し，粘土粒子や

砂粒を多量に含んでいる。袖部は床面と同じ高さの地山面上にローム土を主体とする黒褐色士を基部とし，そ

の上部に砂質粘土を用いて構築されている。火床部は浅い皿状に掘りくぼめられて，火熱を受けて赤変硬化し

ている。また，煙道は火床部から外傾した後，急な傾斜で立ち上がっている。

電土層解説

1褐　　　　色　粘土粒子・砂粒多鼠焼土ブロック少鼠炭化物微量
2　暗　褐　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック中量，ロー

ムブロック少量，炭化物微量
3　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック微量

4　黒　褐　色　焼土ブロック多鼠ロームブロック少鼠炭化物微量

5　極　暗　褐　色　焼士ブロック中量，炭化物少量
6　黒　褐　色　焼土ブロック少量

7　にぷい赤褐色　焼土ブロック0粘土粒子・砂粒多量

8　黒　褐　色

9　暗　赤　褐　色

10　暗　赤　褐　色

11黒　褐　色

12　黒　褐　色

13　黒　褐　色

14　黒　褐　色

15　黒　褐　色

焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量

焼土ブロック中量，ロームブロック微量

焼土ブロック中量

焼土ブロック中量

ローム粒子少量，焼士ブロック微量

焼土ブロック少量，ロームブロック微量

ロームブロック・粘土ブロック少量

ロームブロック中量

ぽッ匪　5か所。Pl～P4は深さが54～70cmほどで，配置と形状から主柱穴と考えられる。P5は深さが29

cmで竃と対暗する南壁際に位置しており，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆羞　7層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　　　色

3　黒　　　色

4　黒　褐　色

5　異　　　色

（う　黒　　　色

7　暗　褐　色

ロームブロック少量，焼土ブロック微量

ロームプロ、ソク・焼上ブロック・炭化物微量

焼土ブロック少量，ロームブロック微量

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

焼l二プロ、ソク小品　ロームブロック少量

ロームブロック・焼土ブロック少量

ロームプロ・ソク少量

遺物出藍状況　土師器片1195点（捧152，高台相棒7，碧1036），須恵器片163点（埠130，高台付杯3言藍娠

聾26），灰粕陶器片　点　椀上銑浮上蕉　着磁性あり），瓦片5点，炭化種子主査（桃）が，ほぼ全域から散

在した状態で出土している。2686。2687は竃左袖部西側の壁際の覆土中層からほぼ正位の状態で出土しており，

重なるように並んでいることから本跡廃絶時に遺棄されたものと考えられる。2690は，竃右袖部東側の床面か

ら出土している。なお∴覆土中より猿投産窯笹90号窯式の灰粕陶器片が出土しているが，混入したものである。

一一700－



所見　時期は，出土土器の形状から8世紀中葉と考えられる。また土層断面の観察から，本跡は第207号住居

跡を拡張した後に，ローム土を主体とする黒褐色土を充填して床面を再構築したものである。

第535図　第203号住居跡実測図

第203号住居跡出土遺物観察表（第536図）
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番号種　別器　種口　径器　高．　　　　　▼胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

2686 須恵器 土不 13．7 4．0 7．5
雲母・長石・

石英
灰 普通

底部回転へラ切り後ナデ，体

部ロタロナデ

竃西側壁際

上層

95％

PL230

2687 須恵器 土不［14．1］4．2 7．8 長石 灰 普通
底部へラ切り後，一方向のへ

ラ削り

竃西側壁際

上層

70％

被熱痕あり

2690 須恵器 蓋［20．2］（2．4）－
雲母・長石・

石英
黄灰 普通天井部右回りの回転へラ削り竃東側床面15％

－701－
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第536図　第203号住居跡出土遺物実測図
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第204号住居跡（第537・538図）

位置　調査区北部の北寄りのG12C9区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第203・207号住居跡をそれぞれ掘り込んでいる。

規模と形状　N－90－Eを主軸とする長軸4．1m，短軸3．0mの長方形である。壁高は最も残りの良い部分で

10cmを測り，壁は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦であるが，竃前にやや凹凸が認められる。

竜　遺存状態が悪く，北壁の中央部からやや西寄りに付設されていたものと想定される。付近の床面には竃構

築材の流出が見られ，粘土粒子や砂粒のほか，灰や焼土も散在している。袖部は床面と同じ高さの地山面上に

ローム土を主体とする黒褐色土を基部とし，その上部に砂質粘土を用いて構築されていたものと考えられる。

火床部は浅い皿状に掘りくぼめられている様子がわずかに確認されただけである。

寵土眉解説

1褐　　　色　粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・砂粒多量，焼土ブロック中量

3　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

4　褐　灰　色　粘土粒子・砂粒多量

5　暗　褐　色　焼土ブロック中量

ピット　検出されていない。

覆土1層からなり，ロームブロックや焼土を含んだ堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

遺物出土状況　土師器片133点（杯31，襲102），須恵器片15点（杯12，蓋1，嚢2），礫1点（砥面を一面有し，

被熱痕あり）が，ほぼ全域から散在した状態で出土している。2682は竃東側の覆土下層，竃内から2692や2693

がそれぞれ出土している。竃前の床面より2691の破片15点がまとまって出土し，2689は中央部やや東寄りの床

面，2684・2685は南壁際の床面から出土している。火床面から出土している礫（20×8×6cm）は砥面を一面

有し，火熱を受けて脆くなっていることから，支脚（砥石から転用）として使用されていたことが想定できる。

所見　時期は，出土土器の形状から10世紀中葉と考えられる。本跡の，竃前の硬化面が途切れている部分から，

灰や焼土と共に土師器杯や嚢類が多数出土している。この状態について，本跡廃絶時に意図的に竃を破壊し，

－702－



そのまま遺棄した可能性が想定できる。
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第538図　第204号住居跡出土遺物実測図

第204号住居跡出土遺物観察表（第537・538図）

2693

0　　　　　　　　　10m

：　　；　　：

2689

⑳

I　　！

二⊂；＝＝芋二
l

甘　　　口2756

0　　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

2682土師器土不12．84．56．2
雲母・長石・

石英
明赤褐普通

底部回転へラ切り，体部ロク

ロナデ
寵東側床面

100％

PL229

2683土師器杯12．53．77．2

雲母・長石・

石英・赤色

粒子

にぷい橙普通底部回転へラ切り
西壁際床面

・覆土下層

95％

煤付着

PL229

2684土師器杯12．63．77．2雲母・石英にぷい褐普通
底部回転へラ切り，休部ロク

ロナデ
南壁際床面

85％

PL229

2685土師器杯［13．0］4．26．4
雲母・赤色

粒子
にぷい褐普通底部回転へラ切り 南壁際床面

50％

煤付着

2692土師器杯13．33．97．6
雲母・長石・

石英
にぷい褐普通

底部回転へラ切り，休部ロク

ロナデ
竃左袖部90％

PL229

2688土師器
高台付

椀
14．9（5．1）－

雲母・長石・石

英・赤色粒子
明赤褐普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，ナデ
竃前床面75％

2689土師器
高台付

皿
13．4 3．86．2雲母にぷい黄橙普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，休部下端回転へラ削

り

中央部東壁

寄り床面

70％

PL230

2691土師器賓19．0（25．1）－
雲母・長石・

石英
にぷい赤褐普通

休部外面へラ削り，内面へラ

ナデ
竃前床面40％

2693土師器嚢［19．4］（22．9）－
雲母・長石・石

英・赤色粒子
明赤褐普通

体部外面へラ削り，内面へラ

ナデ

竃右袖部・

竃前床面
20％

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

2756刀子（14．6）16．411．3（10．2）鉄切先・茎尻欠損，雨間あり 覆土中

第205号住居跡（第539図）

位置　調査区北部のG12C8区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第203・204・207号住居跡にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　一辺が3．7m前後の方形と推定される。壁高は約20cmで，やや外傾して立ち上がっている。また，

炉や竃については重複により確認できなかった。

床　ほぼ平坦で，硬化面や壁溝は認められない。

－704－



ピット1か所。深さ約35cmで，形状から柱穴と考えられるが，対応するピットは確認できない。

覆土　5層からなり，各層にロームブロックや焼土を含む人為堆積である。

土層解説

1　黒　　　色　ロームブロック少量

2　黒　　　色　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ロームブロック多量

4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子中量

5　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　出土遺物は土師器片218点（杯46，高杯1，嚢169，甑2），須恵器片26点（杯8，嚢17，蓋1），

士製品1点（紡錘車），石器1点（砥石），礫12点がほぼ全域から散在した状態で出土している。834・835は，

南東部の床面から出土している。

第539図　第205号住居跡・出土遺物実測図

－705－
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所見　本跡は，重複のため北西部から中央部にかけて掘り込まれており，炉や竃は確認できなかった。また，

硬化した部分が認められないことから，性格については判然としない。時期は，8世紀前葉に比定される第207

号住居跡に掘り込まれていることから，8世紀前葉以前と考えられる。

第205号住居跡出土遺物観察表（第539図）

番 号 器　 種 最 大 径 厚　 さ 孔　 径 重　 量 胎　　　　　 土 特　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

8 34 紡 錘 車 6 ．1 4 ．1 1 ．1 1 58 ．5 雲 母 ・石 英 ・赤 色 粒 子 側 面 へ ラ削 り， 両 面 穿 孔 南 東 部 下層

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

8 35 砥 石 2 0 ．4 15 ．8 2 ，7 1 30 0 ．0 砂 岩 砥 面 1 両 ， そ の他 は剥 離 面 南 東 部 床 面

第206号住居跡（第540図）

位置　調査区北部北寄りのF13i4区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第193・196号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　大部分が調査区域外に延びているため，全体の様相は把握できないが，東西軸3・7m，南北軸0・7

mだけが確認され，方形又は長方形と推定される。確認された壁高は20cmで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化面は南西部のみ確認された。壁溝は検出されていない。

竃　調査区域外に位置すると考えられる。

ピット　調査区域外に位置すると考えられる。

覆土　3層からなり，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

＼＼二二二二
／

第540図　第206号住居跡・出土遺物実測図

二二二二二　二二二：
I l l l

P　　▽340　†　9341
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土層解説

1　柾暗視色　ロームプロ・ソク・焼上粒J’・中量．揖化粒J’・少量

2　黒　褐　色　焼上粒J’l小結　ロームプロ、ソク少量

こう　黒　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク少；1－呈：

遺物出藍状況　出土遺物は少なら土師器片鉱産　高畠付椀結婆射　須恵器片主査　高台相棒上鉄製品2

点庸子）が出土しただけである。339834　0鍼はそれぞれ南部床面から出土している。

所農　本跡は太部分が調査区域外に延びているためタ住居全体の様相は把握で　ないが　出土土器の形状から

時期は10匪五月1葉と考えられるJ

第鋼号住居跡出土遺物観察表　第猟師

番号 種　 別 器　種 ロ　 径 器　 高 底 径 ！胎　 土 ！色　 調 ！焼成 i 手 法 の 特 徴 出土位置 i 備　 考

339 須恵器 高台付
椀 － （2潮

！長石 ！灰 ！普通 唇 貼り付け後タナデ 南部緬 唇

番可券種長可 幅！摩吐整軋生蔓⊥二互二二二二二逐三ヲ覇扇百着竃
繍「肘 聖⊥望⊥聖上埜⊥j 亡妻車重二二＝二二二二「極遠司
封1　　刀子 （塗 士 聖 再 生 恒 誹 「 五 「 嘉 の齢 ，切党。茎部欠損　　　　 極部離 日

第調号健腰跡　第別図）

位置　調査区北部のGはC　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第鋼号住居跡を掘　込み　第鍬　の鋼号住居に掘　込まれている。

．ニ∴㌦主・一ヾ樟′′ノ′、二、：、－′沖と′．、′ノ工だ′上㍉、．一一；．ノ．′．′1＼　～ミ　　∴17言　′　　エフ・′‘∴言一　ト

傾して立ちl二がっている、、

、十・′－れ言ノ：＼＼、′エ；）／∴・∴、′ノー＼　工工かふく－j′こ方・、lい幻しノ；言、こ）・・・弓㌦、・′し・・・の　了′・・一陰、′l・∴・。．・∴

いる。〕

炉　中央部の貼床層下からは芦灰が多量に出土し　底面は火熟を受けて赤変硬催していることからタ炉跡と考

えられる．規模は長径約80cm，短径約60cmの不整楕円形である．

炉土層解説

1黒　褐　色　焼上ブロック情L　ロームプロ・ソク・炭化物少量

2　極暗赤褐色　焼土ブロック中量ヲ　ローム粒子少量

こう　灰　褐　色　焼上ブロック・尿中軋　ロームプロ、ソク少量

竃　北壁の中央部東欝　に付設されてお酌　第錮号住居跡の竃下部から　火床面と磯部の痕跡が確認された。

規模は確認された範囲で　梵口部から煙道部まで約摘cm　磯部幅約は駄m　壁外への掘　込みは約摘cmである。

火床部は床面が深さ約摘cmほど掘り　ぼめられて血状を皇し　火熱を受けて赤変硬化している。

電土層解説

1黒　褐　色　焼十ブロック中量．ロームブロック・炭化物少量

2　極暗赤褐色　焼土ブロック中最，ローム粒子少量

ぽッ睦10か所。主柱穴はPl～P4が相当し　深さは鍼～閥cm　柱間寸法は南北。m前後　東西。m前後

である。P5は深さ約30cmで，出入打施設に伴うピットと考えられる。P6～㌘10は深さ12～28cmであるがタ

性格については不明である。

一一1707－



覆土　3層からなり，第1～3層は第203号住居跡の貼床層である。

土層解説

1灰　褐　色　焼土ブロック・灰中量，ロームブロック少量
2　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

3　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量

遣物出土状況　出土遺物は土師器片216点（杯46，高杯1，要169），須恵器片15点（杯8，嚢4，甑2，蓋1），

礫12点（被熱痕2）が貼床層及びピットの覆土中から出土している。いずれも細片で，破断面はほとんどが摩

滅しており，図示できない。

所見　本跡の貼床層下から炉が検出されており，古い段階で炉が付設されていた可能性がある。その後，炉が

付設されていた床面上に貼り床が行われ，竃が使用されたと考えられる。また，主柱穴が外側に掘り込まれ，

第541図　第207号住居跡実測図

－708－

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」



新たに貼り床をし，第203号住居跡へと建て替えがなされたものである。各貼床層下から出土している土器片

の形状から，時期は8世紀前葉と考えられる。

第210号住居跡（第542図）

位置　調査区北部の北寄りであるG13dl区に位置し，平坦部に立地している。

規模と形状　長軸3・7m，短軸2．9mの東西に長い長方形で，主軸方向はN－1030－Eである。壁高は5～15

cmほどで，各壁とも外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃前から中央部にかけてよく踏み固められている。壁溝は，東壁から南壁の一部を除いて巡っ

ていることが確認された。

竜　東壁のほぼ中央如こ付設されており，焚口部から煙道部まで72cm，壁外への掘り込みは60cmほどである。

第542図　第210号住居跡・出土遺物実測図
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右磯部は遺存しておらず　その痕跡から磯部幅は甑mほどと推定される。磯部は床面と同じ高さの地山繭上に，

砂質粘土を用いて構築されている。火床部は浅い血状に掘り　ぼめられ　火熱を受けて赤変硬化している。ま

た夕　煙道都の立ち上がり部には花崗岩が下部を埋め込まれた状態で据えられてお酌　火熟を受けて脆　なって

∴　、′′′Jく・一‾　一、‾　′・二ン一、、′　∴　ノ′ノニー・て　　ノノこ′．　・、ハ　ノ′！′、∴7′ノ　ノ。′、一′・「　ノ、ご工ノ∵　∴　′・ノ′‥

電土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・机上プロ、ソケ・尉ヒ粒J∴砂粒少量

2　暗赤褐色　焼l∵プロ、ソク中量∴　ロームプロ、ソク・粘土ブロック・炭化粒J’一・砂粒少量

こう　暗赤褐色　焼上プロ、ソク小結　ロームプロ、ソク・粘上プロ、ソク・砂粒少量

・1暗′ホ褐色　ロームプロ・、ノク・焼上プロ、ソク・粘上プロ、ソク・炭化粒J「・少量

う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソケ少量

（う　榊吊ミ褐色　ロームプロ∵ノク・焼上ブtコ・ソク・炭化粒J’l少量

7　暗赤褐色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・粘上プロ・ソク・炭化粒j’一少量

8　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・炭化粒子少量

！）黒　褐　色　焼上プロ・ソク小結　炭化物・粘い拉r・・砂粒少量

10　暗赤褐色　焼上プロ・ソケ・炭化物・砂粒少量．ロームブロック・粘ロム白′・微量

ぽッ匪　確か所。㌘　～P　は深さが摘～2激mで　形状や位置から主柱穴の可能性はないと考えられる。

．＿　）∴′、′ノ′．　－　′　ノ　　′ニ′′、′′ソ、．　‾一／∵′、．′、．‥二！′，、‥、ノ　′，：ノ、．′言　一言、L′ノ

土層解説

1暗　褐　色　しトームブtJ∵ノク少量∴　焼上ブU、ソク・粘上ブLrいノク・炭化粒自微量

2　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・炭化粒J’一少量

、二・一　1－　　　′ノ′　∴く・　∴　　　′、、′　′－・　′r・、′こ、　…、、′　　　・・一、1．′、ノ　ノ、、∴　′　・リノ

∴　．・、一　′’一‘．′　　ノ、′ノ、ノ′′・　′・∴　′′・　、．∴：　：／・．′ら′とJ′′　ノノ′′ミ∴　′、′し言．′．′ノ　く

一　一、ノー′′′　∴　、　′′言‘・‘′、ご∵言ニラ。　　　十了（′こ　＿／′　工ノ工H　　　′、　ノ：．、－∴・、．了＼ツ了、椎

に投棄された　のと考えられる。なお　覆土中豊　猿授産と思われる灰粕陶器瓶の細片が出土している。

′ノノ　ノ　　　′　　　∴、・、’・　．‥、′　一㌧、言　′∴′ノ＼、一、：、′　．′　∴・、・．′・．、、つ／．／

′′　、．′　　′＼′　ハ　‥′ノ′′　′1　1′く．‾　　‥　　′　′　′、男牛　′ノJ言．．・∴′い　√′′′ノー、′、′　一′ノノ′　」′∴、一′ノニ

きる良好な資料といえる、、1

′．　旧．′′．シ、、′つ高言′＼・′・、　こ′‥‘ノ・〈

番可 種 別 器　 種 口 径極 萬 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 出上位置 備　　 考

2鍋　　 土師器 林
［鵬 巨 8

［986］ 霊母・長有 にぷい黄褐 普通 底部へラ切り 電極十申 20％

2695　 土師器 林
［12適中

7．2
雲母・長石・

石英
にぷい橙 普通 底部回転へラ切り後，ナデ 覆上申 20％

器弼　 土師器 嚢 加 可 舶
雲母 橙 普通 体部外面へラ削り 竃覆士申 15％

∵y　′＿’く　＿√　′工了㍗〕

位置　調査区北部の中央部のG臓g　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第飢　e飢　e釣　の飢号住居跡をそれぞれ掘　込み　第摘　録膵　砂2詔尊王坑にそれぞれ掘　込ま

れている。、．

規模藍形状　床面が露出した状態で検出され撃　壁の立ち上がりを確認できなかったがタ　硬化商の広がりと竃の

位置から判断してN…950…Eを主軸とする長軸2。5mタ　短軸284mの方形と推定される。

床　ほぼ平坦で　壁際を除いて全体的によ　踏み固められている。また　壁藩は確認されなかった。

竃　東壁のほぼ中央部を壁外に渕cmほど掘　込んで　砂質粘土で構築されている。火床部から竃前にかけて第

－71．0－



174号土坑に掘り込まれているため，両袖部と煙道部の一部のみが確認された。袖部は床面と同じ高さの地山

面上に構築されており，袖部幅は90cmほどと推定される。煙道は急な傾斜で立ち上がる様子が認められる。

寵土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　粘土ブロック・焼土粒子少量
3　灰　褐　色　粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化粒子微量
4　黒　　　色　粘土ブロック多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
5　黒　　　色　焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

ピット　検出されていない。

覆土　床面がほぼ露出した状態で検出されたため，堆積状況は確認できなかった。

遺物出土状況　土師器片56点（杯14，嚢42），須恵器片1点（杯），鉄製品1点（不明）が，主に竃内およびそ

の周辺から出土している。2697は南東コーナー部寄りの床面，2698は竃左袖部中からそれぞれ出土している。

2699は竃北側からまとまって出土し，2700は南壁際のいずれも床面よりやや浮いた状態で出土している。これ

らは，本跡廃絶後に埋め戻す段階で投棄されたものと考えられる。

所見　本跡から出土した杯は口径・器高ともに小振りになってきており，時期は10世紀中葉と考えられる。ま

た，杯の体部外面に「南」と墨書された土器が出土していることは，他の住居跡から出土している「庄南」の

墨書土器と共に当該期の集落の様相を想定するのに重要である。
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第543図　第211号住居跡出土遺物実測図
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第211号住居跡出土遺物観察表（第543図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　　 考

26 97 土 師 器 杯 ［1 3 ．2］ （4．9） －
雲 母 ・長石 ・

石 英
にぷい赤褐 普 通 体 部 ロ ク ロナ デ 南 壁 際 床 面

5％

外面墨書 「南」

2 69 8 土 師 器 土不 ［1 1 ．4］ 3．3 7 ．6 雲 母 にぷい黄褐 普 通
底 部 回転 へ ラ切 り後 ナ デ， 休

部 ロ ク ロ ナ デ
竃左 袖 部 1 0％

2 69 9 土 師 器 要 ［2 3 ．6］ （17 ．7） －
雲 母 ・長 石 ・

石 英
明 赤 褐 普 通 休 部 外 面 へ ラ 削 り 竃 北 側 床 面 10 ％

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

2 70 0 不 明 （3 ．4） 3 ，8 1 ．2 （9 ．7 5 ） 鉄 L 字 状 に 屈 曲 す る， 鐙 金 具 カ 南 壁 際 下 層

第212号住居跡（第544～546図）

位置　調査区北部の中央部のG13f2区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第219号住居跡を掘り込み，第211・213号住居跡，第147・174・272号土坑に掘り込まれている。

第544図　第212号住居跡実測図

－712－

°ウ
CI
ト＿
N

uつ
Cつ
r、
N

トヽ
Cつ
ト．
N

CI
ト、
ぐu

OD
CI
r、
ぐU

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」



規模と形状　N－160－Eを主軸とする長軸3・3m，短軸2．9mの長方形である。壁高は28～36cmを測り，壁は

やや外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いてよく踏み固められている。壁溝は確認されていない。

竃　北壁の中央部からやや東寄りに付設され，規模は焚口から煙道部まで100cm，壁外への掘り込みは76cmほ

どである。袖部幅は88cmほどで，床面より若干高く掘り残した地山面上にローム土を主体とする黒褐色土を基

部とし，その上部に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は浅い皿状に掘りくぼめられ，火熱を受け

て赤変しているが，焼け締まった感じはない。また，煙道の立ち上がり部には土師器小形嚢や須恵器杯が支脚

として据えられており，煙道は火床部から外傾して緩やかに立ち上がる。

寵土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子・炭　11黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
化粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子少量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
4　にぷい赤褐色　焼土ブロック多量，炭化物少量

5　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量，炭化物少量
6　灰　褐　色　灰多量，炭化物中量，焼土粒子少量

7　褐　灰　色　灰中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
8　暗　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子・

粘土粒子少量
9　暗

10　黒

ピット

褐

褐

色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量
色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子少量

12　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量

13　暗　赤　褐　色　焼土ブロック多量，粘土粒子少量
14　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量

15　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子中量
16　黒　　　　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量

17　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブ
ロック・炭化粒子少量

18　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量

19　暗赤褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子・
粘土粒子少量

3か所。Plは深さが36cmで竃と対時する南壁際に位置しており，出入り口に伴うピットと考えられ

る。P2・P3は深さが11cmほどであるが，詳細は不明である。また，壁際から深さ5～23cmの小ピット20か

所が検出されており，壁柱穴と考えられる。

貯蔵穴　北東コーナー部に付設され，平面形は径40C皿ほどの不整円形を呈し，深さは10cmを測る。底面は平坦

で，壁は外傾しながら立ち上がっている。

－713－

第545図　第212号住居跡出土遺物実測図（1）
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貯蔵穴土眉解説
1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　褐　　　色　ロームブロック中量

覆土10層からなり，ロームブロックや焼土ブロック，炭化粒子を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積

である。

土層解説

1　黒

2　黒

3　黒

4　黒

5　黒

6　黒

7　黒

8　黒

9　黒

10　黒

褐　色

褐　色

褐　色

色

褐　色

色

褐　色

褐　色

褐　色

色

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

ロームブロック中量
ロームブロック少量

粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック少量

ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
ロームブロック・焼土粒子少量

ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
ロームブロック多量，炭化粒子少量

ロームブロック・炭化粒子少量

遺物出土状況　土師器片589点（杯51，高台付杯2，三足鍋カ1，賓535），須恵器片76点（杯55，蓋4，嚢17），

第546図　第212号住居跡出土遺物実測図（2）
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礫　点接点は砥商あ鋸　土製品温点　紡錘車　がほぼ全域から散在した状態で出土している。竃の煙道の

立ち上が　部には2閥の、形婆が逆位で据えられ　その上部に2閥の棒が逆位で重ねられて出土している。こ

れらの土器は　隙間に焼土龍した粘土が詰められて固定されて　体部外面に被熱痕　認められ　支卿として健

・一つ、一＼一、一　十〃ノ了／て、ノンし′て））言　一・㌧、、＿）＝′！、；トてj十ソ（．立つ／′、言・三．∴・　∴、、′：読、ノら守′た

受けていないため本跡廃絶時に遺棄された　のと考えられる。2閥の三屋鍋の脚部と思われる　のは　中央部

覆土上層から出土しておりタ　廃絶後に埋没過程で投棄されたものである。

′　・．　′一、ての言′′∴柚′ノ　　∴ノJ言・∴．∴　一ノ上、′言ノ二

′一／ら∴t′　′こ．　了信予㌦∵　∴′言∴、1．く

酎 十 陸 別 極 種 口 径極 高 底　径 胎　　 士 色　 調！焼成 手　法　の　特　徴 出士位置 備　　 考

2701　士帥器　　 林 15．4　　　5．2 臥諸 霊母・長有 にぷい褐　普通
底部へラ切り後，多方向のへ
ラ削り，休部下端手持ちへラ
削り

貯蔵穴十層 95％
PL230

ゴ702　須恵器　　 林

i

12。8　　　5．2 6．8 霊母 にぷい革橙　普通 底部回転へラ切り後，ナナ，
休部下端手持ちへラ削り 竃火床部

80％底部外
面へラ記号
ト」PL230

27頂　 須恵器　　 林 ［12．6］　 逢。2 ［6。8］ 砂粒 吠白　　　 普通 底部へラ切り後多方向のへラ削
り，休部下端手持ちへラ削り 竃火床部

諏％底部外
面へラ記号
「」カ

2撒 土師中 形婆
［ほ源＝！Ⅲ識 針㌶ 長石・石英 にぷい橙　普通 休部外面へラ削り†目線部構

ナデ
竃火床部 50％

2閥車 摘　 嚢 15車 凍

－ 長石・石英 赤褐　　　 普通 休部外面へラ削り，目線部楯
ナデ 竃火床部 鮒％

2閥　　 土師器　　 聾
可 錮

－
雲母・長有・有
薬・赤色粒子 明赤褐　　 普通 休部外面へラ削り，目線部櫨

‡ナデ 竃火床部 80％
PL231

2閥　　 土踊　　 聾
20車 ・2

［7。6］ 長有 赤褐　　　 普通 休部外面へラ削り，内面へラ
ナデ

竃火床部 80％
PL231

2年 胴 巨 l中 1702）

－
雲母・長石・
石英

を千尋 普通 休部外面へラ削り，目線部櫨
ナデ

竃火床部・
中央部床面 30％

2撒　 土略　 譜 恒
－

雲母・長石・
石I英

にぷい褐唇 断面不整出席　外面荒いヘラ
削り，指頭痕 中央部十屑 5％

番号 器　 種 最大径 厚　 さ 孔　 経 重 量！材 質
特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　 考

2710 紡錘車 5．8 0．リ 0．8
軋 7 i須恵器

須恵器悪片を転用，擬格子状の叩き痕あり 酋壁際下層 100％

第別　号健贋妙　第鍼囲）

位置　調査区北部のほぼ中央部のGi弛　区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　第飢　◎別号住居跡を掘　込み　第飢　e2別号住居　第膵　◎錆　の射犯号士坑にそれぞれ掘　込ま

れている。、

、・、言ノつ了了＼（：′ノ’t　言上こ一一！′＿、∴・中臣、ソノノ′′：上′量；∴・・′良1、i二）し、読・′′よ外4、一、∴

ち上がっている。

床　ほぼ平坦で　壁際を除いて全体的によ　踏み固められている。重複によって掘　込まれているために　南

壁の一部と北西コーナー部で確認できなかったが　それ以外では壁藩は検出されている。また　西側半分は地

山を掘　残して摘cmほど盛　上がった床面となっており芦　ベッド状を皇している。

磯　北壁中央部の東欝　を掘　込んで　砂質粘土で構築されている。第別号佳属や第膵号土塊に掘　込まれ

ているためにタ左裾部と火床部が確認で　ただけである。磯部は床面と同じ高さの平坦面上に構築されてお酌

一一715－1



竃東側の壁溝が立ち上がっていることから袖部幅は90cmほどと推定される。火床部は床面を10cmほど皿状に掘

りくぼめられており，火熱を受けて赤変硬化している。煙道の立ち上がりは，外傾して緩やかに立ち上がる様

子が認められる。

ピット　6か所。Pl～P4は深さが10～32cmであり，配置は崩れているが主柱穴と思われる。P5は深さが

10cmほどで，竃と対峠する南壁際に位置することから出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は深さが

〒＝≡

716－

第547図　第213号住居跡出土遺物実測図
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18（、Illで，ノ性格は不明である、、

、′′・ノ　　　’ノ　　　ノ　1／＼∴′′　一∴、′‥・・、一′、．・ノ′′　・、、′ノ

土層解説

1黒　褐　色　ロー－ムプロ、ソケ小結　焼上プロ、ソク・尉ヒ粒J’一少蔓

ノ　　　　　　・′　‘′－　‘、∴、・’　′′、　　　　　　工′　′′　　ノ・．・′、′　　　′　′　　、　　′　′

、　・′′　・′一・　　、　′）′　ノー＼　　　　　　′ノ　　′・・、ノ　　r後　ノ　　ユく・

、ノ′　　　　　　　　　　　　′　ノ　言・′ノ　ー　ノノ′・、　　　　　　　、′′　二二・・＼！ノ　′・′′ノ，、＿

ノ　′　・′　、′‘　　　‥　　　　　　ノ、ノ　　・・・・′　　　′　　′　　．′、、・　　　　　　　ご′

ノ　　　　　　　′′、　　‥　　　　　　　　′．・　　′　′、　ノ、　ノ′　　　　　工、∴′ノノ　　′ノ　　　　′ニ　　：′　　′　予∴

′′′　　　′　　　　　　　　ノ　　′　’　　　　　　　　　．一　　∴　　、′′′′：ノ

ノ　′′・・　　′　′′′、：く′　′　′　・・′：ミ′、′　　′　　　　′　　′　′　・∴　∴・′　一′．　　　　　　　′

‥三′′′　　’＼′、′　　′∴　ノノ　ノ　　　ノ　　′　、′　′＼′ノ　　　　　　　　　　　　　　‥′　・′・．′

′　′　　　　′　　　　　　′　　　　　　　′ノ　、′ノ　　　　　　　　　　　　′　′　′′　　．　．‘′　．（ノ∴′、

み込まれた集落であ／．〕た可能性が想定される、、

′　ニ′′．　　‥　　　　　与′言、一・・　′　′

番可種別極橙恒径器高底径　胎　土　色　調焼成　 手法の特徴　　 出土位置　備　考

2m　　土師器
棒　 鼠02　… ゆ　長石や石英灰黄褐 普通豊禁譜 後ナデ体票 謡 菱懲 0

層　　 「冒」

2m　　土師器烏麦想聖霊怒涛
2m車朋

ゴロ5　士帥器 琢　鵬　 … の幻雲母8長石にぷ噛褐普通豊禁㌫切娠榔端竃火床南桑蓋警

27車 帝器 鉢綾痛　 もお　 靡ゆ赤色巨噛褐普通臓横ナヂ湖へラ磨覆二摘　 5％

ノ　　　　　　′

′　′　　　　　　′　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

・・　　　　　　　‘　′！．′　′　′′　　　　　　　′　　′　　　　　．、

′′　　　・1　．　　　　　　　ノ．・′　二　．′　　　、　　′　′

外方向に聞き気味に立ち上がっている、－

LJ′　・．　　′　　　　′　′－′′　　　　　　．・ノ　　．／∴

一　／ノ　　　　′′　　　　　　　　′　′　・′′　　′ノ′　′　∴　　　∴　　　　　　′　．．　′　′　′′・ノ・′′　．

・・　′　　　　I　　　　　　　′　　′　　　　　ノー　　　　　　　′′′′　　　′一　　　　　ノ　　′　　　　　　′ノ　　　　′

言　′　ノ′　　　ノ、　　′　　　　′′　′　　　　′・　　　　・　　　．　　′　，　　′、　ノ．

外傾して緩やかに立ち上がる

一一一一一一一一一一7171－Pl・・・－



埴土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロック少量

3　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少量

4　黒　褐　色　焼土ブロック中呈，ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
5　黒　褐　色　焼土ブロック中呈，炭化物・粘土ブロック少量

6　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量

ピット1か所。Plは深さが25cmほどで，竃と対峠する南壁際に位置しており，出入り口に伴うピットと考

えられる。

覆土　5層からなり，各層にロームブロックを含んだ人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

2　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック中呈，焼土ブロック・炭化粒子少量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量
5　極暗褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片263点（杯52，小皿1，要210），須恵器片17点（杯1，捏鉢1，鉄鉢形土器1，嚢14），

礫4点（被熟痕あり），提げ砥石1点がほぼ全域から散在した状態で出土している。2717は中央部下層より出

4

sl211　　C　　　　　　　2717

第548図　第214号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

星＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

10cm
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、：′ノ、′　二二′j・′＼：∵くノ∴　∴　∴、）．．ノ＼一・一　もし′ノ∴∴′∴′　′こノ　ブ′二、、㌧了　∫、＿♪，　　一、∵〕′／卜

跡廃絶後の埋没過程で投棄されたと考えられる0なお　覆土中よ如腑が出土しているが　重複関係にある第

213号住居跡に伴うものと考えられる．、‥、

．・′ン∴′′、　ノ、′．　′ノ　ノノ、　′′、　十ノ′‥　　　　′′．・八　一　′∴・ノ　　ノ、′　　　′　女　′∴・　　‾′ノ

ー′言ノ・・、∴・′∴　ごノJ　′・′　′・言′＼′・　．ニ、㍉、、′　ノ　′・ィ．．′、′′．′・そ′、・・、′言ノ、′′言　ノ

、ノ　　′、ノ　　　ー、′　′∴　〉′、ノ㌦　　′ノ、、了ノJ　′′言．′、∴、′　′′ノ：∴′、√ク∴　一　！′、′ニ∴・′、′こ・ノ、＼ノ

‘′、　・′　ノ　・‥、′、l　ノ、・′、ノ、′言言　ノ　ノ′′　′∴ハ弓・・・、、′、′′j′ノ！、　′ノ′、′　く・．．

・ニ・ノ　　　′′　　、i∴言′　′：・、　∴　　√

番可 種別極 種恒 径！器高極 軋生〕小 言可嘉 手法の特徴 i出土位置i備　 考
2m 須恵器 捏鉢＿i 摘 巨 0 長石　 灰黄　 普通

体部内のタ摘ロタロナデ　 軸部欄 是慧白銅由

尋 獅可 鸞 車 可 読　 一長石の石英匡 i普通
体部内・外面ロクロナデ　　 将士中　　　5％

番可器　 郵 長 き！幅 i厚 さ！重畳i樹 質i　　 特 微 恒 湖 再 読
2m8 提げ砥石いや6 巨も0 サバ 弧バ凝灰岩　舶 商乳卸も鮎m 孔は朋瞳孔 恒嗣刺

‾‖、．、、、　　　　二∴　　′　ご　′

′　　　　　　　　　′　ノ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、　・・′

′J、′　　　′　一°　　′、．　′　ノ　‥、．　　′・＼　′　　　′　′、．　ノ　′　　　　二′・∴7、・ト　ノ　′、、．・．

、　　　・′′　．　　′ノ．′　　　　　　′　　　　　ノノ、．・三、′ノン′　　　　　、　・　　　　′′　′

して立ち上がっている．＿、．

．　　　　　′′　ノ　ノ　　′　′　　：’∴＼　′ノ　　　　′′．・ご　ハ′一．！J．∴ノバ

、　′神の　ノ、；ノ　㌧′‥十ノ、ノ’′‘鐙′　ノミ；′　ノノ、、、′　′′子　′・∵一了へ　∴㍉′　′！、．、ノ　′　′、′ノJ／二、

′　　′バン′　　ノ　　′∴　′・＼一　　　′1∴　　　・．‥′　　′　一　　．∴′′　′　　ら　′、′　′　′′、　′、

l　′：ノ：．ヌ′・′　ノ′　　六∴・‥′く′′、′、ノ声′ノ言く∴一・らソ　・工　ノ！・、ノ、．・：し∴ノ．、、

竃土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少量

？黒　　　色　ロー．－ムプロ、ソク・焼上プロ、ソク・封じ粒J’・少；li：

：i　視　　色　焼上プロ、ソク・炭化物・粘上プロ、ソク少量．ローム粒自微量

ピット　検出されていない、、一、、．

′・　　　　‥　ノ′・・・／　　　　′　ノ　　′　ノ　　′　・・・ノ′′′　　　′　　′　一；．′′．

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク中量．炭化粒J∴少量

ご　黒　褐　色　ローム、プロ・ソク中量∴　焼上プロ、ソク・炭化粒J「・少量

：j　黒　勘　色　ロームプロ、ソク中量

－．′　　　　　・ノ　　ノ′　ン、・　‥・・′　′ノ　1∴／　′　J・Jノ、∴／、．′′1㌧・‖′・／′．′、．二

で出土している。2mは南壁際下層よ　出土しているが　本跡廃絶時の埋め戻しの段階で埋士　共に投棄され

たものと考えられる、

一一一71＿9－－一一



所見　遺物が少なく時期は明確ではないが，10世紀前葉に比定される第241号住居跡を掘り込んでいること

や，伴う遺物が全て土師器であることなどから，時期は10世紀後葉と推測される。

第549図　第215号住居跡出土遺物実測図

第215号住居跡出土遺物観察表（第549図）

」L43．4m 3　　　　　　　　　1　　　　　　　2

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」　　」

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

番号種　別券　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

2719 土師器
高台付

椀
（2．9）9．5 雲母

にぷい黄

橙
普通

底部回転へラ切り後，高台貼

り付け，体部下端回転へラ削

り

南壁際下層15％

第217号住居跡（第550図）

位置　調査区北部西寄りのG12e9区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第218号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　N－900－Eを主軸とする長軸4．0m，短軸3．2mの長方形である。壁高は17～24cmを測り，壁は

やや外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，竃南側に当たる南東コーナー部から中央部にかけてよく踏み固められている。壁溝は確認さ

れていない。

竃　東壁の中央部から南寄りに付設され，規模は焚口から煙道部まで86C皿，壁外への掘り込みは44C皿ほどであ

る。天井部は崩落しているため逼存しておらず，土層断面図中の第3・8層が崩落土に相当し，粘土粒子や砂

粒を多量に含んでいる。袖部幅は66cmほどで，床面とほぼ同じ高さの地山面上に砂質粘土で構築されている。
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④

第550図　第217号住居跡出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

2723

10cln

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」



′　ノ、　一　＼、　′‘．′　ノ．′ノ・ナノ　　了　′・′ノ　　′　′　、、、／二　　ノ′　　　∴ノ　　′　′　′　　、ノ：・

．、′．′　′′、　こ　′・、　、　一、－　　‥、　′ノ、．ン：・、′、J、一　′　　′　ノ　′′．′∴

篭土層解説

1黒　　　色　焼＿「プロ、ソク・ローム粒J’・・封じ粒自微量

2　異　　　色　ローム粒子や焼士粒子少量

3　灰　褐　色　粘土粒子の砂粒多量夕焼土粒子中量芦ロームブロッ

ク微量

・1　黒　田　色　焼上プロ・ソク少量

う　黒　褐　色　ローム粒川一星焼上プロ、ソク・粘日章千・砂粒少；婁；二

li　黒　褐　色　焼上プロ、ソク・ローム粒J’一・粘‖粒子・砂粒′少量

γ　吠　陽　色　炭化物・焼‖＼白’一・粘目白’・・砂粒少量

8　灰　褐　色　粘‖位「・砂粒多結　焼上ブしい′ク中量．ローム

粒子少鼠　炭化粒子教義

ゝ）黒　褐　色　焼　∵プロ・ソク外一一；ローム粒Jつろ‖二粒J∵砂粒微量

1日　黒　褐　色　焼上プロ、ソク中量．ローム粒J’・・炭化粒J’－少塾

11黒　褐　色　ローム粒J’・・焼吊白’・・炭化粒J’・少量

12　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソケ・炭化物・粘ローlt

j’一少量

l：1暗　褐　色　埴土プロ、ソク中量．ロームプロ、ソク・尉ヒ粒J’一少

量，粘土粒子微量

l・l　灰　褐　色　焼上プロ・ソク・粘上プロ、ソク中：占　炭化物少量∴

ロームプロ、ソケf糾Iを

！　　　　　　　ノ　∴、′′、　　一　、　　　．ニ′、・．一，一　イ∴′ノ　　　・ノ、．、．、．、ノ　′

構造と想定される．。

、ゝ一、　′・′　∴　・．′、，、∴　‥’、一ノ　′：・・　　　’　・一．．・′　、

、上根で．逆台形状の断面形であるご、

貯蔵穴土層解説

1　黒　　　色　ロームプロ、ソク少；－I：

ご　黒　掲　色　ロームプロ・ソケ少結　焼上プロ・ソン微；11：

こう　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少：量

、．′′．　　　　・．　　′′　　ノ、　′　ノ、′　∴　ノ∴　′一　′′　′　′　　　′　ノ、．．．．、㌧言

土層解説

1　黒　　　色　焼上ブロック・ローム粒J’・少量

2　黒　　　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化物少量

：i　黒　褐　色　ロームプロlソク申結　焼上プロ、ソク少量

・1黒　褐　色　U一一ム粒打出し　焼上ブH㌧ソク少量

1　黒　褐　色　［J－ム粒J’・小品　焼日章「微量

（；黒　褐　色　ローーム粒j’・少；ll：

′　　；‥　　　　　′　　　　　　リ　ノ　　　　′　′　　　　　　　　′　　；　　′　　　　　　　′　′

′′、　′′′　．　′　　．　′二　’′′ノ　′　　′、・　　ノ′　、′　こ′′．十　　．、．・　、㌧　　′ノ

・・　ノ　　　・ノ　ノ　　′　　ノノ′　　　　　　ノ　　　　　ノ∴∴へ　・．　　　　　　　　　、　ソPtノ　　．　　　′′

′　　′・・・・′・言ノ、　∴．．　‾　　　　　－∴一′　′：．．（　、′　　　　　　　．′ノ′予・　　　　．、

‘′′　　′、　　　　　　′′　　　ノ′、・ノ　　　　　　　′．′　　　　′／　　′　　一′　・1　　　　′．　′∴　づ　　　′・　　′

断面が摩滅しており。混入したものである．、、

′　′・ノ　　　　　　ー　　　′′ノ・ニ　て／　　　　′　′　　．・′．　′　′　　、　　、．、、一イヌ　′．．′．

ノ′　　　　・’　ノ′′、．　　′　ノ　‘　　　　　′、　　一　　′　′．　　′　　′・ノ′－ノーつ「′．‘′　．一

‘　　′　　′′　、　　　　　　　‥　　　　　　　　ノ　′　　・′、′／ノー；・！。　′′・　′

′　　　′　　．．′．′　　′・・．　；　チ　　∴′′一・　　′ノ　　　′　′　　′　′与ニ　．‘′　′、＝　′′　′　　　′

′　′　ノ′ノ　　　　　‥　・′′　　′・ノ．・言′　　　′　　　　　　　　′　l・‥．　　　　一言．・・・　′

料である．、、．

ノ　′　′′ノ　　・′　　　′．i　∴十ノ、∴　∴′′

番可種別極種恒軋輿可底可胎　二日㌃頂 焼成i 手法の特徴 i出土位置 備　　考
尋 空 士 止 尋 年 下 薄 志 予 普通細 警雷撃り瀾 内のタ車東部床面

25％
2中 略 小皿巨車 車 ユ・慧諾車ぷ磯普通細 警雷撃り瀾 内き夕中央部下層

50％

′一一一一一722－一一1m



墾 十 陸 別 極 穫 口 径！器 軋 輿 郵 胎　 土 序言 可 嘉 手　法　の ・特　徴　　　 出士位置　　 備　　 考

2722　土師器　 高鍋
椀

融 巨 車 o i農 を赤色 橙　 普通 底部回転へラ切 後夕高鍋　 竃北側下層 媚％
付け，ナデ，休部ロクロナデ

2723　士帥器　 小彬悪 鵬 極細 ！　 長石0石英巨ぶ 瀾 普通 体部外商へラ磨凱 内面げ 恒 組 下頼 ％

2中 略恒 射 序中融靡嘉 警外商へラ削勘痛へラ匿 縮 ％
2年 瀾 橿 聖⊥」錬料唇司普通雷晋棚乳夕摘荒いへラi貯蔵穴上層i5％

二　や、・・　　　　　　∴‥．く

！　　ノ　′日、′　－′ソノ　′′、′′、・′工　一、ハ′‘‥　．　′　　∴　　．一、、．′ノ

ノ呈！三二′ご′　ノ′て′こ　酌J∵′二・・・・ノ、ノ′　′．′ノ　′！′　・・1・′　ノ　ハ・、　∴

‥モ∴　　、＼　　　　　′一　　　　′．、－）、　　′′　－　′、，ん′‥、・．、　こノ　言、ル．亮　一　　、∴、′　　′

壁は外方向に開き気味に立ち上がっている、一、

は′一、‘ノ、．し．．・、二‘．′　　上．′、一、、／、．†、′　．ノ∴　一人．∴　日、′　　　！、

′＼′　ソノ　ノご＼十！′　一ノ．、′　′　′ミ1′・　ソ．′∵∴工、∴、パー　′　一、一、、　1、、、′∴・：、ノ′′、：．、．、　　　′

∴1・二：′二㌧′‥′二一、，ノ、′．p、ノ′、ノ：；・叛、了、ノ．t．一　　√ノ′一一・、言！・′′　∴／：ノ　言′、′：、ノ

リノI　ニー／ノ上．バー・′＼．ノノ、′　．＼′＼′‥一　f　言′ノ、′た昌了ノ　　　∴　ニ′′　－・ノ．1！ノ　′　′　バラ

′′一′、へ′．了、‘′」人ノ、／く′、一　、′′．・：．　∴′，し’＝よソ古ノ、㌦カ　′′　′‾・′、、・ノ　∴．、′、亮

竃土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’一少量
2

3

4

5

6

7

8

窯

黒

窯

黒

灰

暗

暗

褐　色　ロームブlJ、ソク小結　焼上プロ、ソク・炭卜粒J’・少量

褐　色　焼上ブロック中量，ロームプロ、ソク・炭化粒j’・少：‡‾呈：

褐　色　ロームプロ、ソク・焼目白’・少E壬呈：

褐　色　粘上プロ、ソケ中量，焼日量「少量，炭化粒自微量

褐　色　粘上プロ、ソク多量，ローム粒J’一・焼日も白′・微量

褐　色　粘上プロ・ソク・焼上プロ、ソク少量．炭化物微量

褐　色　ロームブロック少結　焼上プロ、ソク・炭化物微量

ピット　検出されていない。，

一　　　日・！．、′　′　－　、　′　ノ　　′ソ′、′∫ノ　ノ二　多く．ノ′・左．㌧・－∴、′、′ノ・′・　′′　ノ、∴11、′仁ノノ

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・炭化物・焼上プロ、ソク少量

2　暗　褐　色　ロームプロ、ソク申紅，炭化粒子少量．焼上ブロック微量

ナ：　一′　　　′．、′　こ、　′ノ′，∴　　　上　′′′‘．　ノ′′∴　′′′　′、一　　′・・・、；　∵　　　′，。

熟痕あ鋸が室に竃内およびその周辺から出土して折る。竃の煙道の立ち上が　部には厚さ5cmほどの砂岩が

′／′し言　　　′ノ　、ノ′′′‾　ノニノ‘、’ノ・、弓のソ、ユ‥か一・′′右：ら；こン汁了∴！言∴　　・∴　′　′て．ごブ・・ノノの　′　工：′：

間を焼圭化した粘土で固定されて　体部外商には被熱痕　認められてお娠　支卿として使用されていた　のと

考えられる。さらにその上部には2関の高台相棒が逆位で据えられていたが　蔵敷痕が認められないため木鉢

の廃絶に伴な　祭祀的な行為によって竃の浄化が行われた可能性がある。ほぼ完形の2門は竃手前の北東コー

ナー寄　下層から正位の状態で出土しタ2関は竃南側下層，2関は竃火床部と竃北側下層からそれぞれ出土し

ている。ザれ　本跡廃絶時に遺棄　あるいは投棄された　のと考えられる。

所農　本跡は主柱穴をもたずにタ東竃を有する住居跡であ娠供膳具の主体が須恵器であることや出土土器の

形状から　時期は　健妃中葉と考えられる。当該期に　東壁の北寄如こ竃が付設されることは数少ない類例で

ある。

－－7231－
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第551図　第218号住居跡出土遺物実測図
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0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」　　」



ノ′ト′　　′　一列　　　・∴′上ノ、言′′、　－．く

番可 種 別 極 種恒 径i器 高i底 径i胎　 土 i色　 調i焼成i 手法の特徴 i出土位置i備　 考

2726 須恵器　 塚 128… 06　 も　 長石　 灰　 普通讐 譜 詣 憲篭 詔 禁 雷畿 壁寄 用％

ラ削り　　　　　　　　　　　　　 ㌘L230

底部回転へラ切り後一方向の
黒γ　須恵器　　 林　　 H∴　　 十　　 信　　 長有　　　 吠　　　 普通　へラ削り，休部下端手持ちへ電火躯に　 梱％

ラ削り

底部回転へラ軋廿日妾1方向の
ゴγ黒　 項患器　　 杯　 †？つ　　 吊　 り・？　長有・有薬　味　　　 普通　へラ削り，休部下端手持ちへ竜火僻に　佃％

ラ削り

底部回転へラ切り後・方向の
2720　須恵器　　 林　 Lは守　 二川　 …　 砂粒　　　 吠　　　 普通　雑なへラ削り，休部下端手持電火舶枯　骨％

ちヘラ削り
尋 須恵器 高 畑 の　 中 の5 長石　 灰　 普通欝 票 蒜謂 譜 融摘 凱 床部 監 l

273且須恵器回 ［3摘車4・止」警吏尋車座牽裏窓璃窓下

車師器　嚢は鍼車尋二極凛不義普通i翻瀾ナデ　　 i5％

‥　、
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′　　　　　　　　　・・′・　′　　　　ノ　ー′　　　1′　、　　　・　′　′′　　　　　　ノ　　　ノノ　′′
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－　‾　　　　一′′二　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　　・・　　∴・　　　　．　　　　　　　′

傾して緩やかに立ち上がっている、＿

竃土層解説

l　黒　田　色　t‾ブームプロ∵′ク・焼上プロ・ソク・粘‖＼白’・少量

コ　黒　褐　色「トムブl：巨ノク・焼上ブし「′ク・粘「ブし「ソク・炭化粒J’・少量

：－；黒　褐　色　ローームプロ∴ソク申［11∴　焼上ブし「ノク・炭化粒J’1少量

・1暗　赤　魁　色　ロームプロ、ソク・焼I∵ブLトソク中量．炭化粒j’一少蔓

5　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・炭化粒J′l少量

（う　暗　褐　色　ロームプロ、ソク申結　焼上プロ・、ノク・尉じ粒J’・少［，－；：

にぷい赤褐色　焼土プロッタ多義，ロームブロック中量

8　暗　赤　緑　色　情上位戸口－；∴　焼上ブしいノク・tJ一一ム粒j′・少量

！）黒　褐　色　焼1ソロ・ソク・ローH－ム粒J’・・封じ粒J’・・拙目白’一少量

；　　　　・　　　　　　′　一′　・　　一、　　ノ　　　ノ　　・　′　　　　　′・′′　　　ニ　／′　　ノ　′ノ

′′．′　　　′　ノ　　′ン、′・・　㌧考て今′′’ノ　　′ニ′・ン．一・′・　′　′　′　　　′′．′′

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ・ソク小品　焼i二プロ、ソク・尉ヒ粒J′・少量

2　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク・炭化物少量

：ミ　暗　褐　色　ローームプロ、ソク多星　焼上プロ、ソク・炭化粒J′一少：違

・1黒　褐　色　ロームプロ・ソク小結　焼上プロ、ソク少量

う　暗　褐　色　焼上ブしトノク中量，ロームブロック・尉ヒ粒J’一少量

ll1－1－－－－7251－－”－



遺物出土状況　土師器片42点（嚢），須恵器片12点（杯7，高台付杯1，鉢2，要2），礫1点（被熱痕あり），

鉄製品1点（鉄），土製品1点（紡錘車）がほぼ全域から散在した状態で出土している。2733はPlの底面か

ら出土しており，本跡廃絶時に投棄されたものと考えられる。2757は竃西壁際の覆土上層から出土し，本跡廃

絶後に埋没過程で投棄されたと考えられる。

所見　出土土器が少なく明確ではないが，土器の形状や9世紀中葉の住居跡に掘り込まれていることから，時

期は9世紀前葉と考えられる。

‾j、－！ 2757

第552図　第219号住居跡出土遺物実測図

第219号住居跡出土遺物観察表（第552図）

10cm

呈＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

番号器　種最大径厚　さ孔　径重　量材　質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　考

2733紡錘車5．11．4 0．946．1土ナデ，にぷい橙色を呈する，端部一部欠損 Pl底面

－726－


